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　　　　‡




　一発の銃じゆう弾だんにはその重量とは別の、途方もない重さヘヴイ・ウエイトがある──。

　ファルコン《ショートリーフ》イングラムが、新兵の頃ころから共にあった戦友の墓標を前に言ったセリフだ。『ヤツは銃弾を撥ね返すザ・マン・カウンター・バレツト』と恐おそれられた独立戦争の超ちよう人じん的兵つわものは、没ぼつ後ご──その業績を称たたえられて街の名となった。

　わたしにはショートリーフの心境が痛いほど判わかる。

　しくじりが死に繫つながるガンファイターという稼か業ぎようでは、たった一発の弾たまが人生を狂くるわせ、背負わなくていいものまで背負わせる。このヘヴィ・ウェイトとは、物理的な重さではない。魂たましいにのしかかる重さだ。多くの者は耐たえきれなくなって潰つぶれたり、余生を悪い酒にまみれさせる。そうはならない冷れい酷こく漢かんも存在するが、わたしの主人マイ・マスターはそのタイプではない。

　主あるじの名はアリス・ヘイワード。

　年の頃は二十代。そばかすを残した頰ほおに、控ひかえめな胸、野生めいたしなやかな脚あし。黒のハンターコートに身を包んだその姿は、女だからとて気安く宿に誘さそいたくはならない、危険な印象を醸かもし出す。だが、美しい部分はあるのだ。愛を色にしたらこんなだろうと思うような、優やさしげな赤毛はわたしのお気に入りでもある。

　アリスは馬上の人となり荒こう野やを進んでいる。ナコ砂さ漠ばくのベイスン＆レンジという、迫せり出た台地と抉えぐれた盆ぼん地ちが果てなくくり返される地形にある《呪のろわれた谷》だ。ただし、呪いを気にする必要はない。残ざん酷こくなぐらいに照りつける太陽に支配され、〝砂埃と岩まみれスモーキー＆ロツクス〟なんて蔑さげすまれる、この西部国境地帯そのものが呪われているのだから。

　人が生きるにはつらい場所だ。まあ、わたしに限って言えば、暑かろうが水がなかろうが、どうということはない。なにせわたしは、アリスの腰こしにあるホルスターに収まった拳けん銃じゆうだ。

　45口径マグナム、カートリッジ式リボルバーピストル、名をサラマンデル。魔ま女じよの手によって製造された魔法銃チヤームガンという代しろ物もので、人格を持ち喋しやべることが出来る。いまは握りグリツプ付近についたレンズで、ある人物をみている。




「……あきらめる、って選せん択たくも考えなさい」




　そう諭さとしたのは、馬を並べて進んでいる女性。名はロッキー。アリスの親友だ。

　黄金そのものを髪かみの形に鋳ちゆうしたような、華はなやかなブロンドを持つ女性。この整った顔立ちに対してなら、美女と呼んでも恥はずかしくはならないし、異議を唱える者も少ないだろう。

　カウボーイハットにスウェードのジャケット、ひらひらのついた優ゆう雅がなワイシャツの胸むな元もとは上三番目までボタンがすっ飛んで全開になっている。胸が巨きよ大だいすぎてそうなってしまうのだ。

　たすきがけした散弾シヨツトシエル詰づめガンベルトは巨きよ大だいすぎる胸の谷間で埋まい没ぼつしている。ズボンは短く切り落として太ふと股ももを曝さらしている。セクシーこのうえない西部の女め神がみだ。

　レンズをアリスに戻もどす。少し怒おこったように表情を硬かたくしている。あきらめろと言われて、引き下がる女でないことを、わたしは痛いほど知っている。ましてや、いまの『あきらめろ』は『復ふく讐しゆうをあきらめろ』という意味だ。アリスにとって一番言われたくない言葉の一つだろう。

　わたしは視覚装置ボルトレンズをズームする。瞳どう孔こうから生者のしるしが消えている。こいつは死神を瞳ひとみに飼った。一ひと悶もん着ちやくあるかと身構えたのに、驚おどろいたことにマイ・マスターは自制を発揮した。




「引き返すには犠ぎ牲せいが増えすぎたのよ、ロッキー」




　ただ一言だけ、鋭するどくそう答える。侮ぶ蔑べつも、殺気もなく──。

　ロッキーはそんなアリスの表情をじっとみて、唇くちびるを引き結んで──、

「そう」

　……とだけ答え、黙だまってしまった。やりとりは失われ、しばらく蹄ひづめの音だけが響ひびく。

　この気まずい雰ふん囲い気きを脱しようと、わたしは問題解決を図はかる。要するにこういうことだ。ロッキーは今回の仕事が気にくわない、単にそれだけ。

「怖こわければこの件から降りてもいいんだぞ、ロッキー。誰だれも責め──、」

　言葉は途と切ぎれざるを得なかった。凄すさまじい目で睨にらまれている。

「降りるわけありませんわ。アリスは言いましたの。《暴虐の女王シヨツトガン・クイーン》が必要だと……」

「おまえには牧場の仕事もあるだろう」

「確かにわたくしは、ビッグホーン牧場を継つぎましたわ。最初は仕方なくでしたし、ピアノや服、故郷の国から持ってきた、キラキラした宝物もたくさん手放して……でも、それはよいのですわ。牧場を守るという人生に喜びも覚えましたし。でも、みんな……わたくしに、『親方ならこうした』と主張するのですわ」

　痛みを堪こらえるかのような顔をしながら続ける。

「求めているのは、偉い大だいなパパであってわたくしではない。本当のわたくし自身を必要としてくれるのは、アリスだけでしたわ……だから、」

　言葉は途切れたままになる──銃じゆう声せいがしたからだ。距きよ離り、二百バレッセルほど先か。

　その方向にはバンプがいる。アリスたちの仲間であり、太ってはいるがベテランのガンファイターだ。この会話が始まる前に、悪口の歌を合唱され、スネて馬を先行させてしまった。その先で、敵と出くわしたか。

「バンプが襲おそわれている。急げ！」

　二人は渋しぶる馬たちを急せかす。わたしがホルスターから抜ぬかれる。

「《我と繫がるすべての叡智よミタクエ・オヤシン》──」

　すかさずチャームをスタンバイ。わたしは普ふ通つうの銃じゆうではない。内蔵された呪術チヤームを使うことが可能だ。こうして待機状態にしておけば、すぐにアリスをアシスト出来る。

「先に行きますわ！」

「待て！　足並みを合わせろ」

　ロッキーは聞いちゃいない。あっという間に引き離はなされていく。アリスの馬も悪い馬というわけではないが、やはり牧場主だけあって馬術の差が段だん違ちがいだ。

「ああ、もうッ──、」

「焦あせるなアリス。馬に手た綱づなを譲ゆずれ」

「黙だまっててッ！」

「──ロッキーだけでなく、おまえまで頭に血が上っているらしいな」

「ちがう。イヤな予感がするのよ──」

　ぞわ、と。何かが銃身バレルを這はい回る。アリスの予感が乗り移ったように感じて、わたしは出かけた反論を呑のみこむ。確かに妙みようだ。賞金稼かせぎを避さけるために誰だれも通らないルートを、と選んだはずの呪のろわれた谷で、いきなり銃じゆう撃げき戦だぞ……。

　耳鳴りのようなゴゥという音が聞こえた。何の音かと考えていたら横よこ殴なぐりの風が襲おそってきて、砂に煙けむって前が見えなくなる。そうだ、この谷はこれがあった！

「クソ！　鉄てつ砲ぽう風かぜだ。馬の速度を落とせ！」

「でも……」

「崖がけに激げき突とつしたいのか！」

「ホント、この谷は……ッ」

　収まって再び走行。崖道が終わり、荒あれた平原に出る。視界が一気に開けて──……‥

　バンプがいる。わたしは視覚同調キヤストアイする。内蔵された機能の一つで、これを使うとレンズで視みる代わりに、アリスの視界を共有することが出来る。こいつは尋じん常じようでない視力を持っているので、遠くまで一気にクリアとなる。

　バンプは岩の後ろに隠かくれている。ズボンが血に染まっている。太ふと股ももを撃うたれたようだ。

　救出に行ったはずのロッキーが、バンプを無視して奥へと突とつ撃げきしていく。その先──百バレッセル向こうの大岩で葉は巻まきをふかしている男がいる。

　反そりかえった顎あごヒゲが目立つ容姿。膝ひざまで届く黒のダスターコートを着ている。ドクロの飾かざり付き黒テンガロンハットのツバをつまみ、ズレを直している。手の甲こうには、黒いサソリダーキツシユ・スコーピオンのタトゥーがある。

　ロッキーは二挺ちようのショットガンをダブルで構えて──。




「ルーフ・コルトン──わたくしのメリーを殺あやめた罪を、いまこそ贖あがなっていただきますわ！」




　男のいる岩へと迫せまって──。

「やめて、ロッキィイイイイ──ッ！　罠わなよォオオオ」

　遅おそい、アリス。

　遅い、のだ……‥










　────乾かわいた銃じゆう声せいが────────荒こう野やを、吹ふき抜ぬけて。










　ルーフという男が撃うったのではない。銃声はかなり遠い。音がした方向には樹きが一本立っているだけだ。




　ぼす、という麻あさの荷に袋ぶくろを投げ捨てるような音を発して、ロッキーの身が大地に落ちる。




　人が死ぬというのに、あまりにありふれた音だった。

　一人の人生に見合うほどの音では、決してなかった。

　ロッキーは、それきり動かない。

　急所に当たったことはアリスにも判わかっていただろう。アリスの馬がスローダウンし、荒あらい息をしながら止まる。なのに再び馬を走らせようともしない。駆かけつけることも忘れているアリスを、わたしは窘たしなめることさえ出来ない。




　重いのだ。

　それほどまでに、この一発は、重い一発だった──。

　わたしたちは、単なる重さウエイトを超こえた、果てしない重みヘヴイ・ウエイトをくらったのだ。




　癒いやしの刻紋弾エンブレムド・バレツト──《聖鳥ジトカラ・タンカ》は────ガンベルトにない。







　死神は、もう喚よばれた。ロッキーの魂たましいを刈かり取るのに必要な時間は、短いだろう。







「……あァあああ──ッッ、ああああああああああああああッ！」

　アリスの口から哀かなしげな絶ぜつ叫きようが漏もれる。

　瞳ひとみが溶とけるように濡ぬれ、ぽつぽつと滴しずくがわたしに降りそそぐ。錆さびる、などと小こ言ごとを呈ていするなど出来ようはずがない。この目が《レンズ》でなければ、わたしとて泣いていたろう──。

　ロッキーは旅の仲間以上の存在だった。復ふく讐しゆうしか生いき甲が斐いのないアリスを笑わせることが出来るのは、ロッキーだけだった。二人でいるときは歌い、冗じよう談だんを言い、からかい、ふざけあった。わたしは、そんな二人を眺ながめるのが好きだった。殺さつ伐ばつとした運命に翻ほん弄ろうされたこの人生、いや銃生を許せるような気がした。

　ロッキーとの間にあった心の壁かべも、ようやく消え始めた時期でもあったのに。

　すべて、終わりだ。台なしだ──。

　そのへんの石ころと同じような重さウエイトの銃じゆう弾だんが、砕くだいてしまった。温かい未来を。交かわされるはずだった会話を。膨ふくらむはずだった愛情を。結ばれるはずだった絆きずなを。

　この銃弾は、わたしたちの人生を簡単に押し潰つぶすぐらいの、凶悪な重さウエイトを持っているのだ。




　──なぜ、ロッキーが死ななければならなかったのか？

　そんなのは、どうでもいい。

　──あの腕うで前まえ。相手はおそらく伝説レジエンドだ。

　そんなのは、どうでもいい。




　この計り知れない重さウエイトを相手にも判わからせるために、わたしは、愚ぐ行こうを始める必要がある。

「やるだろう。なあ、アリス」

　マイ・マスターの眼光が、猛もう禽きんの鋭するどさを宿す。

「問いかけることすら、あたしへの冒ぼう瀆とくだわ」

　岩いわ陰かげからバンプが叫さけぶ。

「よせッ、狙撃手スナイパーが奥の一本樹にいやがる！　とんでもねえ腕前だぞ。《千里眼》ロックフェローだ……狙そ撃げきの最さい高こう峰ほうだぞッ！　装そう塡てんが終わる前に隠かくれろッ」

「何が最高峰だ。あの糞のハエフライ・アバウト・シツトをメインディッシュの前に片づけるぞ！　一番《卓越者カイオワ》、二番《蛇牙アネイトウエーセ》だ」

「全部攻せめなのね。そういうムチャ、好きよ」

　わたしの銃身に軽いキスをすると──、動く。

　ハーフコックしてローディングゲートを開ける、薬室チエンバーに詰つまっている弾たまを手首返しジヤグリング・スナツプで撥はね抜ぬくと、ガンベルトにあった刻紋弾エンブレムド・バレツトを押し込めてゲートを閉じる──動く手が見えない。いつにも増して人間業わざじゃない。

　アリスと再び視覚同調キヤストアイする。かなり遠いアスペン樹の根元にある岩に隠れながら、ライフルを静かに構えている人ひと影かげを、アリスの目は見抜いている。目玉のタトゥーを無数に彫ほりこんだ禿とく頭とうに、ブロンドの無ぶ精しようヒゲ、薄うす目めにひょろっとした体格の猟師装束ハンター・スタイルの男が、伝説の狙そ撃げき手しゆ《千里眼》ロックフェローだ。こちらの装塡動作リロードをみて『やれやれ。続ける気か』とばかりにローリング・ブロック・ライフルの撃げき鉄てつを起こし、あくびをしながら弾たま込こめを始めている。

「ナメているわね」

「仕方ないだろう。あの距きよ離りならヤツは不敗の王者だ」

「ロッキーを殺したのが、あんなヤツだなんて……ッ！」

　わたしの握りグリツプに触ふれるアリスの手が、冷たくなる。アリスは憎にくめば憎むほど、熱さを失っていく。憎ぞう悪おするたび──人間らしい感情を、忘れていくのだ。

「……その態度に……──相応ふさわしい地じ獄ごくを──、あげるわ」

　静かに銃じゆう口こうを据すえて、ワンショット。

　照門リアサイト代わりとなるＶノッチ上に、《眼》の形をした光の望遠照準器テレスコピツクサイトが浮かび上がる。

　ロックフェローは警けい戒かいして岩に身を潜ひそめるが、《眼》越ごしにみれば、ぼおっと淡あわい光を放って岩の向こうにいるヤツの位置が判わかる。

「正義なき者よ、銃じゆう弾だんの鎮魂曲レクイエムを聴きけ──《銃と射手の交響曲シンフオナイズ》」

　アリスの鼓こ動どうと、わたしの意識が《リンク》する。レクイエムはロッキーに捧ささぐのが筋だが、特別にこのお粗末なザコバスタードにも聴かせてやる。

　アリスが引き金に地獄を宿す。




　銃声。




　放たれた弾丸は、呆あきれるほどまっすぐに飛び抜ぬけて──、

　岩の真ん中で花火めいた火花が散って、血ち煙けむりが上がる。樹の幹が赤く染まったのをみて呆ぼう然ぜんとしたルーフが、口からポロッと葉は巻まきを落とした。

　驚おどろいたろう。刻紋弾エンブレムド・バレツトの威い力りよくだ。《卓越者カイオワ》は拳けん銃じゆうどころかライフルを超こえる凄すさまじい射程距きよ離りを実現するし、《蛇牙アネイトウエーセ》はどんな障害物も貫かん通つうし、当たった生き物の体内に猛もう毒どくをそそぎこむ。組み合わせれば狙撃手の優位など消し飛ぶのだ。

　ルーフが逃にげ出しやがった。アリスは無言でその背中に狙ねらいを定める。

「いいのか？　背中を撃てば、ライトニング・ワイルドの名が穢けがれるぞ」

「これは弔とむらいよ。功名なんてどうでもいいわ」

　そう言ってアリスは冷たく研とぎ澄すました一発を放った──、その瞬しゆん間かんだった。

　空から飛来した影かげが、火花を散らして弾丸をはじいたのだ。

「──ッ、!?」

　アリスの優すぐれた動体視力が、その影の全ぜん貌ぼうを捉とらえる。鷹たかだ。ハリスホークと呼ばれるその猛もう禽きんが銃弾を受け止めてなお、体勢を立て直して上じよう昇しようする。

「生きているだとッ……アレは」

　音が鳴るほど歯は嚙がみして、鷹たかを睨にらむ。

「《使い魔フアミリアー》ね」

　背中にある斑まだら模様の羽根──間ま違ちがいない。あいつの術だ。

「ゾォードがいる。探せ！」

　指示に従う気配がないので、アリスをみる。凶きよう眼がんを放っている。怒いかりや憎にくしみだのを通り越こし、人間として越えてはいけない部分に踏ふみこんだ目だ。

「……何もかも、滅ほろぼしてやるわ。こんな痛みをもたらすヤツらなんか、片かたっ端ぱしから地じ獄ごくに引きずりこんでやるわ。この手には、そのための力がある……」

　一いつ瞬しゆんだが、マイ・マスターが笑った。笑ったのだ、哀かなしみに暮れるべきこのときに。

　アリスが壊こわれかけている。




「あたしから大切なものを奪うばいまくった、あの魔女マスクだけは絶対に許さない」




　どうすればいい……？　わたしはこんなとき、止めればいいのか？　それとも憎ぞう悪おを煽あおって背中を押すのか？

　教えてくれ。神よ。

　アリスをどこまで憎しみに染めていいのかが────判わからないのだ。







「…………おやめ………………なさい……」







　背後からかかった弱々しい声に、煮にえたぎる地獄の瞳ひとみが────人間のそれに戻もどる。

「……ロッキーッ？　生きているの!?」

　駆かけつけて、わたしを地面に投げ出してロッキーを抱だきかかえる。

　弾たまは、やはり急所に入っている。ガンベルトの弾が盾たてになって、即そく死しだけは何とか免まぬかれた、ぐらいだ。この状態では保もって五分程度か──。

　アリスもそれが判っているから、包帯にのばしかけた手を、ぐっと握にぎって止める。

　死相に染まっていく友に、壊れかけた微ほほ笑えみを返して。

「大だい丈じよう夫ぶよ。助かるわ」

　気休めを言うな。ガラにもない。

　ロッキーがまた声を絞しぼり出す。

「憎むのをおやめなさい……アリス」

「……ロッキー？」

「わたくしにだって……判わかりますわ。復ふく讐しゆうが、貴方のすべてだということくらい……でもね……それでは、」

　咳せきこんで血を吐はき出して、続ける。

「誰だれも幸せになれないのでは……と、思うのですわ」

「…………いまさら幸せになんか……なれるわけない……じゃない…………」

　うつむいたアリスの目から、涙なみだの粒つぶが落ちていく。

「サラマンデル……」

「何だ？」

「あのダンスを……覚えておりますこと？」

「ダンス……？」

「ほんの少しの幸せでしたが、わたくしには……充じゆう分ぶんでしたわ……」

　痙けい攣れんするような震ふるえが始まる。長くはないのを悟さとったのだろう。喉のどの血を一気に吐き出して、最後に一言だけ告げる。




「────慈悲を、見失わずにマーシイ・ユア・オウン・ハート──……」




　それが、ショットガン・クイーンの遺ゆい言ごん。オイル切れのランプのようにゆっくりと息をなくし、その魂たましいはスッと果てて。

　逝いった。天使のような美しい顔のまま、地じ獄ごくへと旅立った。

　ロッキーと駆かけ抜ぬけた時間が、フラッシュバックのように思考回路カリオーブをよぎっては消え、よぎっては消える。思い出すのは笑え顔がおばかり。そうだ。ロッキーがいたから、アリスはつられて笑った。あいつはそういうヤツだった。近すぎて価値に気づかなかった。大切すぎた。

　なぜ守れなかった？　なぜ死なせた？　愚おろかだ。わたしは愚かで役に立たない屑鉄スクラツプだ……。

　だいたい何が慈悲マーシイだ、ロッキー。そんなものが存在するなら、おまえは死なずに済んだろうが。このすさんだ血の荒こう野やに、人間らしくみえる紛い物イミテイシヨンを持ちこむな。優やさしくなればなるほど、おまえの死が切なくて、狂くるいそうになる──。




　アリスは泣き始めた。大声で、いつまでも、いつまでも。闇やみが空を覆おおっても。

　星々が同情を始めるほど、子供のように泣き続けた。




　一発の銃じゆう弾だんにはその重量とは別の、途方もない重さヘヴイ・ウエイトがある──。




　重くて重くて、とても背負いきれない、その重さを──、

　一晩かけて背負いきったマイ・マスターは、一人で墓を掘ほってロッキーを埋うめて、傷を負ったバンプを鞍くらの後ろへとくくり付けてから、馬を進め始めた。

　終始、無言。

　もはや、その目に涙なみだはない。

　あるのは、瞳ひとみに取り憑ついた無慈悲ノー・マーシイな死神だけだ。




　去り際ぎわにレンズをふりかえらせて、アスペン樹の近くにある小さな丘おかをみる。こんもりとした土にショットガンを突つき立て、もう一本のショットガンを縄なわで縛しばって十じゆう字じ架かにしてある。

　この光景を一生忘れないだろう。忘れたくてもレンズに焼きついて消えることはないだろう。

　あれが──……、

　ロクサーヌ・ラヴォワの墓────だ。
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　引き金トリガーが絞しぼられる感かん触しよくと、スプリングが爆はぜる感覚、撃鉄ハンマーが打ち下ろされる振しん動どう──機構が一いつ瞬しゆんにて、それを為なすための一連の動作をするが、そいつはまさに《瞬またたく間》だ。

　わたしの内部で炎ほのおが生じる。回転弾倉シリンダーという部品からだ。もっと正確に言えば、シリンダー内の薬室チエンバーという穴を中心に炸薬ガンパウダーの爆ばく発はつが起こる。この熱さは多少感知するように出来ているが、わたしは自らの痛みを制せい御ぎよ出来るよう作られているので問題ない。

　銃じゆう身しん内部の穴を通っていく感触はあるが、これも一瞬だ。何か異常があれば余よ韻いんで判断する。銃身を通る際に弾たまは施条ライフリングと呼ばれる螺ら旋せん状の溝みぞによって回転し、命中精度が高まる。この回りぐあいが完かん璧ぺきなら、弾は狙ねらった方向に飛ぶというわけだ。

　わたしは銃口の下と照準器と握りグリツプ付近に複数存在する視覚装置ボルトレンズという部品で視界を確保しているが、発はつ砲ぽう後の数瞬はメインである銃口の下のレンズが見えなくなる。発射の反動リコイルで銃身が跳はね上がるのが、理由の一つ。発射炎マズルフラツシユの閃せん光こうでレンズが灼やかれるのが一つ。そして、硝しよう煙えんが大量に生じるのが、最後の理由だ。そうやってようやく放たれた弾丸が、天へと吸いこまれていったわけだが、硝煙が晴れたあと〝標的コンドル〟を確かく認にんしても、空を悠ゆう々ゆうと舞まい続けている。

　いわゆる、どハズレだ。かすりもしていない。まあ、最初から判わかっていたが。

「──ああんッ、もう！」

　わたしの主人が、じたんだをバンバン踏ふみながら絶ぜつ叫きようする。感情表現の古くさいヤツだ。砂さ漠ばくなので砂埃スモークが散って非常にうっとうしい。

「だから言っただろう。射程の壁かべというのは、相当キツイのだ」

　技術的に色々あるのだが、かいつまんでいうと、わたしを用いた射しや撃げきだとだいたい三〇バレッセルくらいまでは弾たまが安定して飛ぶ。それから急激に安定を失い始めて曲がったり落ちたり。この気まぐれを見抜ぬき、安定して当てられるヤツはいるが、一ひと握にぎりの達人グランドマスターだけだ。

　このアリスには有効射程外射撃アウトレンジ・シヨツトなんて、まったくもって百万年早い。

「判わかってるけど、飲みたいの！　喉のどカラカラなんだってばッ！」

「生き血を飲むつもりだったのか……」

　もはや乙女おとめとは思えない野生児っぷりだな。

　コンドルが去って行くのを恨うらめしそうにみている。まあトチ狂くるうのも致いたしかたないだろう。ここは水分を補給するのに適した場所じゃない。
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　ノーマンズエンド砂漠──。

　合衆国フロンテイア・コモンズの掃はき溜だめ、侮ぶ蔑べつを込めて〝砂埃と岩ばかりスモーキー＆ロツクス〟と呼ばれる西部国境地帯においても、とびきりの不毛で知られる土地。ロレンス地方東部を覆おおう、広大な〝何もない〟だ。比ひ喩ゆ表現ではなく、本当に地図上の空白となっている。

　黄色の砂が真っ平らに広がる光景が、ここでの永遠。生き物をみかけることが少なく、砂漠につきもののサボテンすら、滅めつ多たに生えていない。砂すな風かぜが飽あきもせず空を暗く染める。薄うすれた太陽、地の果てにボンヤリみえる山さん岳がくの影かげだけが唯ゆい一いつの道みち標しるべ。

　ノーマンズエンドに生まれりゃ、飢うえるか奪うばうかだ──。

　ここの出身だった《嚙かませ犬》レッド・モスの言葉だ。ヤツは故郷を飛び出し、無法者バンデイツツから用心棒バウンサーに〝改心〟してギャングの間を転々として、嚙ませ犬という立場から実力で這はい上がって伝説となったが、突とつ然ぜん故郷に舞まい戻もどって、恋焦こがれた女の前で自分の喉のどを撃うち抜いた。

　まあこの世界のモスは、わたしの主人が仕留めてしまったのだが。

　……という表現も判りにくいか。きちんと補足しよう。わたしはこの時代の銃じゆうではないのだ。とある事情で、ずっと先の未来から飛ばされてきて、いま過去をやり直している。わたしにとっては過去にあたる未来にもアリスがいて、現在にあたる過去にもアリスがいる。つまり、アリスのやり直しアリス・リローデツドだ。

「はぁーん……もう何でもいいから飲みたいよぅ」

　そう言って自分の汗あせを舐なめてみて、「しょっぱ！」ってペッペしている。このアホそうでアホなアリスは、ゆうべ夢にみた、あの凛り々りしくも精せい悍かんな復ふく讐しゆう者アリスと同一人物のはず。

　ややこしいので判りやすく説明すると、わたしは拳けん銃じゆうであるにも拘かかわらず夢をみる。その夢は《過去の出来事》を再現しているが、過去といってもこっちの世界では未来にあたる出来事なのだ。つまり、このアホはアホをやめて、未来のようなアリスに成長するはず……はずなのだが…………その点は、不安すぎるな。成長しないかもしれない。

「もぉ、やだよ。ミスター……引き返そう？」

　実に情けない声を出しやがって。ヘタレ主人マスターめ。こっちのアリスの胸はガッカリ。色気は童女並み。もう一六にもなり、女盛りに片足突つっこんでいるのに、酒場に入ってつまみ出されること三回、注文の前にミルクを出されること七回。童顔もここまでくると嫌いや味みすぎる。

　細身で子こ鹿じかのような体格をしている。赤毛のみ美しい、そばかすだらけの小こ娘むすめで、女として期待出来る要素が一つもないのが、特とく徴ちようといえば特徴か。

　いつもはムダに元気なこの女も、いまは唇くちびるをひび割れさせ、表情が死に絶えて憔しよう悴すいしきっている。柔やわらかい砂すな溜だまりにブーツのほとんどが埋うまって、一歩ごとに全力を出さないと進めない状じよう況きようだ。さすがの野生児も参ってしまったか。

「もう目的地のほうが近いのだがな……ん？」

　羽は音おとが聞こえた。コンドル、じゃない。もっと小さい鳥だ。わたしのレンズの動きをみたのだろう。アリスもそっちに目を向ける。

「──鳥！」

「待て、アリス」

　狙ねらいをつけようとしたアリスを制する。その鳥は、新大陸フロンテイアにいない種類だ。クチバシが曲がっていて、羽う冠かんがある。

「何あれ？」

「事典でみたことがある。オウムという熱帯の鳥だ。何かくわえているぞ」

　その鳥はわたしたちの近くまで来ると、封ふう筒とうを一枚落として、去って行く。

「……えっとォ？　郵便配達鳥？」

「拾ってみろ」

　念入りに蜜みつ蠟ろうで封印までした封筒をナイフで開ける。手紙だ。内容はシンプル。

『白い牙にご用心ビウエア・ホワイト・フアング。──魔女よりフロム・ウイツチ』

　魔ま女じよ、か。ならばメッセージを届けたオウムは使い魔フアミリアーなのだろう。相手が魔女だとしたら警告には信しん憑ぴよう性せいがある。魔女は様々なチャームを使いこなし、わたしたちの知らないことを多く知っているのだから。

「白い牙きばかあ」

　アリスはそう言って、困ったように辺りを見回す。

「いないよね、動物……」

「魔女マスクをウィッチとわざわざ書くのも気になる」

　ぼふぁ。

　後ろで、人が倒たおれる音がした。そういえば道連れがいたな。終始無言なので忘れていたが。

「ロッキィイイイイイイイイイイイイイ──ッ！」

　アリスが叫さけんで駆かけ寄って、抱だき上げる。

「助けるのをおやめなさい……アリス」

「……ロッキー？」

「わたくしにだって……判わかりますわ。砂さ漠ばく越ごえなんて、貴方あなたのようなアニマル並みの体力と、とどまることを知らない無神経を持っていなければ成功しないということくらい……でもね、そうやってあきらめていては、幸せになれないのでは……と、思うのですわ」

　どこかで聞いたセリフだな…………おい。

「やっぱりムリだったんだよ！」

「それでも、独ひとりで……立ち上がりま……す……わ……」

　ふらつきながら起き上がった少女は、ロクサーヌ・ラヴォワ──通つう称しよう、ロッキーだ。

　年の頃ころはアリスよりも一、二歳くらい下だが、女としてアリスとは段だん違ちがいのグレードを持っている。ゆるやかに波打った金きん髪ぱつも、そのへんの中ちゆう途と半はん端ぱなブロンドではない。言うなれば、金の鋳物のように完全な黄金色トウルー・ゴールデン・ブロンドだ。顔立ちの整いかたもハンパではない。人形のような美しさ、という言いかたが相応ふさわしいかもしれない。『人形のような』とはどんなモノかと訊きかれたら真っ先にこう答えるだろう。見る者を不安にさせる美しさ──、と。




　憂うれうような海色の瞳マリンアイズ。

　誘さそうような妖精の輪郭フエアリーライン。

　問いかけるような恋する唇ホツトリツプ。

　神が気き紛まぐれに創つくったにしても〝完成度が高いという不自然〟がひどすぎて落ち着かない。

　帽ぼう子しは被かぶっているものの、フリルの付いた華はなやかなほっかむり。着ているのはピンクのドレス。アンダースカートに芯金フープを入れたクリノリン・ドレス──いわゆるボッフボフに広がった貴婦人的なアレだ。砂漠ナメすぎにもほどがある。

　こういうときにバンプがいてくれれば、な……。

　若バンプのタフガイを通り越したあの体力は、この砂漠でも心強い。へばったロッキーをにゃんこ持ちして運んでくれたかもしれない。

　──ヤツとの別れを思い出す。




　ギャレットという工業都市で一晩過ごし、宿から出て急に立ち止まったのだ。

『やっぱ、ここまでだ』

『どうした？』

　ニセ牧師の表情が曇くもっている。

『ダークウォーターは渡わたれねえんだよ、ミスター。あの河の向こうは、イヤな思い出しかねえ。二度と逢あいたくねえヤツがいる』

『そうか……』

　話を聞こうとするアリスを、『やめとけ』と言って制する。ガンファイターをやっていれば、傷の一つや二つは増えるものだ。血の流れる傷なら、時が解決するだろう。だが、血の流れない傷はずっと残る。本当に長い年月、残るのだ……。

　そしてアゴンロジがフクロウの伝言を聞き、説明もそこそこにすっ飛んでいったのが、この日の三日前。

『ちょうど良い機会だ。いったんお開きにしよう。ここからは、わたしとアリスでノーマンズエンドに向かう』




『────イヤですわっっ！』




　声圧でレンズめだまが割れるかと思ったぐらいの、とびきりな叫さけびだった。ロッキーはわたしに迫せまり、銃じゆう口こうを摑つかむと、挑いどむように見据すえながら言ったのだ。

『わたくしも、ノーマンズエンドに行きますわよ！』

『……なぜ、固こ執しつする？』

『ハァッ？　なぜ、とは何ですの！　わたくしは仲間ではございませんか』

『出発準備の段階で、一度別れたではないか』

『あれはギャング団に盗ぬすまれた馬の権利証明に行くために、牧場主のサインが必要だった、というだけの話ですわ！　ロフォワを失うわけにはいかなかったので……』

　ロフォワ──ッ!?　伝説的名馬《ギャリエ》の父馬じゃないか！　あの教会の戦いでロフォワが死んでいたら、伝説が一つ失われたのか──危なかった……。

『もう牧場に用事もございません。同行させていただきますわ』

『おまえの体力ではムリだ。足手まといになる』

『ムリではないと、証明してあげましてよ！』

　スイカみたいな胸ウオーターメロンをふんぞり返して、そんな大たい言げんを吐はいたものだ。




　…………で、現在のロッキー。二、三歩進んだかと思うと、ゆらっと揺ゆれて、そのまま顔面から砂にダイブ。

「ロッキィィイイイイイイイイイイ──っ」

　また助け起こされている。

「だから、ついてくるのはムリだと言ったろう？　ロッキー」

「きちんと……ロクサーヌと……呼んでいただけま、す……？」

「だから、そのドレスもやめろと……」

「わたくしからお洒しや落れを取り上げる気なら、ムダな試みになりますわね。どんなときでも、美しくあるのが淑しゆく女じよの嗜たしなみですわ」

　乙女おとめのすべてがガラスの貴婦人と称しようされる文明地、麗宮国ジユナイゼの貴族出身。

　特技はどれも砂さ漠ばく越ごえに必要ないスキルばかり。礼れい儀ぎ作法とピアノと、社交ダンス──、

『あのダンスを……覚えておりますこと？』

　わたしは昨晩みた夢を思い出した。ロッキーが馬上から崩くずれ落ちたあの光景が思考回路カリオーブをよぎり、スプリングがキィと軋きしむ。あの夢──、ロッキーの死の場面。あれから《復ふく讐しゆう者》アリスは笑わなくなっていった。笑うときも、冷たい軸じくを隠かくすような、巧こう妙みような愛想笑いをするようになったのだ。ロッキーが言い残した『憎にくむのをおやめなさい』という遺ゆい言ごんを、守っていない後ろめたさと戦っていたのかもしれない。

　あの夢には妙みような点がある。一つは黒いサソリダーキツシユ・スコーピオンのタトゥーだ。もう一つは、ルーフ・コルトンという、あの顎あごヒゲの男。夢の中のわたしは意味が判わかっていた気がするのだが、全然思い出せない。思い出そうとすると、撃鉄起こしハンマーコツクすら覚おぼ束つかなくなるぐらい気分が悪くなる。

　……と。ロッキーがモジモジしながら両手を組んで、指いじり的なものを始めたぞ。

「………………あの言葉は……ありませんの……？」

　何でコイツは、頰ほおを赤く染めて恥はずかしげにチラ見を始めている??

「あるでしょう……こんなとき、わたくしがとてもがんばれるようになる魔ま法ほうの言葉が……」

　何でコイツは、身を屈かがめてまで〝下わたし〟に向けて上うわ目め遣づかいしているんだ??

「がんばれ、か……？」

「ちがいますわよっっ!!　もう、何ですの、この鈍どん感かん！　砂を嚙かんで動かなくなってしまえばよろしいのにッ」

　ロッキーは小こ言ごとをまくしたてながら、先に行ってしまった。何なんだ……？

　それから三時間。道中の景色がまったく変化しない。

「ねぇ、ミスター……馬で来れば良かったよねぇ？　ねぇねぇ？」

　アリスが唇くちびるを尖とがらせて不満たらたらだ。

「馬に飲ませる水がない。毒草も多い。馬を殺す覚かく悟ごなら、それでもいいがな」

　ロッキーが〝牙を剝くガラガラ蛇のようなアングリード・サイドワインダー〟顔で迫せまってくる。

「ハァッ──!?　馬を何だと思っていますのッッ！　使い棄すての道具じゃありませんことよ！」

「……ほら、こうなる」

「うへぇ。ごめんなさい……」

　この砂漠は、まさに死地。地元の人間も案内を断るほどで、どんなに大金を貰もらってもノーマンズエンド砂漠を渡わたるのはイヤだと言われた。素人しろうとが入っていい場所ではないのだ。

　なぜ、こんな場所に来たのか──？

　最終目的地は砂さ漠ばくの向こうにあるマコシカ火山。そこに、ある弾だん丸がんを棄すてに行く。


　黒き《切断キヤクサ》──。

　黒き《毒蛇の空マアピア・ナドワ》──。



　刻紋弾エンブレムド・バレツトと呼ばれる魔ま力りよくを帯びた弾たまで、しかるべき条件を整えたうえで放てば大だい虐ぎやく殺さつが可能となる。こんなものを存在させておくのは危険すぎる。だが、刻紋弾エンブレムド・バレツトはそのへんの炉ろでは溶とかすことも出来やしない。溶かせるのは溶よう岩がんの熱ぐらい、といった事情で火山に向かっているのだ。愚ぐ行こうに近いが、これをやらないと世界が滅ほろぶ。

「さっきから風がひどくありませんこと？」

　迂う闊かつにも、言われて気づいた。風鳴りがひどい。砂を巻き上げた風が上空を覆おおい尽つくしている。空にみえる鳥も、突とつ風ぷうで煽あおられてジグザグに飛行している。翼つばさを広げたその姿は、猛もう禽きんのフォルムだ。尻しりの部分だけが白い、暗あん褐かつ色しよくと黒い羽根を持つ鷹たか。腿赤鵟ハリスホークだ。隣となりのザクサス地方に生息しているが、留りゆう鳥ちようなのでロレンス地方に移り住んだりしない。しかも餌えさに乏とぼしく、環かん境きようも厳しいノーマンズエンドにいるはずがないのだが……。

　砂すな煙けむりの向こうに隠かくれていくのをレンズで追っていたが、それどころではないのに気づいた。

　後ろから不気味な地鳴りがしてくる。聞いたこともない音だ。握りグリツプの下の視覚装置ボルトレンズを向けたが、砂で曇くもっていてみえない。

「アリス。銃じゆう口こうを後ろに向けてくれ」

　銃口を向ける前にふりかえったアリスが硬こう直ちよくする。ロッキーまで青ざめて固まっている。

「何があった？　ええいッ、向けないならレンズをふさいでいる指だけでもどけろ！」

　動かない。アリスはアホ丸出しのぽかーん顔をしている。意味もなくオロゴを使ってしまうが視覚同調キヤストアイを使おう、と思ったときだ。アリスの唇くちびるが、不意に動く。

「…………マキマキしてる」

「は？」

「風が……巻き巻きしてるのですわッ！」

「はぁああ？　何を言って……」

　そう言った瞬しゆん間かんだ。八〇〇バレッセル先くらいだろうか。側面をすり抜ぬけていく長い影かげがあった。砂柱……か？　砂煙が回転している。岩を持ち上げ、サボテンを宙に舞まわせている……、

　さらに地じ響ひびきから察するに、真後ろから超ちよう大物の〝砂柱〟も迫せまってきている。




「竜巻トルネードだッ────逃にげろォオオオオッ!!」




　遅おそかった。一分も経たたないうちに、わたしたちは黄色い旋せん風ぷうの中に呑のまれ、視界を奪うばわれ、重力の枷かせから解き放たれるかのように宙へと投げ出される。

　わたしは、アリスの手から離はなれてしまい──、

「アリスッ！　ロッキーッ！」

「ミスターああああ！」

「お願いですわ！　せめて最後にッ、わたくしを好……」

　声は、風音にかき消された。道化芝居フアースの脚きやく本ほんじみた、唐とう突とつな終わりだ。愚おろかさを悔くいることも、哀かなしみを感じることも、やり遂とげられなかった無念を感じることもないままに──、

　やがて────……見えない何かに激突して、意識を手放すハメになった。




　　　　‡




　ユニオン鉄道の線路がスタンピード地方を横断して一年が過ぎたというのに、未いまだにロッキーの中では〝胸むなくそ悪い思い出〟として生き続けている件がある。

　鉄道線路の敷ふ設せつ権を賭かけたブラックジャック勝負で、ロッキーが雇やとった賭と博ばく師しが負けた。これによってバッファロー牧場の敷しき地ちを汽車が横断するようになったのだ。これを思い出すたびに、端たん整せいな顔立ちはしかめっ面つらに歪ゆがみ、声をかけるのもためらわれるほどだ。

「ロッキー、笑ったらどうだ。よけい噂うわさが悪くなる」

　こいつの通り名はショットガン・クイーン。暴ぼう虐ぎやくの、という前置きが付く場合もある。牧場を荒あらす無法者バンデイツツどもを一人で倒たおしまくり、丘おか一つを無む縁えん墓ぼで埋うめた──というエピソードはあまりに有名で、スタンピード準州で知らない者などいない。人々の認にん識しきとしては、顔を洗うくらいの頻ひん度どで人を撃うつ悪あく魔まみたいな感じだろう。通りにいる市民たちはロッキーをみるなり血相変えて避さける。

「よけいなお世話ですわ、サラマンデル」

　眉み間けんに皺しわを寄せている。ますます怖こわくなって、すれ違ちがった子供が泣きだす始末だ。

　スタンピード最大の駅、ホーンズ・パーク。元はバッファロー牧場の放牧地だった所だが、すっかり様相が変わってしまった。スモーキー＆ロックスでうんざりするほど見ることになる、貧びん乏ぼうくさいナチュラル・ウッド色の箱形木造建築は、ここにはない。色とりどりのペンキで塗ぬられた、レンガ造りのしっかりした建物が並んでいる。行き交かう人々も紳しん士し淑しゆく女じよの格好をして、下品さの欠片かけらもない優ゆう雅がな会話を嗜たしなんでいる。

　豊かになると、本来要いらない物まで建つ。その一つが議員会館だ。横断幕が掲かかげられている。内容は『州に昇しよう格かくして水源を独どく占せんする大牧場から豊かな恵めぐみを取り戻もどそう！』──。ビッグホーン牧場にあてこすっているのだ。

　州に昇格することで利益を得る議員連中がいて、そいつらが目的を達するには《票》が必要で、手っ取り早く票を稼かせぐには悪役を一人こしらえればいい。その悪役が、ロッキーなのだ。

「こんなところでアリスの小こ遣づかい稼ぎを手伝っている場合ではないだろう？」

「ほっといてくださいます？」

「だが、この事態をパイク一人で乗り切れるとは……、」

　通りを駆かけていく一台の馬車の異い貌ぼうに目レンズを止め、話を打ち切る。

　ゴムを巻いた車輪。ドアのところに白いペンキで描えがかれた、三つ首の犬。神話の魔ま犬けん、ケルベロスだろうか。馬車はスローダウンし、ゆっくり寄ってくる。

　わたしの様子に気づいたのか、アリスもロッキーも足を止める。アリスの手がわたしの握りグリツプに軽く添そえられる。

　目の前まで来て停車し、ドアが静かに開く。

　出てきたのは、年の頃ころ三十代くらい──闇やみ色いろのインバネス・コートをまとった細身の紳しん士しだ。コートの下には新品の紳士服をまとい、光こう沢たくが出るほど磨みがいた革かわ靴ぐつを履はいている。

　死人のような白い肌はだ。精せい巧こうな彫ちよう像ぞうのように美しい輪りん郭かくを持っている。オールバックにしている髪かみは、老人のように色味の抜ぬけた暗灰色で、艶つやが少しもない。

　特とく徴ちよう的なのは、その右目。据すわった感じに半分瞼まぶたを下ろしてある。その隙すき間まから覗のぞくのは、すべてを見通すかのように〝誰だれにも、何にも、焦しよう点てんを結ばない〟不吉さの漂ただよう琥珀色の瞳アンバー・アイズだ。

　猟りよう奇き的なのは、その左目。眼がん窩かに埋うめこまれた物がある。




　──懐かい中ちゆう時計────だ。




　ガラスの割れた懐中時計を、眼窩の皮ひ膚ふに縫合して埋めこんであるのだ。もちろん時計は金属製。なのに、縫ほう合ごう糸は鉄を貫つらぬいて縫ぬい合わせてある──。

　目の周りは、壮そう大だいに黒ずんでいて病的なものすら感じさせる。右手には黒くろ革かわの手て袋ぶくろ。左手は、手ではない。鋼こう鉄てつのキザギザが、裾すそから出ている。サソリのハサミのような形状で、挟はさみこんで物を持てるようになっているらしい。

　着ている物は全部新しいのに、ハサミだけ錆さびが浮いているのが奇き妙みようすぎる。




「──お初はつにお目にかかる。レディ・ロクサーヌ」




　亡霊レイスのような震ふるえ声ごえを発してくる。チッ……、チッ……、と左目の懐中時計の秒針音を、声の合間に混じらせながら。

「誰だれですの？」

「私はスティール・ボーマン。ユニオン鉄道会社に籍せきを置き、その他ほかにもいくつか事業を手がけております」

　アリスが小声で訊きいてくる。

「この人、知ってる？」

「《魔ま犬けん》スティールだ。詐さ欺ぎ師上がりの企業人で、線路の敷ふ設せつに必要な土地や、鉱山の採さい掘くつ権などを悪あく辣らつな手段で奪うばい取っていると聞く。用心しろ」

　わたしはヤツの腰こしにある拳けん銃じゆうへと目を向ける。新品の銃──四角い形から銃身が突つき出ているような妙みような形だ。あんな銃はみたことがない。

「用事がありますの。手短にお願いしますわ」

「失礼しました。では、本題に」

　スティールは微び笑しようを浮かべつつ、短剣の刃エツジ・ライトめいた眼光を閃ひらめかせる。




「私は、貴方あなたの運命を操あやつることが出来る」




　…………。

　……おいおい、おまえとは初対面だぞ？　見た目もかなりひどいが、中身はもっと洗練されたイカレ野郎ウイスキー・トーカーだな。

　スティールか。噂うわさ通り危険な男だ。

　壊こわれた言葉選びに呑のまれ、ロッキーは呆ぼう然ぜんとしている。動いたのはアリスだ。目立たないぐらいゆっくりと手がわたしに触ふれる。うっすらと汗あせばんでいる。

　やる気なのか、アリス……？　人の目が集まって来ている。野や次じ馬うまも寄っている。ここでやりあったら、騒さわぎは大きくなりそうだぞ。

「銃じゆう弾だんで、って気なら、こっちにも方法はあるわよ？」

　迷っている間に、アリスが意思表示を始めた。スティールは肩かたをすくめる。

「凄すご腕うでの賞金稼かせぎに銃口を向ける気はありません。こちらのフィールドは、〝みえる物〟とは別の次元となりますので」

「……何言ってるのよ？」

　スティールは、ロッキーへと視線を移す。

「選んで欲しいのです。このまま牧場と共に破は滅めつするか、私の所有物スレイヴとなるかを」

「何を言っておりますの……貴方あなたは。戯ざれ言ごとに付きあうヒマはありませんわ」

　歩き始めたロッキーを、スティールは嘲ちよう笑しようまじりに見送っている。アリスは後ろ歩きで警けい戒かいしながら追っていく。

　ヤツは騎士国ランスランド風に礼をしたかと思うと、芝しば居いがかった口調で告げる。




「────では、美しき牧場主よ。貴方に相応ふさわしき最後ラスト・シヨツトを──ご堪たん能のうあれ」




　アリスが撃げき鉄てつに指をかけたので、素す早ばやく囁ささやく。

「よせ、アリス。あの様子では、ヤツは抜ぬかない」

「でも……、」

「よすんだ。世間はロッキーを悪役にしたがっている。立場を悪くするようなことはするな」

　アリスはロッキーの背中をみて、スティールを一ひと睨にらみしてその場を立ち去る。

　主人マスターが感じた《怖こわさ》は、わたしも感じた。スティールの言葉が単なる脅おどしではないことを、ニュアンスから感じ取れた。生かしておくのは危険かもしれない。だが、当事者であるロッキーが不ふ干かん渉しようを決めたのだ。従うのが筋だろう。

　ホーンズ・パーク駅に着く。プラットホームの板床ウツドデツキで作業する日ひ雇やとい労働者たちが、ロッキーをみてギョッとする。この辺りじゃ、ビッグホーンの牧場主は《トラブルの火種アンタツチヤブル》だ。

　二人は駅の外がい壁へきに貼はってある紙へと近づく。何枚か貼ってあるのを値ね踏ぶみするように眺ながめていく。強ごう盗とう、殺人、武器の横流し、牛泥どろ棒ぼう──書かれているのは不ふ穏おんな言葉ばかり。

　賞金首の手配書だ。銃じゆう撃げき戦の経験も積めるし、カネも入る。一いつ石せき二に鳥ちようってヤツだな。

「すごいわ。賞金六百万エルクだって」

「《千里眼》ロックフェローですわね。あれだけのことをすれば、政府もそれぐらい出しますわよ……」

「そんなにすごい人なの？」

　アリスのきょとんとした表情に、軽く苛いら立だちを覚える。あれほど噂うわさになっているのに、バーボンを飲むことしか頭にないのか。酒場で酒を飲むだけなんてクズスクームのすることだ。

「大統領が暗殺されたろう」

「すごいわね。仕留めれば、ゾォード追つい跡せきの資金に困らないじゃない？」

　ロッキーがため息をつく。

「ライフルの達人ですわ。ピストルにショットガン使いのわたくしたちでは、近づくことすら叶かないませんことよ」

　良い判断だ。さすが女王クイーン。

「じゃあ、次に高いコレは？」

　アリスがそう訊きいたあと、ロッキーのいる方向から紙の破れる音がした。

　周囲の物音まで一いつ斉せいに止まった──。

　簡単にさせてはいけない音だ。何せ手配書を壁かべから剝はがすという行こう為いは、賞金稼かせぎにとって『この仕事を引き受ける』という覚かく悟ごを固めた意味になる。周りの市民たちも足を止め、こっちをみている。仕事を達成できなければ大おお恥はじになってしまう。

　ロッキーは剝がした手配書を強く握にぎり、唇くちびるをわななかせている。その海色の瞳ひとみは鋭するどい光を宿し、記された文字に据すえられている。

「この依い頼らいを受けていただけませんこと？」

　アリスは突き出された手配書を読む。

「ルーフ・コルトンね──罪状は殺人一八件、街道強盗ハイウエイマンに誘ゆう拐かいに牛泥棒に強ごう姦かんに……罪のオンパレードね。ん？　土地権利に絡からんだ恐きよう喝かつ殺人……って何？」

「土地の権利者を脅おどして、権利を手放させる。多くは線路敷ふ設せつ予定の土地や、水源、炭鉱などだな。ユニオン鉄道が裏から手を回したと噂うわさされているが……真相は闇やみの中だ」

「賞金は二千エルク。特とく徴ちようは、顎あごヒゲに黒のダスターコートとドクロ飾かざりのあるテンガロンハット、手の甲こうに黒いサソリダーキツシユ・スコーピオンの入いれ墨ずみ。壁かべから剝はがしたら、やるしかないけど……誰だれなの？」

　アリスに答えるときの表情で、はっきりと判わかった。

　憎ぞう悪おだ。賞金目当てではない。ロッキーは復ふく讐しゆうを欲しているのだ。

「わたくしの大事な、羊のメリーを殺した男ですわ」




　　　　†




　目覚めて最初に思ったことは、自分のふがいなさだ。記き憶おく力りよくには自信があったはずなのに、ルーフ・コルトンの名を最初に目にしたこの出来事を忘れていたとは。このあと、どうなった？　ロッキーと一いつ緒しよにルーフを追って──それに、〝羊のメリー〟とは何だ──？

　……先の記憶がない？　妙みような感じだ。いまこの夢をみる、というタイミングも不可解すぎる。ロッキーの身に何か起こるというのか。

　思考の中で、不意によぎった光景がある。竜たつ巻まきの中でわたしに向かって手をのばすロッキーの姿……そうだッ！　竜巻に呑のまれたのだッ！　とにかく感覚装置を起動しよう。装置のそれぞれにオロゴを供給して──、




「なッッ──……!?」




　最初にみえたのは骨だ。骨だが、ゾウよりも巨きよ大だいなトカゲの頭ず蓋がい骨こつで────わたしに向かって牙きばを剝むいている。しかもその隣となりには、五バレッセルもの長い牙を持つゾウの白骨まである。こんな生物が大陸にいるはずがない。絶句したまま、しばらく言葉が出なかった。

「白い牙とはこれのことか。ドラゴン……なのか？」

「そのようなものはおらぬ。これらは太古の生物である」

　レンズを向け直そうとしたとき、声の主に持ち上げられる。

「……部品は、外れておらぬようだな」

　年の頃ころは二十代後半。声は低めだ。強こわ面もてではない。目もきつくはない。ターバンのように巻いた褐かつ色しよくの毛皮。ドレスも毛皮だ。耳にはトカゲの頭蓋骨のイヤリング。だが……、外見のそんな部分は問題ではない。

　目の前にいる女性の肌はだは、青黒いダーク・ブルー──。

　あのゾォードとまったく同じ、不死身の魔ま女じよが目の前に立っている!

「その肌はだ……ッ！　ゾォードの手先かッ？」

「落ち着け。世界を滅ほろぼす趣しゆ味みなど持ち合わせておらぬ」

　そうか。青黒い肌は秘術によって得た不死身の身体からだだが、それによってゾォードが狂きよう気きに染まったわけではない。

「なぜ、メソ文明の秘術を？」

「ゾォードに教えたのが我だからだ」

「何だとッ……!?」

　その女性はうっすらとした笑えみを口元に湛たたえながら、わたしに驚おどろくべき事実を告げた。




「我は《毒された骨》の魔女マスクアズール──《侵しん食しよくせし暗くら闇やみ》ゾォードの師し匠しようである」




　……そうか。ノーマンズエンドはゾォードの生まれ故郷でもある。関係ある人物が生きていたとしても不思議ではない。ましてや、ここは聖地。魔女マスクがいるのは当然だ。

「ゆくぞ。仲間と合流したかろう」

「ここはどこだ？」

「砂さ漠ばくの果ての谷、貴様らの言葉でいうエルダーロックぞ。東に向かえばマコシカ岩と火山がある。帰りたくば、そこにみえる崖がけを登るがよい。元の砂漠に着くであろう」

　ここがエルダーロック・ポイントか。旅の目的地だ。アズールの示した断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきを見上げる。

「あの崖から落ちたのか……？　よく分解しなかったな」

「我が、重さを減らすチャームで助けておいた。貴様の仲間もな。心配するな」

「…………。すまんな。助かった」

　わたしの礼を心に留めるでもなく、谷間を歩いていく。

「チャームガンよ。何ゆえ、火山を選んだ。差し迫せまった事態であろうに」

「何の話だ？」

「知りたいか──？」

　知りたいから質問したに決まっているだろう、そう言おうとして、黙だまりこむハメになった。

　アズールの目は静かにわたしを見下ろしている。瞳ひとみに宿るのは、激しい感情だ。だが、測りかねる。哀かなしみか、怒いかりか。あるいは蔑さげすみか。

「わたしについて、何か知っているらしいな」

「教えてやってもよい。が、心せよ。貴様は代だい償しようを払はらうことになる」

「代償？」

「我は、ある特とく殊しゆな予言を行える」

「不要だ。わたしも予言する者と呼ばれている」

「知っておる」

「なぜ知っているッ!?」

「まあ、焦あせるでない。その未来とは、ちがう未来──らしい。ホークアイはそれを、こう呼んでおった。《第二の未来セカンド・フユーチヤー》と」

「セカンド・フューチャー……？　いや、その前にホークアイと言ったな？　わたしの知っているホークアイは一人しかいないぞ」

　ホークアイ──西部国境地帯スモーキー＆ロツクス《最強》の名をほしいままにした隻せき眼がんの銃使いガンスリンガー。〝倒たおした悪党の数は星よりも多い〟なんて大げさな噂うわさ話ばなしを信じてしまいそうになる恐おそろしい技量の人物だった。未来のアリスの、最後の相棒。そしてチャームガンであるわたしを作るために、進んで生いけ贄にえとなった。彼の人格が元となり、わたしという人格が形成された。

「では、その彼だ。彼は《第二の未来セカンド・フユーチヤー》を重視しており、ちょくちょくここを訪おとずれた」

　アズールは足を止め、辺りの様子を窺うかがう。

「この力のせいで、我には敵が多い。聖地から出れば、すぐに殺されるであろう。ゆえに、貴様が訪れたのは、ある意味では僥ぎよう倖こうと言えようぞ」

「順を追って説明してくれ。そのセカンド・フューチャーとやらは、何を意味する？」

「メソディアンの呪じゆ術じゆつ思想に『時は枝』という考え方がある。時間は樹木のように枝分かれして存在すると……」

「いきなり壮大な話になったな」

「貴様は未来を予言出来よう？　だが、それが通用せぬ事態もあろう？」

「…………。〝太陽は従わない〟──か」

　アリスの《師し匠しよう》アゴンロジが言っていた。先住民エルダーズに伝わる諺ことわざだ。

「チェリーク族の思想であるな。太陽は過去、現在、未来を示す。よい言葉である。そうして暴走し始めた事態に、貴様は対処出来ていたか？」

「いいや……」

　わたしは少女時代のアリスと出会い、少女のままゾォードに戦いを挑いどませてしまった。それは史実にない歴史で、何かすればするほど、わたしの知る歴史とかけ離はなれていってしまう。知っている歴史が、意味を成さなくなってしまうのだ。こうなると手がつけられない。けっきょく予言のない『一寸先は闇やみ』に逆ぎやく戻もどりだ。

「貴様の知るその未来は、第一の未来フアースト・フユーチヤーである。変えねば同じように進もう。だが、ひとたび変えてしまえば」

「……未来を失う」

「そこで、セカンド・フューチャーが必要となる。変えた先の未来を、断片的ながら見聞することが出来よう」

　カラン、と音がしてアズールは足を止める。腰こしのベルト代わりの縄なわから、骨の小こ杖づえが落ちたのだが、じっと見ている。

「……拾わないのか？」

「拾う」

「では、拾え」

「拾い方を考えておる」

「……はァ？」

「ホークアイが言っておったのだ。大陸人コモンズは『スタイル』なるものを大事にすると」

　おいおい、妙みような会話が始まったぞ。

「ちなみに脱ぬぐと『スタイル』がいいそうだ」

　アズールは自分の服に手をかけている。

「脱がなくていい！」

　残念そうに手を止め、ため息をする。

「そうか。で、どう拾えばスタイルに見合うのかと」

「…………。いいから、普ふ通つうに拾え」

「なるほど、あっさりやるのも格好良い、か。スタイルとは奥が深い。究きわめたいものだ」

「はぁ……」

「ワクワクするではないか。スタイルを究めるとどうなるのであろうな？　な？」

「……たぶんスタイリッシュになるんじゃないのか」

　アズールの瞳ひとみが急にキラキラする。

「スタイリッシュとなッ!?　なんと甘美なる響ひびきぞ！」

　感激に打ち震ふるえながら杖つえを拾っている。何だこいつは。頭が切れそうな印象があるのに、意味判わからないところでボケやがる……。

「話を戻もどせ。セカンド・フューチャーとは何だ？　チャームか？」

「名を《精霊の旅スピリツト・ウオーク》という。夢を操あやつるチャームだ」

「夢？」

「死人しか使えぬ」

「……何だと？」

「我が使える理由は、この肌はだによって死から復活出来るためである。だが、このチャームを発動出来る死というのは、特とく殊しゆでな」

「死に種類などあるのか？」

「肉体と魂たましいに繫つながりがあると、このチャームは機能せぬ。肉体の感覚を完全に失った状態で死んだ魂のみが、《精霊の旅スピリツト・ウオーク》を用いることが出来る」

「肉体の感覚を持たない魂など、存在しないだろう？」

「我はとある毒草を使い、其それを消した。だが、このやり方では、死から回復するのに数週間かかる。ホークアイは、憂うれいておった。《精霊の旅スピリツト・ウオーク》を頻ひん繁ぱんに使う方法はないか、と」

　アズールは足を止め、今度はうつむく。何かに耐たえるような顔だ。哀かなしみ……か？

「その方法を見み出いだした、と告げてホークアイは我の元を去ったのだ」

「見出した？　何を言っている。死んだ人間しか使えな……」

　──……ッ、

　ぞわりと銃身バレルを這はう悪お寒かんに、言葉が出なくなる。一いつ瞬しゆんの閃ひらめき。その方法を、わたしも思いついてしまったのだ。

　ホークアイは死んだ。その死の理由は、『生いけ贄にえになるため』──。




　生け贄となったホークアイから生み出されたのが、このわたしだ。




　アズールの瞳ひとみがわたしへと据すわる。この表情は判わかりやすい。

　────憎ぞう悪お、だ。

「貴様の考える通りだ、チャームガン。だから我は、貴様を名では呼ばぬ。これからも、ずっとな……」

「ホークアイは生け贄となって死に、人格を残したままわたしになった。わたしは生きているように見えるが、肉体を持たず、生命活動はしていない」

「貴様は夢をみる」

「ああ……」

「夢で現実の流れの、不思議な調和を感じたり、いくつかの偶ぐう然ぜんが必然に感じられたときがあるであろう」

「夢でみた出来事と、そのあと起こる出来事が似通っていることは多かった」

　わたしが夢をみるようになったのは《毒蛇の空マアピア・ナドワ》の酸に溶とかされ、死んだあと──つまりこの世界に来てからだ。死んだ者しかみられない、というアズールの主張を裏づけている。

「その夢こそが《精霊の旅スピリツト・ウオーク》の導きである。ホークアイは生け贄となる条件として、貴様にスピリット・ウォークのチャームを内蔵させた。いまは機能が封ふう印いんされ、第一の未来フアースト・フユーチヤーのみを提示するようになっておる」

「封印を解除すれば第二の未来セカンド・フユーチヤーも提示されるのか？」

「然しかり」

「おまえなら、出来るんだな……？」

「然り」

「やってくれと頼たのんだら、やってくれるのか……？」

「…………」

　……そうきたか。くるような気はしていたが。

　アズールはまったく読めない表情で、わたしを見下ろしている。

「よしてくれ、アズール。ホークアイの死をムダにする気か？」

「代だい償しようをいただく」

「さっきの話か」

「我は《精霊の旅スピリツト・ウオーク》で、先まで知っておる。貴様の運命をな」

「……話してくれ。頼たのむ」

「貴様はホークアイではない。助けるつもりなどない」

「…………」

「ホークアイのように振ふる舞まう〝殺しの道具ツール〟にすぎん。理性は貴様を導けと言っておるが、心は叫さけぶのだ。いますぐ分解して火山に投げ入れろと、な」

「……やめてくれ。頼む」

　グリップの圧あつ迫ぱくが緩ゆるむ。

「安心しろ。我はそこまで愚おろかではない。冷静に取引をする」

「取引だと？」

「まず我がみた《精霊の旅スピリツト・ウオーク》を貴様にもみせる。セカンド・フューチャーの封ふう印いんも解除しよう。その代償として、我のしたいことを一つさせよ」

「したいこと？　何だ？」

「問わないことも、条件である」

「……そんな約束など出来るか」

「いいのか。我の知る差し迫せまった事態というのは、かなりのものであるぞ？」

　アズールの目をみる。噓うそや冗じよう談だんではなさそうだ。それどころか、彼女自身もその事態を恐おそれているようにさえみえる。

「貴様は大事なものを失い、悪夢のような焼け野原に立ち、生き続けることも叶かなわないほどの重い痛みヘヴイ・ウエイトを抱かかえることになろう……」

　スプリングがキィ、と軋きしむ。ヘヴィ・ウェイトの言い回しを、先住民エルダーズであるアズールが使ったのは偶ぐう然ぜんかどうか判わからないが、わたしにとって意味がありすぎる。ロッキーが死んだときの心の痛みが蘇よみがえる。あんな哀かなしい歴史は、もうくり返せない。

　…………。

　……………………呑のむか。

「こちらも条件だ。もしおまえの渡わたすその情報が真実でなかったり、役に立たない代しろ物ものであれば取引はご破算だ。いいな？」

「よかろう」

　アズールはわたしの銃じゆう口こうに指を入れる。何を、と言おうとしたが息が詰つまり、言えない。

「──曙あけぼのよ、夢路レグアソー・オー・ガンを照らせ」

　ドクッ────と、鼓こ動どうのような振しん動どうがわたしを揺ゆさぶったかと思うと、内部の機構が高熱を発し始める。アズールが指を抜ぬくと、銃じゆう口こうから少し炎ほのおが漏もれた。

　この現象はすぐに収まった。

「何だッ？」

「封ふう印いんを解いた。そのうち、特別な夢をみようぞ」

　もう少し詳くわしく訊きこうとして声を失う。不気味すぎる光景に出で遭あったからだ。絶ぜつ壁ぺきの谷が途と切ぎれ、火皿ソーサーと呼ばれる窪くぼんだ大地が開け──その中心に、巨きよ大だいな人間の頭ず蓋がい骨こつがあったのだ。ヘタな山より大きい頭蓋骨。いや、正確には頭蓋骨の形に刻まれた岩、だろう。鉛なまりのような灰色の石質に、キラキラとしたガラスのような物が混じっている。こんな岩はみたこともない。

「──マコシカ岩である」

「なぜ、ドクロの形に刻んだのだ？」

「刻んでなどいない。これなるは空より賜たまわりし恩おん恵けいの一つ」

「空……？」

　夕ゆう闇やみの広がる空を見上げる。不気味な赤あか紫むらさきに染まって──一番星が見える。

「こんな巨大な隕いん石せきがあったと？　しかもドクロの形の？」

「そう伝えられておる」

　アズールはソーサーの坂を下っていく。

「確かに、聖地の多くには火皿がある。落ち窪んだ地形は、隕石落下の跡あと地ちと思えば説明はつくが……」

「古代文明人メソデイアンたちは、呪じゆ術じゆつを《星の導き》と呼んでおったそうだ」

「信じがたい」

「信じなければよかろう。思い知る、そのときまでな」

　マコシカ岩の麓ふもとに着いた。人の頭蓋骨で造ったアーチの門が聳そびえている。

「聖地と呼ぶには、禍まが々まがしすぎる場所だな」

　ゲートをくぐって洞どう窟くつに入る。暗くなったので、アズールは灯あかり代わりに掌てのひらを光らせるチャームを唱える。

「話の続きをしようか。取引は成立したのだから、判わかっていることを聞かせてくれ」

「地じ獄ごくは……我らの未来をくらい始めたばかりだ」

「……災わざわいは終わっていないのか──？」

「ああ。まずは貴様のミスを指し摘てきさせよ」

「わたしのミス……？」

「貴様は火山に黒の刻紋弾エンブレムド・バレツトを放ほうり込めば、すべて終わると思っているのであろうが」

「終わりではないと？」

「その勘かん違ちがいのせいで、状じよう況きようは悪化した。さっさと収拾に取りかかれ。すでに敵は動き、荒あらされておる。代だい償しようとして《死》を賭かけることとなろう」

「死……？　誰だれのだ」

「《第二の未来セカンド・フユーチヤー》をみれば貴様にも判わかるであろう。それに《精霊の旅スピリツト・ウオーク》がある程度の暗示を行っているはずだ」

　────ロッキーの死の、夢か。

「よいか、夢に集中せよ。それは導きであり、宿命である。逆らうことも、逃のがれることもできぬ。意味を読み解き、先んじて行動せよ。さすればこの闇やみとも戦えよう」

「この闇？」

　アズールは多くのオロゴを掌てのひらへと送り、照明光を強める。その光で、奇き妙みような物がみえ始める。岩だと思っていたゴツゴツした何かが、すべて彫ちよう刻こくなのだ。見たこともないようなフォルム。空想上の生物や神をモチーフにしたであろう像が並び、壁へき面めんにも浮き彫りレリーフがある。

　背中に羽根のある少女が銃じゆうを手にしている。天使──か？　髪かみの毛が炎ほのおのような形をしていて、うっすらと赤い塗と料りようが残っている。銃から放たれた弾たまが描かかれているが、螺ら旋せん型の炎で赤き《燃やし尽くす風アシール・ウノレ》にそっくりだ。敵ばかりか大地をも灼やき尽つくしている。

「愚おろか者もの。それは《嘆く炎の乙女シヨロトル》──隣となりをみよ」

　どうやら壁画少女が銃を向けている相手のことらしい。単眼ヒトツメの人じん骨こつ怪かい物ぶつだ。黒い闇やみのようなモノをまとって、周囲の植物を枯からし、生物を死に絶えさせている。

「このバケモノは？」




「────《冥府あまねく統べし闇の骨ミクトラン・テクートリ》──」




　アズールは忌いまわしいものを口にする表情で、答えた。弾倉固定バネシリンダー・ストツプ・スプリングが軋きしみ始める。恐きよう怖ふと共に、悪い予感もする。壁画の怪物から漂ただよってくるこの感じ……ゾォードのときと、同じ感覚だ。世界を揺ゆるがすような、強きよう烈れつな《負》の圧力。あの悪夢が、再びくり返されるのか……？

「ショロトルが、ミクトラン・テクートリを太陽の座から引きずり落とす。世界はやがて二分され、炎と闇が争うであろう」

「しッ」

　黙だまらせた理由は、足音だ。それだけなら別に構わないが、そいつは忍しのび足あしをしている。かなり用心深いヤツだろう。靴くつの裏が柔やわらかい素材になっている。素す足あしかもしれない。堅かたい何かが岩を嚙かむガリ、という音も混じっていることから、鋲スパイク付きの靴くつか、もしかしたら爪つめを持つ生き物かもしれない。囁ささやき声ごえで訊たずねる。

「……ここに敵はいるのか？」

「ふむ。またもや客よの」

「心当たりが？」

「厄やつ介かいな魔女マスクを敵に回したようでな。ちょくちょく結界を破り、手下を送りおる」

「……使い魔フアミリアーか。銃じゆう弾だんの効く相手なんだろうな？」

「一応な」

　アズールは、わたしのローディングゲートを開ける。

「おまえが戦う気かッ？」

「問題はなかろう」

「アリスのところに連れて行け！」

　シリンダーを指で回して薬室チエンバーが埋うまっていることを確かく認にんし、ゲートを閉じ、撃げき鉄てつを起こす。

「悠ゆう長ちようなことを抜ぬかすでない。連中は速いぞ」

　こっちの物音シリンダー・ノイズを察知したのだろう。急に足音が速くなる。獣けもの並みだ……だが、これは四足歩行の足音じゃない。アズールは来たほうへと走りだす。

「待まち伏ぶせたほうが有利だぞ」

「谷に戻もどらば、チャームが使えよう」

「どんなチャームだ？」

「《紛いなる骨ウスクウー》なる禁きん呪じゆで、我ら秘ひ魔ま女じよにのみ伝わっておる。骨に憑ひよう依いし、生きているように操あやつる術よの」

　骨に憑依して操る──？　銃身バレルを、不気味な感かん触しよくが滑すべり抜けていった。

「どうかしたのか、チャームガン。妙みように光こう沢たくが鈍にぶいぞ」

「重要な何かを、忘れている。結びつけなければならない、何かが……」

「其それどころではあるまいに」

「……まったくだ」

　洞どう窟くつの入り口すら遠いところで、追いつかれてきた。アズールの足が遅おそすぎるのだ。

「止まれ。戻るのはムリだ。ここでやる」

「承知した」

「《我と繫がるすべての叡智よミタクエ・オヤシン》……」

　光る象しよう形けい文字がアズールの足あし下もとに生じる。──って、何だこれはッ!?

　大量の象形文字が湧わいて、アズールの全身へと一気に呑のみこまれていく。オロゴの大だい洪こう水ずいだ。

「……どういうことだ？」

「ここは聖地ぞ」

　ゾォードがあれだけの術を使いこなせたわけだ。ここなら何度でも術を試みることが出来るし、どれほどの大術でも発動出来るだろう。

「うろたえるでない、チャームガン。来おるぞ」

　そいつが、現れた。一ひと目めで判わかったのは、人類でないということだ。何せ、顔がイヌだ。イヌの頭部を持ってはいるが直立歩行している。おそらく狩人かりゆうどのものであろう粗そ末まつな毛皮の服をまとっているものの、全身の皮ひ膚ふは黒い毛で覆おおわれていて、手と足には長い爪つめがある。

　シュゥ、シュゥ、と呼吸しており、荒あら々あらしい凶きよう気きを孕はらんだ目でこちらを睨にらんでいる。

「……こいつは、何だ？」

「シャギーと呼ばれる、チャームの産物である」

　コヨーテに似た咆ほう哮こうを上げながら、シャギーが突とつ撃げきしてきたので会話はお開きだ。

　落ち着き払はらった動作でわたしを構え、両手でしっかり握にぎって狙ねらいをつけ始める。動作は鈍にぶめだが、基本を踏ふんでいる。これならいけるかと思ったら──。

「しくじった……これでは普ふ通つうであろう」

　カッコイイ構えをキメようと、ああでもない、こうでもないと姿勢を変え続けている。わたしを横向きにしたり、片かた脚あしを突つき出してみたり。

「──ポーズは何でもいいから、撃うてッ！」

「我はどんなときでもスタイリッシュを目指す」

「言っている場合かッ」

　やはりムリか。何となく判わかってはいたが……命の危機にスタイルを気にかけるとは、どんなお気楽脳ミソブロツクヘツドだ。

　接近してきたシャギーが跳ちよう躍やくしながら、牙きばを剝むいて──、

「おお──みえたりッ！　これぞスタイル！」

　わたしを下向きにひねるポーズでようやく一発目。腹にぶちかまして、落下させたのが見えたものの、反動リコイルの勢いで仰あお向むけに転がってしまって、わたしはアズールの手を離はなれて岩の陰かげに転がり落ちてしまった。ド畜生がホーリーシツトッ、ヘンなポーズで撃つからだ！　完全に死角へと入りこんで状じよう況きようが見えないではないか！

　シャギーが吼ほえる。45口径を鳩みぞ尾おちにくらってまだ元気だと!?　バケモノかッ……って、バケモノだな。

「拾いに来い、アズール！」

　返事の代わりに聞こえたのは呻うめき声ごえだ。どうやらコケたとき、どこか打ったらしい。マズイ、シャギーの足音と、呻き声の距きよ離りが近い。あいつの手に戻もどらなくては──……、

　そうだ。蜘蛛霊イクトミは、念動力サイコキネシスのチャーム。特とく殊しゆなチャームなので魔弾の射手チヤーム・ガンナーの手を離れていても発動出来る。わたしは銃じゆう身しんに残ったオロゴをかき集め、詠えい唱しようを開始する。




「《精霊狼シユンカマニトウ・タンカに祈いのる──蜘蛛霊イクトミの見えざる手》──ッ！」




　チャーム発動。声に気づいたアズールが精神集中して引き寄せてきて、わたしは宙を舞まってアズールの手に収まり──、

　銃を構えた状態になったので、蜘蛛霊イクトミの向きやパワーを、射手ガンナーが自由に操作出来るようになり────アズールが不敵に笑う。

「貰ったゲツト・スタイル！」

　念動力サイコキネシスの流れを変え、敵に叩たたきつけるッ！




　────ドズッ、と鈍にぶい音と共に──ケダモノが地に堕おちる────……。




　シャギーが床ゆかで潰つぶれている。巨きよ大だいなハンマーでプレスされたかのように。古くさい言い回しだと〝ぺしゃんこ〟だ。アリスが扱あつかったときと、手て応ごたえがまるでちがうのは察していたが、ここまでパワーがちがうとは……。

「生き物を潰すほどの威い力りよくは……蜘蛛霊イクトミにはないはずだ」

「くふふ、至し極ごくスタイリッシュであろうに？」

　ウザすぎるぞ──このドヤ顔。

「これが真の力。貴様は蜘蛛霊イクトミを過小評価しておるようであるが、このチャームほど術的な実力の出る代しろ物ものはない。力のコントロールしだいでは万能チャームとなりおる。心せよ」

「万能というのは、例えば？」

　アズールは小石を一つつまむと、投げる。宙で弧こを描えがいて落下し始めたとき、蜘蛛霊イクトミのコントロールに集中する。

　コン、と音がして、何もない空中に波は紋もんのようなものが揺ゆらいで、石がバウンドする。

「……何だいまのは？　本当に蜘蛛霊イクトミの力なのか？」

「〝面〟と〝堅かたさ〟のイメージで、空中に〝地面〟を作る──というようなテクニックもあるということぞ」

「なるほど……おまえが万能と言った理由が少し判わかった気がする」

　アズールは痛そうに膝ひざをこすりながら身を起こす。単なる打ち身のようだ。わたしはもう一度シャギーの骸むくろを眺ながめる。

　長い口から突つき出た白い牙きば。警告はおそらくシャギーのことだったのだろう。とりあえずあの手紙に警告された危機は去ったか……。

　それから洞どう窟くつを下ること八分、湿しつ気けが忍しのび寄って来た。水音が聞こえる。

「おい、ここは……」

「マコシカ岩は陥没水洞セノーテに落ちたのである。元々、メソ文明の聖地だった場所に、聖なる星が落ちた。ゆえにここは最大の聖地となった」

「ここにアリスたちがいるのか？」

「いいや、先に予言をみせる」

「どうやって？」

　洞窟の壁かべが鍾しよう乳にゆう石せきに変わり始めている。地面に溝みぞが掘ほられている。水は溝を通り、奥にみえる泉に集められている。アズールは濡ぬれるのも構わず溝みぞを歩いていく。溝の中には人骨が多い。生いけ贄にえか……？

　泉の中央に、何かがみえる。骨のようだ。だが、巨きよ大だいすぎるし、長すぎる。首が長い生物かと思ったのだが、アズールが掌てのひらの照明光で照らして全ぜん貌ぼうがみえると、そうでないことが判わかった。

　蛇へびだ。胴どうの高さでさえ二メートル近い巨大な蛇の骨が、地下水の泉に浸つかりながらとぐろを巻いている。頭部に何か突つき刺ささっている。剣けん……いや、東洋のカタナだ。八本あり、錆さびていないのも驚おどろきだが、見覚えがあるのがもっと驚きだ。

　蛇の口には、牙がある。警告にあった《白い牙ホワイト・フアング》とはシャギーではなく、これなのか？

「あれは……？」

「我の祖そ霊れいぞ。ケツアルクアトルという」

「メソ文明の神の名だった気がする」

「で、ある。それも邪じや神しんであり、その古代刀によって封ふうじられたと聞く」

「待て待て、古代ジパングに製鉄技術などないはずだし、そもそも水辺に放置して何で錆びずに残っている？　さらに言うなら、あれはホークアイの使っていたカタナだろうが」

「一本引っこ抜ぬいて持っていった」

「……いいのか。封印だろう？」

「ケツアルクアトルは、もはや神ではない。その力は奪うばわれた」

「誰だれに？」

　忌いまわしい者の名を口にするように、アズールは眉まゆをひそめながら言う。




「────ゾォードだ」




　なるほど……ゾォードの人並み外れた技量は、神の力を奪ったから──なのか。よく倒たおせたものだ……。

「なぜ、ここに？」

「その目で、《第二の未来セカンド・フユーチヤー》を確かめたほうがよかろう。これは貴様に宛あてた予言ゆえ、正直、我には理解出来ぬ部分も多い」

「わたし宛てだと……？」

　アズールはしゃがみこんで泉に指を浸ひたすと、その指をわたしに近づける。

「おい！」

「濡らすのはレンズだけだ」

　そう告げて、アズールはわたしの銃じゆう口こう下のレンズに水を塗ぬりつける。




　次の瞬しゆん間かん──電でん撃げきが走るように、目の前がフラッシュアウトして──……‥




　　　　∞




　最初にみえたのは、洞どう窟くつ。鍾しよう乳にゆう石せきがたくさんあり、そこで発射炎マズルフラツシユがストロボのように閃ひらめく激しい銃じゆう撃げき戦が行われているが、音は一いつ切さい聞こえない。ロッキーが青ざめた顔で何か叫さけんで撃うちあいしながら前進しているが、弾だん幕まくが激しすぎて進めない。前の世界のロッキーではなく、この世界のドレスを着ているロッキーだ。

　奥にいるルーフ・コルトンが、何かを投げる光景がみえた。手にあるのは当然ナイフだろうと思ったのだが、その手には何もない──。

　ルーフが投げ放つ方向に、素す早ばやく動き回る人ひと影かげがある。スカートがひるがえっているので女性だとは思うが、光源が少なすぎて全ぜん貌ぼうまでは判わからない。血しぶきが上がる。人影に、ルーフの放ほうったみえない何かが突つき刺ささったのだ。

　ロッキーの目が限界まで見開かれる。




　フラッシュアウト──。




　次にみえた光景は、ビッグホーン牧場だ。いや、ビッグホーン牧場跡地、か。

　焼け野になっている。すべての建物、家か畜ちく、農場……そしてカウボーイたちの骸むくろ。ありとあらゆる、終わりがそこにある。

　骸の中には騎き兵へい隊と先住民エルダーズも混じっている。牧場が戦場になったのだろう。

　ロッキーが涙なみだを流しながら立ち尽つくしている。足元にあるのは、パイクの骸だ。

　何か喋しやべっている。唇くちびるの動きを注意深く読む。

　──Ｎｏ Ｍｅｒｃｙゆるさない──。

　ロッキーの目に憎ぞう悪おの輝かがやきが閃ひらめく。すべての敵を屠ほふり尽くす《暴虐の女王シヨツトガン・クイーン》──……‥

　降臨、だ。




　フラッシュアウト──。




　続いてみえたのは、呪のろわれた谷だ。

　ロッキーが馬を疾しつ走そうさせていく後ろ姿がみえる。追いつかない。どんどん引き離はなされてしまう。強きよう烈れつなデジャヴに襲おそわれる。やめろ。このままでは、あの場面を迎むかえる。やめてくれ！

　荒あれた平原に出る。視界が一気に開けて──……‥

　ロッキーが突とつ撃げきする先に、ルーフ・コルトンがいる。

　女王は二挺ちようのショットガンを構えて──。

　遠ざかっていくロッキーに追いつこうと、アリスは馬を蹴けり続けるが、とても追いつかない。手た綱づなを握にぎるその手がビクッ、とする。

　間に合わなかったのだ。

　なぜわたしに瞼まぶたが付いていないのだろう。みたくない。二度とみたくない光景がそこにある。

　崩れ落ちていくロッキーの姿ラスト・シヨツト──……‥




　フラッシュアウト──。




　次の光景は、葬そう送そうだ。喪も服ふくの人々が集まっている。カウボーイも多い。

　墓穴の横に棺ひつぎがある。蓋ふたが開いている。中に敷しき詰つめられた、たくさんの花に包まれて安らかに眠ねむる、その少女は──、

　外ほかでもない。わたしの主人────アリス・ヘイワードだ──。




　　　　†




　悪夢から覚める。視覚装置ボルトレンズにオロゴが入り、ぼんやりしていた景色がみえてくる。マコシカ岩の地下の泉だ。アズールが静かに見下ろしてきている。

　言葉が出ない。

　これが運命だと言うのなら、いっそこの身を地中深くに埋うめてくれ。

　アズールはこれを《第二の未来セカンド・フユーチヤー》と呼んだ。つまり、〝歴史改変されたこの世界〟が辿たどり着くほうの未来なのだ。

　何てことだ……わたしは、またロッキーを殺してしまうばかりでなく、どうやらアリスまで殺してしまうらしい。

「貴様が目にした未来へと、敵は現在進行形で突つき進んでおる」

「いますぐ戻もどらないとッ！」

「待て。ここまで来たのだ。黒の弾だん丸がんは火山に投げ入れよ」

「……ああ。そうだがッ……」

「仲間に会わせようぞ。そして、代だい償しようを払はらって貰もらう」

　来た道を戻り、マコシカ岩の上部へと向かう。一五分ほど歩いたろうか。

　坂を上って辿り着いたのは、広いホールのような地形だ。この魔ま女じよの工こう房ぼうになっているのだろう。壁へき面めんには石せつ棺かんが埋めこまれている。

　見回していると、アリスの寝ね姿すがたをみつけた。

「おいっ！　アリス起きろ！」

「……むにゃにゅ……」

「のんびりするな！　寝ねている場合か！」

「やだ……ミスター、似合うだなんて……恥はずかしいよう」

「は？」

「じゃあこのウエディングドレス……毎日着るねぇ……えへへ」

「…………。よくそんな〝悪夢〟で、幸せそうな寝顔になれるものだ」

　ケガはないらしい。毛皮の毛布にくるまって、お気楽そうな寝顔だ。周囲には食べ散らかした肉の骨と、石のカップがある。ぺろぺろキャンディロリポツプを舐なめたあとの棒も転がっている。買うなと言っておいたのに、街にいるときトイレネイチヤー・コールと称しようして全力疾しつ走そうで買いに行っているのだろう。こっちのアリスは最近色気づきやがって、トイレにわたしを持っていかなくなったのだ。いつか痛い目をみるぞ。

「ったく、こいつ──」

「棄すておけ。いまは黄金の髪かみの娘むすめが大事ぞ」

　アズールは奥へと歩いていく。地面に刻まれた呪紋円陣チヤーム・エンブレムの中心には石の台座があり、そこに誰だれか寝かされている。黄金の髪が、照明光を受けて複雑な色合いに照っている。

「ロッキー……？」

　白い肌はだが、みえる。とても白い。清められたのだろう。穢けがれを知らない肌だ。

　きゅっと締しまった細身の体格。愛らしくも、ふくよかなる乳ち房ぶさ。くびれ始めの初うい々ういしい腰こし。優やさしい丸みを帯びた、柔やわらかな尻しり。




　……──隠かくされて、いない。




　仰あお向むけに寝かされているロッキーは、一いつ糸したりともまとっていないのだ！

「おおおまえ、何をッ！　脱ぬがッ、脱がッ！」

「何か問題が？」

　冷静な一言をくらって、正気に返った。何せ、わたしは銃じゆうだ。少女の裸はだかをみたところで何ともないというか、むしろ何もしようがない。いまの動どう揺ようは、ホークアイだった頃ころの〝人間的習性〟みたいなものかもしれない。いまはそう思おう。

「…………とりあえず理由を説明しろ」

「落ち着いたか。オロゴの目でみるがよい」

　探知の眼めに切り替かえ、ロッキーの肌を望遠ズームする。オロゴを含ふくんだ砂すな粒つぶによって、肌に呪紋エンブレムが描かかれている。動物、人物などを元にしたと思われる象しよう形けい文字めいた魔ま術じゆつ的シンボル。見たことはないが、おそらくは呪術チヤームだろう。

「人体に効くチャームか？」

「ふむ」

「人に効果をもたらすチャームは難しいと聞いた。一部の高名な魔ま女じよしか使えないはずだ」

「ならば、我も高名な魔女であろうな」

　ガキっぽいスタイルにこだわるヤツが魔女マスクのトップクラスとは世も末だな。

「この娘むすめを《魔弾の射手チヤーム・ガンナー》にする」

「そんなことが出来るのか!?　言っておくがロッキーには精せい霊れいの才能がないんだぞッ？」

「手はある。際きわどい手だが、やらねばならぬ。予言をみたであろう。我の見通しでは、呪のろわれし谷たにで重要な者が死ぬ」

「ロッキーのことか……アリスのことか？」

「どちらか判わからぬ。どちらも、かもしれぬ。遅おくれの代だい償しようという話をしたであろう。貴様らのいまの力では状じよう況きよう打破に足りぬ。ゆえにこの幼き女王を、真の《女王》にする」

「それが代償というわけか……？」

「然しかり」

　魔女マスクは壁へき面めんの石せつ棺かんから何かを取り出す。

　成人の拳こぶしほどもある赤い水滴型テイアドロツプの宝石が二つ。魔女が製造術クラフトに用いる血石カリナイトという石だ。両方とも内部に人間の眼球が入っている。

　血石は心臓のように脈打っているし、内部の目玉は動いて──わたしをみつめてくる。

「どうだ。多少呪のろわれてはいるが、素す敵てきなクラフトであろう？　メソ文明黎れい明めい期を暗黒と混乱に陥おとしいれたという《大地を血に染める女王トラルテクートリ》の双ふた子ご心臓だ」

「待てッ！　いくら魔女マスクでも、呪われた出土品カースド・クラフトを扱あつかうなんて正気の沙さ汰たじゃないぞ！」

「ホークアイを殺した〝悪しき運命の循環サイクル・オブ・フエイト〟を崩くずすには、力が必要だった──だが、我もホークアイも〝力の質〟にこだわり、闇やみを滅めつする好機を逸いつした！」

　アズールの目に、何かが浮かぶ。わたしに恐おそれをもたらす、その不気味な眼光。みたことがある。ゾォードの目だ。似ている。似すぎている。

「いいか、よく聞けチャームガン。敵はゾォード程度にはあらず。それは目にみえぬ、巨きよ大だいな《凶きよう気き》そのもの。人の魂たましいの闇に潜ひそみ、侵しん食しよくし、連れん鎖さしておるのだ……ッ！」

　このときに、気づいた。アズールの毛皮のドレスの空いた部分、右の下乳に白い紋もん様ようがあるのを──。

　並んだ牙きばをモチーフにしたボディペイント──、

　警告にあった《白い牙ホワイト・フアング》だ！　アズールの暴走を止めろ、という意味だったのだ！

「甘かった。我もホークアイも、そこをつけこまれた。気づけば大勢の仲間を失っていた。もう後こう悔かいなどせぬ。持てる力のすべてをそそぎこむ！」

「アリス、起きろォォオオッ！　ア──……、……ッ!?」

　アズールが聞いたこともない言語でチャームを唱えた途と端たん、声が出なくなった。

　見誤った！　ホークアイの知り合いだと聞いて安心したが、こいつはゾォードの師し匠しよう。味方かもしれないが、限りなく危険な味方なのだ──。

「この歪ゆがんだ世界を、闇やみを超こえる闇でくらい尽つくすッ！　《我と繫がるすべての叡智よミタクエ・オヤシン》」

　アズールはチャーム開始。不気味な低音が響ひびき渡わたると、地面中に光る《紋もん様よう》が溢あふれる。オロゴだ。大量どころの話ではなく、紋様同士が重なりあって識別できないほどだ。しかも壁かべや天てん井じようにも一いつ斉せいに現れ、アズールへと迫せまってくる。

　……何て莫ばく大だいなオロゴだ。しかもこの呆あきれるほど大量のオロゴを、アズールは難なく吸いきっている。〝高名な魔ま女じよ〟を自負して当然だ。

　アリスなんてお子様扱あつかい出来るほどの、バケモノ精霊体質モンスター・マスクなのだから。

「《精霊狼シユンカマニトウ・タンカに祈いのる──小さくも黒き癒神イシユトリルトンの巧たくみなる切開》」

　体内から放射されるオロゴが通常レンズでも可視化している。上級呪術ハイチヤームの兆ちよう候こうだ。

　アズールの手から、青い波紋状の光が放射され始める。手に持った呪のろわれた心臓を、ロッキーの胸へと押しこんで──肌はだを切ることなく、ただ水面に沈しずみこむように、トラルテクートリの心臓は少女の体内へと移された。
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「……──何か、胸の奥に違い和わ感がありますのよ」

　さっきからしきりにロッキーが胸をさすっている。

「何かって？」

「よく判わからないのですけれど、胸の中に、何かが入りこんだような？」

　入りこんだぞ、呪われた心臓が。本人にはとても言えないが──。

　アリスがジトッと目を細める。

「そんなに胸をみて貰もらいたいなんて……嫌いや味みね」

「ちがいますわよっっ」

「あたしだって、成長してロッキーを抜ぬくんだから！」

　抜けないことはもう判っている。あきらめろ、アリス。

　……にしても、だ。ロッキーの胸の内部にある《それ》は違い和わ感程度で済む話ではない。

　あのチャーム手術のあと、アズールとこんな話をした。




『こんなことをしでかして、どうする気だ？』

　アズールは茫ぼう然ぜんと瞳ひとみをさまよわせている。疲ひ労ろうし尽くした様子で座りこみ、壁に背をもたれている。顔を手で覆おおったかと思うと髪かみごとごしごしやって、吐はき出すような声を上げる。

『すまぬ……勢いに任せてやってしまってから色々と後こう悔かいしておる』

『遅おそいだろうが』

『不覚である。これはちっともスタイリッシュではない……』

『そっちかッ！』

　魔女ウイツチを名乗る者の警告は、これだったのだ。アズールの《焦あせり》──こいつには、わたしにまだ認にん識しきできない敵がみえている。そして暴走行こう為いに至ったわけだな。だが、後こう悔かいしているところをみると悪いヤツではなさそうだ。

『これにより、予言の《死》を回かい避ひ出来る道も生まれたであろう。だが、心臓を発動せぬよう気をつけよ』

『発動？　魔弾の射手チヤームガンナーとなるだけではないのか？』

『《大地を血に染める女王トラルテクートリ》に心を明け渡わたせば、この《心臓》自体の力を解放出来る。絶大な力が手に入るであろう』

　そう語るアズールの笑えみが、かなり危険にみえる。

『…………。おまえは、心臓を発動させたいのか、発動させたくないのか、どっちだ？』

『すまぬな。ゾォードに翻ほん弄ろうされ、我とホークアイは結局勝てなかった。あのときこの力があれば、と思ってしまうのだ……』

　こいつも、あの戦いに参加していたのか。さぞかし心の傷も負っただろうな。

『オンゴロナを憂うれいよ』

　オンゴロナとは、オロゴが尽つきるとやってくる悪あく霊りようのことだ。人の心を弱め、欲望や憎にくしみなどの感情を強めて、最終的には人格を崩ほう壊かいさせてしまう。

『確かに、あれに憑つかれたら最後だ』

　アズールの瞳ひとみに、ほんの一いつ瞬しゆんだけ危険な輝かがやきが宿る。

『心は失う────だが、代だい償しようとして闇やみをも凌しのぐ、絶大な力を得るであろうぞ──』




「…………絶大な力、か」

「みえてきましたわ」

　ロッキーの言葉で我に返って、慌あわててレンズを向け直す。昼なのに周囲は薄うす暗ぐらい。噴ふん煙えんと灰で空が遮さえぎられているからだ。地面は黒い火山岩だらけで草木一本生えてない。だが進行方向の先には、ようやく岩の頂点がみえ始めている。

「あと少しだ」

　ロッキーがしきりに咳せきをしている。ガスが漂ただよっているのかもしれない。早く済まさなくては。

　崖がけを登り切り──……みえた。すり鉢ばちのように抉えぐれた火口だ。奥にあるのは、橙とう黄こう色しよくに燃えさかる溶よう岩がん。周囲にあるすべてを灼やき尽くそうと暴れる竜りゆうのようだ。

「よし《切断キヤクサ》と《毒蛇の空マアピア・ナドワ》を火口に投げこめ」

　アリスは黒きシリーズの弾だん丸がんをガンベルトから抜ぬく。

「ミスるなよ？　いいか、ミスったら取りに行けないのは判わかっているなッ？　ミスるなよ。もう一度言う。絶対にミスるんじゃないぞッッ！」

「プレッシャーかけないでよッ！　うにゃあああああ──ッ！」

　間ま抜ぬけなかけ声と共に、オーバースロー──────って、やりやがったァアアアッ！

　一発はまっすぐ飛んだが、もう一発がすっぽ抜けて、右ナナメに飛んでいく！　このままだと火口付近の崖がけに落ちて、取れなくなるし、溶とかせなくもなる──、




　銃じゆう声せい、一いつ閃せん──。




　チン、と火花を散らして──黒き《毒蛇の空マアピア・ナドワ》は空中バウンドし、進路変へん更こうして溶よう岩がんにポチャッと落ちる。

　アリスがふりかえる。呆あきれ顔がおしたロッキーがショットガンを下ろす。

「──まったく、貴方あなたという人は。世話が焼けますわね……」

「ごめんなさいっ、ミス……あじじじ！」

　岩いわ陰かげに避ひ難なんして、スカートばふばふしているアリスに言ってやる。

「ロリポップ禁止だ」

「そんなっ!?」

「子犬みたいな涙なみだ目めしてもダメだ。地じ獄ごくより深く反省しろ。それからロッキー」

「何ですの？」

「おまえがいてよかった……本当に助かった」

　ロッキーの顔が、溶岩よりも真っ赤になっている。

　最後に一度だけ、火口をみる。




　──────終わったのだ──。




　この世界にゾォードは、もういない。黒きシリーズの弾だん丸がんも消しよう滅めつした。魔女戦争ウイツチ・アツト・ウオーという暗黒の歴史は、くり返されることはない。ようやく、肩かたの荷を下ろすことが出来る……、

　……と、言いたいところだが。

「エルダーロック・ポイントを通って砂さ漠ばくに入る。目指すは、ビッグホーン牧場だ」

　女牧場主の頰ほおが赤く染まる。

「き、来ますのっ？　わたくしの屋や敷しきに……っ、そ、その、ええと、え、あっ、わたくしの暮らしに興味がごごございますのねッ？」

「興味本位で行くのではない。覚かく悟ごしておけ。おそらくは大仕事になる」

「大仕事……？」

　アリスとロッキーは顔を見合わせた。
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「失礼いたしますわよッ！　ルーフ・コルトン、出てらっしゃいませッ」

　アバズレ淑しゆく女じよが蹴けり開けたドアはふっ飛んで倒たおれ、部屋の中を埃ほこりまみれにする。板いた床ゆかが腐くさって割れている室内が、松たい明まつの炎ほのおに照らされる。ショットガンで躍おどりこんだロッキーは、斬きり裂さかんばかりの勢いで銃じゆう身しんを巡めぐらせてから、小さく舌を鳴らす。

「いないよう……ですわね」

「そもそも連中が拠きよ点てんにするには狭せますぎるだろう。持ち金が尽つきるまで、ガセネタを買いまくるつもりか？」

「サラマンデル、言いすぎよ」

　ロッキーは、床にあった火かきを蹴けり転がしている。背中だけしか見えないが、落ちこんだ表情は容易に想像出来る。アリスが先に荒あれ家やを出て、松明を井い戸どに棄すてる。そのまま馬を繫つないだ農のう柵さくまで歩いて腰こし掛かける。わたしを太ふと股ももに置き、酒バーボンのほうの水すい筒とうに手を伸のばす。

「おい！」

「いいでしょう。今夜は撃うちあいはなさそうだし、ここは寒いわ」

　窘たしなめるには正論すぎる。「消毒用に残しておけよ」とだけ言っておく。

　常葉樹のない山やま肌はだを見上げる。スモーキー＆ロックスを出て一ヶ月、北部山さん岳がく地帯に接するグリーンフォーク州の辺境の開かい拓たく地。とても遠くに来てしまったな。昼間みえていた山さん峰ぽうには、雪がかかっていた。噂うわさに聞く、人類未み踏とうの山々が連なるオスカー山脈かもしれない。

「音楽すらちがう土地に来てるのよ。少しでもスモーキーを思い出さないとイヤになるわ」

　女と食い物は変わっても、コイツバーボンだけは合衆国コモンズの味だ──《酔いどれウイスキー・シユーター》トンプソンはそうまくし立てながら逃とう亡ぼう犯はんを撃ちまくった。銃じゆう撃げきの最さ中なかでも逸いつ品ぴんバーボン《ジャック・ナイフ》を呷あおりまくる、負け知らずの連邦保安官フロンテイア・マーシヤルだ。アリスはあんな無ぶ頼らい漢かんにならないで欲しいが。

　しかし……荒々しき稲妻ライトニング・ワイルドの通り名で知られる女も、さすがにホームシックか。

　思えば、あの手配書を剝はがしたのが運の尽つきだ。ロッキーは一心不乱に届かない影かげを追い続け、成果のない放ほう浪ろうをくり返している。赤字ラインなどとっくに超こえた。賞金を稼かせぐから賞金稼ぎであって、稼げなければロクデナシだ。

　カネの問題だけではない。ロッキーはなぜか、ルーフ・コルトンや羊のメリーの件を話そうとしない。訊きかれると、言葉を詰つまらせたり、はぐらかしたり──そのたびにアリスは気を利きかせ、わたしにも追つい及きゆうをやめさせる。

　そうなるたびに思ってしまうのだ。ロッキーが、心を許していないのだ、と──。

　わたしたちを《本当の仲間》として見ていないのではないか、と──。

　ちがうとは思うが……。そう思う自分にも苛いら立だってしまう。追つい跡せきを続ければ、ゾォードを追うことさえままならなくなる。いまが潮しお時どきかもしれない。

　アタマが冷えたらしく、ロッキーが戻もどってくる。

「……金鉱の権利者の生き残りをあたりますわ」

「まだ続けるのか？」

「サラマンデル。やめて」

「いいから黙だまっていろ。おまえだって、もうゾォードを追いたいだろう？」

「…………」

「手がかりは絶えたぞ、ロッキー。ルーフ・コルトンはこの州にいない。北部にすらいないかもしれない。金鉱の権利も売り払はらわれたあとだろう。ヤツのことだ。痕こん跡せきすら残すまい」

「線路予定地の土地権利者をあたれば、きっと……」




「──いいかげんにしろッッ！」




　怒ど鳴なるつもりなどなかったと、言いわけさせて欲しい。だが、結果として怒鳴ってしまった。

　慣れない土地でつらそうなアリスの姿を、見続けたからだろうか──。

　いつもは冷静なロッキーが血迷っている姿を、見続けたからだろうか──。

　ロッキーは凍こおりついている。

「たかが羊一匹ぴきの恨うらみに、どこまでアリスをふり回す気だ」

「…………一匹、じゃありませんわ」

　何匹もいるってことか？　いや、そんなことを追つい及きゆうしても仕方ない。

「せめて、ルーフにこだわる理由を話したらどうだ？」

　返事はない。腰こしにあるポーチを触さわっている。松たい明まつの炎ほのおで、ポーチからはみ出た何かが見える。

　本、か？　小さな本だ。

「その本に関係あるのか？」

「本ではありません。日記ですわ」

「おまえが日記を書いているところなど、見たことないぞ？」

　ここで、だんまりか。話が進まない。

「……ルーフを追うのをやめないか。もう、どうにもならないだろう」

　言ってはならなかったのかもしれない。

　いや、ならなかったろう。それは結果になって表れたのだから。

　ロッキーの表情が死ぬ。いまこの瞬しゆん間かんの彼女は、気け高だかき女王ではない。傷ついた乙女おとめの弱々しい目に、わたしは自分の犯おかした罪を認めざるを得なくなった。言いすぎだ、間ま違ちがいなく。

「…………すまない……」

　謝ったが、被かぶせ気味にロッキーが首をふる。そしてうつむく。

「サラマンデルの言う通り……ですわね」

　声が、涙なみだ声ごえだ。心が折れたのだ。ロッキーは凄すさまじい執しゆう念ねんを持って過ごした時間を棄すてようとしている。理由は判わからないが、そうせざるを得ない事情があったはずなのに。

　わたしは《最低のこと》を、言ったのではないか──？

　後こう悔かいの念が込み上がって、取り消そうとした途と端たんに、ロッキーはポーチからボロボロの手配書を出して、破き始める。

「…………ルーフの件は……あきらめますわ」

　破いてから駆かけ去っていく。崖がけの方向だ。飛び下りるなんて真ま似ねはしないだろうな……？

「ねえ、サラマンデル。どうちがうの？」

「何がだ？」

「あたしがゾォードを追うことと、ロッキーがルーフを追うこと」

「………………」

「ロッキーに復ふく讐しゆうをあきらめさせた理由が、あたしには全然判らない」

　アリスはわたしを柵さくの上に置くと、崖へと歩いて行く。残されて、夜空を見上げる。数えきれないほどの星々が、責めたてるようにわたしを見下している。

　ならば星よ、教えてくれ。どうやれば贖あがなえるというのだ？
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「ハイヤーぁ！」

　アリスは髪かみが傷いたむのも構わず、赤いテンガロンハットを首の後ろに流したまま馬を進めていく。蹄ひづめで巻き上げた土つち埃ぼこりが、続くロッキーにかかって睨にらまれているのも気づいていない。岩の剝むき出た荒あら々あらしい勾こう配ばいを一気に駆け下り、高すぎる段差を激しい音を立てて着地。アリスの黒馬は悲鳴めいた嘶いななきを発する。

「へーきオーライっ！　気にしないイージイ！」

　気にするかどうか決めるのは、馬のほうだろうが。

　最果ての聖地ノーマンズ・エンドの砂さ漠ばくを四日かけて抜ぬけ、再び馬上の旅人となって路面最悪なモスキート街かい道どうをひたすら走り、ビッグホーン牧場への道のりは三週間ほど経過した。

　景色の果てに、てっぺんだけが黒ずんだ台形の山やま影かげがみえ始めてきている。スタンピード地方の象しよう徴ちようであるグリスド・テーブルマウンテンだ。空の一画に聳そびえる勇ゆう壮そうなその姿は、困難にも揺ゆるがない《カウボーイ魂だましい》を表すとされている。

　標識の立て看板を信じるなら、強行軍で一日の距きよ離り。通常走行でも二日くらいだろう。

　小道が途と切ぎれて、雑草の生えた平地へと出る。森のほとりを抜けて、新たな地形が顔を出す。

「前方の小川の岸を遡さかのぼって走れ」

「うんっ！」

　鞭むちをくれて速度を上げる。唐とう突とつな加速指示に戸と惑まどった馬は、乱暴な蹴けり脚あしをしてしまい石を撥はね飛ばし、すんでのところでロッキーの顔に当たりそうになった。いやぁ、よくかわしたな。ヒヤヒヤしたぞ。ロッキーは併へい走そうを始める。アリスに半目をジトっと据すえる。

「……何？」

「何でもありませんわよっ」

「ふあ？」

　さっきからずっとロッキーに蹴り石バツクフアイアをくらわせてきたのに、きょとんとしてやがる。天然ってヤツはこれだから。いいぞ、きつく言ってやれ。

「怒おこってる??」

「もういいですわ。怒るのもカドが立ちますし」

「許すとは思わなかったぞ。偉えらいな、ロッキー」

「えらっ……っっ？　ひゃうっ、ここここんなの、当然ででですすすすわわ」

　ロッキーは頰ほおを染めて、馬の速度を上げて先行する。

「……何でッ!?　ミスター、あたしも褒ほめてっ？」

「おまえは、褒めるに至るまでの〝借金〟が多すぎる」

「何それ、むっかつくッ！」

　馬に鞭むちをくれて、ロッキーに追いつこうとして、レースじみた展開になっているが、ぐんぐん引き離はなされて勝負にもならない。

　二人には、《第二の未来セカンド・フユーチヤー》のことは話していない。あの予言の結末はショッキングすぎて旅に影えい響きようが出るレベルだ。話さないままにするか、話すにしても時期は選ばないと──。

　昨日ルーフ・コルトンの件をこっちのロッキーに訊たずねてみたが、聞き覚えはないという。つまり顚てん末まつは始まってすらいない。小川の先に小さな橋がかかっている。

「追いかけっこは終わりだ！　道なりに進め。街かい道どうに復帰出来る」

　二頭はスピードを緩ゆるめて橋を渡わたる。かなり汗あせをかいている。ムダに疲つかれさせやがって。

　開かい拓たく者の小農場がチラホラ見え始めたが、違い和わ感を覚えてよく観察する。理由はすぐ判わかった。家か畜ちくがいないのだ。畑のコーンは青々しいので、人が住んでいるのは間ま違ちがいないのだが。

　ロッキーが馬を寄せてくる。

「……ミスター、変じゃありませんこと？」

「気づいたか。アリス、馬を止めろ」

　辺りを見回したが、特に変わった様子はない。集落が丸ごと無人、ということ以外は。

　カサ、という紙の音がしたので握りグリツプ下部の視覚装置ボルトレンズを向けると、新聞が風に転がっていくところだ。アリスに拾わせて読む。読むとはいっても、視覚的な作業は一いつ瞬しゆんで済む。わたしは瞬間記き憶おく能力を有していて、みた光景を〝焼きつける〟ことが出来るのだ。

　あとは記憶の中にあるそれを、読み取っていけば──、

「──って、何だとオッ!?」

「わっ、どしたのっ？」

　牛泥どろ棒ぼうに対して保安官マーシヤルが二回目の交こう渉しようを行ったという記事がトップだ。この事件を起こしているのはダーキッシュ・スコーピオンという無法者集団バンデイツツ・クラウドらしい。名の由来は、メンバー全員が黒いサソリのタトゥーをしているからだ。戦後の混乱で増えた無法者バンデイツツの中で頭角を現したルーフ・コルトンがリーダーであり、この人物の生おい立たちは謎なぞに包まれている──。

　記事はそこで終わりだ。下のほうに、ノーフォーク砂さ漠ばくに隕いん石せきが落ちたと書いてあるが、それも気になる。前の未来でそんなニュースを聞いた覚えがない。聞き逃のがしたか？

「ねえ、何か判わかったの？」

「おまえも読め」

「文字って解読がめんどいもん」

「新聞を解読するヤツは、大陸中探してもおまえぐらいだぞ……。とにかく急ごう。どうやら事態は深刻なようだ」

　ルーフ・コルトンの名が、この世界でも出た。つまり、ここがあの《死の場面》に至るスタート地点。このまま進めば、ロッキーが死に、アリスも死ぬ。

　まずは、達成すべき事こと柄がらを整理しよう。

　最初にルーフが『羊のメリー』を殺すことを阻そ止ししなくてはならない。次に、ビッグホーン牧場が戦場になるのを避さけ、さらにロッキーが《千里眼》ロックフェローに撃うたれる状じよう況きようも回かい避ひしなくてはならない。最後のアリスの死──なぜ死んだのか判らないが、あれも絶対に止めなくては──……。

　まずは目の前の戦いに集中するか。ルーフが率いるのは無法者集団バンデイツツ・クラウド。厄やつ介かいだ。ギャングとちがって、無法者バンデイツツは都市に依い存そんしない。荒こう野やの深みをねぐらにするので拠きよ点てんが判りにくく、戦いは常に受け身になる。唯ゆい一いつの救いは食いぶちが少ないため少人数の構成が多いということだが、牛泥棒となると相当の人数になる。

　二人は馬を発進させる。しばらく走って、丘おかに差しかかる。上りきると、眼下の街かい道どうに何台かの馬車がみえる。牛を連れ、ニワトリを積んでいる。

「あれは……近きん隣りんの小農場の馬車ですわ」

「避ひ難なんしているらしいな」

　アリスの顔が青ざめていく。

「あの光景って…………みたことあるよね」

「レッドリバーの戦いの、避難民……ですわ」

　戦争が起こったとき、一いつ般ぱん市民はああやって逃にげ出す。だが、いまの時期に戦争だと？　歴史には、なかったはずだ。

「とにかく話を聞け」

　馬車に寄る。家族で乗っている。後ろに座る子供たちの表情も沈しずんでいる。

「何かございましたの？」

　ロッキーが声をかけると、頰ほおのこけた御ぎよ者しやが返事する。

「オールドレイクに避ひ難なんするとこさ。連中はもう止められねえ……」

「連中って？」

「ダーキッシュ・スコーピオンだ。最初は保安官マーシヤルが何とかしてくれたが、いまじゃやりたい放題だぜ。ビッグホーンの連中は立ち向かうつもりらしいがな」

「無法者バンデイツツですわよね？　徒党を組まない者たちですわ。討とう伐ばつ隊を組めば……」

「徒党を組まないだ？　何言ってんだ、お嬢じようさん。連中は少なくとも百人ぐらいはいやがる大集団だぜ。あの大牧場もお終しまいだな」

　牧場主の少女の顔から、血の気が失われる。

「ぼっとするな、動けムーブッ！」

　二人とも馬を発進させ、壮大な土煙スモークを上げながら街かい道どうを疾しつ走そうする。




　────甘かった──ッ、




　わたしが火山行きを決行したことで、無法者バンデイツツは野放しとなり、状じよう況きようが悪化したのだ。

　アズールの言う通りだった──。

『すでに敵は動き、荒あらされておる。代だい償しようとして《死》を賭かけることとなろう』

　ゾォードの師が語った数々の予言は、すべて真実だったのだ。

　あいつは、こう告げた。




『地じ獄ごくは……我らの未来を喰くらい始めたばかりだ』




　悪お寒かんが、スプリングを軋きしませる。冷静になれ──考えるんだ、ミスター・マグナム。どれだ？　どの改変が、ビッグホーン牧場の歴史を狂くるわせている？

　一番大きいのは、ゾォードが引き起こした『レッドリバーの戦い』か。あの戦争は前の歴史にない。あの戦争で多くの無法者バンデイツツがスタンピードに流入し、行き場を失った。そこでルーフが頭角を現してダーキッシュ・スコーピオンという無法者集団バンデイツツ・クラウドが誕たん生じようする……。

　まさに、太陽は従わない──だ。その諺ことわざの意味するところは、つまり──、

「……因果応報スピツト・アツプ・イン・ザ・エアか」

　変えれば変えただけ、新たな軋あつ轢れきを生む。その闇やみは、やがてわたしたちを呑のみこむだろう。

　勾こう配ばいが切れて、ウインドテイル草原に出る。街かい道どうには避ひ難なん民の馬車が連なっている。

「ミスターッ！」

「何だ、アリス。急げ！」

　わたしの言葉を無視してアリスは馬を停止させる。だが、わたしは怒おこれなかった。ひどく重要な光景が、そこにあったからだ。不思議そうな顔でロッキーが戻もどってくる。

「どうなさいましたの？」

　アリスが指差した方向をみて、ロッキーの顔色が変わる。

　草原にある丘おかの上に、一台の馬車が停とまっている。馬車の手前には、縛しばられて猿さるぐつわを嚙かまされた五人の男たちがいる。揃そろいのスエードのジャケットに、揃いの赤スカーフ。ビッグホーン牧場のカウボーイたちのトレードマークだ。

「貴方あなたたち……ッ！　なぜ、こんなところで！」

「人質に取られているのだろう」

　カウボーイたちの手前には、男が立っている。見覚えがある。反そりかえった顎あごヒゲに、ドクロ装そう飾しよくつき黒のテンガロンハット。酷こく薄はくが滲にじみ出た笑えみを浮かべ、葉は巻まきをくわえている。

　闇のサソリダーキツシユ・スコーピオンの頭目、ルーフ・コルトンだ。羊のメリーのカタキ。未来のロッキーが、北部まで追い回すほど憎にくんでいた男だ。

　馬車のほうも、かなり見覚えがある。黒くペイントされたコンコード馬車の車体に、装そう甲こう板らしき物を張ってある。タイヤの軸じくもフレームも黒みがかった金属製で、内部はカーテンによって閉ざされている。馬は黒装しよう束ぞくを着させられている。大きく垂たれたボロボロの布地。頭巾にはガイコツ模様。幽ゆう霊れい馬めいている。側面ドアに白く描かかれた《三つ首の犬ケルベロス》──昨日夢でみた《魔ま犬けん》スティールの馬車にそっくりだ。

　二人とも馬を走らせようとする。

「待て」

「でも、ミスター……」

「そうですわ！　カウボーイが！」

「待つんだ」

　低い草が生おい茂しげる、見晴らしの良い平原に、ちらほらみえる緩ゆるい丘。遮しや蔽へい物ぶつとなる岩場もある。ヤツを潜ませるのに好都合な場所じゃないか。

「ハイヤーですわッ」

　馬を走らせたのはロッキーだ。カウボーイたちの惨さん状じようをみて頭に血が上ったか。

「待てと言ったろうッ……ええい、追え！」

「いいの？」

「よくないッ！　だが、追わなければもっと悪い結果もある」

　銃じゆう声せいが響ひびく。空へ向けての威い嚇かく発はつ砲ぽうだ。撃うったのはロッキーだ。

「カウボーイたちを解放なさいませ！」

「止めろ、アリス！」

「でも、ロッキーの馬が速くてッ」

　馬の差じゃない。馬術の差だ。おまえは馬に信しん頼らいされてないうえ、疲つかれさせている。

　ロッキーは馬を止めてゴールドペイントのウインチェスター・ショットガンを構えると、狙ねらいをつけ始める。ルーフは、微び動どうだにせず立ったまま。

「警告はしましたわよ！」




　草原に、轟ごう音おんが鳴り響ひびく。




　銃じゆう声せい、ではない。炸さく裂れつ音だ。ロッキーは炸裂したときの衝撃にのけぞりながら、馬上で凍こおりついている。アリスが追いついてわきに馬を止めたときも、身動き一つできていない。ようやく我に返って、手の中にある黄金ショットガンを、みつめる。




　──花が────咲いている。




　妙みような表現だが、そう見える。銃じゆう身しんは三つに裂さけて、放射状に反りかえって、花びらのようだ。

「…………な……んです……の、これ……」

　いまごろ、銃声が鳴った。遠い。方角は西か。

　間ま違ちがいない──〝銃声よりも先に届く弾ゴースト・ガン・シヤウト〟だ。伝説レジエンドが、この平原のどこかにいる。

「ヤツの慈じ悲ひだ、ロッキー。おまえはケンカを売ってはいけない相手を、挑ちよう発はつした」

　ロッキーはみるみる青ざめていき──ショットガンを落とし、震ふるえながら自分をかき抱いだく。

　圧あつ倒とう的な力の差を目にしたのだ。青ざめもするだろう。わたしとてスプリングが切れそうなほど恐おそろしかったが、一つ安心材料が生まれた。

　隠かくれている狙そ撃げき手しゆがヤツだとしたら、ロッキーが生きていられるはずがない。生きているなら、『生かせ』という命令があったのだ。

「……アリス。やめろ」

　わたしを抜ぬこうとした手を、止める。

「戦う素そ振ぶりをみせるな」

　向こうがそのつもりなら、乗ってやろうじゃないか。こっちから戦う理由を作るのも愚おろかしい。

　ルーフが、うろたえるロッキーを眺ながめて笑いだす。

「──いいじゃねえかよ。欲しかったのはそれさ……高こう慢まん女の絶望顔は、鑑かん賞しように値あたいする」

　目がうっとりしてやがる。こいつは真性だ。

「さあ、ゲームを始めようぜ。まずはクイズだ──」

　ルーフはカウボーイの一人を蹴けり転がし、自分のダスターコートを開ける。その裏に、何十本ものナイフが並んでいて──そのうちの一本、投擲スローイング用の柄えが円環リングになったダガーナイフを手に取る。

「この男の血は何色だ？」

「──は……い？」

「聞こえねえのか。色を訊きいているだけだぜ？」

「赤に決まっておりますわ」

「どうかな」

　嘲ちよう笑しよう混じりに言ったかと思うと、ルーフはふりかぶって、ダガーナイフを投げる。地面にいるカウボーイから血しぶきが上がる。

「んぐうううゥウウ──ッッ！」

　カウボーイが猿さるぐつわ越ごしに苦く悶もんの声を上げ、転げ回る。切り取られた部分は、その一バレッセル向こうに落ちていて、カラスがすかさずくわえて持っていった。

　ロッキーの顔は、血の気を失っている。

「……なんてことを」

「答えは意外にも赤だ。こういう〝ちゃんと出せねえ悲鳴〟ってのも美しいだろう？」

　ルーフはまたコートを開け、今度は斧おののような厚さの肉切り包丁ブツチヤー・ナイフを出す。

「さて、第二問。こいつの腕うでを切り取ったら、どんな悲鳴を上げるか？」

　たまらず、ロッキーが叫さけぶ。

「──おやめなさいッ！」

「なら、おまえが代わりになるか？」

　ルーフの凶きよう眼がんに見据すえられて、ロッキーが凍こおりついている。

「……おまえが腕を切られるなら、こいつは許してやる。他ほかの連中もだ。どうだ？」

　慈じ悲ひを乞こうようなカウボーイと目が合って──、ロッキーは震ふるえ始める。

「俺だってな、男の悲鳴なんぞ聞きたいわけじゃねえんだよ。いたぶるなら美人が好きだ。〝その街一番〟っていう娼しよう婦ふを四人殺やった。強気な美人ほど、恐きよう怖ふに染まると信じられないほど表情が崩くずれていきやがる──……」

　舌した舐なめずりをしながら、ロッキーを眼まな差ざしで嬲なぶっていく。

「麗宮女ジユナイゼル──おまえは悲鳴を上げるか？　泣き叫さけぶか？　おもらしピー・ピイするか？」

「ヒィッ！」

　のけぞるあまり落馬したロッキーをみて、男が大笑いを始める。ロッキーは震ふるえながら、涙なみだを浮かべながら、後ろに這はいずっていく。アリスの手が、わたしの握りグリツプに近づく。

「耐たえろ」

「でも……、」

「相手は一人ではない。届かない場所に死神がいる」

「届かない……死神？」

　アリスの目が草原を探さぐる。

「どこ……？」

「さあな。西にいることは確かだが……ヤツは狩人かりゆうどだ。簡単に居場所は悟さとらせまい」

　ライフルに弾たまを込める時間は充じゆう分ぶんにあった。ロッキーどころかアリスだって殺せたろう。撃うつつもりはないのだ。

　ルーフが直線的な形のダガーナイフを投げる。刃身に筒つつ状の部品が組みこんである。ロッキーの足元に突つき刺ささると、筒の穴が火花を散らし、何度か銃じゆう声せいのような音を発する。

「ヒィイイ──ッ！」

　ロッキーの悲鳴が響ひびき渡わたる。アリスの手がまた近づく。

「よせ、ただの爆ばく竹ちくだ」

「でも……ッ」

「ああして挑ちよう発はつしているのは、恐きよう怖ふを煽あおって殺しを楽しんでいるからだ。ヘタに抜ぬけば、おまえも獲え物ものにされる」

「殺しを……楽しむ？　え？　ええ？」

「人間という定義は広い。そういう外道ブルートも存在するということだ」

「…………そんなの、人間じゃないよ」

　アリスの目に涙なみだが滲にじむ。

「いいか、アリス──ガンファイターとなるなら、これだけは心得ろ。銃じゆう弾だんが哲てつ学がくであり法ローだ。ヤツは猟奇凶漢サイコだが、いまのおまえの腕うででは裁さばけない。悔くやしければ技わざを磨みがけ」

　アリスの手が離はなれ、拳こぶしになる。爪つめが皮ひ膚ふに食いこんで、血が出てきている。

　屈くつ辱じよくを学べ、アリス。あの《復ふく讐しゆう者》アリスもそうして成長し、伝説レジエンズの仲間入りをしたのだ。

　さて──、そろそろ良い頃ころ合あいだろう。ゲームに参加させて貰もらうか。

「余興はもういいだろう、ルーフ・コルトン。さっさと用件に入れ」

「誰だれだ？　なぜ、俺の名を知っていやがる」

「この小こ娘むすめの銃だ」

　濁にごりきったルーフの瞳ひとみが、わたしに据すわる。

「どういうこった。銃が喋しやべっているのか」

　これは賭かけだ。

　ロッキーやアリスたちから、ルーフの関心を引き剝はがす。

　ルーフはカウボーイ以外には手を出していない。脅おどすときも刃はではなく、爆ばく竹ちくを使った。それは、なぜか？　手を出すなと命じられているから、だ。

　そして、こいつらに命令を出せる人物が──馬車の中で、見物してやがるわけだ。

「おい、スティール。ルーフと雑談させるために、わたしたちを呼んだわけではあるまい。出てきたらどうだ？」

「俺の頭越ごしに、会話するな……」

　ルーフの目が怒いかりを宿し、コートを開ける。腰こしにガンベルトのように並んでかけてある投げナイフに手をかざした姿勢。やる気か。

　しかも、腰のところのナイフは、刃身に円えん筒とうの部品を備えたあの特とく殊しゆなナイフだ。爆ばく竹ちく以外にも仕し掛かけがあるかもしれない。

　アリスが馬を降りて、わたしに手をかざす。ルーフに向けて歩きだす。

「やめろ、アリス。ヤツはナイフ使い。近きん距きよ離りでは向こうが上だ」

「そんなの判わからない！」

「判る。スピードがちがうのだ」

　拳けん銃じゆうは、抜ぬいて撃げき鉄てつを起こして狙ねらって引き金を絞しぼる、までやらなければならないが、ナイフは、抜いてふりかぶって投げる、だけの作業で済む。向こうのアリスならそれでも勝てるかもしれないが、こっちのアリスにはムリだ。

　ルーフが右端はしだけ唇くちびるを歪ゆがませて、笑えむ。

「いいぞ。小こ娘むすめ、抜けよ。抜いて──この俺に、新しん鮮せんな内臓の血を拝ませろ。あれは美しい。命を賭かけられるほどに、美しい」

　緊きん張ちようが高まる。射程に踏みこみ──いまにも、閃光ガンスパークを散らそうという瞬しゆん間かんだ。




「よしなさい、ルーフ・コルトン──契けい約やくを忘れたのですか？」




　冷たい地獄声ヘル・ヴオイスが響ひびき渡わたった。

　ルーフの指が、ピクッと一瞬跳はねて──止まる。馬車からの声は続く。

「こんなところで手の内を曝さらしてどうするのです。貴方あなたにはやるべきことを指示したはず。私が与あたえたその力は、あるべき未来のためにお使いなさい。貴方の望む行為ウイツシユは、その未来では飽あきるほどやり放題なのですよ」

　ルーフはゆっくりと……手を下ろす。

「命拾いしたようだな」




　キィ、と馬車のドアが軋きしんで開く。

　やはり出てきた。黒きインバネス・コートと紳しん士し服姿の、屍しかばねじみた顔色の男。サソリのハサミに似た鋼鉄左手シザー・ハンド。眼帯代わりに左目に縫ほう合ごうされた懐かい中ちゆう時計が、無機的な秒針音を刻む。




　──《魔ま犬けん》────スティール。




　幽ゆう鬼きのような琥珀色の瞳アンバー・アイズが、静かにわたしを見据すえる。

「──久しぶりですね。サラマンデル」

「久しぶりだと？」

[image: ]

　血の気のない唇くちびるが、薄うすく笑う。

「ゾォードのときはしてやられましたが、今回はもう私の勝ちが決まったゲームです」

　意味が判わからない。こいつは何を言っている？　つじつまが合っていない。『久しぶり』だの『今回』だの、『勝ちが決まったゲーム』だの……。銃身バレルがぞわぞわしてきやがる。ひょっとするとコイツは──。

「ここでも同じですよ。レディ・ロクサーヌはダーキッシュ・スコーピオンという運命からは逃のがれられず、破は滅めつを迎むかえる」

　こいつは現在を『今回』と言った。初めましてではなく、『久しぶり』と言った。『ミスター・マグナム』ではなく、『サラマンデル』と言った。おまけに、こいつの容よう貌ぼうは──未来よりも、老けていやがる。

　さっきから、わたしの脳裏をよぎっているイヤな考えがある。

　だが、そいつを認めるのはナンセンスだ。




　──目の前にいる《魔ま犬けん》スティールが、わたしと同じ〝未来から来た者〟だなんて、な。




　そうだとしたら──最悪などというレベルは遙はるかに通り越こして、絶望的ではないか。この相手はわたしと同じく、未来を《予言する者》なのだから。

「……スティール、おまえは《毒蛇の空マアピア・ナドワ》に汚お染せんされた世界を、どうやって生き延びた？」

「破は滅めつはゆっくりとしたものだったのですよ、サラマンデル」

　答えやがった。〝確定〟か──。

「人々は笑え顔がおを失い、少しずついなくなり、故郷は消え、大陸も消え、海すら消え──、」

　魔犬の顔に浮かんだのは哀かなしみなどではない。異常なほどの壊こわれた眼光に、歪ゆがんだ笑えみ。

「私は思ったのですよ。ゾォードに与したのは間違いだったと。世界を終わらせるために動くなど、もっての外ほかだと」

　アリスが戸と惑まどいの声を挟はさむ。

「ゾォード……？　倒たおしたはずだよね？」

「黙だまっていろ、アリス。話を続けろ、スティール」

「世界は、美しい思想によってコントロールされなければいけないと。逆らう者すら発生しない、完全統一された聖なる秩ちつ序じよが必要だと。刻紋弾エンブレムド・バレツトは、そう使われなければいけないと」

　言い切ると、スティールはコートを開ける。裏地に大量に取りつけてある弾薬入れソケツトが、すべて埋うまっている。ソケットには穴が空けられており、銃じゆう弾だんの紋もん章しようがみえるようになっている。

　そう──、刻紋弾エンブレムド・バレツトだ。一発や二発ではない。大量すぎる。すぐにコートを閉じてしまったので数えきるヒマはなかったが、百発近くあるだろう。白、赤、青──《駿馬シユンカ・ワカン》などの上位戦力クラスも数発ずつあった。絶句せざるを得ない。

「……ミスター、カラーズって滅めつ多たにないものじゃ……？」

「ない……はずだ」

　刻紋弾エンブレムド・バレツトが大量にある、ということは、相手の戦力以上の意味を持つ。つまり、いまからわたしたちが探しても見つからず、〝すでにあそこにある〟ということだ。なんてヤツを敵に回してしまったのだ。絶望にもほどがあるぞ。

「降こう伏ふくなさいませんか？」

「昼間に寝ね言ごとを言うな」

「答えは、いまでなくとも構いませんよ」

「用件はそれだけか？」

「ええ、お時間を取らせまして。カウボーイたちは解放しても構いません──あと、一つ」

「何だ？」

「今度の《千里眼》は、あっさりとは片づけられはしませんよ。予言します──貴方あなたの大事なものを、必ず一つ奪うばうでしょう」

　スティールは座席に戻もどった。ルーフも馬車に乗る。歩きながらわたしを睨にらんでいる。

「名を覚えたぞ、サラマンデル」

「いいや──そいつは昔の名だ。ミスター・マグナムと呼べ」

　眼光が、殺意をあからさまに宿す。それも数秒だけで、不ふ機き嫌げんそうに荒あら々あらしくドアを閉める。馬車は去っていく。

　カウボーイたちを解放し、手当をして事情を聞いた。話を総合すると、こうだ。ダーキッシュ・スコーピオンが牛泥どろ棒ぼうを働き、追っていったところを待まち伏ぶせされて捕とらえられたと。

　一刻も早く事態を収拾しなければならない。アリスは馬に跨またがったが、ロッキーは地面にぺったり座ったままだ。

「早く乗れ、ロッキー」

「………………そ、その……」

　こいつはなんで、真っ赤になって口をあわあわさせているんだ……？

　……おっと。スカートの端はしの地面から、ちょろちょろっと小さな川が伝ってきている。

　どうやら粗相があったようピー・ピイだな……。
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　蹄ひづめを轟とどろかせて草原を駆かけ抜ぬける。さっきから大問題が発生している。ひるがえるスカートが際きわどくて、レンズの向け場に困りまくっているのだ。

「ロッキー、先行するな」

「なぜですの？」

　なぜ、って────おまえ穿いてない、だろうが。

　アゴンロジに続く第二の《穿はいてないガール》の出現だ。うちの淑しゆく女じよどもはどうなっている。

　気づいたらしく、ほっぺをりんご色アツプル・チークにしながら速度を落とす。

　草原を抜けて牧草地の高い丘きゆう陵りようを登りきった。そのあと、容よう赦しやない絶望が襲おそいかかってきた。

「……何…………何なの……あれは……」

　灰色の煙けむりが空を埋うめている。近きん隣りんの集落が焼やけ跡あとにされている。ありふれた石のように骸むくろが転がっていて、女子供も混じっている。まだあどけない少女が服を破かれ、額を撃うち抜かれているのをみたロッキーは、口に手をやって吐はき気けをこらえている。持ち主の横に転がる血染めの布人形をみてアリスが茫ぼう然ぜんと馬を止めたが、怒おこる気にもなれない。相手は、無法者バンデイツツ──殺人をためらうどころか、悦よろこぶたぐいの連中だ。こうした悲劇はもっと起こるだろう。

　馬を返して寄ってきたロッキーも、目を潤うるませている。

「人を虫けらのように。許せないですわ」

「行くぞ」

　アリスは腕うでで涙なみだを拭ふきまくってから、馬を走らせる。

「堪こらえろ。感情はときに足かせになる」

「判わかってるわよ、ミスター。でもね……こんなことをする連中って、何なの。どんな権利があって、こんなッ……」

　答えることは出来るが、セリフをしまう。こいつは戦いの旅を続けることで、いずれ稲妻ライトニングの名に相応ふさわしい早はや撃うちを身につけ、悪党どもに審しん判ぱんを下し始めるだろう。

　法を超こえた正義の象しよう徴ちようとして、この西部国境地帯スモーキー＆ロツクスに名を轟とどろかせる、伝説のガンファイター《ライトニング・ワイルド》──いまここにいるアリス・ヘイワードは、その原石である。磨みがくのはわたしの役目ではない。こいつ自身が磨いて、自ら宝石にならなければいけないのだ。

「ミスター、妙みようですわ」

　ロッキーがみつけたのは、ここを襲おそったらしい無法者バンデイツツたちの骸むくろだ。妙、という表現の理由が判った。皆みな、一様に大口径の銃じゆうで頭部を撃ち抜かれている。顔は恐きよう怖ふに歪ゆがんでいる。

「凄すご腕うでの保安官マーシヤルがいたものですわね」

「…………。そいつはどうかな」

「はい？」

「とにかく、急げ」

　馬を走らせ、コンフォート・クラインという看板のある丘おか道みちを駆かけ上がる。小農場がいくつか見えるので新しい集落らしい。コンフォート農場という地名が未来にあった。ここが発展して大きな農場になったのかもしれないが、こんな虐ぎやく殺さつを受けてはその未来も終わりか。

　その向こうは高台の棚たな地ちだ。大きな運河にかけられた屋根付き橋を通る。運河から編み目のように小水路が整備され、柵さくで仕切られた緑豊かな牧草地や、鹿しか除よけをしっかりつけた農地が多くなっていく。ビッグホーン牧場の敷しき地ちだ。

　奥に森があり、そこから銃声が聞こえる。

「幸運を喜べ！」

「はあっ？　何が幸運ですのッ。襲われているのはわたくしの牧場ですわよ！」

「判わからないか？　銃口が向こうを向いているなら──、」

　ロッキーの目が鋭するどく閃ひらめく。

「背後を獲とれますわね！」

「先行はやめろよッ」

「もう懲こりましたわ！」

　アリスがわたしを抜ぬく。獣けもの道みちを通って森を抜ける。銃声が反はん響きようでなく生音になり、方位が特定出来た。そちらにレンズを向けると、小さい丘おかに積まれた丸太を盾たてにして防衛戦をしているカウボーイたちがみえる。戦っている相手は無法者バンデイツツで、手前の岩場をカバーに使ってじわじわと攻せめ入っている。こちらに気づいていない。

「大当たりジヤツクポツトだ、ロッキーッ──撃うちまくれ！」

「言われなくとも！」

　蹄ひづめの音を聞いた無法者バンデイツツがふりかえる頃ころには遅おそく、最強レンジからのショットガンをくらいまくって、瞬またたく間に三人が地じ獄ごく逝ゆきだ。慌あわててロッキーに銃口を向けてきたが、拳けん銃じゆうなので間合いを取られて一方的に攻こう撃げきされる。無法者バンデイツツが動こうとして岩を出たところで、カウボーイに撃たれて一人やられる。奥にいる敵の銃使いガンスリンガーがライフルを出してきた。

「アリス、突撃チヤージ！　ライフルを潰つぶすぞ」

「へっ、危なくないのっ？」

「突撃とは危ないものだ」

「もう、やだ！　いつもこんな役ばっかりじゃないッ」

　言いつつも馬を突つっこませて飛び下りたアリスが、馬と同じ速度でさらに突っこんで、威い嚇かく射撃をくらいながら手前の岩にいる無法者バンデイツツを倒たおし、転がるようにカバーする。

「何を一息している。あと二回！」

「横暴！　無茶！　人でなし！」

「そんなに褒ほめるな」

　アリスは岩にジャンプで躍おどり上がって、ワンステップして前転。空中で次の岩にいる無法者バンデイツツを撃ち抜くと、着地と同時にダッシュ──銃じゆう弾だんの嵐あらしを背後に、次の岩へと駆かけ去る。

「いまのは良かったでしょ？」

「くっちゃべる暇ひまがあったら一秒でも早くライフルを潰つぶせ。ロッキーがやられる」

「少しは褒めてよッ」

　稲いな妻づまのようにダッシュして、スラロームを入れた低い姿勢の滑かつ空くうストライド走法で敵の狙ねらいをすり抜けつつ接近、ライフルでロッキーを撃ち抜こうとしている銃使いガンスリンガーに猛もう速そく扇撃ちフアニングをくらわし、残り全弾叩たたきこむ。最後の一発がそいつの側頭部を撃ち抜いた。

　安全地帯に入りこむ寸前で、アリスが脇わき腹ばらにヒットを貰もらう。

「かッふぁう──っ」

「擦すり傷きずだ。ツバでも塗ぬっておけ」

　ツバの代わりに、アリスは師し匠しようのアゴンロジから貰ったペースト状の傷薬を塗る。

「乙女おとめの傷を何だと思ってるのよ！　ミスターは野蛮人サベージね。言葉に品がありませんことよ！」

「淑しゆく女じよっぽく喋しやべるのをやめろ。そういう洗練された血統ではあるまい」

「どうせ、娼しよう婦ふの娘むすめですよーだっ」

　怒おこりながらもリロードはしている。ちょっとはガンファイターらしくなってきたな。

「岩を出るぞ。敵は撃うたなくていいから、ロッキーに回る分の銃じゆう弾だんを、おまえが引き受けろ」

「また、それッ!?」

　怒ど鳴なりつつも岩を出て、岩の間を走り回って敵を引きつける。岩を蹴けってジャンプしたり、切り返しターンをしたりとトリッキーな動きだ。

「クソ──あの動き、人間じゃねえぞ！」

　撃てそうなのに撃てないアリスに敵は頭に血を上らせている。まんまと気を取られ、その間にロッキーが仕事をしていく。

「何だあのショットガン小こ娘むすめは！　一発も外さねえッ」

「撤てつ退たいするぞッ」

　リーダーらしき男がそう言うと、無法者バンデイツツの一人が奥にある崖がけ道みちのほうへと駆かけだす。

「アリス、先に崖に行け！」

「うん！」

　猛もう然ぜんとダッシュして集団を追い抜ぬき、射しや撃げきをスラロームでかわし、あっという間に崖へと辿たどり着く。下にある道にたくさんの馬が繫つながれている。

「手た綱づなをナイフで切って、尻しりを叩たたいて走らせろ」

「うわお！　それは困るね」

　崖を滑すべり下りて道に出ると、ナイフでズバズバ切り、馬を走らせる。道はまっすぐなのでどんどん走り去っていく。撤退してきた無法者バンデイツツたちが、その光景をみて目を剝むく。

「馬がいねえ!?」

「あの小娘が逃にがしやがった──畜ちく生しよう、撃て！」

　しまった！　この道には岩があるものの、身を隠かくすには小さすぎる。道なりに逃げるしかないが、狭せまい道なのでスラロームが使えず、被ひ弾だんする確率が高い。決断のときだ。

「崖を駆け下りろ」

「ハァアアアア──ッ本気!?」

「本気だ。アゴンロジがやっていた、ヤギみたいにひょいひょいと跳とぶアレをやれ」

「教わってないよっ？」

　叫さけんだすぐあと、アリスの鼻はな面づらを銃弾がかすめる。

「時間がない！　やれッ！」

「何なのもうッ、あたし自分の銃に殺されちゃうんじゃないかしら！」

　珍めずらしく冴さえているな、アリス。その可能性は大いにある。

　意を決して飛び下りる。最初の岩に着地したところでそれが崩くずれ、慌あわててジャンプ。変な方向に飛んだので次の岩が小さく、片足ジャンプを三回くり返して──、

「ほわああああっ」

「こいつをくらいやがれ！」

　崖がけ上うえにいる無法者バンデイツツが蹴けり落としてきた岩が、落石となって襲おそいかかってくる。ヘタによけたら崖から転落、だがこのままでは落石をくらう。何か方法はないかと考えていたときに、アズールの言葉を思い出した。

『空中に〝地面〟を作る──というようなテクニックもあるということぞ』

　──そうか、あの万能チャームの出番だ！

「《我と繫がるすべての叡智よミタクエ・オヤシン！》」

　象しよう形けい文字がアリスの足元に生じる。詠えい唱しよう中も落石が降りそそいでいる。いまにもアリスに当たりそうだ。間に合うかッ!?　間に合えッ！

「《精霊狼シユンカマニトウ・タンカに祈いのる──蜘蛛霊イクトミの見えざる手》ッ！　さあ空へと跳とべ、アリス」

「マジでッ!?」

「わたしを信じろォ！」

　襲いかかった大岩が髪かみをかすめるギリギリのタイミングで、アリスは悲鳴を上げながら崖を蹴って、空へと跳んだ。下は五〇バレッセルはある。落ちたら──まあ、パイケーキみたいに潰つぶれて、アリスの中身がこんにちは、だな。

「ぎゃああああああああああ──っ、落ちる死ぬ落ちる死ぬ落ちる死ぬ！」

「念動力サイコキネシスで足場を一回だけ作って、崖にジャンプし直せ！」

「ハァッ？」

「足元に、地面の固さをイメージすれば、蜘蛛霊イクトミの念力がそこに集まる！」

　アリスの目が猛もう禽きんの鋭するどさを宿す。集中して、地を迎むかえるように脚あしを伸のばして──、




　────空中に、着地──。




　何もない場所に波は紋もんのような光の平面が現れ、そこに足をついたのだ。しゃがむようにして落下の勢いを殺し、そこから猛もう然ぜんとジャンプ。崖へと復帰する。

「出来たじゃないか」

「…………」

「どうかしたか？」

　アリスは放心状態でゆらっと崖に倒たおれこむと、唇くちびるをふるふるさせている。

「……めっちゃ怖こわかったんだけど？」

「そうか」

「めっちゃ怖かったんだけどォォオオオ──ッ!?」

「そうか、そうか」

　アリスは唸うなりながらわたしを両手で握にぎり、カクテルのようにシェイクしやがった。

「レンズが……ぐらぐらする……」

「ふんっ」

　崖がけ上うえから聞こえていた銃じゆう声せいがやむ。あの人数をもう片づけたのか、さすがロッキーだな。代わりに妙みような声が聞こえてくる。

「おぜうさまぁ～！」

　アリス以上に間ま抜ぬけっぽい声だ。崖の上からなので、声の主が判わからない。

「メェは心配で心配で、夜も眠ねむれなかったメェ！」

　ロッキーの声がする。

「……またあなたは羊みたいにメェメェおっしゃって。メェではなくｍｅミーだと教えたでしょうに」

「強がりな小こ言ごと聞くのも久しぶりだメェ」

「なっ、強がりなどでは決して……ッ、きゃ」

　衣きぬ擦ずれっぽい音がしたので、おそらくはメェメェ言っている誰だれかに抱だきつかれたのだろう。そこからはメェメェと猛もう泣なきになっている。

　────メェ？　羊？　何だ、この既視感デジヤヴ。思い出せ、何かあるはずだ。

　電でん撃げきのように蘇よみがえった記き憶おくがある。駅でルーフ・コルトンの手配書を握にぎりしめ、唇くちびるをわななかせるロッキー……。




『わたくしの大事な、羊のメリーを殺した男ですわ』




「──おい、ロッキーッ！　その女の名はッ？」

　上の会話がやむ。崖際ぎわにロッキーの顔が現れる。横に、地味な顔の少女も並んでいる。涙なみだに潤うるんだその目は賢かしこくなさそうな垂たれ半はん眼がんであり、アリス以上に間抜けそうな面つら構がまえだ。髪かみは栗くり色。髪型はツインテールバンチヤーだが、毛先がぐるぐると巻いた形になっていて、何だか羊のツノっぽい。首にはチョーカーをつけている。

　ロッキーと並ぶと、壮そう観かんな光景だ。何かといえば、胸の大きさウオーター・メロンなわけだが。その部分だけは羊というよりも牛っぽい。乳ち房ぶさの谷間のところにぶら下げているのも、牧畜用の鐘カウベルだしな。

「この娘むすめは、わたくしのメイドの、メリー・イングラムですわよ……？」

　ゾッ、と銃身バレルが震ふるえる──。

　羊のメリーだ。人間…………だったのか。

　しかも、ただの人間ではない。こいつがルーフに殺されたことによって、ロッキーは復ふく讐しゆうに駆かり立てられる。その感情を利用され、呪のろわれた谷で罠わたにかけられてしまう。つまり……、




　ロッキーの────《死の元げん凶きよう》、だ。
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　開かい拓たく者のいない荒こう涼りようとした大地に、冷たい風が吹ふき渡わたる。草のまばらな砂さ漠ばく地帯では、風が土つち埃ぼこりを連れて進軍してくる。

　昼間はあれほど熱された砂埃の地面も薄うす汚よごれた岩々も、すっかり冷え切ってしまった。転がってきた回転草タンブル・ウイードが、人に似た形のサワロサボテンの頭に引っかかって、ぶらぶらと揺ゆれている。カツラのようでシュールな光景なのに、笑う気になれない。

　見上げれば──空に居座る壮そう大だいな天の川ミルキーウエイが、煙スモークのように流れて巡めぐってゆく。

　美しい景観か……？　いいや、これは断罪だ。地上の愚か者わたしを嘲あざ笑わらっているのだ。

　──最悪だシツト、何であんなことを言ったサラマンデル。クソガキヤングボーイめ、反省しろ。

「そのように落ちこむこと、ありませんわ」

「落ちこむ？　わたしに表情などないぞ」

「さっきから喋しやべっておりませんわよ」

　声の主へと視線レンズを向ける。ロッキーだ。いつになく優やさしい顔で迎むかえてくれる。

「アリスにも冷静になる時間が必要なだけですわ」

「二度と会わないと言っていたが」

「気を惹ひきたいだけですわよ」

「どうかな……なぜ残った」

「なぜ、とは？」

「アリスを追うべきじゃなかったのか」

「危あやういのはサラマンデルのほうに見えたのですわ」

「……妙みようなことを。わたしは拳けん銃じゆうだぞ」

　ロッキーの目が、微び笑しようと共に戻もどってくる。レンズをまっすぐみてくるので、今度はわたしが視線をそらすハメになった。

　昼間──重要な情報収集をしていて、向かった先の酒場で見た目を理由に追い出された、というトラブルがあった。そこでちょっと、改善策を話しあおうとしたのだ。

『髪かみを洗え。とにかく洗え』

『水源をみつけたら、顔くらいはすすげ』

『色気がない。あれば店主を誘ゆう惑わくして情報が聞き出せただろうに』

　的確なアドバイスを行っていたつもりだったが『全部罵ば倒とうに聞こえたんじゃない？』というのが、ロッキーの見解だ。

　アリスは突とつ如じよ「ァアアア──ッ！」と叫さけび、弾たまを抜ぬいて焚たき火びにわたしを投げこむと、別れの言葉を告げて馬を疾しつ走そうさせていった。

「わたしはロッキーも傷つけているのか？」

「どういう意味ですの？」

「アリスだけでなく、おまえに対しても知らないうちに傷つけていないかと」

「たとえば……どんなことですの？」

「過去を訊きかれるのを嫌いやがっているだろう？　なのに、何度も訊いている」

　会話が止まる。表情に出てはいないが、ロッキーは考えこんでしまっている。いかん、またやってしまった気がするぞ……。

「嫌がってはおりませんわ」

「なら、どうして話さないのだ？　わたしたちが信用できないか？」

　また止まった。今度は顔に出ている。完全に落ちこんだ顔だ。やってしまった。アリスに次ついでロッキーまで〝わたしと二度と会わない〟状態になったら、わたしはこの砂さ漠ばくに放置されるのだろうか。いや、自分のことより先にロッキーのことを考えろ。

「すまない」

「……いいえ。わたくしのせいですわ」

　ロッキーはそれきり黙だまっている。火が爆はぜる音だけが響ひびいている。沈ちん黙もくが痛すぎる。

　こんなとき、どうすればいい──？

　女を笑え顔がおにするチャームはないのか──？

　拳けん銃じゆうというのは不便なものだ。しょげた女を抱だきとめることも出来なければ、頭を撫なでることも出来ない。いまわたしに出来ることは、ないのだろうか？

　夜よ闇やみを渡わたる風が岩の間をすり抜ぬけて、笛のような風鳴りを立てた。そこで閃ひらめいた。

「聴きけ、ロッキー」

　海色の瞳ひとみが、みつめてくる。




　ヒュー……、と────わたしは音を奏かなでる。




　ロッキーが目を大きく見開いて。

　銃腔ボアの面積を計算し、空気の量を調整し、音階を作る。記き憶おくにある中で、最も美しい曲を選び、形にしていく。奏でたのは《口笛》だ。初めてやったが巧うまくいった。

　しかし、このメロディは何だ？　いつだろう。どこだろう？　聴いたのは──。

　奏できるには曖あい昧まいすぎて、途と中ちゆうで打ち切った。

「──クロード・リュリの、天使の舞曲ダンス・アンジユ」

「そういう名か？」

「わたくしが、大好きだった曲で……」

　言葉が途と切ぎれる。ロッキーの瞳ひとみが潤うるみきって──ひとしずく、こぼれ落ちる。

　またか……ここまでトチりまくりだと、さすがに、応こたえるな。

「すまない」

「何を謝っておりますの」

「泣かせてしまったろう？」

「嬉うれしいからですわ。思い出がありますの。小さい頃ころ、お父様がホールでピアノを弾ひいて、いまはいない兄とすました顔で踊おどった……その曲なのですわ」

　ロッキーは身を起こして土つち埃ぼこりを払はらうと、わたしを手に取る。

「紳士ムツシユ──もう一度、奏かなでていただけますかしら」

「構わないが、なぜわたしを持ち上げる？」

「踊るため、ですわ」

　わたしを持ったまま、スカートのように片手でズボンをつまむと、可か愛わいらしくも優ゆう雅がに礼をする。あまりにギャップのある気品っぷりに、しばらく茫ぼう然ぜんとしてしまった──。




「この女王めと踊りましょう？」




　踊るのはおまえ一人ではないか──そんな無ぶ粋すいを言ってしまう前に、この優やさしげな女王陛下に楽曲を献けん上じようしようか。

　口笛のメロディに合わせ──、

　彼女は舞まう──、

　舞う──、

　舞い踊る──。

　わたしを男性の手に見立てて、鮮あざやかに踊る。ゆるやかな旋せん回かい、夢のようなステップワーク、幻げん想そうのように美しく散り揺ゆれる髪かみの、鮮せん烈れつな奇き跡せきの軌き跡せき。閃ひらめき輝かがやく妖よう精せいが通ったあと、土埃スモークさえもがアートになる。天使の舞曲ダンス・アンジユとは、よくぞ名付けたものだ。黄金の月の下で、ロクサーヌは天使そのものだ。穢けがれなく、純じゆん粋すいで、ただひたすらに歓かん喜きを形にしようと舞い続ける。現実であることを忘れてしまうような、超ちよう然ぜんとした美しさにため息しか出ない。踊り終えたあとの笑え顔がおは、涙なみだで汚よごれてぐちゃくちゃだったのに、本当に、心の底から綺き麗れいだと思った。

「サラマンデルは──わたくしが凍こおりつかせていた《光》を取り戻もどしてくれましたわ」

「光……？」

　星を見上げながら、ロッキーは答える。

「ええ。わたくしが、そうあるべきだった《光》を────貴方あなたは、奏でたのですわ」

　わたしも星を見上げる。

　美しい景観か……？　そうだ、美しすぎる。地上のわたしたちを祝福してくれるかのような、満天の星空だ。




　　　　†




　……──眠ねむりから、微睡まどろみへと移行する。天使の舞曲ダンス・アンジユか。あれは、いつの夜だったか……？

「ハイヤーですわッ」

　かけ声が思考を裂さく。視覚装置ボルトレンズが起動すると、まずはロッキーの姿が見える。カウボーイたちを従え、牧場の道を走っている。どうやらうたた寝ねしてしまったらしい。合流して安心したのか、オロゴ回復のための意識遮しや断だんか判わからないが、あの夢をみられたのは収しゆう穫かくだったな。

　ロッキーの表情が妙みようだ。哀かなしみに耐たえているように、唇くちびるを強く結んでいる。

　前方にレンズを向けると、ビッグホーン牧場のウェルカム・アーチがみえる。半分焦こげている。アーチの向こうも凄せい惨さんな光景だ。道のあちこちに骸むくろが転がっている。家か畜ちくもいれば、人間もいる。カウボーイも無法者バンデイツツも大勢死んでいる。

「激しい戦せん闘とうだな」

「もう、ずっとこうです……」

　答えたのは、アリスに併へい走そうしているパイクだ。二十代後半、大おお柄がらでごついが、優やさしそうな印象のある顔立ち。ロッキーの父親《親方グレートチーフ》エジードの代から側近を務める、やり手のカウボーイだ。経営に強く、カウボーイとしてのタフさも兼かね備えていて、何より賢けん明めいだ。こいつがいるから、ロッキーは牧場を留守に出来る。

「ヤツらは突とつ然ぜん現れ、銃じゆう弾だんを交えて去って行きます。警備の弱いところを突つき、追っても待まち伏ぶせをくらうので被ひ害がいが多く……」

　神出鬼き没ぼつの奇襲戦法か。無法者バンデイツツの得意な戦法だ。にしても、だ。警備の裏をかき、適所で待ち伏せするなんて真ま似ねが、連中に出来るとは思えないな。優ゆう秀しゆうな偵てい察さつと参さん謀ぼうが要いる。どっちも無法者バンデイツツにいないタイプの人間だ。




　────警備の情報が、漏もれている。




　そう考えるのが、妥だ当とうだろう。だとしたら事態は深刻だぞ。

「わたくしの牧場を……こんなに」

　ロッキーの唇がわななき始める。この有あり様さまをみてこいつに牧場主の自覚が芽生えてきたのが、唯ゆい一いつの救いといったところか。

「パイク、状じよう況きようを話してくれ」

「二週間前、ヤツらが突然、攻せめてきました。要求も交こう渉しようもなく、銃声が挨あい拶さつ代わりです。カウボーイを六人撃うって五七頭の牛を盗んでいきました。取り戻もどそうと討とう伐ばつ隊を送りましたが、待ち伏せに遭あって返かえり討うちです」

　捕つかまっていた連中は、そのときの捕ほ虜りよというわけだな。小さな林があって、そこで道を曲がる。牧ぼく柵さくの向こうは牧場だ。その一画に窪くぼんだ土地がある。かなり大きい円形の窪地。

　ソーサーと呼ばれる地形だ。こういった土地を先住民エルダーズは火皿と呼び、魔女マスクは大オロゴと呼ぶ。わたしは内蔵されている機能の一つである、オロゴを見抜ぬくレンズに切り替かえる。

　かなり莫ばく大だいなオロゴが、円えん錐すい形の形で埋まい蔵ぞうされている。間ま違ちがいなく聖地だ。大がかりな呪術チヤームや製造術クラフトもここなら行える。ビッグホーン牧場の敷しき地ち内に、こんな代しろ物ものがあったなんて……。

「そのあと保安官マーシヤルに相談しました。無法者集団バンデイツツ・クラウドと交こう渉しようして、牛は返して貰もらう約束をしたと」

「返ってきたのか？」

「ええ。四六頭……足りませんでしたが、追つい及きゆうはやめました」

「連中はまた牛を略りやく奪だつしに来たろう」

「なぜ、判るのです？」

「保安官マーシヤルはグルだ。足りない分はそいつの懐ふところに入る。最初からカウボーイを減らすのが連中の目的だった。牛泥どろ棒ぼうという口実をつけ、交こう渉しようで何とか出来るというスタンスを保てば、争いに加わらないで済む。おまえらもことが済んだと思いこむ」

　ロッキーの目が怒いかりに歪ゆがむ。

「保安官を名乗ることすらおこがましいですわ！　職務を何だと思っていますのッ」

「避ひ難なん民から聞いた。保安官は、途と中ちゆうから職務放ほう棄きしたのだろう？」

「はい……街を守るのが管かん轄かつと言われ、電報で郡保安官シエリフを呼ぶと」

「呼んではいまい」

　パイクがうつむき、歯ぎしりをする。前方からはまた銃じゆう声せいだ。どれだけ敵がいるんだ……。

「あっちは、何人で守っている？」

「ジギーさんだけです」

　その一言を聞いた途と端たん、ロッキーの顔が芯しんまで紅潮。何だ？

「ハァアアアアア──ッ？　パイクあなたバッカじゃないですの!?　わたくしが旅している間に追い出せ、って言いましたわよねっ？」

　物もの凄すごい剣けん幕まくで怒ど鳴なり散らしたかと思うと、馬上にも拘かかわらず腕うでを伸のばし、パイクに摑つかみかかっている。

「すいません！　ですが恩人ですし、無む下げには……」

　後ろに乗っている羊のメリーに摑まれて制止される。

「おぜうさま、パイクさま落ちそうだメェ！」

　ふん、と言って手を離はなす。

「ジギーっていうのは、ジギー・ロックウェルか？」

「……そ、そうです」

《伊達男スウイート・ガイ》の通り名を持つ男だ。ギャンブルの達人で、スモーキー＆ロックスにおける女たらしの頂点に君臨する。詐欺師トリツクスター兼けんガンファイターという、妙みような肩かた書がきを持っている。

　ノーマンズエンドへ旅立つときに、一度ロッキーは牧場に戻もどった。クラップラット団というギャングから馬泥どろ棒ぼうをされた件で法律的な手続きが必要だったからだ。一方ジギーはユニオン鉄道会社と線路の敷ふ設せつ権を賭かけた勝負で、バッファロー牧場に呼ばれていた。居い心地ごこちでも良かったのか、長居をしていたのかもしれない。そのとき、二人は会ったのだろう。まあ、ロッキーの様子をみているとロクな出会いではなかったようだが──。

「西側がわの敵はすべて彼が始末すると言いまして……」

「ほう……」

　あの気まぐれな風ふう来らい坊ぼうが、男なセリフを吐はいたじゃないか。未来でのあいつは女のために何かすることはあっても、決して女のために命を賭けたりはしなかった。要するにお調子者で、その場限りの口くち車ぐるまとルックスだけで世の中を渡わたるような輩やからだった。

　そんな男でも、決けつ闘とうすることは何度かあった。誰だれもその戦いを観みたことはない。いつの間にか相手は始末され、あとには〝ジギーを怒おこらせた者は静かに滅ほろぶ〟という伝説だけが残った。

「ロッキーたちは屋や敷しきに戻れ。わたしとアリスで行く」

「わたくしも行きますわッ」

「ジギーと顔合わせしたいのか？」

　うっ──と怯ひるんでいる。

「あと……その……アレだ…………………………………………穿はいて来い」

　ロッキーがビクッとして、顔を急激に赤くしていく。スカートを握にぎりしめて押さえつける。

「……判わかりましたわ」

　唇くちびるをプルプルさせながら、引きさがる。

「馬をメリーに渡せ。走るぞ」

「えええっ？　馬があるのにィ」

「隠密スニークする。馬は邪じや魔まだ」

「えーっ」

「こんな面おも白しろい見物サーカスはないぞ。《伊達男スウイート・ガイ》の本気など、誰も見たことがないのだ」

　メリーに手た綱づなを渡してから、牧ぼく柵さくを越こえて滑かつ空くうストライド走法で牧場を駆かけ抜ぬける。アリスのダッシュは凄すさまじい。わきを抜けた際、山になったワラが走行の風圧でブワッと舞まい上がる。

　その先には馬小屋がある。中に入ったが、馬は残っていない。通路の真ん中で死んでいる馬を飛び越える。銃じゆう声せいは建物の向こう。飛び出ようとしたアリスを小声で制する。

「ここから忍しのび歩きしろ」

　アリスは従って、出口わきの壁かべに張り付く。呼吸も潜ひそめている。オロゴを聴音装置バレルマイクに回し、集音する。足音がある。六つ……いや、七つか。かなり散らばっているな。屋根にも一人いて、そいつはアリスも気づいたらしい。天てん井じようをみている。わたしを向けようとしているアリスへと、声を潜ひそめて指示する。

（撃うつな。屋根のヤツの、さらに後ろに回れ）

　頷うなずいて静かにジャンプすると柱で三さん角かく跳とびして別の柱にしがみつく。柱をするする登ってロフト部分へ。遠いのに飛びついてへりを摑つかみ、背面回転で床ゆかに着地。こいつの身の軽さはサル並みすぎる。体術のレベルだけは、未来のアリスを遙はるかに凌しのいでいるのだ。ここまでは要求しないから、頼たのむ。脳に栄養を回してくれ。

　板戸の閉まった小窓がある。ゆっくりと開けて、そっと顔を出す。

（わたしを抜ぬけ）

　顔を出したまま、わたしをホルスターから抜く。すぐさま視覚同調キヤストアイしてアリスの目でみる。

　背中がみえる。灰色の小こ汚ぎたないシャツを着たモジャ髪がみの男だ。拳けん銃じゆうを構えて、近くにあるサイロを見下ろしている。

　戻もどれと指示して、ロフトの奥で声を抑おさえてチャームする。《蜘蛛霊イクトミの見えざる手》だ。

　男のしゃがんでいるところの板を裏からみる。いまにも割れそうな古い板だ。

「あの板を落としてやれ」

　アリスが悪戯いたずらっぽい微ほほ笑えみを浮かべる。

「うふふ。りょーかい」

　銃じゆう口こうを据すえて集中すると、板がへし折れて、汚い男が落下してきた。

「ぶわおゥッ？」

　置いてあった箱のへりに後頭部を打ちつけて気絶する。

「にしし」

「遊びじゃないんだぞ。屋根に行け」

「はーい」

　わたしをしまって小窓から身を乗り出し、這はいながら屋根に出る。へりまで行き、わたしを抜く。視覚同調キヤストアイして戦いを眺ながめる。レンガ造りのコーン貯蔵塔サイロを拠きよ点てんにして動くジギー。その姿がチラッとみえた。

　トレードマークは小こ憎にくたらしくも不敵な垂たれ目めと、頰ほおに並んだ三連星のようなほくろ。

　今世紀を代表する、甘美なる造形美スウイート・フエイスだ。女が騒さわぐのもムリはない。歩く美術品とさえいえる。

『目線をくれただけで女が堕おちたなんてさすがにホラだろう』なんて酔よっ払ぱらいに絡からまれたとき、ヤツは言ったものだ。──そんな幸運は年に一度くらいさ、と。

「何あれ……気持ち悪い」

「向こうのアリスと同じセリフを吐はくな。かなりの美形だろうが」

「判わかんないけど、何かヤダ。目がヌルヌルしてる」

　おまえのアンポンタンルーピイな表現のほうが、よっぽど判らないぞ。

　ジギーは華か麗れいにステップを踏ふみながら、足音をほとんど立てずに陰かげから陰へと移動。敵の目がそれる瞬しゆん間かんを先読みするかのように、ふっと動く。目が向いている間は、微び動どうだにしない。

　予知者を思わせる動き。しかも戦いの緊きん張ちようを知らない薄うすら笑わらい。どんな手段でそれを可能にしているか判わからないが──この男、やはり食えないな。

　着ている服は麗国ジユナイゼスタイルの紳しん士し服。白のベストも、すらりと流れるようなボトムスも汚よごれ一つなく、先の尖とがった革かわ靴ぐつもピカピカに磨みがき抜ぬかれている。

　持っている銃じゆうは、ダブル・デリンジャー。中折れ式の双そう発はつ拳けん銃じゆうで、そのコンパクトさゆえに〝完璧に隠し持てる銃コンシールド・ガン〟とも呼ばれている。このデリンジャーは通常の品ではない。見み目め鮮あざややかなシルバー・メッキで、銃身には草花のアールヌーヴォー浮き彫りレリーフ装そう飾しよくが成されている。さらに銃口に二本の筒つつが取り付けられている。何だアレは……？

　ふッ、と突とつ然ぜん干し草の陰かげを出て、ちょうどよく頭を出した無法者バンデイツツにワンショット──。

「──何ッ？」

「あれれぇ……？」

　アリスも気づいたらしい。銃声が、ほとんどないのだ。スモーキーの子供クソガキが相手を小こ馬ば鹿かにするとき唇くちびるをすぼめ、ポッという音を出したりするが、その音に似ている。

　弾たまをくらったヤツが倒たおれる。威い力りよくがないはずのデリンジャーの弾で、一いち撃げき昏こん倒とうだ。しかも撃うたれた者は一いつ瞬しゆんで皮ひ膚ふがカラカラに乾かわいている。

「何あれ……チャーム？」

「刻紋弾エンブレムド・バレツトか内蔵チャームか判らないが、さしずめ吸血弾バンパイア・ブラツドと言ったところか」

　どうやらジギー・ロックウェルは魔弾の射手チヤーム・ガンナーだったようだな。それもかなりやり手で、チャームガンのほうも相当な性能だ。

　敵が騒さわぎ始める。

「おいッ──ベンがやられたぞ！」

「またか!?　誰だれかヤツをみたかッ？」

「俺たちは何と戦ってンだよ！」

「いたぞっ、馬小屋だ！」

　アリスは素す早ばやく下をみた。ジギーらしき人ひと影かげがある。一いつ斉せい射しや撃げきが開始され──、

　放たれた銃じゆう弾だんが人影をすり抜けたかと思うと、銀色の蝶シルバー・バタフライの大群となって消えていく。

「クソッタレヘル・シツト、あの幻まぼろしは何だ!?」

「俺たちが戦ってるのは、亡ぼう霊れいなのか？」

　銃弾がいきなりやむ。無法者バンデイツツが茫ぼう然ぜんとしている。




　ジギーが────立っている。




　さっきまで、そこにいなかったのに──。

　ほんの一いつ瞬しゆんで、どうしてそこまで移動出来たのか──。

　しかもなぜ、わざわざ隠かくれる物のない場所に出て、目を閉じているのか──。




　両手をクロスするように構え、両手に一挺ちようずつデリンジャーを持っている。しかも片方は逆手持ち──小指を引き金にかけている。口元には笑えみがある。




「あの構えは何だ……？」

「また、幻まぼろしじゃねえのか……？」

「一発撃うってみろ」

　太った無法者バンデイツツが樽たるの上に身を乗り出し、狙ねらいをつけようとしたとき──、

　ジギーが目を開ける。

「ショータイムだ」

　小指で引き金を絞しぼって、撃つ。デブの額に穴が空いて、倒たおれながら干ひ物ものになる。

「本物だ！　撃てッ！」

　撃とうとして出てきた途と端たんに、次々に撃たれる。三人倒された。みんな干し肉のようになっている。ブルドッグのような顔の無法者バンデイツツが、大笑いを始める。

「──残念だったな！　デリンジャーは二発ずつだ。弾たまは残ってねえだろ！」

　ダブルバレル・ショットガンをジギーに向ける。

「死にな、男前ハニーボーイ！」

「僕の神は、こう言った。醜みにくき者は息をするのも罪であると──」

「ンだと、コラァ！」

　ジギーは目を開けて笑む。

「美しさを持たぬ者よ、冷たき土に還かえれ──」

　デリンジャーから声がする。女の声だ。ジギーのそれと重なる。

「「──《聖遺剣レリツク・ソード》────」」

　デリンジャーを男に向けて投げる。男も、ショットガンの引き金を絞ったが──、

　空中を舞まうデリンジャーが、散弾をはじき飛ばす。

　いや、正確にはもうデリンジャーではないが。

　それは半回転し、〝切っ先〟が敵に向いた途端、水平飛行で超ちよう加速して無法者バンデイツツの腹を貫つらぬく。

　命中の衝しよう撃げきでよろけて、分厚い唇くちびるを震ふるわせながら、男は視線を下に向ける。自分の腹に突つき刺ささっている物を確かく認にんしたのだ。




「──……バカな…………剣けん、だと……？」




　同感だ。これは、あまりにバカバカしい。デリンジャーだった物は、白い輝かがやきを放つ中世の細突剣レイピアに変身している。そのうえ、信じられない出来事が続く。串くし刺ざしになった男の肉体が、土くれに変わってボロボロと崩くずれていく──。

　人を盛り土に変えたあと、剣けんがデリンジャーに戻もどる。悠ゆう然ぜんと歩いて行って拾い、ハンカチで拭ふくとベストの裏の隠かくしホルスターにしまい、ナイフホルダーに入っていた折りたたみナイフと同じ構造の鉄てつ櫛ぐしを開き、髪かみの乱れを直す。

「ミスター……あの人」

「ジギーが魔弾の射手チヤーム・ガンナーだったとはな。しかしデリンジャー型のチャームガンを造った魔女マスクなど聞いたこともないが──」

　会話を中断させるように、下から声がかかる。

「プチ・レディ、そろそろ高みの見物をやめないかい？」

　アリスがビクッと反そりかえる。

「……バレてるよ？」

「だろうな。だが、ジギーは女は撃うたない。計算済みだ。ジギーと話したい」

　アリスはわたしをしまうと、屋根からためらいなく飛び下り、へりを摑つかんで落下をいったん止めると、壁かべを蹴けって一回転しつつ、下に置いてあるワラの山に尻しりから着地する。

　スカートのワラをぽんぽんはたいているアリスに、ジギーは興味なさげだ。

「──残念ながら星半分だね」

「は？」

「ジギーは女のルックスを星で表す。五つ星が最高点になる」

「ハァアアアッ──？　あたしのどこが星半分だってのよ、このオカマヤローッ！」

「放し飼いの犬のように肌はだは汚よごれているし、髪の毛先はデッキブラシのようにバサバサ、胸はパイ生き地じのように薄うすく、幼おさな子ごのように膨ふくれた輪りん郭かくに愛を語る気になれない。頰ほおにそびえるそばかすは悪夢のようだ。現実を認めたまえよ、プチ・レディ。神は貴女あなたを見放しているのさ」

「さっきから、そのプチ・レディって何なのよッ」

「レディになるには十年早いって意味になるね」

「ムッキイイィィ──ッ」

　ひっかこうとする手を最低限の動きでかわし、手首を摑んで転ばせると、お姫ひめ様でも扱あつかうように抱だきとめる。

「そんなに怒おこったら、ただでさえ台なしな顔がよけい台なしだ」

「キモイっ、放して！」

　リリースして貰もらったあと、犬のように唸うなり声ごえを上げている。星ゼロでもいいだろうに。

「ジギー、ちょっといいか？」

　わたしの声を聞いても驚おどろかない。さっき投げたほうのデリンジャーを抜ぬく。

「北の魔ま女じよの作品でしょう？」

　デリンジャーから、さっきの女の声がした。かなり色っぽい声だ。

「名をミスター・マグナムという。ダズリリによって造られた。そっちは？」

「トリックスター。キンバリーの作品よ」

「大陸人コモンズの名だぞ？」

「いいのよ。わたしを造った魔女ウイツチはコモンズだもの」

「……珍めずらしいヤツもいたものだ。それで、デリンジャー型か。その妙みような筒つつは何だ？」

「減音器サプレツサーよ。キンバリーは他ほかの魔女とちがって、先進的なアイデアを採とり入れるの」

「軽く鼻につく言いかただが、まあいい。率そつ直ちよくに訊きこう。おまえの使命は？」

「ないわ」

「ないだと……？　魔女がチャームガンを作るのは、とても重大なことだぞ。生いけ贄にえも要いるし、貴重な材料や呪じゆ物ぶつも必要になる。気まぐれに作れるような代しろ物ものでは……」

「そういう女なのよ、キンバリーは。呪術師ウイチヤシヤ・ワカン的な考え方も、先住民エルダーズも死ぬほどキライ。わたしだって『面おも白しろいから造った』らしいし。マスクと呼ばれるのもキライだから、ウィッチと呼ばないと怒おこられるの。ニュー・アークの骨こつ董とう品ひん屋にいるから、立ち寄ったら会うといいわ」

「会うものか。何だそいつは。何が面白い、だ。製造術クラフトは遊びじゃない。呪じゆ術じゆつの基本も知らずにチャームやクラフトに手を出すな。痛い目をみるぞ」

「──ハァ？　何それ」

　カチンときたのだろう。トリックスターの声こわ色いろが変わる。

「わたしはキンバリーのほうが正しいと思うわよ。だいたい呪術師ウイチヤシヤ・ワカンじゃなくても魔女にはなれるじゃないの」

「それは……ッ」

　アリスがしゃしゃり出てくる。

「へぇ、そうなんだ？　じゃあ精せい霊れいとかのアレって意味ないの？」

「あるッ！　この女に欺だまされるな！」

「考えが古いのよ。時代はもう《近代》に向かっている。様式美に支配されたメソ文明や、　精神性にこだわる先住民エルダーズみたいな前時代的な考えに縛しばられたら、新たな時代は築けないわよ」

「ふざけるなッ！　何が近代だ。チャームガンのくせに都会かぶれしやがって！」

「何ですってッ？」

「いいか、呪術師ウイチヤシヤ・ワカンとしての知識や心構えが魔女マスクに秩ちつ序じよと安定をもたらす。本能のままにチャームを使えば、この世は一部の強力な魔女マスクに支配されるだろう」

「その考えが古ふる臭くさいって言うのよ。ゾォードだって呪術師ウイチヤシヤ・ワカンでしょう？　あれこそ、あんたの言う支配なんじゃないのッ？」

「……うっ」

　アリスが苦笑いしている。

「あはは……すごい。ミスターが言い負かされるの初めてみたわ……」

「負けてなどいないッ！　呪術師ウイチヤシヤ・ワカンの道から外れたゾォードは倒たおされた！　おまえを作った魔女マスクだっていつか暴走して倒されるぞ」

「キンバリーを侮ぶじ蔑よくしたわね！　劣れつ化かコピー拳けん銃じゆうのくせに！」

「何だとォォオオオオ──ッ！　このわたしをコピーと呼んだかッッッこの色情メスビツチ！」

「何度でも言うわよ、パクリッ、偽にせ物ものッ、紛まがい物ものッ、バッタモンッ！　よくその外観で恥はずかしくないわね！　むぐっ」

「──どうどう、そこまでだ、拳銃貴婦人レデイガン」

「──ミスター、冷静になってね……？」

　お互たがい、銃じゆう口こうに指を詰つめられて引き離はなされる。

　こいつ……ッ！　何か許せん！　存在自体が途と方ほうもなくわたしを苛いら立だたせる！　絶対認めんぞ。あんな俗ぞくっぽい女がチャームガンなどと、認めるわけにいかない。

「指を離すけど、ケンカはダメよ？」

　銃口が空く。向こうが何か言うかと緊きん張ちようしていたが、「ふん」と言っただけだ。仕方ない、特別に休戦協定を結んでやるか。

　カウベルの音が聞こえる。メリーが近くに来ているようだ。あいつも気になるが、それよりいまはジギーに質問したい。

「ジギー、ビッグホーン牧場をなぜ助ける？」

　演技っぽく肩かたをすくめる。

「何か不思議でもあるのかい」

「おまえが、牧場に残ること自体が不思議だ」

　ジギーはトリックスターをホルスターに入れると、軽く笑えんで、わたしから目をそらす。

「君には渡わたさない」

「何をだ？」

「女王さ。《結社》が何と言おうが彼女は僕のものだ」

「いったい何を言って……」

　突とつ然ぜん、ジギーが手をふりながら駆かけだした。

「おおおおマイ・スイート・エンジェル！」

「──ハァ？　おい、話の途と中ちゆうだぞ」

　聞いちゃいない。どうやら牧ぼく柵さくの向こうの道を歩いているロッキーたちを目にしたらしいな。ロッキーは駆け寄るジギーをみて、露ろ骨こつに顔をしかめている。

「幾いく万まん、幾億の言葉を尽つくそうとも辿たどり着けぬ、至宝の乙女おとめよ。果てもなく美しい女性ひとよ。僕は苦しいのです。君を賞賛する言葉を無限に持てぬゆえに、こうして下等なる人の言葉を並べたてる。君を語るに相応ふさわしい言語は《神の言葉》のみ。ですが、たとえ美神であろうともロクサーヌという名の宝石を前にしては嫉しつ妬とし、詩神ミユーズですら己おのが無才に押し黙だまることでしょう」

　ロッキーが真っ赤になって、肩かたを震ふるわせ始めたぞ。

「や、やっ、やめていただけますっ？　そのようなゆゆゆゆ誘ゆう惑わくなど！　わたくし、ふしだらではございませんの！」

「誘惑とは心外です。ならば、約束致いたしましょう」

　ジギーは新品状態の服が汚よごれるのも構わずに跪ひざまずき、ロッキーの手を取る。

「貴女あなたの犬になると。貴女が望まないすべてを僕は僕に許さず、貴女の望むすべてに命を賭かけましょう」

　そう言って、手の甲こうにキスしようとして──ギリギリで避さけられて平手打ちされている。

「にゃっ、にゃにゃにゃにをしようとするのですのっっ！　キキキキキス、って！」

「おぜうさま、お気をたしかにするメェ」

　倒たおれかけてメリーに支えられている。

「お望みが犬以外でしたら、最後の手段しかありませんね。ロクサーヌ嬢じよう──、」

「何ですの、もうっ！」

　ジギーは、ロッキーをまっすぐみつめる。

　手を両手で包むように握にぎって────告げる。




「愛しております、ロクサーヌ・ラヴォワ。どうか僕と永遠の契ちぎりを結んでください」




　赤くなった顔が、また赤くなって、さらに唇くちびるがあわあわ揺ゆれて、瞳どう孔こうが泳いで。

「ち……ちちちち…………ちちちちちぎりィイっっ!?」

　パニクった表情と、赤みが頂点に達した瞬しゆん間かん──。




　ロッキーは気を失った。




　　　　†




　わたしは《闇やみ》の中にいる──。

　これが眠ねむりの中だと気づいた瞬間から、ゆっくりと闇の威い圧あつ感は薄うすらいでいったが、心細さからか、覚かく醒せいしてすぐに視覚装置ボルトレンズを起動してしまった。まだオロゴが不十分で、レンズに入ってきた薄ぼんやりとした光が、ゆらゆら揺ゆれながら、やがて像を結ぶ。ランタンだ。わたしはいま、サイドテーブルに置かれている。どうやら屋や敷しきに案内されてすぐ寝ねてしまったようだ。

　窓の向こうから羽は音おとが聞こえた。あの音は……フクロウではない？　夜鷹ナイトホークだろうか。スタンピード地方に生息していただろうか。続いてアリスの寝ね息いきと毛布のこすれる音が聞こえ──、

「……むにゃ、むにゅう……」

　眠ねむっているアリスの顔は、一言で表すなら『だらしない』一いつ択たくだ。特にヨダレはやめろ。

「やだ……ミスター、これも似合うだなんて……恥はずかしいよう」

「…………。またこのパターンか。今度は何だ？」

「じゃあこのスケスケのネグリジェ……毎晩着るねぇ……えへへ」

「おまえは毎日、ウエディングドレスとネグリジェか。羨うらやましいアタマの中身だな」

　薄うす暗ぐらい室内。ビッグホーン牧場の屋や敷しきだ。アリスの爆ばく睡すい状態もムリはない。ノーマンズエンド越ごえは無む謀ぼうすぎた。外には多くの足音。松たい明まつの爆はぜる音。夜通し見張りを立てなければならない状じよう況きようだ。昼間みたカウボーイたちの表情はどれも憔しよう悴すいしきっていた。限界は近いだろう。決着をつける必要がある。それも数日以内に……。

　部屋の奥にピアノがある。かなり古そうだが、手入れがされ、布が掛かけられている。

『小さい頃ころ、お父様がホールでピアノを弾ひいて、いまはいない兄とすました顔で踊おどった……その曲なのですわ』

　そのピアノだろう。継けい承しようしたにも拘かかわらず、自分の部屋には置こうとしない。父親であるエジードは、ロッキーのコンプレックスを生む元げん凶きようでもあるからだ。

　廊ろう下かを歩く足音が聞こえる。誰だれだかすぐ判わかった。カウベルの音も混じっているからだ。ちょうどいい。こいつにも話がある。

　メリーは客室のドアをそっと開けると、部屋のランタンにオイルを継つぎ足し始める。
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「……メリー」

「ほわゥあっ!?」

　ランタンを床ゆかに落としそうになって、ギリギリでキャッチして安あん堵どの息をついている。

「だっ、誰だメェ？」

「アリスの銃じゆうだ」

「あー、ホントに銃さんだわ。びっくりしたメェ」

　銃が喋しやべることに違い和わ感を覚えないのをみると、こいつも〝小アリスと同類アホ〟にちがいない。

「おまえは、いつからロッキーのメイドをやっている？」

　メリーは答えようと口を開きかけて、アリスをみる。

「大だい丈じよう夫ぶ。こいつは起きない」

「おぜうさまが幼少のみぎりから一いつ緒しよ一緒してるメェ」

　背せ丈たけはアリスよりも下で、なおかつ幼児体型。ちんちくりんなのに胸だけ大きいのが不思議すぎる。ほんわか垂たれ半はん眼がんで愛あい嬌きようはあるが、モテそうではない。

　こいつに《死》をもたらしたルーフ・コルトンを追って、前の世界のアリスたちは北部山さん岳がく地帯まで行ったのだ。あのときのロッキーの執しゆう念ねんは異常だった。

　羊のメリーには、ロッキーを理解するヒントが隠かくされている。こいつの生命を守り、ルーフを倒たおすことが救いに繫つながる──夢が導きであるのなら、この解かい釈しやくでいいはずだ。

「小さい頃ころからロッキーはあんなだったのか？」

　ランタンのカバーを戻もどす手を止め、メリーはわたしへと微ほほ笑えみを浮かべる。

「親方様に大事に育てられたメェ。銃じゆうどころか、馬にも乗らせて貰もらえなかったメェ」

「過保護な親、だったわけか」

　確かに出で逢あったときのロッキーは、ショットガンも乗馬も未経験だった。いわゆる箱はこ入いり娘むすめとして育てられた。そのせいで、牧場を継つぐ状じよう況きようになっても何一つ判わからない状態だった──。

　こっちの世界で出逢ったロッキーが、あんなにワガママで牧場の仕事を嫌きらっていた理由が、ようやく判った。牧場にいても牧場知らずだったからだ。

「ロッキーが麗宮国ジユナイゼにいた頃は、知らないのか？」

「判らないメェ。けど……最初は、この土地に怒おこっていたメェ」

　そうか。ロッキーは麗宮国ジユナイゼから、新大陸フロンテイアへと連れて来られた。

　土と埃まみれになるこの地スモーキー＆ロツクスも牧場も好きではなかったし、貴族のエジードは好きだったが、親方と呼ばれるようになってからは好きではなかったのだ──。

「母親は？」

「…………──病死したメェ。おぜうさまが物心つく前に」

　この質問に答えるとき、メリーの反応が、かなり遅おくれた。表情も〝哀かなしみ〟といった感じではない。これは……恐おそれだろうか。だが、何を恐れる──？

　考えを巡めぐらす間に、メリーの表情は微ほほ笑えみに変わっている。

「銃じゆうさんは、きっと特別だメェ」

「特別？」

「おぜうさまの目をみれば判わかるメェ。《光》を見み出いだす者メェ」

「──《光》だと？」

　荒こう野やでダンスを踊おどったあの夜、ロッキーは言った。

『サラマンデルは──わたくしが凍こおりつかせていた《光》を取り戻もどしてくれましたわ』

「……あれか。どういう意味だ？」

「親方さまの遺ゆい言ごんだメェ」

　メリーはエジードの遺い影えいを持ってきて、わたしにみせる。写真に何かが書きこんである──。




『許しは、高貴を体現せし者ノブレス・オブリージユの《光》となる』




　……これだ。あのときのロッキーが流した涙なみだの意味。あの夜、ロッキーは許したのだ。だが、何を──？　わたしは口笛を吹ふいただけではないか。

「それでは、おやすメェ」

　ドアがそっと閉められ、カウベルの音が遠ざかっていく。もう少し話したかったが、あいつにも仕事がある。謎なぞはけっきょく解けていないな。が、一つだけ判ったことがある。

　あのメイドは、ロッキーの一番深い部分にいる。心の一部とさえ言えるだろう。メリーを欠いたら、ロッキーの心は静かに壊こわれる。本当は人を憎にくんでいるのに、その気持ちすら滅めつ多たに出せない女になる。そうやって、〝暴虐のノーマーシイ〟《ショットガン・クイーン》は誕たん生じようしたのだ──。

「……ミスター」

　不意にかかった声に、慌あわててレンズを向けたが、その声は聞き慣れたものだ。慌てる必要などないのに、わたしは何をビクついている？

「起こしてしまったか。すまない」

「……ううん。夢が終わったから起きただけ」

　ベッドに横たわるアリスは、わたしを静かにみつめる。揺ゆれるランタンの炎ほのおと月光の混じりあうその顔。瞳ひとみは翳かげっている。

「妙みような顔だな。楽しい夢だったろう？」

「途と中ちゆうまで…………でも、目覚めたらミスターがいたから……もういいの」

「わたしはいつでもいるだろうに」

「ミスターは……ずっと…………あたしの……銃じゆうなんだよね？」

　────ギシ、とスプリングが重く軋きしんだ。心の痛みは、一番繊せん細さいな部品に表れてしまう。

「なぜ、そんなことを？」

「判わかんない……あのマコシカ岩ってところに行ってから、ミスターが変わった気がするの」

「…………」

　喋しやべれ、ミスター・マグナム。そこで黙だまるな。

　第二の未来セカンド・フユーチヤーの予言を話すべきか？　いいや、不必要に怖こわがらせるだけだ。

「バカを言ってないで寝ねろ」

「一度ミスターがいなくなっちゃったでしょ？」

「おまえの姉を救出しに、教会に行ったときだな」

「あのとき思ったの。あたしがアホなことやっていられるのって、ミスターがいたからだって。ミスターが何とかしてくれると思うから、自分を押し殺したりしなくて済むって。いなくなったらきっと……絶望しちゃう」

「何に？」

「判んない。人かもしれないし、世界に、かもしれない」

「………………」

　アリスはすがるような目でみつめてくる。

「ねえ……ずっと一いつ緒しよだよね？　あたしの銃じゆうでいてくれるよね……？」

「ああ──約束する」

　その言葉が欲しかったのだろう。いつもの全力な微ほほ笑えみをわたしに浮かべてみせる。

「大好きだよ────ミスター・マグナム……」

「なッ……！」

　笑い声を立てたかと思うと「寝ねよっと」と弾はずんだ声を出して寝返りを打つ。

　相変わらずアホな娘むすめだ。恥はじを知れ。だが、このこそばゆい感じが、居い心地ごこち良くも……思う。
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　しゃくれた唇くちびるを歪ゆがませつつ、バンプが言う。

「この街だろ。着いたぜ」

「判ってるわよ。ショートリーフの隣となり街まちなんだから。何で怒おこってるの？」

「この街の医者の娘むすめがよ。俺に散々貢みつがせたあげく、いともあっさりと別の街へ嫁よめに行きやがった」

「惚ほれてたのね」

「知るか」

「その樽たる腹ばらを見逃のがしてくれた優やさしい娘だろう」

「クソ生意気な銃じゆう口こうを、いつか溶よう接せつしてやンぞ。サラマンデル」

　アリスはくすくす笑いながら酒場の前に馬を止める。バンプは止まらない。

「どうした？」

「その酒場にゃ醜しゆう態たいみせつけてンだ。寄れるか！」

「きっとフラレたあとの話よ」

　図ず星ぼしだ。猛犬ブルドツグのように唸うなりながら行ってしまった。

　ミッド・スプリングス。大通りにも廃はい屋おくがあるような、うら寂さびれた街。

　アリスは馬うま留とどめに手た綱づなを結ぶと、軋きしむ階段を上がる。ギィギィ軋む隙すき間まだらけのウッド・デッキのバルコニーを通って、酔よい潰つぶれた赤鼻野や郎ろうの横を抜ぬける。胸に光るバッジは保安官マーシヤルのものだ。やれやれ……平和な街だな。

　音楽が聴きこえる。ピアノの演奏だ。クラシックか……？　舞ぶ踏とう曲のようだが。

　耳に残るメロディだ。アリスが微ほほ笑えんでいる。鼻歌で真ま似ねをし始めている。スイングドアを静かに開けて、演奏を邪じや魔ましないよう店に入る。

　演奏しているのは女だ。娼しよう婦ふのような肩かた開ひらきドレスを着ているが、どこか場ば違ちがいな感じがある。しぐさは気品高く、姿勢が綺き麗れいすぎる。アバズレシエイムとののしりにくいなんて、娼しよう婦ふにあるまじき不ふ名めい誉よだ。

　店内に客はない。テーブルに酒さか瓶びんやカップが飲み散らかされ、トランプカードも散乱している。賭かけ事ごとをしていて酔った保安官マーシヤルに絡からまれでもしたのだろう。その場のしらけた雰ふん囲い気きが手に取るように想像出来る。

　アリスはカウンターの席に座る。そこからなら女の容よう貌ぼうが目に入る。

　豊かな黄金色の髪ゴールデン・ブロンド。海色の深い瞳マリンブルー・アイズ。浅く老いの刻まれた顔は、従順そうで物静か。育ちがいいのだろう。家が没ぼつ落らくして場末に流れたクチかもしれない。

　やがて演奏は終わった。ウエイターにバーボンを頼たのみ、チップを払はらう。ビンに手をのばそうとするウエイターに、もう一枚チップを差し出す。

「リクエストいいかしら」

　情報収集を始めるかと思いきや、ちがったようだ。まあ異存はないが。

「どんな曲を？」

「もう一度、いまのを」

「おい、ドミニク──、」

　ウエイターは親指でチップをはじく。

「天使の舞曲ダンス・アンジユだ」

　演奏者はチップをキャッチすると、アリスをみて優やさしげに目を細める。

「ありがとうメルシイ・ボクー」
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　夢から覚める瞬しゆん間かんは、どんな内容であってもとても残念だ。微睡まどろみは心を和やわらげる。

　忘れないうちにいまの夢のことでも考えようか。天使の舞曲ダンス・アンジユの出所が判わかった。ミッド・スプリングスのピアニスト、ドミニク。しかも、喋しやべっていたのはロッキーの祖国である麗国ジユナイゼ語だ。

　考えながら、オロゴを入れて視覚装置ボルトレンズを起動する。

　うっすらと明けてきている空がみえる。アリスの寝ね息いきがまだ続いている。

　呼吸音はもう一つ……妙みように近いぞ??

　レンズを起動する。近づこうとしていた顔が──、至近距きよ離りでビクッと止まる。

　ロッキーだ。いまにも鼻がつきそうな距離まで顔を寄せている。

「…………なんだ……？」

「すすすす砂が！　ついておりましたので、払はらって差し上げようと！」

「……砂？」

　ここは屋や敷しきの客室だ。砂どころか埃ほこり一つない。銃じゆう身しんも、昨日アリスに磨みがかせたままの状態だ。

「いたって清潔に見えるがな……」

「…………」

「それに払うのに、なぜ顔を寄せる」

「吹ふいて差し上げましょうと」

「よせッ、湿しつ気けで錆さびる！」

「そ、そうですわね……で、でも砂は……風で飛びましたわ」

「窓は開いていないが？」

「…………」

　真っ赤な顔をしながら離はなれていく。意味不明はアリスの専売特許だったはずだが、どうやら伝染したらしい。

「今日は、何をしますの？」

「まずはカウボーイのチーフたちを招集してくれ。作戦会議だ」

「判わかりましたわ」

　あたふたと立ち去ろうとしているので、声をかける。

「おい」

「ひゃえっっ？」

　……なぜ、また顔を赤くする。

「わたしを運んで屋敷を案内しろ」

「ななななな、きょきょ興味ございますのね！」

「なかったが、出来た」

「？」

「いいから運べ。この調子だとアリスは昼まで眠ねむったままだ。各部屋を案内しろ」

　人形でも抱かかえるように両手でわたしを持つと、屋や敷しきを歩き始める。ロッキーが何だか笑っているような……？　だらしない『にへら笑い』だな。いつも怒おこっているのに珍めずらしい。

　真っ先に向かった部屋の前で、今度はドヤ顔をしている。イヤな予感がする。

「じゃーんっ、ですわ！」

　似合わないオーバーアクションをして開けたドアの向こうをみて、『うげっ』と言いそうになって『う』のところで自制する。

「わたくしのゴージャスなマイルームにようこそウエルカムですわ！」

　部屋がピンクだ。壁かべにはピンクのふりふりなタペストリ、窓にはピンクのふりふりなカーテン、ベッドはピンクのふりふりなお姫ひめ様さまベッドで、照明はシャンデリア。家具はすべて麗国ジユナイゼ製の王族が使っているような過か剰じような装そう飾しよく家具。テーブルに置いてある食器は銀製か金製で、床ゆかには大小様々なぬいぐるみと人形が満まん載さいで、数えたくもないのでだいたいの数でいうが百体くらいある。奥に置いてあるピアノがピンク色だ。くり返す、ピアノがピンクだ。もうダメだ、帰りたい。

　しかも一角にはウインチェスター・ショットガン立てがあるのだが、カスタム銃じゆうが置いてある。ゴールドペイントの他ほかにも、ピンク《花はな柄がら》ペイントがあり──、

　いかん、あれだけは阻そ止ししないと《ショットガン・クイーン》の名が半笑いで呼ばれるようになってしまうぞッ！

「うふふ、あまりのビューティフルに声も出ませんわね」

「花柄の銃は、持ち主が死ぬというジンクスが、スモーキー南部にあってな……」

「はい？　そうですの？」

「そうだッ！　信じろッッ、だから練習用だけに使え！　いいなッ!?」

「……そんなに強く言わなくても、わ、わかりましたわよ」

　未来のロッキーの言葉をふっと思い出した。

『ピアノや服、故郷の国から持ってきた、キラキラした宝物もたくさん手放して……』

　これが、その宝物か。ひっそりと他たの追つい随ずいを許さないロッキー・ワールドが展開しているな。

　未来のロッキーは、こいつをすべて売り払はらった。大事にしているようなのに、なぜそんな心境に至ったのだろうか。

「これを売るとしたら……」

「ハァッ!?　売ッ・りッ・まッ・せッ・んッ・わッ・よォオオ──ッッッ！」

　猛もう獣じゆうみたいな顔で睨にらまれたので、一いつ瞬しゆん命の危機まで覚えた。

「……いやッ、言い方が悪かった！　もしおまえが自ら売るとすれば、どういう状じよう況きようになったときだ？」

「ありえませんわッ！　答える余地がありませんわね！」

「そこを何とか……想像力を駆く使しして……」

　歯をギリギリさせながら少し考えて、ようやく答える。

「わたくしの麗国ジユナイゼの思い出を、一いつ切さい合がつ切さい棄すてる決意が出来れば……こちらでもっと大切な生いき甲が斐いをみつけようとしたら、そうするかもしれませんわね。この部屋はわたくしの一部。ノーマンズエンドで死にかけたとき、この部屋に戻もどりたいと思いましたもの」

「生き甲斐か……」

　向こうのロッキーは、その決意を固めた。ビッグホーン牧場を継つぐという決意だ。思い出を棄てたら、こいつにはスモーキー＆ロックスしか残らない。好きではない土地なはずだ。

　だが、向こうのロッキーは出で逢あった頃ころからアリスにスモーキー＆ロックスの良いところを積極的に聞いていたし、仲良くなってからは土埃スモークさえも愛いとおしいくらいのテンションになっていた。変わりたかったのだ。スモーキーの土地柄がらが好きなアリスと組むことで、その良さを理解しようとした。ロッキーにとってあの旅は、そういう意味を持っていたのかもしれない……。

　知らなかった《ロクサーヌ・ラヴォワの心の一部》が、みつかった──。

　未来の世界でわたしは、こいつに非ひ道どいことを言った。こうやって一つ一つ丁てい寧ねいに理解していけば、もっとマシな言葉をかけてやれたかもしれないのに。

「……これ全部、自作か？」

「全部ではございませんわ」

　ロッキーはボロボロのぬいぐるみを持ち上げる。それだけ作風がちがう。裁さい縫ほうはヘタでジグザグしているし、布もツギハギだらけ。すごく……何というか……残念な〝くまさん〟だな。

「このドッグ・ジョンはお母様の作品ですわ」

　犬だった──ッ!!

「ヘタクソなぬいぐるみだな……」

「なんですってッッ!?　わたくしのお母様をバカになさるつもりなら、いまから海まで走って無理心中致いたしますわよッ！」

　また猛もう獣じゆうみたいに睨にらまれた。これはやりかねないぞ！

「……いいいいやッ、言い方が悪かった！　この話は終わりだ。他ほかの部屋もみせてくれ」

「ふん」

　ぷんぷんしながらもロッキールームを出てくれた。心の底からホッとした……。

　近いところからみて回る。ある部屋をスルーしようとしたので声をかける。

「おい……ここもだ」

　ロッキーは立ち止まって……うつむく。

「お父様の部屋ですわ」

「つらいだろうが、みせてくれ」

　顔を上げ、ドアを開ける。主あるじを失った部屋は、きっちりと掃そう除じされている。デスクに書きかけ書類なども残されているところをみると、当時そのままなのだろう。壁かべには使い込まれたヘンリーライフルが掛かかっている。エジードはライフルの達人だったという。置いてある剝はく製せいも、おそらくは彼の獲え物ものだ。テーブルに、たくさんの写真立てがある。

「写真をみせてくれ」

「……ええ」

　最初にみた写真にはエジードが写っている。上品そうなヒゲに、大おお柄がらな体格。目に知性の輝かがやきのある男だ。合衆国フロンテイア・コモンズで一番偉い大だいなカウボーイ、などと称しようされるだけあって、一いつ緒しよに写っているカウボーイたちは笑え顔がお全開だ。カリスマ、という言葉がよく似合う。

「灌かん漑がい事業を始めた頃ころの写真ですわ」

「これではない」

「どんな写真をお探しですの？　ももも、もしかしてわたくしの小さい頃のなら……」

「メイドだ。全員写っているものはないか？」

　ロッキーは眉まゆをひくっとさせて、「あっちですわ」と奥の壁のほうに向かう。そこにも写真が掛けてある。……あった。メイドたちと写っている写真。

「メリーならこれですわ」

　ちんまいメリーがいる。いまのメリーとちがって無表情で、やたらとたくさんケガをしている。しかも背にサーベルらしきものを下げている。気になったが、いまはそっちよりも優先する事じ項こうがある。その隣となりの写真に──いた！

「このメイドはッ？」

「どれですの？」

「妙みように上品なヤツがいるだろう」

「ジュリエンヌですわ」

　ミッド・スプリングスでピアノを弾ひいていた娼しよう婦ふ──ドミニクと同じ顔だ。

　ロッキーの表情をみる。寂さびしそうに写真をみつめている。

「どんなヤツだ？」

「優やさしく、面めん倒どう見みのよい女性ですわ。麗国ジユナイゼ時代から家のメイドで、新大陸フロンテイアにも一緒に来ていただいて……わたくしとメリーにとって母親同然ですの」

　壁から写真を取り、じっと眺ながめる。

「お父様と言い争った夜に、いきなり出ていってしまって──それきりですわ」

　メイドが、主人と言い争う……？　妙な話だな。

「一度だけ……」

　ロッキーが掠かすれた声で語りだした。少女の面おもてに浮かぶのは、固く自制された哀かなしみだ。堪こらえられる、それぐらいの時間は経た悲劇なのだろう。

「わたくしとメリーを連れてピクニックに行って……一いつ緒しよに遊んで。それが本当に、本当に楽しくて、思わず言ってしまったのですわ。『ジュリエンヌが、わたくしのお母様なら良かったのに』と。そうしたら彼女は、泣きだしてしまい……」

　──スプリングがキィ、と鳴る。重要に思えた。理由は判わからないが、そう感じた。

「嬉うれしい涙なみだ、とジュリエンヌは言っておりますのに、とても傷ついた表情でしたわ。飛び出ていったのはその二日後ですわ……」

　ロッキーは写真を戻もどして、逃にげ去るように部屋をあとにした。
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「まずは戦力の話からだ」

　屋や敷しきのホールにカウボーイのチーフたちを集め、大テーブルに地図を広げさせた。

「戦えるカウボーイが、三四名だな？」

　パイクが頷うなずく。

「敵の戦力は？」

「詳くわしくは判りませんが、百以上はいます。噂うわさではもっと集めているとか……」

「その噂は誰だれが聞いた？」

「ニコラスです」

　白色の混じった無ぶ精しようヒゲの目立つ古参のカウボーイが、カウボーイハットを取ってわたしに挨あい拶さつする。

「どうも。親方さんの代から仕えてきやした」

「ノッキング・ホーンズの砦とりで跡あとを根ね城じろにしているそうだが、情報の信しん憑ぴよう性は？」

「オールドレイクの酒場で保安官マーシヤルがうっかり口を滑すべらせたのを、ウチと取引のある雑貨店の店主が耳にしました。信用出来る男です」

「それを店主から聞いてきたのは？」

「それもあっしで」

　ニコラスか。ビッグホーン牧場での立ち位置は〝耳みみ敏ざとく賢かしこい側近〟といったところだろうな。

「偵てい察さつも、ホーンズ方面の道から無法者バンデイツツたちが来ていると報告しておりやすぜ。間ま違ちがいねえかと……」

　ノッキング・ホーンズ──未来でホーンズ・パーク駅となったはずの場所だ。もうその歴史は阻そ止ししたが。

「ということは、ヤツらの背後にはハバハリ自治領が控ひかえているわけだ」

「ハバハリ族……」

　アリスが顔色を変える。まだ記き憶おくに新しいからだろう。ふた月前に、戦争があった。わたしたちはその戦争に参加し、戦場を突とつ破ぱして史上最悪の魔ま女じよ、ゾォードを仕留めたのだ。戦場となったのがハバハリ自治領内。ここからそう遠くない。

「作戦の本題に入ろうか。我々には強力な味方がいる。彼に助力を求めよう」

　ロッキーが気づいたらしい。

「第七騎き兵へい隊司令官、ウイリアム・ヘンリー・クラウン少将ですわね？」

「いまは中将だよ、ハニー」

　テーブルの上に脚あしを組んで座っているジギーが、リンゴをボウイナイフでスライス食いしながらウインクする。ロッキーの白い肌はだに、ぶわっと鳥肌が立っている。

「わたしが頼たのめば、彼も動かざるを得ない」

「第七騎兵隊の職務は、自治領との境界線の維い持じ以外、管かん轄かつ外と聞きましたが……」

　おお、賢かしこいなパイク。褒ほめるべき場面だが、今回は丸め込ませて貰もらうぞ。

「周辺地域の治安を揺ゆるがす抗こう争そうとなれば、『命令書なしで』動く権限が与あたえられている。なので、まずはクラウンに連れん絡らくを取る」

「どうやって取るんで？」

　そう訊きいてきたのは、ニコラスだ。目の色が変わっている。ありがたい。これぐらいサインを送って貰えれば迷わずに済む。

「クラウン中将はグレイギャップ砦とりでにいる。わたしとアリスが行く。残りは守備を──、」

「イヤですわッ！」

　……またか。烈れつ火かのごとく怒おこったロッキー様が、わたしの銃じゆう口こうを摑つかみ上げる。

「なぜ、わたくしを連れて行きませんのッ」

　おまえが死ぬからだ、とは──とても言えない。連れて行けば、ルーフや《千里眼》ロックフェローとの直接対決が待っている。関かかわらないようにするのが一番良いのだ。

「おまえには、守備隊の指揮を執とって貰おうと……」

「パイクで充じゆう分ぶんですわよ。何なら、そこの腐れ軟弱フアゴツトでも構いませんわよ」

「腐れ軟弱フアゴツト……」

　ジギーが涙なみだ目めになってリンゴをぽろっと落としている。年間何十人も女を堕おとしているヤツだ。〝別れる前の女に〟ののしられ慣れてはいないのだろう。

　とりあえず、ロッキーの意見も一理ある。無法者バンデイツツの襲しゆう撃げきは、パイクとジギーで捌さばけるだろう。

　しかし、こいつを連れて行くとなると、もう一人守らなければいけなくなる。メリー・イングラムだ。足手まといになる。ルーフ・コルトンが絡からむ以上、メリーの死の場面が遠からずやってくる。そのとき対たい抗こう出来るのがジギー一人になる。あの幻げん惑わくと隠おん密みつのコンビネーションはアリスよりも強いが、責任感に欠ける男だ。頼たよりにならない。

　ロッキーを連れて行くなら、メリーも一いつ緒しよか……。

「これまで通り、守備はわたしが担当します」

　パイクが助け船を出してくれた。

「仕方ない。今回はそうさせて貰もらう。ロッキー、ついてこい」

「それでよろしいですわ」

　ニコラスが地図をみせてくる。

「どちらから行きなさるんで？」

「スカル・フラッグ街かい道どうを使ってレッドリバー沿いに行く予定だが」

「やめておいたほうがええ。ハバハリ族の斥せつ候こうがうろついているって噂うわさでさ」

「なら、ウインドテイル草原横断ルートだな。あそこなら来るとき通った」

「嘆き岩クライング・ロツクからまっすぐ南に向かえば、整地されておりやせんが道になってますぜ」

「なるほどな。ありがとう、ニコラス」

　道順だけじゃなく、もっと色々と目め星ぼしがついた。礼は言い足りないぐらいだ。

　そのあとパイクと細かい戦術について話し合う。落とし穴、道への杭くい打うち、遮しや蔽へい物ぶつを意図的に配置しての待まち伏ぶせ、そして板と釘くぎによる簡易トラップ。水を撒まいて泥どろ道みちをつくり、動きを鈍にぶらせ転てん倒とうさせる。ダイナマイトを土に埋うめての地じ雷らい作戦、などなど……。

「ミスターって、よくそういう姑こ息そくな戦法ばっかり思いつくよね」

「姑息だの卑ひ怯きようだのと、死体は言わないものだ」

「勝てばいいという、君のスタイルには美しさがないよ」

　へこんでいたジギーが、いつの間にか復活してやがる。一度絡からむと、美学だのレディ・ファーストだのと面めん倒どうくさいヤツだ。

「なら、おまえがパイクを補佐しろ」

「集団作業はゴメンだね」

「ロッキーにいいところを見せたいのであれば、その腕うででビッグホーン牧場を守り切ったほうが得だぞ？」

　肩をすくめて返事代わり。『やるかどうかは気分しだい』という意味だ。こいつは若くても変わらないな。

「では、出発するぞ。メリー、おまえも同行しろ」

「お待ちくださいませ！　メリーは銃じゆうすら握にぎったことも……」

「おまえもそうだったろう？　わたしと出会ったときは、ショットガンの給弾コツキングすら知らなかったではないか。要は慣れだ。おい、パイク。こいつに適当な銃を見み繕つくろってくれないか？」

　嬉うれしそうにぴょんこして、カウベルをりんりん鳴らしながらメリーが言う。

「銃は持ってるメェ！　親方さまがくれなさった銃があるメェ」

　そのあとメリーが自分の部屋から持ってきた銃じゆうをみて、一同は絶句した──。




　　　　†




　再びウインドテイル草原を駆かけ抜ぬける。大平原プレインズの端はしにあたるこの地形は、土ど壌じようが豊かで風もよく通る。進路にいた野生馬の群れが散って、道が出来る。動植物は豊かで、水源もある。どんな暮らしを望むにしても住み良く暮らせる土地だ。昔は『開かい拓たくした者が土地の権利を得る』法律だったが、いまは政府への申しん請せいが必要となるので、集落は少ない。政府事業として大勢の開拓者が入るのは三年後の話だ。

　二時間ほど経過した頃ころ、丘おかに差し掛かかって見晴らしがよくなった。前方にグリスド・テーブルマウンテンがみえてくる。草原に茶色い線が一本刻まれているのに気づいた。人ひと影かげがあり、つるはしとハンマーの音が聞こえてくる。

「あれ何？」

「ユニオン鉄道の敷ふ設せつ工事だ」

　地面を掘ほり、固め、土手にする。人にん夫ぷたちが汗あせと土まみれになりながら線路を形作っていく。

「この方向だと……オールドレイクか？　ヘタすると、ショートリーフに鉄道が通るなんて話にもなりかねんな」

「ホントにッ？　やったあっ！」

　鉄道が通ったあと街がどう変わるか知っていれば、手放しに喜ぶことなど出来ないだろうに。

「何もない野原にこんな長い物を通すメェ、人の力ってすごいもんだメェ」

　感かん嘆たんを漏もらした少女を、眺ながめる。メイド服のままで、ポシェットを肩かたに掛けている。ポシェットのベルトには弾だん丸がん入れが付いていて弾たまも入っているが、そいつはロッキーの予備弾だ。メリー・イングラムは、銃を所持していない。見合う吊しベルトスリングがなかったので、ロープで馬にくくり付けてある。そいつをみるたびに、頭が痛くなる。何せ、こいつが持っているのは先込め歩兵銃マスケツト・ライフルなのだから。

　シャルルヴィル・マスケット・ライフル──。

　独立戦争のときに使われた真しん鍮ちゆう製の骨董品クラシツクだ。どのぐらいクラシックかというと、撃うつための作業手順が膨ぼう大だいで、達人がどんなにがんばっても一分間に五発しか撃てない。弓を射たほうが幾いく分ぶんかマシなくらいだ。さらにダメ押しつき。このマスケット銃の下に溶接された代しろ物ものがある。ひらひらと波打つような刃はが刀身を彩いろどっている剣けんだ。その形状が火炎フランブワンに似ているため、この剣はこう呼ばれている。火炎刃の剣フランベルジユ、と──。

　独立戦争時代のサーベルなどではない。中世麗国ジユナイゼの剣だ。鞘さやがなかったため、板を嚙かませてロープを巻いてある。ただでさえ命中率の悪いマスケットに、こんな役立たずの重りをかますとは正気を疑う。

　道みち幅はばが狭せばまり、獣けもの道みちのように細くなり始め、アリスの馬がスローダウンする。この先は草をかき分けることになりそうだな。

「ねえ、どうするの？」

「草もだんだん背が高くなってきましたわ。こんな道を教えるなどとは……あとでニコラスにきつく言わなくてはなりませんわね」

「その機会があればな」

「──？」

「いいから、進め」

　アリスが馬を止め、飛び下りる。わたしを鞍くらの後ろにある荷に袋ぶくろに押し込める。

「おい！」

「お花摘みネイチヤー・コールだよ」

「だから、連れて行け！」

「いやん……ミスターったら、あたしの恥はずかしい姿に興味津しん々しんね？」

「ムリ」

「ああああッ！　ミスターのそれ、心の底からムッカつくんだけどォッ!?」

「いいから連れて行け。未来のおまえも、わたしを所持したまま用を足したのだ」

　……反応がない。返事を促うながそうとしたとき、アリスとロッキーの顔が、同時に真っ赤になる。

「「変態！」」

　一分間くらい早口で猛もう烈れつな罵ば倒とうを浴びせたあげく、二人はお花を摘つみに行ってしまった。残されたわたしを、メリーがみてくる。

「……おまえは摘まないのか？」

「おぜうさまは、年とし頃ごろだから仕方あんメェ」

「おまえも年頃だろう？」

「メェは銃じゆうさんが変態さんでも気にしないので、お好きに見るメェ」

　そう言って、スカートをめくり上げる。

「めくるなッ！　……ん？」

　メリーがスカートを下ろした。

「待て、もう一回めくれ」

　メリーが、ジトッとした半目をする。

「……やっぱり変態さんだメェ」

「ちがうッ！　気にしないなら、さっさとめくれ」

　スカートをめくる。ドロワーズぱんつにツギハギがある。その縫ぬい糸いとがジグザグで荒あらっぽい。

　──ドッグ・ジョンのツギハギに似ている。ロッキーの母親が縫ったはずのぬいぐるみと、こいつのぱんつのツギ糸が、なぜ一いつ致ちする？　ロッキーは幼少の頃ころに母と死に別れ、新大陸フロンテイアへと来た。なら、こいつのぱんつを縫ぬえるはずがない。

　わたしが何をみているのか察したのだろう。メリーは急にスカートを下ろす。

　また、あの表情をしている。恐おそれ、か？　いったい何を恐れる？　恐れながら考えこむ顔だ。隠かくした物をみられて、言いわけを考えるときのような。

　そうか、もしかしたらこいつは隠しごとを……、

　大事なところなのに──聴音装置バレルマイクが妙みような音を捉とらえた。お花摘みネイチヤー・コールの方向だ。

「どしたメェ？」

「静かにしろ」

　マイクにオロゴを送って精度を高める。地面を蹴ける音、ふさがれた口から声を出そうとしている声。アリスのだ。

「マズイッ！　おい、ロッキーッ」

　ショットガンの銃じゆう声せい──遅おそかったか！　敵と思われる足音が……クソ、三つもある！　こんな場所で待まち伏ぶせとは──、

　銃声が一いつ斉せいに鳴り始め、そこでオロゴ切れだ。アリスの手から離はなれているので、オロゴの補ほ充じゆうができない。音の聞こえが鈍にぶいし、レンズの焦しよう点てんもぼやけている。蓄たくわえがなくなったことで、能力が低下しているのだ。嵐あらしのように銃声が上がる。

「おぜうさまっ！」

「待て、わたしを持っていけッ」

「判わかったメェ、うんとこしょ！」

　銃身を鷲わしづかみにして運ばれた。こんな持ち方されたのは初めてで……何か酔よいそうだ。

　草の深いところから、ロッキーが転げ出てくる。

「アリスはッ？」

「攫さらわれているのをみたので、一人撃うちましたわ！　でも、反はん撃げきが激しくて撤てつ退たいを」

　ロッキーのスカートの〝脚あしのない場所〟に穴がある。際きわどかったようだな。

「よく退ひいた。正しいぞ。メリーは馬に戻もどっていろ。ロッキー、わたしを受け取れ」

　ロッキーは左手にわたしを構え、右手のショットガンでスピンコッキングする。

「連中はアリスを引きずりながら西に向かっている。あの岩を盾たてにして、そこの草むらの出口で待ち伏せろ」

「判りましたわ」

　ロッキーが言われた通りに待ち伏せをしていると、草むらから人ひと影かげが出て来る。汚よごれきったカウボーイシャツを着た白ヒゲの男と、大おお柄がらな毛皮コートの男が、縛しばったアリスを摑つかんで引きずっている。最後の一人は──、

　無骨な顔立ちに、鋭するどい顎あご。そこに生えた反そりかえった顎ヒゲが異様に目立つ。ドクロ飾かざりのある黒テンガロンハットのズレを直している。しょっちゅう帽ぼう子しを直しやがって、お洒しや落れでも気取っていやがるのか？

　迂う闊かつだったな、ルーフ・コルトン。この距きよ離りならロッキーは外さない。頭目ボスであるこいつを倒たおせば、無法者集団バンデイツツ・クラウドダーキッシュ・スコーピオンは統制を失う。

「帽ぼう子しのヤツをやれ」

「畏かしこまりましたわ」

　ショットガンの銃じゆう口こうが据すえられる。さあ、因果を断て、ロッキー。この一発で、闇やみを終わらせろ。引き金がほんのわずか、軋きしみ──。

　そのときだ。絶好のタイミングだったはずのそれが、最悪のタイミングに変わった。わたしたちのいるところの茂しげみが割れ、羽は音おとがしたかと思うと、飛び出てきた影かげがショットガンの銃身を撥はね上げたのだ。

「きゃッ！」

　ロッキーは悲鳴を上げ、思わず発はつ砲ぽう。それた弾だん丸がんは帽子をかすって、ルーフを青ざめさせる。

　茂しげみから出て来たのは鷹──腿赤鵟ハリスホークだ。銃にぶつかったあと、よろめくように上じよう昇しようしていく。デジャヴを感じる。未来でロッキーが死んだ日、ルーフをかばった使い魔フアミリアーのハリスホークがいたのを思い出した。

「あそこだ！　撃うて！」

　ルーフの部下たちが向き直り、銃じゆう撃げきを開始する。

　一発がロッキーのブーツのつま先ではじけ、わずかに怯ひるませる。そのためらいは、勝負を分かつだろう。現にスピンコッキングの動作が鈍にぶい。ロッキー自身、先手を取られたことを自覚して焦あせっているのだ。このままではミスを出す。

「退さがれ」

「ですが……ッ！」

　白ヒゲの男は草むらに潜ひそみ、毛皮コートの大男は岩の陰かげに入っている。ルーフは木の幹を盾たてにしている。

「散開された。危険だ」

「勝てますわよ！」

　木の幹を撃ったが、銃弾が貫かん通つう出来ない。スピンコッキングの間にルーフが飛び出てくる。

　何か投げた────が、見えない？

「迎げい撃げきしろ、ロッキーッ」

　きょとん、としてやがる。

「ダメだ、間に合わない！　伏せろッ！」

　伏せようと腰こしを屈かがめた途と端たん、少女の頭上を風圧がかすめて、黄金の髪かみが散る。

「……ッ、何ですの!?」

　後ろにレンズを向けて確かく認にんする。何かが地面に突つき刺ささっている。ツヤの照り返しでわずかに見えるそれは──……、

「ガラスのナイフだ！　目に頼たよるなッ、ヤツが投げたらかわせ！」

「ムリですわよ！」

　アリスとちがって、ロッキーに野や獣じゆう並みの体術はない。確かにムリな話だ。

「威い嚇かくしながら、後ろの倒とう木ぼくまで後退しろ」

「判わかりましたわ！」

　岩の陰かげから撃うってくる大男を制圧射しや撃げきで黙だまらせ、じりじりと後退する。撃つたびに狙ねらいが鋭するどくなっていく。男が岩から出ようとしたとき、予期したようにその手を撃ち抜ぬく。

「ぐひああァアッ！　いデェ！」

「女王への非礼は、血で贖あがないあそばせ」

　ようやくショットガン・クイーンの風格が戻もどってきたか。これなら安心──と、思ったが。ルーフが樹きの陰にいない。咄とつ嗟さに見回す。いた！　草原に入っていくところだ。

「ルーフを撃てッ、ロッキー」

「どこですのっ？」

　遅おそかった！　すでに相手は草むらの中だ。

「逃にがしやしねえぜ、ミスター・マグナム！」

　草の間から声がする。草をかき分ける音を聴きいて位置を測ろうとしたが、オロゴが少なすぎて聞き取れない。

「隠かくれろ。静かにな」

　頷うなずいて、倒木の横まで後退したときだ。ロッキーの左側がわの草むらから閃せん光こうと銃じゆう声せいが上がる。咄嗟に撃ち返すものの、倒した手て応ごたえがない。銃声は続いている。パンパンと軽い音。銃声じゃない──爆ばく竹ちくか！

「陽動だ、ロッキーッ！　爆竹入りナイフを投げたんだ」

「何て小こ癪しやくなッ」

　スピンコッキングの途と中ちゆう──右からルーフが草を割って現れる。

「恐きよう怖ふしろ！　美しい血を俺に拝ませろッ！」

　手にナイフがある。刃身に細長い筒つつが入っているヤツだ。そこの挿入口スロツトを開け、銃じゆう弾だんを入れている。──銃弾だとッ!?

　一いつ瞬しゆんだけ全オロゴをレンズに回してズームし、弾丸の紋様エンブレムを確かく認にんする。

「目を瞑つぶって横っ飛びで倒木に隠れろ！」

「はい？」

　ちょうどコッキングを終えた瞬間だったので、狙いをつける動作に入ってしまっていて、ロッキーは対応できなかった。

　詰んだチエツクか。すまない、ロッキー。連中の荒あらっぽい接客を我が慢まんして貰もらうことになった。

　ルーフはナイフを投げ放った。ロッキーの前方に突つき刺ささり──……、

　視界のすべてを灼やく閃せん光こう。すべての音がかき消えるほどの爆ばく音おん。猛もう烈れつな風圧──。

　景色がすごい勢いで回転している。はじき飛ばされて、空を舞まっているのだ。ロッキーの手から離はなれている。ロッキーが地面に転がる光景が一いつ瞬しゆんみえて──そのあと、わたしも地面に跳はねて転がり、勢いを失って横に倒たおれる。何の偶ぐう然ぜんかアリスの目の前だ。

「んんーッ」

　アリスが猿さるぐつわ嚙かまされた状態で叫さけんだのを「しっ」と言って止めたものの、ルーフには聞こえないだろう。ヤツも、部下も目を腕うでで覆おおって、酔よっ払ぱらいのようにふらついている。

「畜ちく生しようめッ、何だこの弾たまは！　自分もくらうじゃねえか。目がッ……」

「ボス、何言ってやがんでェエッ？」

　爆音で耳もやられたらしく、揃そろって尻しり餅もちをついて、二人でがなりあっている。

　低脳が。おまえの使ったのは赤き《野猿の昏倒マーアクス・サツトオウール》──強烈な音おん響きようと閃せん光こう、そして風圧で無力化制圧デイスアームするための刻紋弾エンブレムド・バレツトだ。近接距きよ離りで使う代しろ物ものじゃない。

　しかし驚おどろいた。ナイフで刻紋弾エンブレムド・バレツトを使用する手段があるとはな。ルーフも魔弾の射手チヤーム・ガンナーということになるのか。地面に突き刺さっているナイフは喋しやべっていない。レンズもない。おそらくは知能を持たないタイプだ。まあ喋れていれば、こんな浪ろう費ひをさせないだろう。

「──こっちも、首尾よくいきましたぜ」

　白ヒゲの男が、メリーを引きずってくる。血は流れていないので、気絶しているらしい。男の腰こしに殴打器ブラツクジヤツクがある。忍しのび寄って気絶させたのだろう。

　ルーフはアタマを何度もふりながら起き上がって、その途と中ちゆうで白ヒゲの男の肩かたに帽ぼう子しの鍔つばが当たり、帽子がナナメにズレる。ルーフは身動きを止め──手下を、じっと見据すえる。

　白ヒゲの男がビクッとして、青ざめる。

　物ぶつ騒そうな空気だ。白ヒゲの男に落ち度はなかったろうに……。

　ルーフは急に、破顔した。

「よくやったな。褒ほう美びをやる」

　ルーフは得意満面の男に近づき、ダスターコートの中に手を入れたかと思うと──、

　次の瞬間、白いヒゲが、真っ赤に染まる。手下は目を剝むいて自分の胸をみて。

「……な、な、何で……でさ？」

　男は胸に突き刺さっているダガーナイフを抜ぬこうとした動作のまま動かなくなり、前のめりに倒たおれる。ルーフは帽ぼう子しを直しながらツバを吐はく。

「地じ獄ごくで死んだ理由が必要になんのか？　ァあ？」

　男の骸むくろを蹴けり上げる。ルーフは残った手下を睨にらむ。そいつはすくみ上がる。

「覚えておけよ。仲間だろうが何だろうが関係ねえ。この刃はは殺したいヤツに、殺したいときに突き立てる」

　男からナイフを抜ぬくと、その刃身についた血を舐なめ始める。




「判わかるよな？　──俺ァ、絶頂してたまらねえから殺すんだよアイ・キル・トウ・ゲツトオフ」




　笑えみが闇やみ色いろに染まる。完全に猟奇凶漢サイコだ。

「ミスター・マグナムを探して来い。あいつは俺のものにする」

「へぇ！」

　このままでは、わたしはルーフに発見される。目をつけられているから、何をされるか判ったものじゃない。声を潜ひそめてアリスに話しかける。

（蜘蛛霊イクトミを唱えるが、手に戻もどすな。どこかに隠かくせ）

「んっ??」

（絶対に見つからない場所に入れろ）

　こくこくしているが、大だい丈じよう夫ぶか？　いやいや、大丈夫と思うからダメだ。こいつ相手の場合、常に失敗を視野に入れなければ。

　小声で蜘蛛霊イクトミを発動、念動力サイコキネシスで引き寄せさせる。わたしは見えない力で宙を浮かび、やがて……えっ!?　待てッ、アリスッッ！

　────やがて、暗い場所にすっぽり収まった。

「はぅんっ！　んきゅぅうんんんっ」

　アリスは、甘ったるい悲鳴を漏もらしている。胸の中、だ。はしたない場所に隠しやがって。

　数人の足音がする。別のところにも無法者バンデイツツが潜んでいたのだ。ルーフの声が聞こえてくる。「馬車へ運べ！」と命じている。どうやら三人は生かしておいて貰もらえるらしい。

　オロゴを使いすぎて、回復のための意識遮しや断だんが開始されようとしている。こんなときに……。

　最悪すぎる。アリスたちの生命が、快楽殺人鬼きに委ゆだねられてしまった。

　この悪夢のような筋書きを、神が書いたというのなら──、




　神よ。あんたは悪あく魔まに鞍くら替がえしたほうがいい。
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　宙に跳はね上がった感覚で目覚める。車輪が着地して叩たたきつけられる激しい衝しよう撃げき、そのあとのガタガタとした振しん動どうに揺ゆさぶられる。視覚装置ボルトレンズを起動するが、闇やみだ。そうだ……アリスのシャツの中だった。胸が小さいから馬車が揺れるとあっちこっち動く。

　振動で、旨うまい具合に襟えりから銃じゆう口こうが出た。辺りを見回す。ロッキーとメリーは座席のほうにいる。へりの部分から頭だけがみえる。

　ルーフに捕つかまったのだったな。

「んーっ！」

　猿さるぐつわを嚙かまされたアリスが、わたしのレンズ起動に気づいたらしく何かを訴うつたえている。おおかた、蜘蛛霊イクトミを使えば脱出出来るとか思っているのだろう。

　蜘蛛霊イクトミで手に戻もどり、弾だん丸がん精製、ロープを切って、敵を撃うつ。騒そう音おんだらけの馬車だ。何とかいけるかもしれない。だが、それでは《真のアジト》が見つからない。

　相手はルーフではない。スティールなのだ。ヤツは頭脳戦のプロ。用心深いはずのロッキーだって欺だまされている。

　そしてある意味、この展開も計算通りだとは言える。

　つまり──、

　ビッグホーン内部に裏切り者がいるので、わたしたちが行き先を言って出かければ、こうなることは判わかっていたのだ。

　そう考えたわたしは、罠わなを仕し掛かけた。あの作戦会議だ。噓うそをつきまくった。そもそもクラウン中将はハバハリ自治領の境界維い持じが管かん轄かつなので、ハバハリ族が動かない分には動けない。尤もつともらしい戦術を取ってつけ、スパイに報告させるのが目的だ。

　罠だとも知らず、まんまと引っかかってくれた。しかも実に判りやすく正体を明かしてくれたよなあ、ニコラス。なぜ裏切ったか判らないが、その裏切りは万死に値あたいするぞ。

　まあ……、アリスたちがあっさり負けて捕まるとは思っていなかったがな。一番重要な目的だけは果たしたから良しとしよう。

「んんッ！　んんん！」

　まったく動こうとしないわたしを、アリスがすごい目で睨にらんできている。そう焦あせるな。人生は、がっつくだけじゃ渡わたれないぞ？

「テメェらの行動はお見通しってこった──」

　ルーフの声だ。声からして満面のドヤ顔が想像出来る。

「悔くやしいだろが。腸はらわた煮にえくり返るだろが。最初から負ける勝負をしてたってことだ」

「まだ負けたわけではございませんわ」

　ルーフに突つっかかるとは。ロッキーめ、リベンジのつもりか？　いいぞ、もっとやって情報を引き出せ。

「単に偶ぐう然ぜん、わたくしたちをみつけて襲おそっただけでございましょう？　コヨーテにも出来る仕事ですわね」

「偶然？　ハんッ──」

「……クッ」

「おぜうさまに何するメェ！」

　ロッキーにツバを吐はいたか。

「覚えていなさいよッ」

　頭に血が上った声。アリスもロッキーも、まだこの手の挑ちよう発はつに引っかかるお子様だ。バンプと別れたのが悔くやまれる。向こうのデブ・チキン・バンプとちがって、こっちの自信に満ちた若々しいバンプなら、ルーフとも互ご角かくに渡わたりあえたろうに──。

「偶然なもんかよ。俺らァ、メモで指示されたことをすりゃいいだけだ」

　おっと……ナイス・ファイトだ、ロッキー。金の鉱脈を掘ほり出したぞ。つまり、ルーフは『スティールに渡されたスケジュール』を元に行動している。何月何日、何時何分、この行動をしろ──その行動が歴史改変の火ひ種だねとなるよう、厳密に計算されている。この争乱はそうやって生み出されているのだ。

　勝機がみえた。その歴史改変スケジュールが必要だ。奪うばう、のは良くない。出来ればルーフに知られず内容を覗のぞき見たい。そうすれば歴史を動かすのを封ふうじることが出来る。

　問題は、隠かくし場所だな。ルーフは用心深そうだ。すぐに判わかる場所には隠すまい……。

　メモと断言したからには、紙切れか。隠す場所はいくらでもある。ポケット、ナイフの鞘さや、ブーツの中、ナイフの柄えが空くう洞どうになっていれば丸めて隠せる。

「おい、リック」

　ルーフが話し始める。どうやら手下を呼んだようだ。直前に衣きぬ擦ずれに似た音がした。何の音だ……？　メモを出したんじゃないのか？

　ナイフを引き抜く金属音が響ひびく。

「ビーバー岩のほうはどうなってる？」

　段取りを話している。いまの音のどちらかがヒントだ。衣擦れか、ナイフの音。どっちだ？

　衣擦れだとしたらコートの裏か？　ブーツを脱ぬいだか？　まどろっこしい。みれば一発で判るというのに。

「ピカピカのライフルを渡したら行きやした。単純な連中ですよ」

「ハゲ男はどうした？」

《千里眼》ロックフェローのことだな。

「ようやく戻ってきて、山に向かいましたぜ」

　山……だと？　どこの山だ？

「いままでどこにいたか、訊きいたンだろうな？」

「へェ。砂さ漠ばくで瞑めい想そうしていた、とぬかしやがりまして……」

「大陸人コモンズのくせに先住民エルダーズみてえな野や郎ろうだな」

「まったくで」

　ナイフの音がした。鞘さやに戻もどしたのだろう。衣きぬ擦ずれのような音も。どちらだ……？

　馬がペースを落とし、馬車のブレーキがかかって軋きしみ音が上がる。アジトに着いたらしいな。

　ブレーキの振しん動どうで襟えりの奥へと後退して、また周りが見えなくなった。

　アリスも起こされて歩き始める。四分間ほど歩いたあとに、足音が土から固い地面のものに変わる。歩行のリズムがバラけているところをみると岩場か。松たい明まつの爆はぜる音……昼間なのに灯あかりが要いる。ということは、建物ではない。洞どう窟くつだろう。近いのは、レイクズ蝙蝠巣窟バツトケーヴだな。

「ほんわぁ。ぶったまメェた」

「綺き麗れいですわね……結けつ晶しよう？」

「いいからさっさと歩け」

　当たりか。レイクズ・バットケーヴには、珊さん瑚ご状に固まった石せつ膏こうの結晶柱があるのだ。

　音の反はん響きよう具合が変わった。広い場所に出たのだろう。大勢の話し声が聞こえる。すごい人数だ。南部訛なまり、北部訛り、ラテン訛り。雑多なかき集めの連中──無法者集団バンデイツツ・クラウドダーキッシュ・スコーピオンのメンバーの多くは、かつてゾォードの計略によって合衆国フロンテイア全土からかき集められた採さい掘くつ者と、巡めぐる争いのため雇やとわれたならず者たちだ。前の歴史にはない史実なので、このあとの展開は予測できない。

　先頭の足音が止まり、腰こしを下ろす音がする。ロッキーたちは乱暴に突つき飛ばされ、軽い悲鳴を上げる。アリスは転がされた。

「んぐうっ！」

　うつぶせになったとき、アリスの胸にわたしが食いこんだ。脂肪クツシヨンないから痛そうだな。

「ルーフ様、指示通りハバハリの連中は誘ゆう導どうしやしたぜ」

　食ってかかるようなロッキーの声がする。

「貴方あなたがどんなに策さく謀ぼうを巡めぐらしても、ビッグホーン牧場は負けませんわよ」

「安心しろ。すぐにテメェの牧場は存在しなくなる。怒いかり狂くるったハバハリ族が押し寄せて壊かい滅めつさせちまうからな」

　──ッ、これだッ！　いままで全ぜん貌ぼうのみえなかった予言──、

《ビッグホーン牧場の消しよう滅めつ》という第二の未来セカンド・フユーチヤー！

　焼け野原になって立ち尽つくし、『容赦しないノーマーシイ』と呟つぶやいたロッキーを思い起こす。こっちのロッキーまでもが〝暴虐のノーマーシイ〟《ショットガン・クイーン》となってしまう、あの瞬しゆん間かん──。

　それこそが、スティールの狙ねらいだ！

　牧場を灼やき払はらうことも、ロッキーを復ふく讐しゆうの鬼おにに変えるためのステップにすぎない。

　考えろ、ミスター・マグナム。あいつらが牧場を陥おとしいれるために、必要なのは何だ？

　無法者バンデイツツたちは全面攻こう勢せいに出ず、小こ競ぜりあいをくり返してきた。カウボーイの注意を引きつけ、その裏で策さく謀ぼうを進めるためだ。

　ビッグホーン牧場を、ハバハリ族の敵だと思わせる──。そうなれば、ハバハリ族は自治領境界を越こえる。ハバハリ族が動けば、クラウン率いる第七騎き兵へい隊が追つい撃げきせざるを得ない。焼け野原で騎兵隊の骸むくろがあったのは、そういう理由だろう。

　揺ゆるぎない、破は滅めつへの方程式。

　さすがスティール・ボーマン──《魔ま犬けん》と称しようされ、ゾォードの側近を務めた男だけある。ゾォードの策謀の多くは、こいつの書いたシナリオだ。わたしも復讐者アリスも翻ほん弄ろうされ続け──その果てに、敗北を味わったのだ。

　二度と……負けるわけには、いかないッ！　全身全ぜん霊れいで抗あらがい、貴様の陰いん謀ぼうを叩たたき潰つぶしてやる！

　そのときだ。ふと、そいつを耳にしたのは。

　聞き覚えがあるような気がして、聴音装置バレルマイクにオロゴを送る。

　確かく認にんして、わたしは勝利を確信した。

　アリスも、ロッキーも、メリーも囚とらわれの身。ポーカーでいえばブタの手札だった。だが、その手札に欠けた一枚が揃そろえば、ロイヤル・ストレート・フラッシュとなる手札でもある。




　そして────何の因果か、ここに《敵にとっての災いジヨーカー》が居合わせている。




「頼たのみますよ、先生。彫ほらせてくださいよ」

　そう言っているのは知らない男の声だ。だが、こいつに答えるほうの声ならお馴な染じみすぎる。

「だがなァ……どうもなァ」

　洞どう窟くつのかなり奥のほうだろう。聴ちよう音おん増ぞう幅ふくをかけて、やっと聴きき取れるぐらいの会話だ。

「痛くしませんから」

「ドクロならいいんだがなァ。銃のレリーフとお揃そろいだしな、だけどよォ……サソリってのは狙ねらいすぎじゃねえか？　何つーか……冒ぼう瀆とく的？」

　生きる冒瀆が何を言ってやがる。

「ダーキッシュ・スコーピオンのメンバーは、このタトゥーを彫る決まりなんで」

「俺は客分だからよ。ルーフともラテン時代に一仕事組んだだけで、そんなに親しいってわけじゃねえンだ」

「そこを何とか……先生も、ラテンじゃ相当凶きよう暴ぼうだったって噂うわさじゃないですか。あまりにも本能のままにやりすぎて、仲間からも恐おそれられて……通り名が……」

　男は、恐きよう怖ふを感じたのだろう。だんだん声が掠かすれていく。きっと迂う闊かつにもヤツの目をみてしまったのかもしれない。あの瞳ひとみは常にケダモノビーストを飼っている。




「──ぶっ殺し野郎バンプ────……」




　さて、そろそろ逆転劇でも始めようか。

（アリス。わたしを服から出せ）

　小声で命じた。アリスは思いっきり身をひねり、エビのようにズバッと動いたのだろう。わたしは服の中から勢いよく撥はね飛ばされた。転がって──地面に倒たおれて。

　やはりレイクズ蝙蝠巣窟バツトケーヴだ。円形に近い広間に篝かがり火びを二本置いてある。それだけが唯ゆい一いつの光源だ。手前にロッキーとメリー。縛しばられている。その一二バレッセル向こうにルーフがいる。その周囲を取り囲むように大勢の無法者バンデイツツが座している。奥に毛布が敷しかれ、そこに寝ねている連中もいる。総勢三〇名くらいか。エキサイティングな戦いになりそうだな。

　わたしは大きく空気を吸いこみ、怒ど鳴なる！




「バァァァアアアアアア────ンプ──ッ！」




　洞どう窟くつ内にエコーで響ひびき渡わたった声に、わたし以外のすべての者が凍こおりつく。ルーフが目を剝むく。

「おいッ、ミスター・マグナムの声だ！　探せッ！」

　猛もう獣じゆうのような体格をした牧師が、洞窟の奥でゆっくり身を起こす。

「……ミスターか？」

「そうだ。おまえは無法者バンデイツツなのか、バンプ」

「いや……二百エルクで用心棒として雇やとわれてヨォ」

「わたしたちの敵に、か」

「…………敵……？」

　顎あごの無ぶ精しようヒゲをこりこり搔かきながら、バンプはいぶかしげな半目をする。

「……ああ、そうか。そういう流れか。おいルーフ」

「何だ！」

「ラテン時代は良かったな。ロスアデーロを血に染めた、処しよ刑けいヶ丘おかの撃うちあいを思い出すと胸が躍おどるぜ。たった一度だが、背中を預けるに足る腕うで前まえだった。俺の懺ざん悔げを聞いてくれや」

　ルーフが目をしばたたかせる。

「はァ？」

　バンプはいつもの野の太ぶとい声を、誠実そうな整った声に変える。

「わたくしサイラス・キングは罪を犯おかします」

　聖書を持ち、開く。

「許し給え。金銭によって結ばれた約束を反故ほごにする罪を。そして許し給え。あまつさえ寝しん食しよくを共にした、大勢の──、」

　堕だ落らくしきった悪あく魔まの笑えみが、聖職者の口元に宿る。




「汚物野郎スカンバツグどもの魂たましいを奪うばいまくる────大罪デツドリー・シンを」




　ルーフがホルスターに手をのばす頃ころには、すでに事態は終しゆう盤ばんだった。聖書の中から突とつ如じよ現れたヴォルカニック連発拳銃リピーター・ピストルが、ビーストさながらに咆ほう哮こうを上げる。

　銃じゆう身しん横のドクロ・レリーフが殺さつ戮りくの悦よろこびに浸ひたり、眼がん窩かに赤い妖よう光こうを溜ためる。瞬またたく間に五人が倒たおれ、ルーフが脇わき腹ばらにくらって抜ぬきかけたナイフを落とす。背後からバンプを撃うとうとした男は、腋わきの下を通しての後方寝かせ撃ちサイドウエイ・シヨツトであっさり仕留められる。

「ひでェ！　同じジョークに笑いあった俺たちを」

「噂うわさ通りのゴッド・ファッカーだったのかよ！」

　うわ、《神を陵辱せし者ゴツド・フアツカー》の通り名が定着してやがる。こいつ、わたしたちと別れたあと、どれだけ大暴れしたんだ……。

　頭目ルーフが激痛に耐たえながら叫さけぶ。

「ヤツの装そう弾だん数は七発だ！　いまはタマ無し野や郎ろうだぜ！」

　バンプは近くにあった篝かがり火びを蹴け倒たおし、自分の足元を火で彩いろどる。

「判わかってンだよ、んなこたァな」

　銃口迫せまる状じよう況きようでバンプがポケットから取り出した物をみて、無法者バンデイツツたちが凍こおりつく。




　────ダイナマイト、だ。




　バンプを撃とうとした手下の腕うでをルーフがはたいて「撃つな」と制する。バンプを撃ったら、ダイナマイトが足元に落ちて爆ばく発はつするからだ。

「……冗じよう談だんはよせ。ここは洞どう窟くつだぞ？」

「ンなこたァ承知だぜ。要するにこうだ。信仰のあるヤツが、神野郎フアツク・ゴツドの加護とやらで目こぼしを貰もらう。おめェはどっちだ？　ルーフ」

「……やめろ」

「勝負ダイス・ロールといこうか。さあ、テメェらは神を信じやがるかよ、オイ──？」

　悪魔めいた笑み混じりに、偽にせ牧師はダイナマイトを投げた。離はなれた場所にある篝火へと……、




　……──《神の怒いかり》が、下された──……。




　閃せん光こうがレンズをフラッシュアウトさせ、爆ばく音おんが聴音装置バレルマイクを麻ま痺ひさせる。振しん動どうと爆圧でわたしは転がり、火薬と血の臭においが満ちる。７７７スリーセブンを引いたスロットマシンからコインが迸ほとばしるように、大量の岩が転がってくる。ようやく落らく盤ばんが収まり、呻うめき声ごえが聞こえてきた。中には神に感謝する声なんかも。おいおい、無法者バンデイツツが神に祈いのってどうする。

　ったく、バンプめ──大だい胆たんというよりは、やりすぎだ！　だいたい信しん仰こうなんて、おまえを含ふくめ、ここにいる全員が持ってないだろうがッ！

「生きているか、アリス！」

「んんごーっ！」

　よし、元気そうで何よりだ。

「ロッキー、メリーッ！」

「何とか……メリーも大だい丈じよう夫ぶですわ」

　姿も確かく認にん出来た。折り重なって倒たおれているが、ケガはなさそうだ。周りを見渡わたす。倒れた篝かがり火びの炎ほのおと、火の点ついた酒さか樽だるが光源になって、何とか見える。落石がそこら中にあって、地形すら変わっている。右も左も前も後ろも骸むくろだ。いくつも転がっている。悲鳴や苦く悶もんの声が蔓まん延えんしている。無事だった無法者バンデイツツの声がする。

「あのクソ野や郎ろう、どこに行きやがった！」

　アホどもが。行き先など一つしかないだろう。落石でもくらったのかルーフの指示がない。そうしていると完全に烏う合ごうの衆しゆうだ。

　闇やみからぬっと現れた牧師が十じゆう字じ架かから収納型ダガーナイフを出して、ロッキーとメリーの縄なわを素す早ばやく断たつ。

「久しぶりだな、ミスター」

「このクソ牧師め！　アリスたちが潰つぶれたら、どうするつもりだったか言ってみろッ！」

「ミスターの作戦も、似たようなモンじゃねえかよ。あれで死ぬタマなら、アリスなんざしょっちゅう死んでるぜ」

　ぐッ。そいつは言い返せないな。

　バンプはマスケット銃じゆうをメリーに渡わたす。メリーは火炎刃の剣フランベルジユでアリスの縄を断つ。

「出口はいくつある？」

「一つだけだぜ」

「なら、強行突とつ破ぱだ」

　ショットガンを受け取ったロッキーと、バンプが並んで立つ。

「遅おくれたら置いていきますわよ、バンプ」

「言うようになったじゃねえか。新米ルーキーちゃんよォ」

　二人同時にスピンコッキングして、進軍開始だ。二人が歩いた分だけ、無法者バンデイツツの骸が増えていく。やっと間ま抜ぬけどもが撃うってくるが、次々に黙だまらされる。落石を盾カバーに使っての縦じゆう横おう無む尽じんな撃ちあいが開始される。相手は隠かくれているのに、二人は隠れない。倒たおし続けることが相手に恐おそれを生じさせ、守りとなるのだ。




「女王に働いた無礼は、銃じゆう弾だんで贖あがなっていただきますわ」




　人格すら変わったような威い厳げんを含ふくんだ声。瞳ひとみから光こう彩さいも消える。《女王クイーン》モード覚かく醒せいだ。これが発動すると彼女の周囲は結界化する。すべての敵は曝さらけ出され、撃たれる以外の選せん択たく肢しがない。結界内に入って生きていられる時間はスピンコッキングの分だけ。次々と倒される仲間をみて、無法者バンデイツツの士気がみるみる低下して、どんどん後退する。狙ねらいも甘くなる。

　敵側がわから阿あ鼻び叫きよう喚かんの悲鳴が聞こえてくる。

「相手はたった二人じゃねえか！」

「あれだけ撃って何で当たらねえんだッ!?」

　おまえらが臆おく病びよう者だからさ。銃口は素す直なおに恐れを宿す。

　銃を撃ち終わると後ろに投げ捨てる。メリーが新しいショットガンを入れちがいに投げ渡わたし、ロッキーは射しや撃げきを、メリーはリロードする。何だあの息の合いすぎている連れん携けいは。

「──ジェイク、嚙かみタバコを貰もらったな。せめてもの礼に、俺が地じ獄ごくへ送ってやる」

　倒すたびに別れの言葉を言いながら、悪びれもせず引き金を絞しぼり続けるバンプ。敵に回したくないヤツだ。

　値ね踏ぶみするように敵勢を見回し、一番強いヤツをみつけてそいつを睨にらみつける。みるみるそいつの射撃が乱れ、当たらなくなる。バンプの目は、ギリシャ神話の怪かい物ぶつが持つ《邪眼イーブルアイ》じみている。相手は調子を狂くるわされ、勝つチャンスを失う。銃身側面のドクロ・レリーフが赤く光っている。もしかしたら、ヤツの邪じや眼がんはこの銃が持つ特とく殊しゆなチャームかもしれない……。

「すごいね……何かついていけない」

　アリスも撃ってはいるが、完全に脇わき役やくだ。このツートップは集団戦に滅めつ法ぽう強い。強すぎる。

　恐れをなした無法者バンデイツツどもが後退を始める。ロッキーはゆっくりと前進しながら制圧しているものの、鍾しよう乳にゆう石せきを盾カバーに使った連中が雨のように銃弾を降らして足止めしている。ショットガンは太い石せつ灰かい石せきのつららを貫つらぬけず、なかなか倒たおせない。

　ルーフの姿が奥にみえる。円筒カートリッジ・ナイフを取り出し、刻紋弾エンブレムド・バレツトを装塡。自分に突つき刺さして──すると、なぜか傷が回復する。アリスが目を丸くする。

「えええ──っ？」

「白き《聖鳥ジトカラ・タンカ》か、クソシツト！」

　回復したルーフが、仲間の統制を取り始める。急に動きが良くなり始める。岩場に威い嚇かく射撃の要員が配置され、弾幕が厚くなる。

　ロッキーとバンプの歩みが止まる。

「とっておきの酒をお見み舞まいしろ！」

　厄やつ介かいなものを投げてきやがった。ウイスキーボム──ウイスキー瓶びんに紙こ縒よりをねじこんだだけの即そく席せき火か炎えん瓶びんだ。瓶は割れて燃え広がる。

「二人とも戻もどって隠かくれろ！」

　バンプは壁かべのところまで後退したが、ロッキーが残る。

「この程度で、わたくしの歩みを止めることなど出来ませんわよ」

「意地になるな！　目的は火を点つけることじゃない！」

「……どういうことですの？」

　一いつ斉せい射しや撃げきがロッキーに襲おそいかかる。一発が頰ほおをかすめ、ドレスの肩かたのぽふぽふした膨らみパフスリーブが抉えぐれる。

「なっ!?　急に射撃が鋭するどくッ……」

「照明だ！　照らされたことで、的にされているんだ！」

　ルーフがすかさず命じる。

「突とつ撃げきッ！　あの金きん髪ぱつ娘むすめを黙だまらせろ」

　七人ほどが撃うちながら駆かけてくる。残ざん弾だん以上の人数だ。

「ロッキー、落ち着いて撃て！　アリスとバンプは援えん護ごしろ！」

　ロッキーが一発ずつ丁てい寧ねいに撃って、突撃してくる無法者バンデイツツを止める。アリスとバンプが残りを片づける。最後の一人を倒たおして、アリスがリロードに入ろうとしたときだ。

　ふと、気づいた。

　ロッキーも、リロードしている。バンプも、リロードしている。

　……最悪のミスだ。リロードを全員がしている。いまこの瞬しゆん間かん、誰だれも、一発も撃てないのだ。

　ルーフが気づかないことを祈いのったが、ムダだった。

「ヤツらの葬そう式しきを始めるぞッ！　ロープを下ろせ！」

　ロッキーの周りに何本ものロープが垂たれ落ち、無法者バンデイツツたちが降ってくる。

　バンプが、音に気づいて十じゆう字じ架か型ナイフを抜ぬく。

「クソッタレがッ──あそこにゃ縦穴があった！」

　援えん護ごに向かおうとして、ウイスキーボムを手前に投げつけられ、一斉射撃をくらって岩に押し戻もどされる。

「アリス！」

「判わかってるわ」

　リロードしながら滑かつ空くうストライド走法で駆けつける。

「させるかよッ」

　ルーフがそう叫さけんで、ナイフを投げた。円えん筒とうナイフだ。鈍にぶい爆ばく音おんと共に猛もう煙えんを発し始める。すぐに前がみえなくなって──。

「煙幕だ！　横に回りこめ」

「きゃッ」

　小さい悲鳴の直後、アリスが転こけた。煙けむりの奥にレンズをこらすと、ワイヤーを張った二本のナイフがみえる。地面に突つき刺ささって、トラップになる仕し掛かけか。

「────これで終わりだぜッ！」

　ルーフの高笑いが聞こえる。

　アリスもバンプも動けず、ロッキーに残ざん弾だんはない。どうにもならない。完全にハメられた。







　このままでは、ロッキーが────死ぬ！







「────おぜうさまを、やらせはしないだメエエエエェェェ──ッ!!」







　洞どう窟くつ内に響ひびき渡わたった雄お叫たけびとカウベル。

　煙幕の切れ目から信じがたい光景がみえた。突とつ撃げきの先頭にいた男が──唐とう突とつに、頭を失って倒たおれる。血しぶきが上がる。何が起きたのか認にん識しきできなかった。声を発したはずのメリーがいない。どこにもいない。

「ぎゃひあああ──ッ」

　絶ぜつ叫きようを上げてもう一人倒れる。ロッキーは頰ほおに返り血を浴び、茫ぼう然ぜんと後ずさっている。

　レンズでは追い切れないので、視覚同調キヤストアイする。アリスの動体視力なら、猛もう速そくで空中に舞まう影かげを捉とらえられるだろう。

　影は回転落下しながら、無法者バンデイツツの前に着地する。すると、その無法者バンデイツツの身体からだが真っ二つに斬きり裂さかれて、爆発するような血ち煙けむりが上がる。




　誰だれもが目を疑った。

　足を止めた。

　引き金を絞しぼる指を、止めた。




　やがて我に返った。

　ある者は恐きよう怖ふの声を上げて逃にげ、ある者は撃うちまくったが結果は同じだ。

　その影かげは宙を舞まって無法者バンデイツツを斬きり裂さき、突とつ撃げきした者たちを殲せん滅めつしていく。

　それは動きだった。技わざだった。いや、単なる技じゃない。離はなれ技わざだ。




　影かげの正体は少女だ。宙にいて、剣けんと共に回転している。剣を地に刺さして着地して、一回転して剣を抜ぬき──、

　再びふり下ろして、剣でジャンプする。




　突とつ撃げき組の最後の一人が上半身を失う。その背後に着地し、返り血を浴びた羊のメリーが、ゆらり──と立ち上がる。




「……一生使うメェと決めた、イングラム家一いつ子し相そう伝でん《殲滅古流剣術エクスターミネイテツド・フエンシング》…………」




　瞼まぶたを開ける。返り血の筋が、赤い涙なみだのように頰ほおを伝っていく。




「味わいたいなら、かかってくるメェ──」

[image: ]

「ふざけんじゃねえ！　弾だん丸がんに勝てるかよ！」

　そう叫さけんだ無法者バンデイツツが撃うった弾たまを、メリー・イングラムは剣で撥ね返す。

　銃じゆう声せいが──一いつ斉せいに、凍こおる。

　跳とんだことさえ認にん識しきさせない低空跳ちよう躍やくで間合いを詰つめ、旋風斬撃ラウンド・スラツシユで無法者バンデイツツたちを斬きり飛ばす。噴ふん水すいのように血しぶきが上がる。ルーフが茫ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「……ありえねえ。何だありゃ。人間か？」

　同感だ。音速で飛ぶ銃じゆう弾だんに剣けんを合わせるなんて芸当が、人類に可能なわけがない。まぐれかと思ったが、その後も二回、銃弾をはじいて前進する。無法者バンデイツツが風のように舞まった剣に斬り倒たおされていく。

「…………何ですの……？　メリー……？」

　メリーはふり返らず、語る。

「……これが本当のメェですメェ。おぜうさま…………イングラムの名を継つぐ家系……」

　イングラム──？　そうか、メリーはファルコン《ショートリーフ》イングラムの子孫なのか。『ヤツは銃弾を撥ね返すザ・マン・カウンター・バレツト』とバケモノじみた噂うわさが独立戦争の終戦当時に流れたが、帰き還かん兵が酔よっ払ぱらって言った戯たわ言ごとなどではなく、正当な評価だったわけだ。

　わたしは頭数にメリーを含ふくめず、戦術に一いつ切さい組みこんでいなかった。戦力外、だと思いこんでいたのだが、思わぬ即そく戦力どころか、状じよう況きようによっては主力級になりえる強さだぞ……。

　銃撃が始まる。弾を撥ね返しながら突撃し、ソードジャンプし、乱戦に持ちこんで次々に斬り捨てる。一人死ぬごとに、メリーの首のカウベルが鳴る。弔とむらいの鐘かねのように。あまりの強さに圧あつ倒とうされて、人数で勝まさる無法者バンデイツツたちがじりじり後退を始める。

　なぜ、エジードがあのライフルを渡わたしたのか、やっと理解出来た。銃は飾かざり。波打つ剣フランベルジユこそ、メリー最強の得え物もの。銃の全盛期に蘇よみがえった、無む双そうの剣士。それがメリー・イングラムだ──。




「剣なんぞに、ビビってんじゃねえッ！」




　ルーフの怒ど号ごうで我に返る。

「あいつは俺が倒すッ！」

　マズイぞ……メリーを殺したのはルーフだ。いま、この場面がそれだ──、




　羊のメリーが死ぬ瞬間が迫っている！




　未来のロッキーと交かわした言葉を思い出す。

『たかが羊一匹ぴきの恨うらみに、どこまでアリスをふり回す気だ』

『…………一匹、じゃありませんわ』

『やめないか、ロッキー。このまま黒いサソリダーキツシユ・スコーピオンの影かげを追っても、何も進まない』

『そうですわね……サラマンデルの言う通り……あきらめますわ』

　わたしはあきらめさせてしまった。メリーが殺された痛みを抱かかえたままのロッキーを支えず、突つき放してしまった。アリスの復ふく讐しゆうを優先して──。

　どれほど悔くやしかったろう。どれほどの気持ちを押し殺して、あきらめたのだろう……。

　ウイスキーボムが四本投げつけられたあと、ルーフが命じる。

「一いつ斉せい射しや撃げきだ！」

　弾たまの嵐あらしが来る。際きわどい銃じゆう弾だんがアリスの耳たぶを切る。苦痛の声すら上げずに射撃を続けるが、銃弾の数に圧あつ倒とうされて岩の陰かげに入る。

「ルーフを撃うて！」

「判わかってるけど、あの勢いじゃ……」

　バンプまで制圧射撃をくらって陰カバーに押し込められている。

「メリー、いまそこに行きますわ！」

「おぜうさま、来てはダメだメェ」

　大勢に囲まれそうになりながら際どい乱戦を続けるメリー。メイドを救おうと前進しながら撃ち続けるロッキー。完全にアウトな展開だ。

　いまのロッキーの顔と、未来のロッキーの顔が、重なる。ルーフを追った痛ましいほどのひたむきさは、西部スモーキーに放ほうりこまれて崩くずれそうな自分を支えてくれた、メリーとの絆きずなの重さウエイトだ。

　そしてメリーは殺された。ロッキー自身もくらったのだ──、

　銃弾に込められた、果てしない魂の重さヘヴイ・ウエイトを。

　どうにかしなければ。わたしが運命を変えない限り、こいつらは確実に死ぬ。

「おっと忘れていたぜ。ミスター、こいつを使え！」

　バンプが何かを投げ渡わたしてくる。五つ……投げすぎだろうが！

　アリスは器用に片手で四つキャッチして、最後の一個をぱっくんくわえて、わたしにみせる。ナイスではあるがバカっぽいので窘たしなめようとしたのだが、その光景に凍こおりついてしまった。

　寒さむ気けが銃身バレルを走る────恐おそれではない。戦せん慄りつだ。やってくれるな……、バンプのヤツめ。




　五発の刻紋弾エンブレムド・バレツトが、そこにある。





　青き《卓越者カイオワ》──隠かくれた敵を見抜ぬき、超長距きよ離り射撃が可能となる。

　青き《駿馬シユンカ・ワカン》──人じん智ちを超こえた反応速度で動けるようになる。

　青き《蝗虫ドラツガ》──一度行った場所に瞬しゆん間かん転移出来る。

　赤き《大地の雷キ・ベダギ》──着弾点で大だい爆ばく発はつを起こす。

　赤き《光芒チエ・ガ・ソームク》──高熱を帯びた光の集束によって、物質を溶とかす。






　これなら、やれるか──？　いや、やってみせろ、ミスター・マグナム。

　わたしは未来のロッキーを傷つけたのだ。なのに、わたしの口笛に泣いてくれた。《光》を奏かなでた、と称たたえてくれた。

　あったのだ。絆きずなは。みえないだけで、すぐそばに、あったのだ──。




　わたしはもう、後こう悔かいばかりの〝サラマンデル〟じゃない。

　さあ、ミスター・マグナムよ。




　やり直しの歴史リローデツドを、始めようじゃないか。




　アリスがガンベルトの定位置に刻紋弾エンブレムド・バレツトをしまう。こいつはアホだが、刻紋弾エンブレムド・バレツトの種類だけは間ま違ちがえない。

「《我と繫がるすべての叡智よミタクエ・オヤシン》──」

　アリスと視覚同調キヤストアイする。何も言わずとも、アリスは戦場を見回す。わたしがすべてを把は握あくするためだ。戦いを構成する全要素を、瞬間記き憶おくしていく。

「──一番、赤き《光芒チエ・ガ・ソームク》だ」

「雷かみなりの形じゃないほうね」

「いい勘かんだ、マイ・マスター」

　電でん光こう石せつ火かの排はい莢きよう、そしてリロード。ようやく使えるアリスになってくれたか。

「扱あつかいに気をつけろよ、これはすべてを溶とかし尽つくす光の剣けんだ」

「剣？　メリーの二に番ばん煎せんじなんて、冴さえないわね」

　冗じよう談だん言いつつも、目に猛もう禽きんの鋭するどさが宿る。

　ルーフがダスターコートを撥はね上げ、ナイフを投げる！




「みえないナイフを撃て！」




　我ながら、何て突とつ拍ぴよう子しもない命令を出したものだ。普ふ通つうの人間なら「は？」と理解に数秒を要しただろう。だが、アリスはアホゆえに判わかるのだ。何の付属物もなく、そのままの意味で理解し、戸と惑まどうことなく実行出来る。いまなら理解出来る。それこそが《荒々しき稲妻ライトニング・ワイルド》と名付けられた所以ゆえんだ、と。




　引き金が絞しぼりきられた次の瞬しゆん間かん──銃口から迸ほとばしった物がある。




　光だ。真っ赤な、まっすぐな光の束が、洞どう窟くつを横切り、そしてその光が空中の一点に据すえられ──〝何か〟を貫つらぬく。

　光を浴びた〝何か〟は真っ赤になって一いつ瞬しゆん姿を現す。ガラスのナイフだ。形を保てた時間は短く、すぐに火ひの粉こを散らしながら液化して地面に降りそそぐ。

　そのナイフが当たるはずだったメリーが、きょとんと立ち尽つくしている。光にも驚おどろいただろうが、空中から現れたナイフにも驚いたのだ。メリーの目の使い方をみると、広角視野を武器に敵の流れを摑つかむ剣けん技ぎだと判わかる。それゆえ、ルーフのガラスナイフを見切ることが出来ず、未来のメリーは殺されたのだ。




　だが────、救った。




　メリーの死の歴史は、くり返さずに済んだのだ！

「さっさと伏ふせろ！」

　光は消えず、洞窟の壁かべを灼やき、岩を溶とかしてマグマに変えていく。メリーが伏せた瞬しゆん間かん、アリスが光で一ひと薙なぎすると、敵勢が次々と炎えん上じようして倒たおれる。

「ななな何だ、ありゃあッ！　照らされただけで倒されるぞ」

「岩が溶けるなんざ、魔女ウイツチの仕し業わざだ！　敵かなうわけねえ！」

　無法者バンデイツツたちが逃にげだすのをみて、ルーフが怒ど鳴なる。

「テメェら、誰だれが持ち場を離はなれろと言った！」

　ナイフを投げて一人殺すが、戦線離り脱だつの流れは止まらない。アリスのくり出す熱線攻こう撃げきに完全にビビっている。

「腰抜けカワードどもめッ──ズラかるしかねえか」

　弾だん幕まくを張ってダーキッシュ・スコーピオンが撤てつ退たいを開始した。わたしの銃じゆう口こうから漏もれる光は薄うすらぎ、効果が切れる。《光芒チエ・ガ・ソームク》は強力だが、持続時間が短いのが欠点だ。しかもオロゴ消費も激しい。大きなチャームはもう使えないな。

「逃がすかよッ！　ルーフだけでも殺してやンぜ」

　バンプが落ちている松たい明まつを拾い、洞窟の出口に向かい始める。ルーフのメモをまだみていない。あれをこっそり確かく認にんして、連中の陰いん謀ぼうを阻そ止ししないと……。

　だが、メモの場所だ。ナイフか、帽ぼう子しか──。

　ルーフは『自分の帽子をズラした』という理由だけで手下を刺さし殺した。殺人鬼きとはいえ、たかが帽子のズレで殺すか？　メモは、おそらく帽子だ。

「バンプ、ヤツの帽子の鍔つばを撃うて！」

「帽子だあ？」

「スティールの陰謀を潰つぶす」

「よく判わからねえが、ミスターが言うなら──やるぜ」

　逃にげていくルーフをみて、静かに狙ねらいすます。わたしは残りのオロゴを集めて視覚同調キヤストアイしてから、アリスに囁ささやく。

「ルーフの帽ぼう子しが跳はね上がったら、その裏側がわを見ろ」

「判ったわ」

　銃じゆう声せいが響ひびく。バンプの一発は、去り際ぎわのルーフの帽子の鍔つばへと当たり──……撥はね上げる！

　やはり帽子の裏にメモがあった。夜よ目めも遠とお目めも利きくアリスの目で鮮せん明めいに見抜ぬいて、瞬しゆん間かん記き憶おくにて脳裏に焼きつけたのだが……。

「これでいいのか？　ミスター」

「…………」

　仲間が心配そうな目を向けてくる。

「ミスター……？」

　答えられない。メモに書かれていたのが、悪夢の始まりナイトメア・シヨータイムだったからだ。




　　　　†




「……まずは明日──八月九日、四時の指示だ」

　地上に向かって洞どう窟くつを歩く仲間に、わたしはメモの内容を話し始める。

「レッドリバーのほとりにあるビーバー岩で、ハバハリ族の斥せつ候こうを威い嚇かく射しや撃げきし、ビッグホーン牧場へ誘ゆう導どうしろとある。しかもメモには『カウボーイの扮ふん装そうをした者を含ふくめる』とある。これが意味するところが判るか？」

「ビーバー岩に牛がいるから、カウボーイが必要なのね」

　得意げに言っているヤツがいる。

「アホは黙だまれ。いいか、黙れ。オーケー？」

「えええっ？　ちがうの？」

　ロッキーが眉まゆを吊つり上げて言う。

「ビッグホーン牧場のせいにする気ですわね」

「正解だ。場所が牧場の向こうだし、今日これから馬を飛ばしても着かないだろう。つまり阻そ止し出来ない。そのあと八月九日の八時、ビッグホーン牧場での指示。別働隊が大アーチで攫さらってきたハバハリ族の娘むすめを吊つるし首にする、というものだ」

「うちの牧場で吊し首ですって!?　ありえませんわッ」

「また厄やつ介かい事ごとかよ……そんな光景みたら、ハバハリ族だって黙っちゃいねえぜ」

　バンプが苛いら立だたしげに頭を搔かく。出口の光がみえてきた。レンズを仲間のほうへ戻もどすときに、木箱が置いてあるのがみえた。ＥＸＰＬＯＳＩＶＥＳばくやくと書いてある、ダイナマイトの木箱だが、中身は入っていない。バンプはここからくすねたのか？　だが、箱が大きすぎる。これほど大量のダイナマイトを何に使ったのだ……？

　思し索さくはバンプの質問に断ち切られた。

「けどよ、ミスターはいつメモなんか見たんだ？」

「おまえに帽ぼう子しを撃うって貰もらったろう。帽子の裏にメモが貼はってあったのを、跳はね上がったときに瞬しゆん間かん記き憶おくした」

「……瞬間記憶ってオイ。ミスターは、人間離ばなれしすぎだぜ」

「銃じゆうだからな。で、最後に八月九日、一七時。レッドリバーでの指示が最悪だ。斥せつ候こうの帰き還かんを待って、《千里眼》がハバハリ族の酋長ピースメーカーマニュリードを狙そ撃げきしろ、と書いてあった。第七騎き兵へい隊陣じん地ちの方向から射撃を行い、連中の仕し業わざにみせかけろと付け足してな」

　頭の悪い子が、うぅーっと唸うなり始めたぞ。

「要するに、なに？」

「簡単に言うと、メモに書かれているのは……──戦争の起こし方だ」

　ようやく事態が呑のみこめたらしい。アリスが血の気を失っている。

「戦争……」

「ハバハリ族の斥候は攫さらわれた娘むすめを探している。もちろん連中が攫ったのだが、ビッグホーン牧場で見み出いだすことになる。吊つるし首くびという最悪の結末でな。斥候が情報を持ち帰れば、部族の怒いかりは心しん頭とうに発し、戦士は武器を手に取るだろう。そうなれば、異変を察知した第七騎兵隊司令官、クラウン中将も動かざるを得なくなる」

　アリスがツバを飲む。

「それって……、」

「第二次レッドリバー戦争、勃ぼつ発ぱつ寸前。その緊きん迫ぱくした場で、酋しゆう長ちようが撃たれる。そのあとどうなるかは、鼻タレのガキでも判わかるだろう」

「でもよ……、ほら、狙撃なんて簡単に言うがあんなもん当たらねえぜ？」

「このメモに書かれている《千里眼》というのは、ロックフェローのことだ」

「知らねえな。誰だれだそいつは？」

「未来で伝説レジエンドとなる男──風と弾だん薬やくと重力を支配する芸術家アーテイストだ。有効射程を超こえて弾たまがまっすぐ飛ばなくなっても、届きさえすれば当てることが出来ると明言した。最初は誰もがヤツを笑ったが、浪ろう費ひ家の娼婦にハマってカネ欲しさに始めた賞金稼かせぎで、ファンタジーは現実となる。伝説のガンファイターや賞金首が〝銃声よりも先に届く弾ゴースト・ガン・シヤウト〟に次々と殺されていった。ヤツの狙撃位置があまりにも遠いため、銃声が遅おくれてしまうのだ。狙ねらわれたら最後。姿なく反撃も叶かなわない相手に怯おびえ、物もの陰かげにこもるしかない」

「…………………………」

　全員、声もない。まあ、そうだろう。ロックフェローこそ〝ホークアイを倒たおせる唯ゆい一いつの男〟と目もくされていたのだ。その戦いは実現しなかったが。

「この時代はまだ無名の狩人かりゆうどでしかない。だが、百発百中というバケモノ狙そ撃げき手である事実は変わりない。撃うつ標的が、四本足から二本足になった、というちがいだけで……」

　さすがに、事態を呑のみこんだらしい。洞どう窟くつを抜ぬけたバンプが青ざめながら駆かけだす。

「馬を探してくるぜ！」

「あっ、バンプ待って！　あれ……」

　アリスの指さす方向に馬の姿がある。一頭は白っぽい斑まだらの葦あし毛げ、あと二頭は……妙みように見覚えのある黒馬だ。近くに寄ってみると、やはりアリスとロッキーの愛馬だ。

「連中に奪うばわれたのに……」

「わたくしたちのところに戻もどるために、無法者バンデイツツをふり落としてきたのですわ。首筋をご覧あそばせ。銃じゆうで撃たれて軽い傷を負ってますもの」

「……驚おどろいた。さすが、数々の名馬を生み出したビッグホーン牧場だな……。よし、急げ！　馬があるなら吊つるし首を阻そ止し出来るかもしれない」

　アリスたちは急いで馬に跨またがった。




　　　　†




　蹄ひづめの音が荒あら々あらしく響ひびき続けて四時間。街かい道どうの先に、街灯あかりが見えてくる。そろそろ水を飲ませ、しっかり休ませなければ。

　着いたのはミッド・スプリングスの街だ。大通りに廃はい屋おくがあるのは、昔も同じか。

　この街に寄ることになったのは偶ぐう然ぜんか……？　それとも、夢が語る運命の旋せん律りつか……どちらにせよ、ここには休きゆう憩けい場所以上の意味がある。

「酒場に馬をつけろ」

　馬うま留とどめに手た綱づなを結ぶと、汗あせびっしょりの馬たちが水みず桶おけに寄って貪むさぼるように水を飲み始めた。テラスの床ゆかにあの保安官マーシヤルが酔よい潰つぶれて寝ねてやがる。顔こそ若いが、やることは相変わらずか。

　足音が聞こえたのでレンズを向けると、バンプが何くわぬ顔で歩きだしているのが見えた。向かっている方向には『ドクター・ライツ診しん療りよう所』という看板を掲かかげた建物がある。

「おい、バンプ」

「──なッ、なな何だミスターッ!?　ちっと腕うでをケガしたんでッ……」

「医者の娘むすめはやめておけ。貢みついでも最終的には別の街へ嫁よめに行く」

　バンプは店先に掛かかっているランタンの灯りでもそれと判わかるくらい、青ざめた。

「……冗じよう談だんだよな？　エイミーは俺に……呆あきれるほど惚ほれて…………」

「細かいことは判らないが、未来のおまえはエイミーにフラレた件がトラウマになって、この街に立ち寄ることすら嫌いやがっていた」

「………………そいつは、」

　まだ何か言おうとして、何も言えなくなって、両手で頭を抱かかえて、唸うなりながら髪かみを狂くるったように搔かきむしって、その場にへたりこむ。

「マリアを失ったばっかだってのに……クソする穴みてェな神野郎フアツキン・アスホール・ゴツドよ。こいつを仕組んだのがあんただとしたら、いつかブッ殺バンプしてやる」

　おまえ、それ二ふた股まただろうが。同情できないぞ。

「とりあえず、行くなら真相を聞き出して、撃うたずに──いいか、ここが重要だ。一発も撃たずに抱だきしめて許しておけ。きっとまた〝人生を取り戻もどしたんだ！〟──なんて流れになる」

「いくらミスターでも、今回ばかりはねえよ。撃ってやる……地じ獄ごくに堕おちろ、クソビッチめ」

　地面を殴なぐり始める。ああやっていると普ふ通つうの若者みたいだな。

「バンプ可か哀わいそう……」

「ほっとけ。あとになって別れれば、この百倍傷つく。それよりも……ロッキーだ」

「はい？　何ですの？」

「少し待て。考えを整理する」

「……？　はぁ」

　わたしの夢が導きであるなら、わたしがみている一連の夢は、何らかの意味を成している。

　思考が猛もう然ぜんと回転し始める。記き憶おくを遡さかのぼる。様々な会話がフラッシュバックしていく。







　ロッキーが死んだ日の会話──。

『憎にくむのをおやめなさい……アリス』

『サラマンデル……あのダンスを……覚えておりますこと？』

『────慈悲を、見失わずにマーシイ・ユア・オウン・ハート──……』




　復ふく讐しゆうをあきらめさせた日の会話──。

『その本に関係あるのか？』

『本ではありません。日記ですわ』

『おまえが日記を書いているところなど、見たことないぞ？』




　砂さ漠ばくでダンスを踊おどった日の会話──。

『わたくしが、そうあるべきだった《光》を────貴方は、奏かなでたのですわ』




　そして《親方》エジードの遺言──。

『許しは、高貴を体現せし者ノブレス・オブリージユの《光》となる』




　ロッキーはメイド、ジュリエンヌとの思い出を語った。

『思わず言ってしまったのですわ。──ジュリエンヌが、わたくしのお母様なら良かったのに──と。そうしたら彼女は、泣きだしてしまい……』




　そしてミッド・スプリングスの酒場でみたドミニクは、写真に映っていたジュリエンヌそっくりだった。弾ひいていた曲は、天使の舞曲ダンス・アンジユ──わたしが口笛で吹ふいた曲だ。

　パズルのピースが、すべて埋うまる。刻ときは、満ちた。世界はわたしの手中にあるオール・イン・マイ・テリトリー。

「……ロッキー、この酒場におまえの未来がある」

「わたくしの……未来？」

「未来のおまえは、死ぬ寸前に『慈悲を、見失わずにマーシイ・ユア・オウン・ハート』と言い残し、アリスに復ふく讐しゆうをやめるよう迫せまった。おまえ自身も復讐に奔ほん走そうしまくった、にも拘かかわらずな……」

「復讐──？」

「そうだ。未来でメリーはルーフに殺された。こっちでは阻そ止ししたから問題ない。で、大事なのは慈悲マーシイという言葉だ。許しという意味もあるだろう？」

「そうですわね……」

「時間がない。手短に言うぞ。まずはおまえの父親、エジードの遺ゆい言ごんを思い出せ。許しは、高貴を体現せし者ノブレス・オブリージユの《光》となる。この言葉は、おまえにとって傷きず痕あとかもしれない。最後までエジードを許せず、《親方》と比ひ較かくされることを嫌きらったのも……、」

「何でそのようなことを、いまここで……？」

「おまえの人生に関かかわることだ」

「人生……？」

「わたしの口笛を聴きいて、おまえは涙なみだを流した──天使の舞曲ダンス・アンジユという曲だ」

「お父様がよく弾ひいてくれましたわ……」

「そのエジードは、誰だれに教わったと思う？」

「……え…………」

　風が抜ぬける。砂さ漠ばくに不ふ釣つりあいな冷たい風だ。

「メリー。知っているだろう？　日記に書き残しているはずだ」

　ビッグホーン牧場のメイドは口を開けたまま、しばらく立ち尽くした。

「……なぜ、知ってるメェ……？」

「おまえの死後に、形かた見みとして日記を手に入れたロッキーが、ある事実を知るからだ」

「…………どのような、事実を？」

　わたしは、重く告げる。




「おまえの母親が病死ではなく、このスモーキー＆ロックスで生き続けていることを──な」




　ロッキーの瞳ひとみが色を失う。

「………………え……冗じよう談だん…………ですわよね……？　ねえ、メリー……？」

　メリーは、笑え顔がおで答えようとして、声が出ず……、

　まるで声を失ったかのように、言いかけた口のまま、動かなくなる。

「…………メリー……？」

　答えない。

　長い沈ちん黙もくだった。

　わたしには判わかる。こいつは噓うそを強しいられてきたのだ。本当に、長い間──。

　ロッキーのための噓であり、《親方》エジードのための噓であり、ロッキーの母親のための噓でもあった。思いやりの噓だ。

　だが、噓は噓だ。罪の意識は、月日の分だけ積み重なった。

　メリーがいま耐たえているのは、そういう痛みだ……。

「もういい。言え、メリー」

「でも、親方様と約束したメェ……」

「エジードは死んだ。墓穴から文句を言うヤツなどいない。ロッキーのために、何が一番いいかを考えろ」

「……おぜうさまの……たメェ？」

「過去などに縛しばられるな。おまえはロッキーを命がけで救い、ロッキーもまた、おまえを命がけで救おうとした。その絆きずなのために、いまは──生きろ」

　その言葉に、遂ついに、折れた。メリーの瞳ひとみが形を失うまで潤うるむ。

「済まないメェ、おぜうさま……銃じゆうさんの言う通りだメェ。メェは言おうとしたメェ……でも、親方様が……」

「…………どうして……そのようなことに？」

「身分ちがいだろう」

「そう……おぜうさまのお母上様は、平民……メイドなんだメェ……」

　ロッキーの顔に戸と惑まどいが浮かぶ。

　難しい顔をしたアリスが小声で問いかけてくる。

「……身分ちがいって、ただそれだけ？」

「麗宮国ジユナイゼは階級社会。平民と貴族の恋など許されない。一いつ介かいのメイドと結ばれるには国を棄すてるしかなかったのだ。それこそ、新天地フロンテイアに行くぐらいしか、な」

　ロッキーは何かに気づいたように顔色を変える。

「平民……メイド……？　まさか、わたくしのお母様とは……」







「────ジュリエンヌだ」




　風に、ランタンが揺ゆれてカタカタと音を立てる。誰だれもが沈ちん黙もくしているので、その音がやけに大きく響ひびいている。

「……冗じよう談だんでございますわよ……ね？」

　メリーに同意を求めたが、首をふられて──ロッキーはショックを隠かくしきれない様子でうつむいてしまった。

「お父様は……なぜ、ジュリエンヌと……？」

　アリスが優やさしい声で言う。

「恋に落ちたからだよ、ロッキー。恋は、身分に関係ないよ。そうでしょ？」

　ロッキーの瞳ひとみがわたしへと向く。そのあと、何も言わなくなった。

「おまえにはエジードの決断が唐とう突とつに思えたろう。横暴に思えたろう。だが、理由はあったのだ──……」

「……理由？」

「三人で幸せな未来を築きたい────エジードはそんな温かい願いを抱いだいて、不毛の開かい拓たく地を一心不乱に切り開き《親方グレートチーフ》の名で呼ばれるほどの大人物となったのだ」

「納なつ得とく出来ませんわっ！　でしたらなぜ、お母様は新天地で結ばれなかったのですッ？　なぜ、ビッグホーン牧場を去ったのですッ？」

「……そいつは、本人に訊きけ」

「本人──？」

「ジュリエンヌがその酒場で、ピアノを弾ひいている。いまはドミニクという名で娼しよう婦ふをしている。そいつが、おまえの母親だ」

「──……、」

　スイングドアの向こうの灯あかりをみて、言いかけた言葉を呑のんで立ち尽つくす。

「どうして……知っていますの？」

「知ってはいない。推すい理りだ。だが、当たっているはず。天使の舞曲ダンス・アンジユがすべての始まりだった。あのメロディが、おまえたち親子を結びつける、唯ゆい一いつの絆きずななのだ」

　曲が聴きこえ始める。天使の舞曲ダンス・アンジユだ。ロッキーが目を瞠みはる。旋せん律りつが進むたび、表情が崩くずれる。哀かなしみ、憎にくしみ、怒いかり、切なさ、ごちゃまぜだ。

「未来のロッキーはあれを聴いて、わたしが《光》を奏かなでたと言った。それはエジードの遺ゆい言ごん、高貴を体現せし者ノブレス・オブリージユの《光》と一いつ緒しよにちがいない。つまり、許し──だ」

「許し……？」

「おまえは許せなかった。父親も……そして、ジュリエンヌという偽ぎ名めいまで使って欺だまし続け、再び会ったときには娼しよう婦ふに堕おちていた母親も、だ。だから天使の舞曲ダンス・アンジユを聴きいて泣いたのだ。あれは後こう悔かいの涙なみだだったのだ」

　ロッキーは戸と惑まどっている。何が何だか判わからないだろう。だが、気持ちを整理する時間はない。

「──許せないだろう、ロッキー。だがドアを開けろ。そして許せ。すべてを。どんな罪も。どんな怒いかりも」

　一歩踏ふみ出しかけて、ためらって、わたしをみる。

「許せませんわ……どんな理由があれ、お母様は、わたくしを棄すてたのですもの」

　胸のところで組んだ手にきつく力を込めている。

「お父様だってわたくしを大陸に連れて来て、こんな埃ほこりまみれの土地で過ごせと。牛や馬の糞ふんの臭においにまみれて暮らせと。そのうえ牧場を継つげば、皆みなはお父様の影かげばかり追いかけるのですわ。みんな、お父様のせい。そうさせた、お母様のせい。許せようはずが……」

「おまえを二度と後悔させたくはない。わたしは長い間考えたのだ。口笛を聴いておまえが流した涙の意味を。きっと、おまえは思ったのだ。父親を、母親を、許せば良かった、と──」

　言いながらも、わたしの言葉が間ま違ちがいかもしれないと自問している。だが、迷いなど口に出来ない。おそらく……ロッキーにとって最後のチャンスだ。

『ピアノや服、故郷の国から持ってきた、キラキラした宝物もたくさん手放して……』

　未来のロッキーは寂さびしそうな顔でそう言った。もう……二度と、言わせたくはない。

「大事なら、手放すな。たとえもっと大事なものを守るためであっても、手放してはいけない。手放してしまえば必ず後悔するだろう。宝物なら守り通せ」

　レンズでじっとみつめる。ロッキーも強く見返してくる。

「わたしを信じろ」

　ロッキーはぎゅっと目を瞑つぶり、握にぎり締しめた掌てのひらを微かすかに震ふるわせて。

「…………褒ほめて……くださいます？」

「え？」

「許したことを、貴方あなたが褒めてくださるなら……偉えらい、とおっしゃってくださるなら」

　わたしを見つめる。全ぜん身しん全ぜん霊れいで、見つめる。

「貴方の望みを達することで、少しでも、わたくしを良く想おもってくださるのなら……強いわたくしを、ずっと必要としてくださるのなら……」

　組んだ手を解いて、涙を拭ふく。




「────わたくしは、どんなときも《女王クイーン》でいますわ」




　わたしは答える。

「約束しよう」

　その瞬しゆん間かんに──ロッキーの瞳ひとみに、《高貴なる者の使命ノブレス・オブリージユ》が宿る。







　女王は、踏ふみ出す。







　一歩一歩、痛みに耐たえて歩いて。ドアを開け、灯あかりの向こうへ。

　メリーもアリスも追わない。

「……みなくていいのか？」

「うん。ミスターはやっぱりすごいね」

「どうだかな。これが正解だったかどうかも……」

「すごいよ。魔法使いウイザードだよ」

「わたしは、ただの銃だアイ・アム・ア・ガン」

　ピアノがやむ。

　ロッキーの穏おだやかな声が響ひびく。




「……わたくしのお母様、ですわよねヴ・エスク・マメエア・イスト？」




　ドミニクの悲痛な声が聞こえてくる。嗚咽おえつ混じりだ。

「隠かくしていてごめんなさい。お嬢じよう様さま……わたしは…………卑いやしいメイドで……身分の差が、　ずっと……ずっと……心から離はなれなくて……逃にげてきても……怖こわくて…………この身体からだに流れる卑しい血が、怖くて……憎にくくて……痛くて……穢けがれてもいるのです。あれはたった一晩の恋……気の迷いです。わたしは、あの御お方かたにも……お嬢様にも相応ふさわしくないと──」

「ここは麗宮国ジユナイゼではございません。横おう柄へいなぐらいに自由がまかり通るスモーキー＆ロックスではありませんか。自分の子供に、敬語など使っていては物笑いの種にされてしまいますわ。　お父様やお母様にとって故郷は、古い因習に縛しばられた重く苦しい鳥とり籠かごだったのですわね。わたくしは自分のことばかり考えておりましたわ。お母様が負った心の傷にも気づかずに──」

　交かわされているのは麗国ジユナイゼ語だ。アリスに意味は判わからないはず。でも、ロッキーの言葉を聞いたアリスは優やさしく微ほほ笑えんでいる。

「虫の良い話ですけれど、その傷を癒いやす手助けをさせていただけませんか……？　ビッグホーン牧場に戻もどってくださいませ。お母様。一いつ緒しよに暮らしましょう……ね？」

　沈ちん黙もくが下りた。

　悩なやむだろう。別れてからの、長い時間がある。

　ドミニクにとってはその時間が、高い壁かべのように思えるだろう。

「…………ごめんなさい。わたしは、あの人から逃にげたのです……いまさら戻もどるなんて……」

　ダメか。

　ロッキーが言ったのは、正論だ。労いたわりの気持ちが、場ば末すえに堕おちたドミニクには、痛いのだ。

「アリス……引き揚あげだ。ロッキーが落ちこむだろうから、励はげまして……」

「──お母様は、ずるいですわッッ！」

「なっ、」

　何かを叩たたく音に続いて、ガラスの割れる音がした。駆かけつけようとしたアリスが、メリーに止められる。

「待ってるメェ」

　何を笑っていやがるんだ、こいつは……？

「わたくし、これでも傷ついていますのッ！　欺だまされたことも、勇気を出さなかったことも、逃にげたことも、わたくしをいまさらお嬢じよう様さまと呼んだことも、いま断られたことも！　ひどく傷ついておりますの！　怒おこっておりますの！　ふざけんなですわッ！　この、臆おく病びよう者ッ！　お母様だから我が慢まんしておりましたけど、もう限界ですわ！　言わせていただきます──」

　またガラスが割れる音。バーテンが店の外に逃げてきて、樽たるの陰かげに隠かくれる。いったい、中で何が起こっているんだッ!?

「…………イヤ……ですわ」

　ロッキーのすすり泣きの声。泣いているのか？　いまさら？　怒りながら……？

「わたくしはお兄様を失って、お父様を失って……この上、お母様を失ったら……生きるのがつらくて……イヤですわ……独ひとりになりたくない……でも、いつか独りになってしまう予感がして。寂さびしさを埋うめようと、たくさんぬいぐるみを作って。でも、本当に心を満たしてくれるぬいぐるみは、たった一つでしたわ。ツギハギだらけの……ドッグ・ジョン」

「大事にしてくださったんですね……」

「貴方あなたが、わたくしのお母様なら良かったのに──と言ったあの気持ち、ずっとッ……変わっていませんわッ!!」

　号ごう泣きゆうが始まった。気の強いお嬢様が、子供のようにわんわん泣いている。

「ロクサーヌ……ッ」

　抱だきしめる音。あとに響ひびくのは母はは娘この泣き声ばかり。一件落着、らしいな。




　さて──、あとは決着をつけるのみだ。

　待っていろ、ルーフ・コルトン。そして、《魔ま犬けん》スティール──。

　おまえらの企くわだては必ず阻そ止ししてやる。

　決戦に向けて覚かく悟ごを固めていたときだ。バンプが、すっ飛んで来たのは……。

「──ミスタアアアアッ！」

　様子がおかしい。目をキラキラさせ、手を振ふりながら駆かけ寄ってくる。

　ヤツのこの表情ハツピー・フエイス、デジャヴが大盛りだ！

「アリス、逃にげろ！」

「ん？　バンプ嬉うれしそうだよ？」

「だからだッ、早く逃げろ！　ああああ、間に合わないッッ！」

「ミスターの言う通りだった！　エイミーに真実を聞き、『愛のために死ぬわ』と自分の首にナイフを突つきつける彼女を抱だきしめ、俺はこう言った。『その命は、幸運な誰だれかのためにとっておけ』と──その瞬しゆん間かん、『あなたを愛せなかった自分を恨うらみます』って泣いてくれたぜ……。

　判わかりあえたんだ！　おかげで道を踏ふみ外さずに済んだ。絆きずなを取り戻もどしたんだ！　ミスターはやっぱり俺の神様だ！　愛してるぜ、キスさせてくれ！」

「よせッ、錆さびる！」

　しやがったッ──クソォオオオオオ地獄に堕ちろゴー・トウ・ヘル！
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　　　　∞




　そこは地じ獄ごくに似ている。のっけから何を言いだすのかと思うだろうが、そうとしか言いようがない。

　砂さ漠ばくのようだ。窪くぼんでいるので、おそらくは聖地ソーサーだろう。空が近い。高所だ。山の上かもしれない。地面は赤く光ってひび割れ、放射状に地割れが走っている。亀き裂れつの下からマグマのような赤い光が生じて、空も夕ゆう陽ひと言うには不自然な真しん紅くに染まっている。

　ソーサーの中心付近に、誰だれかが立っている──、ロッキーだ。ゆるいウェーブのかかった黄金の髪かみが、風で火か炎えんのようにひるがえっている。ドレスを着ている。だが、妙みようだ。あいつの好むようなドレスではない。黒レザーにスパイクを打った背徳的な装よそおい。手にしているウインチェスター・ショットガンは闇やみ色いろに染まり、蟲むしや甲こう殻かく類を模もしたような不気味なデザインになっている。そして、背にはカラスクロウのような黒い羽根ダーク・フラツプが生え──頭上には黒き天輪リングが浮いている。




　──天使────？　いや、堕だ天てん使しか──？




　どこかに行こうとしている。導いているのはジギー・ロックウェルだ。なぜ、あいつが一いつ緒しよなのか？　わたしに向けて来ている、あの勝ち誇ほこった表情は何だ……？

　二人はソーサーの中心点にある、メソ文明の彫ちよう刻こくが施ほどこされた鋼こう鉄てつの門をくぐろうとしている。

　わたしが、叫さけぶ。

「やめろッ……戻もどれなくなるぞ！　ロッキー、わたしにはおまえが必要だ！　失うことロストなど出来ない！」

　その声に、ロッキーがふり向く。赤く光る瞳ひとみが、哀かなしげにわたしをみる。




「さよならですわ、ミスター……わたくしの、愛した銃ひと……‥」




　そう告げて、門の向こうの紫むらさき色いろの闇の中へ、ロッキーたちが消えて────……‥




　　　　†




「‥……──ミスタあああああッ！　ミスターってばああああッ！」

「……あ？」

　視覚装置ボルトレンズにオロゴが供給されて、ぼんやりとアリスの顔がみえてくる。泣いている？

　薄うすく明けゆく空。周囲は森だ。

「ここは……？」

「牧場の近くですわ！　それより、また消えかけておりましたわよ！」

「消え……かける？」

　顔をぐしゃぐしゃにしたアリスが、わたしを抱だきしめながら叫さけぶ。

「前の戦争のとき透とう明めいになったじゃない！　あんな感じになったよッ！」

「……何だと？」

　あれは確か、ホークアイが死にかけたり、未来を変えるのをためらったりしたせいで〝わたしが存在しなくなる〟という時間律矛盾タイム・パラドツクスが発生したときの現象だ。つまり、わたしという存在が消えかけた──ということか？

「いったい、どうしちゃったのよっ!?」

「……わたしにも判わからない」

　一つだけ、はっきりしていることがある。消えている間にみた夢は、奇き妙みようだった。あの夢の中のロッキーは《前の未来のロッキー》ではない。だが、《現在のロッキー》でもないだろう。

　──《第二の未来セカンド・フユーチヤー》──だろうな。封ふう印いんを解除されて、わたしにもみえるようになったのだ。改変された歴史の先、従わないはずの太陽を従えさせることも可能になったのか。

　羽は音おとが聞こえてきてレンズの向きを上げると、アリスの肩かたに何かが留まる。真っ白いフクロウだ。

「…………へ？　何この子。なついてる??」




「おい、チャームガン。いま何を視みたか申せ」

　フクロウが言った。




　一同が五秒間、凍こおりついた──。

　そのあとロッキーとメリーが同時に飛び退のくように逃にげ、バンプまで青ざめながら後退する。

　アリスが脚あしをガクガクさせながら、ロッキーたちへ助けを求めるように手をのばす。

「やややややだッ、見棄すてないで！　お友達じゃない！」

　ロッキーが震ふるえながらいやいやする。

「──大だい丈じよう夫ぶ。こいつは味方だ。アズールが使い魔フアミリアーを通じて喋しやべっているのだろう？」

「如い何かにも」

「……何だぁ…………もぉ……」

　アリスがへたりこむ。

「それよりも、夢の話をするが良い」

　わたしはロッキーをみる。そのまま語れば不安になる。ぼかして話そう。

「わたしのいた《未来》ではなかった。おそらくは、この《現在》の向かう先の《未来》だ」

　フクロウが首をひねるあまり、一回転して戻もどってくる。

「ふむ。《第二の未来セカンド・フユーチヤー》が始まったなら好都合である。夢の導きに従って、先手を打て」

「どうやればいいのだ？」

「良くない場面であれば、そこに至るための構成要素を排はい除じよせよ」

　──あの夢なら、ジギーをロッキーから引き離はなせばいいということか。やれそうだ。

「こちらは争いに手一いつ杯ぱいで力を貸せん」

「争い？」

「のちに話す。その他ほかにも不ふ審しんな動きを見逃のがすでないぞ。とくに……大がかりな呪術チヤームや製造術クラフトを警けい戒かいせよ」

「大がかり……？」

「星アラクワスが落ちた。第二の争いを意味する。刻紋弾エンブレムド・バレツトは争いの中で生み出されたゆえに」

「……アラクワスとは、隕いん石せきのことか？」

　フクロウの目が天空の何かを捉とらえ、その身をシュッと縮める。

「敵の目だ。では、いずれ」

「待て、アズール！　まだ話が終わって……、」

　飛び去ってしまった。追いたいが──内蔵時計を確かく認にん。時間がない！

「馬に乗れ。スティールのメモによれば、娘むすめたちが吊つるされ始める時間だ！」

「わッ、間に合うのっ？」

「間に合わせますわ！」

　一番早く跨またがり、メリーを後ろに乗せて、ロッキーが走りだす。残りも遅おくれて追いかける。

　クソッ、何もかも時間がなさすぎる──が、自じ業ごう自じ得とくだ。火山行きを選んだのはわたしに他ほかならない。丘おかを越こえると見慣れた地形に出る。牧草地と森。ビッグホーン牧場の敷しき地ちだ。

「銃を抜けメイク・レデイッ！」

　馬を走らせながら、全員が得え物ものを抜ぬく。わたしもホルスターから抜かれた。森に入る。獣けもの道みちを走っていたウサギが仰ぎよう天てんして逃にげ惑まどう。

　森を抜ける。一気に視界が広がり──……、

　いた！　無法者バンデイツツの一団がぬけぬけとアーチに集合し、先住民の娘むすめたちにナイフや斧おのをふりかざしている。人数は…………八人。娘たちが二人、もう吊されている。輪になった部分に手を入れて苦しそうにしている。一人は脚あしをバタバタさせている。

　無法者バンデイツツが言いあいをしている。聴音装置バレルマイクを増ぞう幅ふくして聴きき取る。

「この間抜けがッ！　手を自由にさせたら、死なねえだろうが！」

「用意したロープが足りなかったんで。面めん倒どうなんで吊したまま撃うっちまいやしょうぜ」

「銃じゆう声せいでカウボーイが駆かけつけてくるだろうが！　さっさと下ろせ。ナイフで殺してから吊すぞ！」

　──冷血漢コールド・ブラツドどもめッ！

「狙えテイク・エイムッ！」

　こっちの蹄ひづめの音おとを耳にして、敵が銃じゆうを抜ぬく。ロッキーがショットガンの射程に入る。

「撃てフアイアッ！」

　開幕から散弾シヨツト・シエルが一人始末。先制をくらった敵が蜘蛛くもの子を散らすように遮蔽物カバーを求めて駆かけだすが、遅おそい。必殺距きよ離りに堂々と馬を止めたロッキーが、馬上から次々と撃うち倒たおしていく。無法者バンデイツツたちが始末されていく。慌あわてて弾だん幕まくを張ろうとするが、目標を定める間もないので当たらない。一発だけ女王の頰ほおを銃弾がかすめるが、怯ひるませるどころか──、




「ひれ伏ふしなさいませッ！」




　猛もう烈れつなスピンコッキングがくり返され、銃声ごとに敵が減る。メリーもマスケットで一発撃ち、反動リコイルでのけぞって明らかに外したが──狙ねらっていた方向とは別なところに潜ひそんでいたライフル持ちを倒す。こいつもまぐれ当たり路線か。

「サイドから侵しん入にゆうしろッ！」

　アリスとバンプが両サイドから突とつ撃げきして、隠かくれた敵の側面を襲おそう。慌てて撃ち返してくるものの、狙いが甘すぎて相手にならない。この距きよ離りで馬にすら当てられないとは、よくもまあ銃を握にぎる気になったものだ。

「余よ裕ゆうね」

　アリスは追撃から離り脱だつしながらリロードを開始する。

「──死ねやッ！」

　不意に上がった声に、スプリングが軋きしむ。油断した──進行方向わきにある茂しげみから、草と同じ色のマントを着た男が飛び出てきて、銃身に泥どろを塗ぬった切り詰めショットガンホグスレツグを向けてくる。

　マズイッ、リロード中なので撃ち返せない！

「アリス、跳とび下りて……」

「どりゃっ！」

　いきなり、だ。

　アリスがふりかぶるような動きをしたかと思った直後、目の前の光景が超ちよう高速で回転し始めた。

「ななななッ──」

　凄すさまじい速さで景色が流れる。飛んでいるッ!?　わたしは飛んでいるのかッ!?

　いきなり衝しよう撃げきを感じたかと思うと、男の悲鳴が聞こえた。そのあと地面が迫せまり、銃身が土に食いこんで止まった。わたしにプレスされそうになったトカゲが、慌あわてて逃にげていく。

　馬から降りて、アリスはわたしを拾い上げる。

「……秘技、ロケット・ミスター」

「投げただけだろうがッッ、ドヤ顔トロール・フエイスするな！」

　待まち伏ぶせしていた男は気絶している。精密なメカニズムを持つわたしを鈍どん器きとして使うとは、このアバズレめ！

　残りはロッキーとバンプで片づけてくれたらしい。敵の銃じゆう声せいが沈ちん黙もくしている。戦場を見回して確かく認にんする。全部倒たおして……いないな。一人足りない。

「バンプ」

「ん。判わかってるさ、ミスター」

　馬を停止させている偽にせ牧師は、面めん倒どうそうにレバーを操作し──、

「めんどくせえからさっさと懺ざん悔げしろ。神のお慈じ悲ひは、ねえがな」

　岩から猛もう獣じゆうめいたスピードで躍おどり出てきた二に挺ちよう拳けん銃じゆうのガンファイターを、あっさり撃うつ。

「これで終しまいだろ？」

「あと二発だ」

「ん？　あア……だな」

　空に向けて二発。アーチに吊つるされた少女のロープを切り、落としたのだ。

　アリスがナイフで縄なわを切り、少女たちを解放しようとする。

「待て、アリス」

「え……？　何で？」

「こういうこったろ」

　バンプが少女に銃口を向ける。少女たちがハバハリの言葉で叫さび声ごえを発し、泣き叫ぶ。

「ちょっとッ！　可か哀わいそうでしょ」

「だが、こいつらを野放しにすりゃ、ビッグホーン牧場が娘むすめたちを攫さらい、吊したってことになンだぜ？」

　アリスが反論に詰つまって、わたしをみる。

「そうなの……？」

「目を向けずに聞け。森のほうから蹄ひづめの音がする。ハバハリ族の斥せつ候こうだ。こいつらを全員始末したうえで、斥候も倒せば戦争は起きない」

　ロッキーの表情が沈しずむ。

「…………一番スマートな解決法、ということですのね」

「そうだ。速すみやかに事を収めたいのであれば──、」

　アリスの叫び声が、わたしの言葉を断ち切る。




「──ぜんっぜん、スマートじゃないよォオオオ──ッッッ!!」




　凄すさまじい大声で言ったあと、馬を進めてバンプの横に来ると、銃じゆうを跳はね上げさせる。

「ちがうでしょッ？　ミスターは、そんな足し算とか引き算とかで物事を決めちゃダメっ！」

　アリスの言う通りだ。この行動そのものは正義とはかけ離はなれている──だが、大局的にみれば正しいこともある。平気なものか。後こう悔かいだってするだろう。怯おびえる少女たちを撃うって、心が痛まないなんてヤツにはなれない。だが、これは偉い業ぎようを成すために支し払はらう、罪業ギルテイだ。ここで撃たなければ戦争が起きてしまう。もっとたくさんの人が死ぬのだ……。

「……多少の犠ぎ牲せいはやむを得ないだろう」

「やめてよ！　あたしのミスターは、計算で正義するような銃であって欲しくないッ！　ミスターは、そんなヤツじゃないでしょがっ！　あたしの知るミスターは、犠牲なんて言わない」

　────ゾワッ、と銃身バレルの内部を何かが通る。

　黒い感情の塊かたまりのような、不気味な感かん触しよく。何だ、これは……？

　わたしの弱気…………か？

「ミスターは誰だれかを見殺しにして、目的を達しようなんて──考えないよ！」

　暗くら闇やみが晴れるように、わたしは落ち着きを取り戻もどしていく。そうだ。わたしは不安だったのだ。戦いを激しくすれば、その果てに待つのはこいつらの死ではないか──と。

　正義もあった。だが、弱気を正義と名乗らせる部分も、わずかにあったのだ。

「目に見えるありったけの魂たましいを救うために、あたしにいっちばん危険な道を駆かけ回らせていたじゃないのッ！」

　ひとすじの涙なみだが落ちてきて、わたしのフロントサイトに当たって、はじける。




「あの鬼おにのようなミスターに戻ってよォオオ──ッ！」




　脳天バレル・トツプをぶん殴なぐられた気がした。

　弱気だけの問題ではない。わたしは「正義」と口にしながらも、大きな正義のために小さな正義に目を瞑つぶってきた。微かすかな矛む盾じゆんだ。だが、矛盾だ。

　強くないのだ。他ほかからみれば強いだろうが、正義を語るには、まったくもって足りない。

　天上の、さらに高みにあるものを目指せと──、




　こいつは、ロクに理解もしていやがらないのに、言っているのだ────。




　参ったな──。

　まったくもって、わたしらしくもない。アホの小こ娘むすめに、自分の道を諭さとされるとはみっともないにもほどがあるぞ。

　いいだろう。なら、これから始まる泥どろ沼ぬまの地じ獄ごくに付きあってやる。

「錆さびるから……拭ふけ」

「何よ……ミスターが泣かせたくせに」

　バンプが拳けん銃じゆうをそのままに、視線を向けてくる。

「銃をしまえ」

「ミスターらしいぜ、まったく」

「おまえもか。どいつもこいつも、勝手にわたしの人物像を捏ねつ造ぞうするな」

　肩かたをすくめ、ヴォルカニックをホルスターに入れる。寄り添そって震ふるえていた娘むすめたちがほっとした顔になる。銃声を聞きつけてきたジギーやカウボーイたちが駆かけ寄ってくる。

「ロッキー、娘たちを馬車でハバハリ自治領に送らせろ。必ず白旗を上げてな」

「そう致いたしますわ」

　聴音装置バレルマイクにオロゴを送る。森の中の蹄ひづめの音が遠ざかっていく。賽さいは投げられた。引き返すことの出来ない道を、わたしたちは歩かなければいけない。

「お嬢じよう様さま！　ご無事で」

「すぐ出発するぞ」

「僕はまた留守番かい？」

　ジギーをみる。脳裏をよぎるのは、あの《真の予言》の夢──行ってはいけない場所に、こいつはロッキーを導こうとしている。

「おまえはクビだ、ジギー。ビッグホーン牧場を出ろ」

「何だってッ!?」

　ジギーは青ざめているし、カウボーイたちの顔にも不快感が表れている。

「ミスター……それ、さすがに恩知らずだよね……？」

「ああ。恩知らずだ。だがジギー、この恩はわたしが返す。わけあって、おまえをロッキーに近づけさせることは出来ない。納なつ得とくいかないだろうが、出て行ってくれ」

「何のわけだい？」

「知っている──としか言えないな」

「何を？」

「おまえの狙ねらいを、だ」

　ビクッ──と、ジギーの端たん整せいな顔が一いつ瞬しゆんひきつる。

「裏……がありますの？」

　ロッキーと目があって、ジギーのほうがそらす。

「退ひかせて貰もらうよ。ただね、ミスター……いまの約束は必ず守って貰うし、僕がハニーをあきらめたとも思わないことだ」

「受けて立つ」

　ジギーは肩かたに掛かけていたジャケットを羽織ると行ってしまった。

「……何なの、いまのやりとり。説明してよ」

「説明はあとだ。次の歴史改変を阻そ止しするぞ。バンプ、おまえが残って防衛の指揮を執とれ」

「オーライ、ミスター。全員〝神の御許送りバンプ〟してやンぜ」

「頼たのもしいな。あと、最後に一つ質問がある。あの刻紋弾エンブレムド・バレツト、どうやって手に入れた？」

「サンダーロックのスラム通りで、昔のダチに紹しよう介かいして貰もらったぼろい仕事の報ほう酬しゆうさ」

「ふむ……」

　やはり、まとめて入手したか。思った通りだ。これまでの勝利も、スティールの計算通りだったのだ。わたしたちは刻紋弾エンブレムド・バレツトを入手し、そのおかげで無法者バンデイツツ集団を撃げき退たい出来た。だが、弾たまの出所はスティールというカラクリだ。このままでは、最終決戦の結果もヤツの思い通りになってしまう。

　スティールの《予言》を思い出す。

『貴方あなたの大事なものを、必ず一つ奪うばうでしょう』

　冗じよう談だんじゃない。ロッキーやアリスを失ってたまるか。

　アリスが離はなれかけたとき、ふと思い出したようにバンプが声を発した。

「ただし、一つだけちがうぜ。《蝗虫ドラツガ》ってヤツだ。オールドレイクの雑貨店で、弾だん薬やくの木箱の下に埋うもれていやがった。店主は価値も判わからず、普ふ通つうの弾と同じように売ってたぜ」

「なぜ、オールドレイクに寄った？」

「バッファロー・ジャーキーをやめたんで口くち寂さびしくなって、バーボンでも呷あおろうかと」

　……妙みようだな。一いつ瞬しゆんいまの答えが引っかかった。大事なことがあるような気がするが……いや、そんなことを考えている場合ではない。

「判った。出発するぞ」
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　ウインドテイル草原を疾しつ走そう。今度は街かい道どうを通っているので道のコンディションは良好だ。

「奥にみえる三さん叉さ路ろで南西へ行け。あと三時間も走ればグレイギャップ砦とりでだ」

「馬が限界ですわ」

　確かに馬は汗あせだくで、軽快だったテンポが崩くずれてきている。もっと多く休みを入れて進まなければならないが……時間がない。

「ギリギリの休きゆう憩けいで強行軍を続ける」

「がんばって……」

　アリスが激走を続ける黒馬のたてがみを、労いたわるように撫なでる。馬は大きく嘶いななき、ペースを上げる。平へい坦たんだった地形に起き伏ふくがつき始める。草原の終わりだ。地平線の向こうに樹木と河が見えてくる。

「レッドリバーね」

「そうだ。あの向こうがハバハリ自治領──」

　河の向こうに壮そう大だいな樹海が広がっている。ここに進軍した、とある有名な将軍が、森のあまりの暗さに『目玉を無くしたようだノー・アイズ！』と叫さけんだことから、ノーアイズ樹海ウツド・オーシヤンと名づけられた場所だ。

「……ミスターッ！　アレ！」

　思考はアリスの鋭するどい声に裂さかれた。向けた銃じゆう口こうの先に、何か見える。煙けむりの筋か。視覚同調キヤストアイして確かく認にんする。狼煙のろしではない。焼やき討うちの煙だ。しかも──、

「あの方向は、砦とりでではございませんわよね……？」

「いい勘かんをしているな。行き覚えのある、嫌いやな場所だ」

　アリスたちの顔から血の気が失うせる。

「何だメェ？」

「レッドリバー戦争の主戦場、血塗られた平原プレイン・ブラツドだ」

　プレイン・ブラッドの地名は、ゾォードが引き起こした戦争のあと、誕たん生じようした。あまりの死者数に大陸が震しん撼かんし、名もない土地に名がついたのだ。

「進路を変える。砦には、もういまい」

「あそこに戻もどるのね……」

　アリスがぎゅっと手た綱づなを握にぎり締しめる。気が重いだろうな。あそこでは多くの者が果てた。ゾォードの破は滅めつ的な野望に踊おどらされ、運命を狂くるわされた人々が、どこにも存在しない正義を求めて命を落とした。戦いの末、ゾォードを倒たおせたのが、唯ゆい一いつの救いだ。

　街かい道どうを離はなれて荒こう野やを走る。あの地に近づくにつれ気の滅め入いる光景になる。集落は住む者を失って荒あれ果て、立っているのは慰い霊れいの石せき碑ひと墓ばかり。異常な数のカラスが群れを作り、わめきながら空を旋せん回かいしている。死体くいものをよこせと言わんばかりに。

　かつて通った道に出たが、草がぼうぼうと生えているし、道の真ん中に十じゆう字じ架かが立っている。放置された白骨はおそらく先住民エルダーズのものだろう。埋まい葬そうしてやりたいが、時間がない。

　煙がみえてくる。木が燃えているのだ。

「何で木を燃やしたの？」

「ハバハリ族の慣ならわしだ。相手の土地に火矢を放って、戦いの準備があることを示す。そのあと、一度だけ交こう渉しようを持つ。そして開戦する」

　対岸の草むらに、斥せつ候こうのハバハリ戦士の姿がある。戦争用の飾かざり槍やりを持っている。戦太鼓ウオードラムも聞こえる。《怒いかりの戦い》であることを示す曲だ。

　無法者集団バンデイツツ・クラウドさえ潰つぶせば済むだけだった話が、先住民戦争にまで発展してしまった……このままでは、プレイン・ブラッドを再び血に染めてしまう。

　警けい戒かいのラッパが鳴る。進路の先──丘おかのような岩場のところに青い軍服を着た第七騎き兵へい隊の姿がある。

「……ミスター、どうするの？」

「白旗を掲かかげて振ふれ」

「ないよ？」

「白い布なら何でもいい」

「あ。うん」

　アリスは鞍くらの後ろわきに備そなえつけてあるサックをあさると、白い布を出して大きく振り始めたわけだが。ロッキーは「きゃっ」と顔を赤らめ、メリーは「乙女おとめがするこっちゃあんメェ」と言ってカラカラ笑っていやがる。

　アホが──。

　それは、ぱんつドロワーズじゃないか！　恥はじ知しらずのアホのアホのアホめッッ。
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　　　　†




「若い者が昂たかぶっているので何事かと思えば、君たちとはな」

　天幕に入って、一声目がいきなりこれだ。

「すまん……クラウン」

「まあ、緊きん張ちようが解けた者もいるようだから、逆に感謝せねばなるまい」

　椅い子すを勧すすめてくれたので、アリスたちは席についた。テーブルには陣じん営えいの地図が広げてある。敵軍の配置は──驚おどろくほど前の戦争に似ている。

「ヘッジストーンの英えい雄ゆう、《ライトニング・ワイルド》が陣に入ったと聞いて、奮い立つ者もいる」

「えへへ……それほどでも」

　呑のん気きに照れていやがる。──ったく。

「本題に入ろう、クラウン中将。ハバハリ族の出方は？」

「前の戦せん闘とうとはちがって、森にこもる気などないらしい。主力は騎き馬ば戦士で、ストレートな激げき突とつをお望みのようだ」

「戦力は？」

「ハバハリ戦士が三〇〇強、こっちが二七二名」

「勝算は？」

「第七騎き兵へい隊は圧あつ倒とう的に練度が高い。正面から激突しても勝てなくもないが、損害は多いだろう。死命を制する争いになるのは明白だからな」

　アリスが口を挟はさむ。

「死命？　制する？　難しいよ……どういうこと……？」

「ハバハリ族が負ければ、合衆国フロンテイア・コモンズにもっと厳しい条約を結ばされる。土地は大おお幅はばに接収され、暮らしは制約を受け、ヘタすると保留地にされてしまうかもしれない。一族の命運が決することになるのだ。最後の一人が死ぬまで、戦い続けるだろう」

「…………」

「援えん軍ぐん要よう請せいは？」

「状じよう況きよう確かく認にんし、和平の道を探さぐってからだ、などと悠ゆう長ちようなことを軍部が言いだした」

「酋長ピースメーカーマニュリードと和平交こう渉しようしろと？」

　クラウンは目を大きく瞠みはる。

「なぜ、それを……？」

　わたしはメモの内容をそのまま語り、状況も補足する。

「そのメモは、なぜ確定調なのだ？」

「確定した未来だからな」

「どういう意味だ？」

「相手はわたしと同じ《未来からの異い邦ほう人》だ。未来予測と改変が出来る。歴史を変えることさえ出来るのだ」

「…………。ミスター、本気か？」

「本気だ」

「……………………」

　クラウンは椅い子すに座り、しばらく虚こ空くうに目をさまよわせた。わたしに目を戻もどしたときには、事態の深刻さを呑のみこんだ表情に変わっている。

「敵の手を封ふうじるには？」

「まず付近を捜そう索さくしてくれ。《千里眼》の射程域は一二〇〇バレッセルある」

「バカな……」

　ロックフェローの詳しよう細さいを語る。あまりに常識とかけ離はなれた技量に、納なつ得とくして貰もらえないかと思ったが、クラウン中将は重く受け止め、視線を巡めぐらせる。

「穏おん健けん派のマニュリードが撃うたれたら、怒いかりに燃える若い戦士を止められなくなる。開戦は確実となるだろう」

「ハバハリ族の怒りは、娘むすめが攫さらわれたからか」

「それは導火線にすぎない。自治領という形を保ってはいるが、ハバハリ族は河を越こえてバッファローを追うことも、商売することも許されていない。五氏族を集結させてなお戦争に負けた屈くつ辱じよくも晴らせていない。いずれ不満は爆ばく発はつしていた」

「どうしても折りあいはつかないか？」

「バトゥーマを説得すれば、あるいは」

「誰だれだ？」

「ハバハリ族の呪術師ウイチヤシヤ・ワカンで、《双そう面めんなる者》と呼ばれて畏おそれられている。戦いを支持している長老の一人だが、彼女の意見さえひるがえれば他ほかの者は従うかもしれない」

　そこで天幕へと伝令が入ってきて、クラウンに報告する。使者到とう来らいの知らせだ。

「ハバハリ族の陣じん営えいに行こうじゃないか」

　わたしの提案に面めん食くらったクラウンが、何度も瞬まばたきをして……。

「……どういうつもりだ？」

「わたしに交こう渉しようをさせてくれ。この争いを収めるプランがある」

　しばらくうつむいて考えてから、テーブルの上に銃じゆうとサーベルを置き、クラウン中将は決断を口にする。

「信じよう、ミスター・マグナム」

　そいつは悪いな──クラウン。本当は、そんなもの無いパーフエクト・ノープランのだ。




　　　　†




「お気をつけてくださいませ……」

　ロッキーがか細い声をかけてくる。アリスとクラウンのみでレッドリバーへと向かうことになったのだ。

「行ってくるね」

　手を振ふって別れる。歩いているのはプレイン・ブラッド。かつての戦場だ。まだ折れた矢や、錆さびたサーベルが転がっている。背後には青い軍服を着た第七騎き兵へい隊が待機しているが、ついてこない。どいつも緊きん張ちようした面おも持もちで、何かきっかけがあればすぐに発はつ砲ぽうしそうな勢いだ。

　水の気配が近づいてきて、金属表面がヒリヒリとしてイヤな気分になったが、不平不満を口にしていい場面でないのは理解しているつもりだ。一〇分くらい歩いたろうか。足音が水音になる。レッドリバーだ。前は戦争の最さ中なかにこの河を越こえた。膨ぼう大だいな水量なのに、水が血で真っ赤だった。アリスも思い出したらしく、顔色を悪くする。

「また戦争になったら……」

「落ち着け。そうさせないために来たのだ」

　とは言ったものの、暗殺を阻そ止し出来なければ未来はない……か。

　周囲を見回す。後ろ側がわに平原が広がっている。まばらな土手と岩。木も、茂しげみも少しある。隠かくれられる場所は斥せつ候こうに探させた。誰だれもいなかった。万全、──か？　いいや。スティールはこう言った。

『今度の《千里眼》は、あっさりとは片づけられはしませんよ』

　そしてヤツは、大量の刻紋弾エンブレムド・バレツトを見せつけた。結論は、一つ。《千里眼》ロックフェローは魔弾の射手チヤーム・ガンナーとなったのだ。

　ルーフたちは『ロックフェローが山に向かった』と話していた。

　わたしは背後に聳そびえる、かすんだ台形の山さん峰ぽうを見据すえる。スタンピード地方の象しよう徴ちよう、グリスド・テーブルマウンテン。




「────あそこか」




　その距きよ離りは銃じゆうの射程、何て話ではない。馬で何日かかるかという話になる。

　それでも、可能だろう。青き《卓越者カイオワ》──理論上は地平線の彼か方なたまでが有効射程ともされる刻紋弾エンブレムド・バレツトを、《千里眼》と称しようされるバケモノ狙そ撃げき手に渡わたしてしまえば。風によって揺ゆらぎ、重力によって歪ゆがみきった弾だん道どうでさえ、息をするように計算して撃うち、当ててみせるだろう。

「ねえ……いま何か言った？」

「気にするな」

　河の向こうには大おお盾だてを持った騎き馬ばの一団がある。ハバハリ族だ。わたしたちへの視線は敵意そのもの。乗り手の興奮を感じ取ったか、馬も荒あら々あらしく嘶いななき、いまにも突とつ撃げきしてきそうだ。

「死をマソアク！　死をマソアクッ！　死をマソアクッ！」

　槍やりをふり上げ、一部が叫さけび始める。やっている連中は目が血走っている。

「ミスター、マソアクってどんな意味……？」

「知らないほうが良い。歩けなくなる」

「……えぇぇ……？」

　思し慮りよ深そうな者に止められてはいるが、いつ槍を投げてもおかしくない。まあ、そうだろう。クラウンは前の戦争で勝敗を覆くつがえした憎にくい敵だ。交こう渉しようが無事で済む保証などない。

　河を渡わたりきり、ハバハリ族の陣じん地ちを進む。戦士が両脇わきに並んだ道を通り抜ぬける。

　アリスの鼻先を槍がかすめ、「ひぃ！」とのけぞってかわす。それをやった若い戦士は取り押さえられている。

「何事もなかったように歩け」

「でもッ、いまの危なかったわよッ！」

「細かいことを気にして、すべてを台なしにしたいか？」

　アリスはまだ騒さわいでいる若い戦士を一ひと睨にらみしてから、また歩き始める。

　一人の戦士が立ちふさがる。片目だが、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうでかなりの巨きよ体たいだ。周囲も止めない。おそらく強すぎて止められないのだろう。どうやら出番のようだ。ハバハリの言葉で語る。

「この者は《荒々しき稲妻ライトニング・ワイルド》である。わたしは《予言する者》だ」

　片目の戦士が、眉まゆをひそめる。

「予言する者だと……？　言い伝えではなかったのか」

　別の戦士たちも騒ぎ始める。

「だが、兆きざしはあった」

「本物であれば、一族の太陽を導く者だぞ」

　片目の戦士が槍の柄えで派手に岩を叩たたくと、みな静まりかえる。道を空けてくれた。

　クラウンが戦士に感謝を述べ、歩みを再開する。一同は岩場に設置されたティピと呼ばれる先住民式テントの前に案内された。入る前に時間をみておく。もうすぐショータイムか……。

　アリスが足を止めた。不ふ穏おんな物音などない。視線のほうへレンズを向けると、わたしも凍こおりついてしまった──。

　天幕の奥に座っている人物の容よう貌ぼうに釘くぎづけだ。

　据すわったような半目に、切り揃そろえた髪かみ。着ているのは鳥の羽根で作ったドレスだ。胸も大きく、美女といえる部類だが、人目を引くのはそこではない。

　年の頃ころは十代後半。しかも、まったく同じ容よう貌ぼうの人物が二人いる。双ふた子ごだ。おそらくは一いち卵らん性せい双そう生せい児じだろう。

「……これが、長老だと……？　小こ娘むすめではないか」

　大陸共通語コモンランゲージで言えば判わからないと思っていたのだが、双子少女は眉まゆをひそめる。

　右の少女が、共通語で発言する。

「肯こう定てい。見た目が幼いことは認める」

　左の少女も、発言する。

「否定。我らはこのティピの中で、最も長い年月を生きている」

「……不老不死のチャームでもあるのか？」

　右も左も答えない。クラウンが紹しよう介かいしてくる。

「《双そう面めんなる者》バトゥーマだ」

「どっちが？」

「両方だ。彼女は二人で一人として扱あつかわれる」

　そいつは……斬ざん新しんすぎる長老だな。

　右と左で色合いもちがう。右は落ち着いたシックな羽根で、左側がわは鮮あざやかすぎる原色の羽根、スカートや胸、腹の辺りに色っぽい切れ込みを入れて、その隙すき間まから乳ち房ぶさが覗のぞいている。

「その隣となりがマニュリード酋しゆう長ちよう」

　いかにも温厚そうな、瞑つぶっているような細い目をした老人だ。長い白ヒゲが風格ある。手を立てて挨あい拶さつしてくる。

「大地との絆ミタクエ・オヤシンがあらんことを」

「あらんことを──」

　クラウンが挨拶を返すと、アリスも慌あわてて真ま似ねした。

　マニュリードが頭に被かぶっている羽根飾りウオー・ボンネツトは、クマの毛皮を使い、羽根が二ふた股またになるような特とく徴ちよう的な形をしている。なるほど、これなら異常なほど遠くても見分けられる特徴だ。

「わたしの名はミスター・マグナム。《予言する者》だ。人として列席を望む」

　ティピに集つどった面々に、動どう揺ようの声が巻き起こる。

　右のバトゥーマが、発言する。

「肯定。その者を《予言する者》と認めよう」

　左のバトゥーマが、発言する。

「否定。疑わしい」

　バトゥーマの右が、左を向く。

「肯定。《侵しん食しよくせし暗くら闇やみ》ゾォードの災さい厄やくは、この者によって挫くじかれた。精せい霊れいのお告げがそう示した。追つい及きゆう。汝なんじは精霊を否定する者か？」

　左のバトゥーマが憎にく々にくしげに眉まゆをひそめる。

「……肯定。この者を《予言する者》と認めよう」

「提案。大陸人の娘むすめ、《予言する者》を抜ぬくことを許す」

「あ。ありがとう」

　アリスはわたしを抜く。助かった。やっとメインの視覚装置ボルトレンズを使える。

「ねえ、何であの人が仕切ってるの？　酋しゆう長ちようが一番偉えらいんでしょ？」

「いいや。酋長は一族の意見を取りまとめる役目にすぎない。本当に力を持つのは長老などの知識階級になる」

「へぇ……」

　右のバトゥーマが平和の印いんを結び、立ち会いの儀ぎ式しきを終わらせる。

「座につかれよ。娘むすめども、パイプを」

　ハバハリの娘がパイプを運んできた。アリスは目を丸くする。

「何これ？」

　クラウンが吸い始めたのをみている。

「吸え。でないと発言権がなくなる」

「……ふーん」

　一口吸いこんで身動きが止まり、真っ青になる。

「ぶぼッ、けほっけほ！」

「わたしにも吸わせろ」

　怒おこったような手つきで、銃じゆう口こうにパイプを入れる。硝しよう煙えんとはちがったキツイ臭においだ。酋長たちがパイプを下げてくれたので、アリスに置いて貰もらう。

「これが最後の交こう渉しようになるであろう」

　マニュリードが苦く悩のうを刻んだ表情で告げる。

「もはや争いは避さけられぬぞ、クラウン」

「……酋長、しかし」

「お告げは、半年も前からあったのだ。しかも大陸人に攫さらわれ、吊つるされた」

　わたしが口を挟はさむ。

「あれは、無法者バンデイツツというこちらの世界の罪人の仕し業わざだ」

　バトゥーマの右が、発言する。

「否定。証明せよ」

　バトゥーマの左が、発言する。

「否定。口では何とでも言える」

　……証明手段などない。とは、言えない。ここに来て行き当たりばったりノープランのツケを払はらうことになりそうだ。

「バトゥーマ。呪術師ウイチヤシヤ・ワカンなら、黒い被かぶり物ものをし、黒いヒゲを生やし、手に黒いサソリのペイントをした者を、知っているだろう？」

　本当は入れ墨タトウーだが、先住民にとってはペイントのほうが判わかりやすいだろう。

　バトゥーマの右が、発言する。

「肯こう定てい。お告げはあった。たしかルーフと呼ばれる者」

　バトゥーマの左が、発言する。

「肯こう定てい。災わざわいの元げん凶きようであると、我が半身が告げた」

「その者が無法者バンデイツツを率いている」

　バトゥーマの右が、発言する。

「否定。証明せよ」

　バトゥーマの左が、発言する。

「否定。口では何とでも言える」

「彼と同じペイントが、攫さらった者たちの手にもあったはずだ。それが証しよう拠こだ」

　バトゥーマの右が、発言する。

「肯定、あったが──」

　バトゥーマの左が、あとを継つぐ。

「否定。大陸人の多くにそういった風習があるという可能性も棄すてきれない」

　……参まいったな。わたしたちの常識＝イコールエルダーズの常識、というわけではない。入いれ墨ずみがどういう扱あつかいをされているのかなど、向こうは知るよしもない。

　ノープランのつけが、じわじわ回ってきたぞ……。ビッグホーン牧場が焼け野原になる光景が脳裏をよぎる。この交こう渉しようが失敗したら、あの予言は現実になってしまうだろう。とにかく解決方法を探さなくては。

　マニュリードが首をふる。

「大陸人が殺し、大陸人が吊つるした。その事実だけで充じゆう分ぶんなのだ、クラウンよ。これは報復に値あたいする所業であろう？」

「しかし……」

　クラウンはそう言ったまま、言葉の接つぎ穂ほを失っている。このままでは戦争だ。

　落ち着け。相手に喋しやべらせて、隙すきを出させろ。論破してこっちの正当性を認めさせるしかない。

「さっき言ったお告げは、何と？」

「説明。闇やみが娘むすめたちを攫い、吊つるされて皆みな殺ごろしになると」

「説明。闇は大陸人であった。お告げは真実であった」

　また闇か。エルダーズは大好きだな、この曖あい昧まいな表現が。だが、ちょうど良い。ここを突つかせて貰もらうか。

「では、闇が大陸人でないことを証明しよう」

　バトゥーマの右と左が、同時に目を瞠みはる。

「まずわたしの主人、アリスも大陸人だ」

「肯定。大陸人である」

「肯定。異存はない」

「攫われた娘を助けた。この時点で『皆殺し』であるというお告げは成立していないだろう？」

「肯こう定てい……」

「………………」

　わたしはすかさず問い詰つめる。

「左のバトゥーマ。肯定か、否定か？」

　左のバトゥーマが歯を食いしばってから、吐はき棄すてるように言う。

「……肯定」

「さて、どうしてお告げは崩くずれたか？　わたしの主人が〝お告げにあった争いに介かい入にゆうした〟からである。そして、わたしの主人は大陸人だ」

　右も左も黙だまりこくっている。左のバトゥーマのミスに気づいたからだろう。主張を強くするために、大げさに言った言葉──これがミスにつながったのだ。

「おまえは、《予言する者》が信しん頼らいする仲間を闇やみだと言った。バトゥーマは呪術師ウイチヤシヤ・ワカンであると同時に、ハバハリ族の長老だったな。その気け高だかくあるべき者が、よりによって《予言する者》が闇に荷か担たんしたなどと言って侮ぶ蔑べつし、敵に回そうなどとは考えていないだろうな……？」

　バトゥーマどころか、ティピにいる全員の顔が蒼そう白はくだ。話はもはや、エルダーズと大陸人の紛ふん争そうではない。《予言する者》という重要人物との外交問題にすり替かわっている。

　ノープランを逆手に取った、強引すぎる駆かけ引ひきだ。リスクもある。わたしを危険人物とみなし、こいつらが一いつ斉せいに襲おそいかかってくる可能性すらある。

　ざわざわと小声で話しあっているエルダーズたちに、クラウンが声をかける。

「──提案がある。《予言する者》が言っていることは真実であると、わたしが保証しよう」

　バトゥーマの左が、発言する。

「否定。利害が一いつ致ちする者たちだ。信用出来ない」

「ならば、このまま闇が大陸人であると主張し続け、《予言する者》との関係を悪化させるか？」

　右のバトゥーマが言う。

「否定、それは望まない。大陸人が闇であるとの発言は取り消し、バトゥーマに謝罪も……」

　左のバトゥーマが鋭するどく言う。

「肯定──」

　場が凍こおる。

　誰だれもが緊きん張ちようした面おも持もちで左のバトゥーマをみつめている。……マズイな。こいつ、やる気か。

「そもそも、《予言する者》が《予言》出来るのであれば、なぜ娘むすめが吊つるされる前に助けない？」

　ざわめきが起こる。また旗色が悪くなった。

「そうしようとはした」

　右のバトゥーマが、発言する。

「否定。この者は、噓うそをついている。汝なんじらは闇やみが蠢うごめく間、遠い火山にいた」

　左のバトゥーマが、発言する。

「否定。《予言する者》かもしれぬが、愚おろか者ものだ」

　銃身バレルにズキッと痛みが走る。バトゥーマの言う通り、わたしは判断を誤った。

　悠ゆう長ちように火山へ向かわなければ、ダーキッシュ・スコーピオンを集団化する前に叩たたき潰つぶせただろうし、近きん隣りん集落の略りやく奪だつも防げたはずだ。ビッグホーン牧場の死者も減らせたろう。

　ハバハリ族の怒いかりをみるに、ルーフによる工作はもっと前から始まっていたのだろう。スタンピード地方の動向さえ注視していれば、阻そ止し出来たはずなのに……ッ！

　悔くいても遅おそい。そもそもノープランで挑いどんだ交こう渉しようじゃないか。これが限界だ。

　…………開戦、だな。




「────バッカじゃないのっ！」




　そう叫さけんで、立ち上がったヤツがいるんだ……。

　アホだ、アホだと常々思っていたが、アホで間ま違ちがいなかった……。

　わたしの主人、アリス・ヘイワードは、バトゥーマを指さしてバカ呼ばわりしたのだ。

[image: ]

　大陸共通語で、先住民を示す語は『エルダーズ』──長老は『エルダー』だ。『あの連中は長老たちエルダーズの言いなりだ』というのが、先住民エルダーズの語源である。

　つまり、長老は絶対権力の持ち主。そいつをバカ呼ばわりしたのだ……。

　バトゥーマの右も左も、驚おどろきに目を剝むいている。

「あんたも、あんたもよ、バトちゃんズ！」

　右のバトゥーマが、左をみる。

「バトちゃん……？」

　左のバトゥーマが、右をみる。

「バトちゃんズ……？」

「そうよ、バトちゃん両方で、バトちゃんズ！　あんまりにも怒おこりっぽすぎるでしょ。特に左のバトちゃんね！　ハイ、これ舐なめて落ち着きなさい！」

　そう言って長老少女二人にぺろぺろキャンディーロリポツプを一本ずつ渡わたす。渡されたバトゥーマはロリポップを持ったまま困こん惑わくしている。

「……あとミスターもよ！」

「わたしもだとッ!?」

「あったりまえでしょッ。やってたの、完全に口ゲンカじゃない。それ売り言葉に買い言葉って言うんだから！　ケンカして女に謝らない男はオカマヤロー、ってお姉ちゃん言ってたわよ」

　またメラニーか。あいつはホント、教育に悪い姉だな。

　クラウンが、アリスの背中を軽く叩たたく。

「立ち上がってはいけないしきたりだ。座って……」

　今度はクラウンを指さしている。

「うっさいの！　クラっちも、ここ来てからザコっぽくてダメダメじゃないッ！　ヒゲ生やしてれば偉えらい、と思うタイプだよね？　全然、偉くないから！」

「ク、クラっちッ……？」

「ほら、あたしの言葉、みんなに訳してッ！」

　アリスが足をドン、と踏ふみ鳴らしたので、ティピにいる一同が一いつ斉せいにのけぞる。

「揚あげ足あし取りばっかりしてッ、理り屈くつコネコネして、みィーんな頭が良いのかもしれないけど、それで相手を言い負かしたあと、誰だれかが幸せになれるのかしらねっ!?」

　なっ──、

　なんっ、だ……おかしいぞ。

　アリスがいま正論を言った気がする！

　誰も反論出来ていないぞ。バトゥーマも「否定」と言い出さない。通訳したクラウンも、アリスの言葉を伝えたあと、考えこんでいる。




「いま、ここで、一人でも──戦争になったあと、誰かが流す涙なみだのこと、考えて発言した？」




　…………このダメ押しは、パーフェクトだ。誰だれ一人、アリスに反論しない。

　論戦に没ぼつ入にゆうする余り、わたしたちは大事なことを忘れていたのだ。

「ハバハリの人たちだって戦争したくないでしょ。こっちだって同じ気持ちなの！　信じあってよ！　噓うそつき呼ばわりとか、揚あげ足あし取りとかやめて。戦争を起こさないために、どうすればいいのか、みんなでちゃんと考えてよォ！　責めるんじゃなく、前向きに！　判わかったッ!?」

　アリスは言い切ってハァハァいいながら、座る。

　酋しゆう長ちようがすかさず発言する。

「賛成の者はパイプを鳴らせ」

　鳴った。全員、だ。

　マニュリード酋長は穏おだやかな目でアリスをみつめ、問う。

「この争いの原因は？」

　答えはわたしが継つぐ。

　アホに答えられる質問じゃないからだ。アホとはいえ、本日一番の勝者ウイナーだがな。

「災わざわいをもたらした者、ルーフと呼ばれる闇やみとわたしたちは戦っている。いずれ、決着をつける。そいつさえいなくなれば、争いはもう起こらないだろう」

　バトゥーマの右が、発言する。

「否定。その約束は不確定である」

　バトゥーマの左が、発言する。

「否定。勝てるとは思えない」

「勝てるし、約束出来る。わたしは《予言する者》だぞ？　未来をすでに知っている」

　格好つけて言ったものの、ハッタリブラフにすぎない。ムチャクチャな理り屈くつだが、《予言する者》というブランドは先住民エルダーズ社会には浸しん透とうしている。説得力はあるはずだ。

　マニュリードはわたしに目を移す。

「《予言する者》としての力を、形に出来るか？」

「争いを避さけられないと言ったな。酋長。その上、あなたが死んだら──争いは避けられないだろうな？」

　ティピの空気が凍こおる。

「……どういう意味か、《予言する者》」

「予言する。あなたはもうすぐ、銃じゆう声せいなく飛来する弾だん丸がんによって命を落とすだろう」

　右のバトゥーマが叫さけぶ。

「否定。汝なんじは我らと戦う気かッ？」

　左のバトゥーマが叫ぶ。

「否定。交こう渉しようは終わりだッ！」

「落ち着け。敵はわたしではない。だが、わたしは敵の動きすら予言出来る。なので襲しゆう撃げきをかわすことも出来る」

　バトゥーマの右が、発言する。

「否定。何が言いたいのか？」

　バトゥーマの左が、発言する。

「否定。説明しろ」

「証人になって欲しい。わたしが酋しゆう長ちようの命を救ったと」

　バトゥーマの左が叫さけぶ。

「否定。信用など出来ようものか！　汝なんじの仲間は同どう胞ほうの娘むすめに銃じゆうを突つきつけ……ッ、」

　酋長ピースメーカーマニュリードが叫びを制する。

「その者を宥なだめて、銃を収めさせたと聞く」

　救った娘むすめたちをバンプが撃うとうとした件か。報告されていたわけだ──。

「我は《予言する者》に、高潔なる精神をみた。救っていただこうか」

　バトゥーマの左が叫ぶ。

「否定。決めるのは酋長ではない！」

「ならば、賛成の者はパイプを鳴らせ」

　──鳴った。

　驚おどろいたことに、バトゥーマも、だ。正確には右のバトゥーマだが。その他の長老たちも一いつ斉せいに鳴らした。鳴らしていないのは左のバトゥーマのみだ。右を睨にらみつけている。

「……貴様」

　右のバトゥーマは涼すずしげな顔をして、わたしに視線を向けてくる。

「肯こう定てい。ただし、条件がある」

「何だ？」

「条件。ハバハリの精せい霊れいは、ルーフが争いの中心にいると告げた。倒たおせ。結果は精霊が教えてくれよう。次の満月までに精霊のお告げがなければ、開戦する」

　次の満月は、一週間後。それまでにルーフを倒せばいい。悪くない条件だ。

「望むところだ。約束しよう。立て、アリス。あと二四秒で開始だ。酋長、羽根飾りウオー・ボンネツトを渡わたしてくれ！」

　酋長の目が大きく剝むかれる。クラウンが血相変えて止める。

「羽根飾りウオー・ボンネツトは先住民エルダーズにとって聖なる物だ。貸し出すなどありえない！」

「理解している。だが、貸すか、死ぬか──だ。さあ、どちらを選ぶ？　マニュリード」

　老人は自らのヒゲを撫なでて二秒考え、頭上の被かぶり物ものを取る。

　左のバトゥーマの顔が憎ぞう悪おに歪ゆがむ。

「酋しゆう長ちよう！　あなたの決断は間ま違ちがいだ！」

「新しい風が吹ふいた。我はこの者のつむぐ太陽を信じる」

　アリスは羽根飾りウオー・ボンネツトを受け取り、頭に被かぶる。

「天幕を出ろッ！」

　見張りの戦士を突つき飛ばして外に出る。

「岩のほうに向かえ、三、二、一──伏ふせろォ！」

　アリスは速度も殺さず、咄とつ嗟さに跳とび伏せる。

「……来ないよ？」

「動くなッ」

　アリスがふり向こうとしたので怒ど鳴なった。

　あと三秒──こんな程度で避さけられるのか、と思うだろうが、避けられるのだ。狙そ撃げきはその距きよ離りゆえに、発はつ砲ぽうから着ちやく弾だんまでにかなり長いタイムラグがある。

　放った弾丸は、数秒経たって届くことになる。もし狙ねらい通りグリスド・テーブルマウンテンの頂上からだとしたら、《卓越者カイオワ》の弾速強化効果をもってしても五秒程度のタイムラグが発生するだろう。その間、ロックフェローは放った弾丸の行方ゆくえを見守ることしかできない。

　発砲のタイミングさえ把は握あくできていれば、避けることは可能だ。

　──来たッ！

　アリスの背中をかすめていった銃じゆう弾だんが、その向こうにある二バレッセルもの大岩を、粉々に砕く。吹き飛んできた石せつ塊かいがアリスの額をかすめ、血を流させる。

「──ツっ、何あれ！　何あれぇええ！」

「赤の《粉砕鉄拳ポスクウ・エンオームーク》だ、起き上がって逃にげろッ！」

　そこから大地がみるみる粉ふん砕さいされる。地割れが迫せまってきて、茫ぼう然ぜんとしていたアリスも青ざめて跳はね起きる。滑かつ空くうストライド走法で走る。背後の地面がみるみるうちに陥かん没ぼつし、底も見えないほどの断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきが作られていく。阿あ鼻び叫きよう喚かんの悲鳴が聞こえる。ハバハリ族の戦士も地割れに呑のみこまれ、パニックになって逃げだしている。ティピにいた者も、みんな避ひ難なんを始めている。

「いやああああっ、落ちるうぅぅ──ッ！　何でああなるの!?　どこから撃うたれたの!?　何であたしを狙ねらうの!?」

「質問は一つに絞しぼれ！」

　三バレッセルもの地割れをハイジャンプで跳び越こえてから、また走る。

「じゃあ、あたしを狙う理由ッ！」

「その羽根飾りウオー・ボンネツトのせいだ。ヤツはいま、青き《卓越者カイオワ》のサーチ能力を使って人ひと影かげしかみえていない。それもかなり小さい影でな。よって羽根飾りウオー・ボンネツトの形でマニュリードかどうか判断するしかない……おい、取るなよ？」

　羽根飾りウオー・ボンネツトにのばそうとしていた手が止まる。泣きそうな顔でこっちをみる。

「同情を引こうとしてもムダだ。さあ八秒後に次じ弾だんが来るぞ」

「何で判わかるのッ」

「ヤツの射しや撃げきを何度かみた。装そう塡てんに一二秒かけ、狙ねらいに七秒かけ、三秒確かく認にんしたのち、撃うつ。機械のように同じことしかしないヤツだ。そら、伏せろ」

　アリスが伏せた途と端たんに、また弾丸がかすめる。一四バレッセルほど向こうに着弾したかと思うと大爆ばく発はつが起こってアリスが吹ふき飛ばされる。今度は赤き《大地の雷キ・ベダギ》か。転がって崖がけに落ち──る、寸前でギリギリへりをキャッチ！

「ぎゃあああああああああッッ、ぎゃああああァアアッッッ！」

「うるさい。次から伏ふせる戦法が使えなくなるのだ。静かに考えさせろ」

「ミスターの人でなしっ！」

「銃じゆうだからな。さっさと上がれ」

　地割れの崖を蹴けって一回転して地面に復帰、死にそうな顔で走っている。よし、〝使えるほうのアリス〟になってきやがった。こいつは生命の危機を覚えないと、本気が出ないからな。

「岩場に行って、グリスド・テーブルマウンテンがみえなくなる位置に隠かくれろ」

　アリスは巨きよ岩がんの裏に回ると、スライディングして座りこむ。

「五秒やる。息を整えろ」

　全力ですーはーして、汗あせを拭ふいている。

「……そこまで。おそらく次がラストショットだ」

「何で判るの？」

「刻紋弾エンブレムド・バレツトの効果時間は、弾たまによって基準があるものの、術者の保有するオロゴ量によっても左右される。ヤツは大自然グレート・ネイチヤーズと一体化するという願望を持つ変人だ。オロゴが常人を超こえていることは予想していた。だが、師し匠しようはいない。おまえレベルではあるまい。だとすると、次が限界だろう」

「判ったわ……で、どうするの？」

「動くな」

「……へ？」

「だから、動くな。じっとしていろ」

「…………えっと、ミスター？　ラストショット、来るんだよね？」

「来る。あと一〇秒」

「じゃあ逃にげなきゃだよねええッ？」

「逃げるな。動くなと言ったのが判らないのか？　微び動どうだにもするな。何があっても、絶対だ。いいか、何度でも言う。動くな。絶対に動くな。たとえ死んでも動くな」

「ふぇえええん、何この血迷った戦法！　もうやだよう！」

「泣くな。視覚同調キヤストアイ出来ないと何度言ったら判わかるんだ」

　三、二、一──。

　チュンッ、と岩の真横を一発の弾だん丸がんが抜ぬけていく。




　なんとか………………引き分け、か。




　手て強ごわいなんてレベルじゃない。完全にリードされていた。勝てたのは、刻紋弾エンブレムド・バレツト戦の経験の浅さを突つけたからにすぎない。もし向こうのチャームガンが経験豊富なヤツだったなら、死んでいたろう。

　銃じゆう口こう下のレンズがガクガクして何もみえなくなる。台だい尻じりのほうの視覚装置ボルトレンズに切り替かえてみると、アリスの顔から血の気が完全に失うせていて、痙けい攣れんするように震ふるえまくっている。

「……何…………？　何なの……？　いまの……？」

「赤の《蛇牙アネイトウエーセ》──装そう甲こうや遮しや蔽へい物を突き抜ける貫かん通つう力と、死に至る毒を兼かね備えた強力な刻紋弾エンブレムド・バレツトだ。岩に隠かくれた時点で絶対に使ってくると思っていた」

「運良く……狙ねらい外してくれた……？」

「いいや。伏ふせて弾道を避さける、という流れを二度くり返したので、相手はおまえが回かい避ひをすると踏ふむ。だとすれば、次は下半身を狙ってくるのがセオリーだが、《千里眼》は頭が良いので〝伏せたら撃うたれるとこっちが読んでいるのを見越こして、最後は横っ跳とびでかわすだろう〟と予測する。右か左かの二択たくになるが、おまえ跳べって言われたらどっちへ跳ぶ？」

「右」

　アリスの右をチラッとみる。弾だん痕こんがある。

「当たっているな。さすが《千里眼》だ」

「………………」

「だから動くなと言った。当たっていたろう？　文句ばかり言ってないで、少しは感謝しろ」

「あははははは」

「アリス？」

　虚うつろな笑い声を上げながらアリスは穴を掘ほり始める。何やっているのか問おうとしたら、わたしは銃口を穴に突っこまれ、半分埋められた。

　恩知らずのご主人様マイ・マスターめ。




　　　　†




　戦っている間は気がつかなかったが、爆ばく発はつやら何やらが起こったせいで、慌あわてた騎き兵へい隊がレッドリバー突とつ入にゆう──あわや戦争勃ぼつ発ぱつまでいきかけて、クラウンが引き揚あげさせて……。

　そのあとようやく、わたしたちは陣じん営えいに戻もどることが出来た。騎き兵へい隊の連中は、開戦を免まぬかれたことを知って少し緊きん張ちようを緩ゆるめている。

　ナーバスになったアリスが、地面に座ってロリポップを舐なめて復活して、「さあ出発」だとわたしが告げたあとだ。

「心配だメェ……おぜうさま」

　馬に跨またがるロッキーに、メリーが声をかける。瞳ひとみは溶とけるようにうるうるで、いまにも鞍くらから引きずり下ろさんばかりだ。

「銃じゆうさん、メェも行きたいメェ」

「ダメだ。おまえは残れ」

　こいつの《死の運命》は消しよう滅めつした。もう守る必要はない。

「メェだって戦えるメェ！」

「確かに、弾たまをはじくなんて芸当はすごすぎる」

「だったら！」

「しかし《千里眼》ロックフェローは甘くはない。ヤツの使うローリング・ブロック・ライフルの70口径弾だんをくらったらフランベルジュの刀身なんて真っ二つだ」

　食い下がりはそこまでだ。メリーはうつむく。カウベルが、哀かなしそうにチリンと鳴る。

　クラウン中将の陣営にいる。三〇〇名近い騎馬の兵士が駐ちゆう留りゆうし、テントが張られ、丸太を尖とがらせて並べた即そく席せきの城じよう壁へきもある場所。ここなら無法者バンデイツツが来ても安全だ。

「大だい丈じよう夫ぶですわ、メリー。きっと無事に戻ってきますわ」

「おぜうさまぁ……」

　涙なみだに濡ぬれた目で見上げて、ロッキーの腰こしをぎゅっと抱だいてから、メリーは馬から離はなれる。

「出発するぞ」

「きっと──ご無事でメェエエエ──っ！」

　いつまでもメリーが手をふる。騎兵隊の面々も腕うでをふり上げ、英えい雄ゆうでも見送るかのように声をかけてくれる。別れを惜おしむ声、励はげましの声、感謝の声──。

　騎兵隊たちが、声を揃そろえてコールする。

「ライトニング・ワイルド！　ライトニング・ワイルド！」

　いまの休戦が、わたしたちの活かつ躍やくによってもたらされたことを、兵士たちは知っているのだ。

「……すごいですわね。大人気」

「えへへ」

　顔を赤くして頭を搔かいてやがる。

「調子に乗るな。まだ終わってないぞ」

「判わかってるもんッ！」

　陣地を出て、河沿いの街かい道どうを行く。向こう岸でハバハリ族が十人くらい併へい走そうしている。槍やりをふり上げ、歌うような声を発している。あの片目の大男もいる。

「何？」

「酋しゆう長ちようの命を救ったことへの感謝の言葉だ」

「ハバハリ族のみんなにとって、大事な人だったんだね……なら、良いや」

「何が良いのだ？」

　アリスはわたしに微ほほ笑えみを向けてくる。

「命を賭かけて良かった、ってこと」

　…………こいつマイ・マスターめ。功名でも、カネでもなく、正義でも、主義でもなく──そんな小さなことで、こいつは生死を賭け金チツプに乗せられるのか。まったく……清すが々すがしいほどのアホだな。だが、いいアホだ。こいつの銃じゆうであることを、誇ほこらしく思う。

　街かい道どうが岸を離はなれる。ハバハリ族に手をふりながら、戦場になるはずだった場所を後にする。

「さあ──最終決戦だ」

「打だ倒とうルーフ・コルトンですわね。でも、居所は判わかりますの？」

「一つしかない」

「へ？　どうして判るの？」

「アズールから予言を受け取った。どこで戦うことになるかは、その中に示されていた」

「……どこ、ですの？」

「ナコ砂さ漠ばくの《呪のろわれた谷》と呼ばれる場所だ」

　二人の顔が、みるみる青ざめる。

「呪われたってッ？」

「モザード族がそう呼んでいるだけだ。何度も通った。心配ない」

「ホントに？　誰だれも死んでない？」

「…………。死んだ」

　ロッキーがきょとんとする。

「誰がですの？」

　これは困ったな。本人の前で答えなくてはいけないのか──。




　　　　†




　一晩と一日鳴り響ひびいた蹄ひづめの音が、午後には砂埃スモークにくぐもってきた。一歩ごとに派手に巻き上がる砂。ここはスタンピード地方最大の荒こう野や──ナコ砂さ漠ばくと呼ばれている。

　スタンピード大平原プレインズの一画であり、北にグリスド・テーブルマウンテンが控ひかえ、南に巨きよ大だい渓けい谷こくレッド・ストライプ・バレーが控えるという、多た彩さいな景観をみせる砂漠だ。その間を縫ぬうように台地と盆地のくり返し地形ベイスン＆レンジがある。

　最終目的地に着いた。ナコ砂さ漠ばく南なん端たんにある砂の谷。人が滅めつ多たに通らない場所だ。草どころか、サボテンも少ない。ねじくれた樹木は見かけるものの、葉は一枚もなく、立ち枯がれている。

　この赤茶けた道を、二頭の馬が進んでいる。谷は不自然なほど静まりかえっているし、馬上の二人も葬そう式しきみたいな顔をしている。

「……ねえ、この谷で……ロッキーが死んだの？」

「今度は死なせない」

「作戦あるんだよね？」

「………………………………」

「……ミスター？」

「考えたのだ、アリス。道中、ずっとな……」

「うん……」

「どんなに作戦を見直しても、どうしても守りの要かなめ《立ち上がる熊マチユナーザー》なしに相手の手を封ふうじることが出来ない」

　わたしの告白の重要さに気づいたのだろう。相づちすら打てなくなったアリスの額から、汗あせの玉が滑すべり落ちていく。

「でも、初戦は勝ったし……」

「だから問題だ。あのとき仕留めなかったことで、敵は本気になった。やる気のなさが、ヤツの唯ゆい一いつの弱点だった──今日は、眠ねむれる獅し子しを起こしたツケを払う日ペイ・デイだ」

「その役割、わたくしではダメですの？」

「ロッキーは先行させない。何があってもアリスより先に馬を進めるな。《千里眼》はアリスに始末させる」

「えっと、あたし頭良くないから判わからないんだけど、そうなると……どうなるのかなあ？」

　言いにくいことを、言うしかなくなったようだ。




「正義のために死んでみる覚かく悟ごはあるか？　──ということだ」




　アリスの顔から血の気が失われる。

　弱気になって、二人とも引き返してくれればいい、と──わたしは思ってもいる。

　いまわたしの脳裏をよぎるのは、アズールの《第二の未来セカンド・フユーチヤー》が指し示した、二つの悪夢。




　馬から崩くずれ落ちていく、ロッキーの最後の瞬間ラスト・シヨツト──。

　棺ひつぎの中で、花に包まれて横たわる、アリスとの最後の対面ラスト・ミート──。




　二つの《死》があるとすれば、まさにここだ。この戦いは、わたしの大切な者のどちらかを、ヘタすると二人とも殺してしまう可能性すらある。

　だから、アリスがあきらめてくれればいい……いまさらそんなことを思って、厳しい言葉を選んでいる。弱いな……わたしは。

「ルーフという凶きよう獣じゆうを野放しにしたら泣く者がいる。戦争で命を落とす者にも家族がいて、泣く者がいる。ゾォードのときとはちがう。失敗しても、世界が続く。痛みだけを残して」

「痛み──」

「正義とは自己満足だ。救えたとしても、何の報ほう酬しゆうもない。名も知らない誰だれかの〝流されなかった涙なみだ〟だけで満足しなければならない。おまえは、そんな代しろ物もののために死ねるか？」

　ぐっと手た綱づなを握にぎる。瞼まぶたも、きつく瞑つぶっている。

「酋しゆう長ちようを救って良かった、と言ったな。だが、その言葉には途と方ほうもない重みがある。救ったことで、救い続けなければいけなくなった。楽に勝てない相手だからと避さけていては、おまえは正義を消失ロストする」

「前にも言ったよね……途方もない重み……ってフレーズ」

「ギャング団のアジトで、おまえが簡単に復ふく讐しゆうを口にしたときだな。今度も同じだ。おまえは正しいことを言った。だが、正しいことを貫つらぬけば、道は地じ獄ごくにしか通じない。失うのだロスト──。おまえは命ライフを。わたしは主人マスターを────それでもやるのか？」

　アリスはうつむいたが、しばらくして顔を上げる。正直、驚おどろいた。その口元に微ほほ笑えみが浮かんでいるのだから。

「こうみえて正義のヒロインとか、やってみたかった女よ？」

　だから………………流し目、やめろ。

「ミスターは理り屈くつをコネすぎなんじゃないの」

「何だと？」

「ただ、ロッキーを守りたいのよね？」

　言葉が────ない。そう、なのか……？　いや、そうか？　そうなのかもしれない。

　ロッキーにレンズを向けて──真っ赤になった顔をみて、ようやく気づいた。

「…………そう、だな」

「正義なんて小難しいこと、クソくらえだわ。泣く人が一人でも減るなら、それがあたしの生きた証あかしになるわ。自己満足でもいい……誰かの笑顔を守りたいよ。だから、考えるのはミスターがやって。ミスターが指し示すほうへ、あたしは銃じゆう口こうを向けるだけ。それでいいの。それがいいの」

「そうか……」

　未来のロッキーの死の瞬間ラスト・シヨツトが、心の中で蘇よみがえる。馬上から地面に落ちて転がる、その姿。

　あの光景は、重い──。

　とてつもなく重くて、スプリングが切れそうになる。




　一発の銃じゆう弾だんにはその重量とは別の、途方もない重さヘヴイ・ウエイトがある──。




　ファルコン《ショートリーフ》イングラムの言葉が示す境地が、いまはわたしにも判わかる。

　すべての弾たまは、当たるべくして当たる。肉体に穴を空け、命を奪うばうだけでは飽あき足らず、残された者の人生を重くするのだ。背負えなかった。《復ふく讐しゆう者》アリスが一晩で背負ったものから、わたしはずっと逃にげ続けてきた。だが──……、




　もう────逃げないッ！




　この先にいるのは、伝説レジエンドよりも遙はるかに強い〝揺るぎない伝説トウルー・レジエンド〟だ。

　勝てる相手ではない。むしろ負ける相手だ。それでも勝ってみせろ。このアリスは守り切ってみせろ。ロッキーを失って拠より所どこをなくし、己おのれの憎にくしみだけを信じてゾォードを修しゆ羅らのように追い立て続けた、あの《復ふく讐しゆう者》アリスをくり返させるわけにはいかないッ！

　やれるさ。

　伝説を超こえてみせろ、ミスター・マグナム！




　…………銃弾に込められた哀しみの連鎖ヘヴイ・ウエイトを、いま断ち切れッ！




「走れッ、ヤツはこの先の谷にいる！」

「ハイヤーッ！」

　アリスはホルスターからわたしを抜ぬくと、馬を全力疾しつ走そうさせる。

「《我と繫がるすべての叡智よミタクエ・オヤシン》──」

　戦いに向けてチャームをスタンバイさせる。荒こう野やを通ってきたのでオロゴは充じゆう分ぶんだ。オロゴがあれば勝てる相手、でもない……今回は厳しい。しばらく走ってから気づいた。崖がけの上に誰だれかいる。《魔犬》スティールだ。高みの見物をしていやがるのか。良いご身分だ。何か喋しやべっている。聴音装置バレルマイクを増ぞう幅ふくして聴きき取る。




「────美しき牧場主よ。貴方あなたに相応ふさわしき最後ラスト・シヨツトを──ご堪たん能のうあれ」




　前の未来でも、言ったセリフだ。前の戦いもヤツが仕組んだことなのだろう。ルーフを囮おとりに使う手口、谷という待まち伏ぶせに適した地形。ロッキーを殺した弾丸は、ヤツの〝演出〟だったのだろう。

　アリスもスティールをみているので、詳くわしく観察しようと視覚同調キヤストアイする。ヤツの眼帯代わりになっている精密時計クロノグラフの、計測用ストツプウオツチになっている長針が──一二時のところでピタッと止まる。

　ゾク、と何かが銃身バレルを走る。

「……来るぞ、アリス。備えろ」

「何が？」




「メェエエエエエエエェェェ──ッ！」




　乾かわいた岩いわ肌はだに反はん響きようしながら、悲鳴が響ひびき渡わたる。アリスが目を瞠みはる。

「メリーの悲鳴よッ!?」

「ありえない！　あいつは騎き兵へい隊陣じん地ちにいるのにッ……」

「先に行きますわ！」

　ゾッとするほど聞き覚えのあるセリフ。慌あわてて後方に視覚装置ボルトレンズを向けると、ロッキーが馬を猛もう加速させて追い抜ぬくところだった。

「待てッ、先行するなと言ったろう！　スティールの策略だ！」

　わたしの言葉など届いていない。みるみる引き離はなされていく。見覚えのある崖がけ道みちを曲がる。

　荒あれた平原に出る。視界が一気に開けて──……‥

　視覚同調キヤストアイしてアリスの目で見る。突とつ撃げきしていくショットガン・クイーンの姿がみえる。ロッキーが突撃する先──百バレッセル向こうの大岩で葉は巻まきをふかしている男がいる。反そりかえった顎あごヒゲに、黒ダスターコート。ドクロつき黒テンガロンハット。ルーフ・コルトンだ。メリーを押さえつけ、盾たてにしている。右手に円えん筒とう刃身のナイフ。メリーの喉のどに刃を突つきつけて笑えみを浮かべている。

「いますぐメリーを解放なさいませ！　でなければ、撃うちますわよ」

　ルーフは歯をみせて笑う。ロッキーは二挺ちようのショットガンをダブルで構えて──。







「わたくしのメリーを────お放し遊ばせッ！」




　マズイぞ。あの場面を再現している。悪い流れを断たなければ、向こうの思うがままだ。

「刻紋弾エンブレムド・バレツトを使う！　一番──、」

「あたしが、やるッ!!」

「はァ!?」

　アリスは足を鞍くらに引っかけ、ぶら下がって地面の石を一つ摑つかむと、そいつを水みず袋ぶくろに入れて縛しばり口ぐちを握にぎって回し始めた。即そく席せき投石器スリングのつもりか？

「やめろッ！　わたしの命令を、」

「あたしを信じてッ！」

　その言葉に黙だまらされたわけではない。

　アリスの瞳ひとみに猛もう禽きんの輝かがやきが宿っている。奇き跡せきを起こすときの目だ。やれるのか──？

「せィ──ッ！」

　石入り袋ぶくろを投げ放つ。

　そのとき、やっと気づいた。右サイドの崖がけの頂きに迫せり出た岩を支える棒があり、ロープで縛しばってある。

「アリス、トラップだ！　よけろ！」

「……へっ？」

　崖の上に人ひと影かげが現れ、ロープを引っ張った。悠ゆう長ちような反応をして上を向いたアリスが、大音おん響きようを立てながら転がってくる大岩をみて「ぎゃああああ」と悲鳴を上げて、岩に当たる寸前で馬をジャンプさせて勢い余って落馬したかと思ったが、接地のタイミングで転がって落下衝しよう撃げきを殺す。猛もう烈れつな砂埃スモークに包まれて、前が見えなくなる。放ほうった石袋の行方ゆくえも判わからない。

　スモークが途と切ぎれて、視界が戻もどった瞬しゆん間かん──……‥







　────乾かわいた銃じゆう声せいが────────荒こう野やを、吹ふき抜ぬけて。







　ぼす、という麻あさの荷袋を投げ捨てるような音を発して、ロッキーの身が大地に落ちる。







　人が死ぬというのに、あまりにありふれた音だった。

　一人の人生に見合うほどの音では、決してなかった。







　やってしまった。

　また、やってしまったのだ……。

　あいつの命を失ってしまったのだ……。

「……すまない…………ロッキー……わたしは……」




「けほっ、けほっ、んもうッ！　何をしますの！　味方に当てるなんて！」




　……────ハァ？

　おかしい。いまロッキーが咳せきこみながら身を起こしたように見えたが？　わたしも、いよいよ幻まぼろしまで見るようになったのか──？

「あの石、命中させた、のか……？」

「ミスター言ったじゃない。最初は伏ふせれば当たらない、って。だからロッキーの背中を狙ねらって投げたの」

「言ったが、状じよう況きようがちがうだろうが！」

「ちがうから、さすがに向こうも、そうくるとは思わないと思って」

　────……、

　いかん。アリスに絶句させられた。成功しているし、悔くやしいが言うべき言葉は一つか。

「よくやった、アリス！　ナイスリカバリーだ！」

　ウザイぐらいに目をキラキラさせやがったぞ。

「ミスターに褒ほめられたっ!?　褒めるまでの借金ってヤツ、返したのね！」

「まだだが、無利子で出しゆつ世せ払ばらいにはしてやる！　ロッキー、近くの岩に隠かくれていろ！」

「は、はい……」

　人が絶望していたところを、あっさり覆くつがえしやがって──この素晴らしいフアンタステイツクアホが。さあ、面おも白しろくなってきたぞ。

「あのアスペン樹の下に、《千里眼》ロックフェローがいる」

「うんっ、今度はちゃんと銃じゆう声せいのほうをみたよ！　ライフルを草で隠してる」

　アリスの視線が一本樹に向かう。視覚同調キヤストアイすると、望遠鏡でも使ったかのような鮮せん明めいな視界が飛びこんでくる。アスペン樹の根元にある岩に、律りち儀ぎに隠れてくれている。目玉のタトゥーを彫ほったスキンヘッド。無ぶ精しようヒゲに、開いているのかと心配になる薄うす目め。伝説の狙そ撃げき手しゆ《千里眼》ロックフェローは若くから変わらない外見だ。素す早ばやく撃鉄を起こし、獲え物ものを狙う猛もう獣じゆうのような動作で、こちらに狙いをつけてくる。やはり本気か。

　天はわたしたちを見放さなかったようだ。耳鳴りのようなゴゥという音が聞こえた。わたしは叫さけぶように命じる。

「避さけるな、アリス！」

「判わかった！」

　今度は即そく答とうじゃないか。覚かく悟ごを決めたようだな。

「一番《卓越者カイオワ》、二番《駿馬シユンカ・ワカン》、三番は通常で、四番が《大地の雷キ・ベダギ》」

　風が横から強く吹ふきつけ、アリスの髪かみが舞まい、砂すな埃ぼこりで何も見えなくなる。わたしの真横を弾たまが通過していくドップラー音。ベスト・タイミングで風が吹いた。弾は風の影えい響きようを受けやすい。狙そ撃げきの天才ロックフェローといえど、突とつ風ぷうまでは計算に入れられなかったろう。

「何いまの!?」

「鉄てつ砲ぽう風かぜといってこの谷でしかみられない自然現象だ」

「風が味方フオロー・ウインドね！」

「未来の世界では向かい風アゲインストだったがな」

　アリスは刻紋弾エンブレムド・バレツトを装そう塡てんし終えて、ローディングゲートを閉じる。撃げき鉄てつを起こす。ロックフェローも装塡を終えて、同時に撃鉄を起こす。

　同時にショット──。

　アリスのファースト・ショットは青き《卓越者カイオワ》──隠かくれた敵を見抜ぬき、射程を延長して遠えん距きよ離り攻こう撃げきする刻紋弾エンブレムド・バレツトだ。《眼め》の形を光の線で描えがいた望遠照準器テレスコピツクサイトが、Ｖノッチリアサイトの上に出現する。《眼》の内側では、物もの陰かげにいる者の姿までもが曝さらけ出される。

　ロックフェローのセカンド・ショットは白き《立ち上がる熊マチユナーザー》──衝しよう撃げき以外の物理的損傷から身を守る刻紋弾エンブレムド・バレツトだ。クソ、予想通り守りを固めやがった。これで三番の弾だん丸がんは、ロックフェローに撃うっても意味がなくなる。どうする……？

　おまけにルーフがイヤな笑えみを浮かべやがった。

「──これで終わりだ、ミスター・マグナム！」

　円えん筒とう刃身ナイフが淡あわく光を放っている。刻紋弾エンブレムド・バレツトをすでに発動しているのか──？

「撃てッ、野や郎ろうども！」

　ルーフがナイフを振ふって合図すると、銃じゆう声せいがした。いきなり、蜃しん気き楼ろうのように空間が揺ゆらいだかと思うと、両サイドの崖がけに無法者バンデイツツたちが現れる。大人数だ。滑すべり下りてきて、一いつ斉せい射しや撃げきしながら迫せまってくる。

　刻紋弾エンブレムド・バレツト──銀の《息を殺すトナカイマーゴオ・リボアワ》だ。待まち伏ぶせ用の弾丸で、味方の姿や音を消して不意打ちさせることが出来る。《最後まで潜む猫エリプ・ドウク》に似ているが、大勢をターゲットに出来る。

　致ち命めい的だ。この距離、この人数での弾幕をくらったら、無事ではいられない。運良く当たらなくても包囲されるのは時間の問題だ。

　ここは──刻紋弾エンブレムド・バレツトで対たい抗こうするしかない！




「正義なき者よ、銃弾の鎮魂曲レクイエムを聴きけ──《銃と射手の交響曲シンフオナイズ》」




　わたしの意識がアリスのそれと重なる。わたしの頭脳とクロス・フィードバックを起こし、同一化シンクロする。

　アリスの目が──猛もう禽きんの鋭するどさを宿して開く。

　大勢の無法者バンデイツツたちの銃口が、わたしたちに迫って──、




「────撃て、アリス！」




　セカンド・ショットが放たれる。

　時間が濁だく流りゆうとなって流れる。《駿馬シユンカ・ワカン》による行動速度上じよう昇しようと、反射神経増ぞう幅ふくの効果だ。アリス以外のすべての者が、チンタラ動く。銃じゆう弾だんですら避さけられる速度で飛んで来る。この青い刻紋弾エンブレムド・バレツトはあまりに強すぎて、使えば伝説級のガンマンですら陳ちん腐ぷ化してしまう。

　だが──、

　この状じよう況きようは、その強大な刻紋弾エンブレムド・バレツトを使ってさえも、手に余る。

　飛び交かっているうちの、二発の銃弾が──あまりに致ち命めい的な方向に飛んでいる。

　一発目は、アリスに飛んで来ている。

　二発目は、ロッキーの頭部を貫つらぬこうとしている。

　アリスは《駿馬シユンカ・ワカン》を使っているので、弾たまをのけぞってかわせる。だが、ロッキーにその能力はないので、確実にあの世逝いきだ。

　このままでは、ロッキーが死ぬ────死ぬのだ──……‥

　何てことだ。わたしは発動のタイミングを見逃のがしたのか。何てミスを……ッ！




　────ミスじゃないわ。これで合っているのよ──。




　同調したアリスの《意識》が閃ひらめく。

　──何だと……？　なぜ、これで合っているというのだ？

　答えの代わりに、アリスはゆっくりと微ほほ笑えむ。




　思考爆発マインド・フレアが起きる。

　アリスによって把は握あくされる。宙を跳はねる血の滴しずくが。飛び交かう全銃弾の軌き跡せきが。生じた風圧の一つ一つが。アリスによって把握される。跳ちよう弾だんで爆はぜる石の破片が転がる先すら。そこにいる全員の呼吸すら。アリスによって把握される。銃がどこを向き、放たれた弾がどこに当たるのかすら。万物が剝むき出だしに解かい析せきされ、超高速思考アルテイメツト・シンクの中で容よう赦しやなく暴あばかれ──……‥

　アリスの意志が閃ひらめく──……、




　世界はあたしの手の中にオール・イン・マイ・ハンド────と。




　彼女はいま、完成され尽つくした美しい答えを、創造したのだ。




　────研ぎ澄まされた奇跡ゴツド・ハンドを──。




　葬送曲レクイエムが聴こえる。これは幻聴そらみみか？

　アリスの背に天使の翼つばさがひるがえり、羽根が舞まう。これは幻影まぼろしか？

　神が啓示を下すかのようにリベレーシヨン・ライク・ザツト──……、

　叡智の存在アリスは引き金を、絞しぼる。




　神のみに許される戯れゲーム・プレイが、開始された──。




　放たれた一発の弾丸は、回転しながら空間を斬きり裂さいていく。その軌き道どうはロックフェローが撃うった弾たまと重なりあい、その側面をかすめるように衝しよう突とつ。




　弾と弾が、跳ちよう弾だんしあって──軌道が変わる。




　その弾は、ロッキーを狙ねらった弾とぶつかって、ロッキーを救う。




　はじいた弾が他ほかの弾もはじき、弾丸衝しよう突とつの連れん鎖さが膨ぼう大だいに増えていって──……‥




　弾丸が、壮そう大だいで美しい〝衝しよう突とつネットワーク〟を形成する──。




　────《駿馬シユンカ・ワカン》が切れる！

　敵も味方も、何が起こったのか判わからなかったろう。

　敵は、何が起こったのか判らないまま、自分に空いた風かざ穴あなをみつめ、苦く悶もんの声と共に次々と倒たおれていく。

　莫ば迦かげている。こんなの、誰だれが信じるというのだ？




　弾丸のビリヤード────、だぞ。




　法ほ螺ら話もいいところだ。たった一発の通常弾で、二〇人近い敵を片づけてしまった。

　これほど完成された一発逆転が、現実に存在するとは──。

　奇き跡せきだ。《天使の一撃エンジエル・エンフオース》の、威い力りよくだ。

　この力は、人間の身に余りすぎる。全知全能オールマイテイー・ゴツドの破は壊かい力りよくに圧あつ倒とうされて、誰も声すら出ない。

　認めたくはない、が……。




　アリスはやり直しリローデツドによって、確実に────《復ふく讐しゆう者》を超こえつつある。




　末すえ恐おそろしい。伝説を超える伝説レジエンド・オブ・レジエンドになるポテンシャルが、このアリスにはあるのだ。




　天使の一撃エンジエル・エンフオースは終しゆう了りようし、アリスの羽根はもうない。レクイエムも聞こえない。しかし、戦いはまだ終わっていないし、オロゴを大量に持っていかれた。

　ルーフの笑い声が聞こえてくる。

「…………ハッハッハ、こいつはすげぇな！　あんなにかき集めた手下どもが一人も残っちゃいねえ。何をやったのかは知らねえが……強つええな。それも刻紋弾エンブレムド・バレツトってヤツの効果かよ？　まあ、どうでもいいがな……」

　メリーの顎あごにナイフの切っ先を押しつけ、軽く切る。メリーが悲鳴を上げる。

「この女を殺されたくなけりゃ、ミスター・マグナムを棄すてるんだ。そして、牧場主の娘むすめ！　テメェも岩の陰かげから出てこい」

「卑ひ怯きようよ！」

「もっと言え……もっと苦しめ。もっと哀かなしめ。顔を歪ゆがませ、泣き叫さけべ……俺ァなあ、そういうのが好物なんだよ、小娘。牧場主の娘もだ。あいつは美しい。血や臓ぞう物もつも綺き麗れいにちがいねえ。今度は失禁以上のものをみせて貰もらうぜ。ああ、たまらねえなあ……女が命いのち乞ごいしながら死んでいくのを想像しただけで、俺ァもう……」

　メリーの頰ほおを舐なめる。舐めながらナイフの刃はを耳たぶに這はわせ、軽く切れこみを入れて、流れ出た血をすすっている。

　メリーは震ふるえている。目に涙なみだを溜ため、歯を食いしばって耐たえている。

「──メリィィイイイ！」

　ロッキーが叫んで岩陰から出てくる。

「ダメだ、戻もどれロッキーッ！」

　ルーフの口元に悪あく魔まの笑えみが宿る。

「さあ、撃うてよ──ロックフェロー。テメェのショットで、この仕事は終わ…………」







　銃じゆう声せいが、した。







　ライフルの音だ。撃たれたのかと思い、素す早ばやくロッキーをみたが茫ぼう然ぜんと立ち尽つくしているだけで、着ちやく弾だん衝しよう撃げきや傷によろける様子もない。

　血をごぽっと吐はき出したヤツがいる。

　ルーフ・コルトンだ。喉のどの血を吐き出してから、ふらっとよろける。返り血を浴びたメリーが逃げだす。

「…………おい、撃ったの……は、俺じゃ……ねえか……よォ。何……で。ンなこと……しやが……る……何で……だ……」

　アリスの目が、ロックフェローの口の動きを察知した。最大聴ちよう音おんで音を拾う。

「スティールのシナリオには、『戦えウオー』とある。それのどこが戦いだ？」

「……俺に……声をかけたのは……おまえじゃねえかよ……」

「腰こし巾ぎん着ちやくもマトモに出来ないとはな」

「背後を…………守る……約束だ……ろ、が」

　二人が会話しているように思えたが、微び妙みようにズレている。おそらく二人とも独ひとり言ごとを口にしあっているのだろう。

「略りやく奪だつにかまけ、シナリオを歪ゆがめた。わたしが修正したのだ。この手で」

「……最高の相棒になれると……思ったんだ……ぜ？」

「連中をまんまと逃にがし、メリーも殺しそこねた。貴様が、バンプを取り込めるなどと過信したせいだ」

「どうしてだ……俺は…………こんなところで終わる器うつわじゃ……ねえのに……テメェ……なぜ、撃うちやがっ……」

「そして戦えと言われれば、人質を取るか──汚お物ぶつめ。これは思おぼし召めしだ。腐くさった物は土に還かえれと、大自然グレート・ネイチヤーズはおっしゃった……」

　ローリング・ブロック・ライフルに弾たまを込め、いまにも倒れそうなルーフの脳天へと、銃じゆう口こうを据すえる。

「答えろよ。おい……ロッ……ク……フェ──……‥‥」

「わたしの〝狩かり〟を、邪じや魔まするな。小者がピツプ・スクウイーク」

　銃声──。

　血が飛び散って、ルーフの近くにあったサボテンが赤く染まる。のけぞって倒たおれ、死後のうっとうしい痙けい攣れんもなく、魂たましいごと断ち切られるように、無法者集団バンデイツツ・クラウドの頭目は果てた。その死に顔は、地じ獄ごくでも〝殺人という快楽〟を求めていそうな、笑みにみえる紛い物を浮かべている。

　実に、ヤツらしい死にザマだ。

　さて──。

　フェアにやる気か、《千里眼》ロックフェロー────ならば、受けて立とう。

「ここからが本番だ、アリス」

「もうルーフ死んだよッ!?　戦っても無意味じゃない！」

「相手がライフル使いである以上、落としどころを決めるのは向こうだ。とにかく走れ！」

　アリスが駆かけだした途と端たんに、ロックフェローが次の銃じゆう弾だんを放つ。ローリング・ブロック・ライフルの銃口に赤い円えん陣じんが現れる。赤き《狂えるバッファロータタンカ・ウイトコ》──だとッ!?

「伏せろォオオオ──ッ！」

　叫さけんだが、叫ぶ前から意志は伝達されて飛び伏ふせている。背中を銃弾の嵐あらしがかすめる。銃声が途と切ぎれて聞こえないほどの猛もう連射だ。流ながれ弾だまをくらった崖がけが崩くずれる。砂煙スモークが押し寄せる。岩の転がる轟とどろきが左右から聞こえる。

　──走れ！

　何も見えない。それでもアリスは砂すな煙けむりの中を走り抜ぬけ、落石を避さける。銃じゆう弾だんがあらゆる場所に撒まき散らされ、当たっていないのが奇き跡せきのような状じよう況きようになる。

　劣れつ勢せいだ。だが、これでいい。知ってか知らずか、向こうは《立ち上がる熊マチユナーザー》と、オロゴを激しく消費する《狂えるバッファロータタンカ・ウイトコ》を組みあわせている。

《立ち上がる熊マチユナーザー》は待機にそれほど消費しないが、ダメージを打ち消すたび、大量のオロゴを使う。この要素を利用すれば、ロックフェローのオロゴ切れを誘ゆう発はつ出来るのだ。

　──あの樹を、撃うて！

　砂煙がひどくて望遠照準器テレスコピツクサイトでさえも見えないこの状況。ロックフェローへ狙ねらいがつかなくとも、ヤツの背後に聳そびえるアスペン樹なら狙えるはず。

　わたしの銃口から発射炎マズルフラツシユが迸ほとばしった。煙けむりでみえないが、当たったのか──？　一いつ瞬しゆんあと、爆ばく音おんが響ひびく。

《狂えるバッファロータタンカ・ウイトコ》の銃声がやんだ！　爆発の衝しよう撃げき波はをくらわせて、体勢を崩くずしたか。それとも守りきってオロゴを失ったか。

　だが、オロゴの減少は向こうだけではない。アリスとて同様だ。シンフォナイズと《卓越者カイオワ》の維い持じも出来なくなってきた。一瞬だけ悩なやんで、《卓越者カイオワ》を消してシンフォナイズを残す。

　──射程内まで走れ！　いまヤツは撃うてない！

　アリスは砂すな埃ぼこりの中でも方角を見失うことなく全力疾しつ走そうしている。




　──勝てる。




　そう思った瞬間だった。慢まん心しんが生んだ、ほんの一瞬の隙すきだった。わずかだが、致ち命めい的だった。

　煙の向こうに出た途と端たんに、悟さとることになった────〝詰つまされた〟のだ、と。

　アリスの足が止まる。非難しようとして、わたしのアタマも真っ白になる。

《千里眼》ロックフェローが爆発の炎ほのおを背にして、悠ゆう々ゆうと立っていて──、

　幹が割れて転がり、燃えているアスペン樹の大枝に片足を乗せている。口元には不敵な笑えみが浮かんでいる。読まれていたのだ。とっくに移動して、爆発をくらったふりをしていたのだ。

「好敵手だった──」

　声が聞こえた。ロックフェローの声だ。心からの賞賛を含ふくんだ声だ。

　アリスの足元に、光る呪紋チヤーム・エンブレムがある。耳を立てたキツネの形をしている。声はそこから響いている。おそらく通信のチャームなのだろう。

「この戦いに巡めぐり逢あわせてくれた、大自然グレート・ネイチヤーズへ感謝しなければならないだろう」

　ロックフェローはわたしたちの足元へと、銃じゆう口こうを向けている。なぜ足元なのかは、すぐに判わかった。手前にある窪くぼんだ場所に、大量の筒つつが置いてある。土をかけて色を判わからなくしてあるそれは、かなり見慣れた形をしている。アリスがツバを飲んで、呟つぶやく。

「……………………ダイナマイト……」

　気づくべき、だったのだ。無法者バンデイツツのアジトにあったＥＸＰＬＯＳＩＶＥＳばくやくの木箱。アレが何に使われるのかを推すい測そくすれば、トラップを察して《卓越者カイオワ》でなくシンフォナイズを切って、後退して狙そ撃げきする流れに持っていけたろう。

　この大量のダイナマイトを撃うたれれば、いかにアリスが駿しゆん足そくだろうが関係ない。爆ばく発はつに巻きこまれて消し飛ぶ以外、ありえないのだ。

『貴方あなたの大事なものを、必ず一つ奪うばうでしょう』

　スティールが言った大事なものとは、アリスマイ・マスターのことだったのか──。

　ロックフェローの声が聞こえる。死者を悼いたむような声だ。

「さらばだ、夕ゆう陽ひ色のチャームガン。そして、《剛き疾走者ストライダー》よ」




「──やらせはしませんわ！　アリス」

　遠くから声がした。ロッキーが岩いわ陰かげから駆かけ出てくる。




「おぜうさま！　危ないメェ！」

　メリーも駆けてくる。




「安心しろ。仲間も等しく土へと還かえす」

　ロックフェローは酷こく薄はくな言葉を優やさしげに口にして、ライフルの引き金に指をかける。

　──全ぜん滅めつだ────。

　このままでは、すべての未来を──ロストする。

　迷える時間など残されていない。ロックフェローが行う〝指に力を込めるトリガー・プル〟というわずかな時間に、わたしの中で膨ぼう大だいな思考が渦うず巻まく。夢は導きだ。ならば、どこかにヒントがある。あるはずなんだッ!!

　猛もう然ぜんと思考が回転し始める。わたしの戦いは、始まる前に終わる。百手先を読み、敵が動く前に〝詰つませる〟パズル──それがミスター・マグナム・スタイルだ。

　刹那の幻フラツシユ・バツクのように、別れる前にバンプと交かわした会話がよぎる──。

『《蝗虫ドラツガ》ってヤツだ。オールドレイクの雑貨店で、弾だん薬やくの木箱の下に埋うもれていやがった。店主は価値も判わからず、普ふ通つうの弾たまと同じように売ってたぜ』

『なぜ、オールドレイクに寄った？』

『バッファロー・ジャーキーをやめたんで口くち寂さびしくなって、バーボンでも呷あおろうかと』

　その記き憶おくが蘇よみがえったあと────パズルのピースが、すべて埋うまる。

　刻ときは、満ちた。世界はわたしの手中にあるオール・イン・マイ・テリトリー。







「…………何を、笑っている？」







　アリスと視覚同調キヤストアイして百バレッセルほど先のロックフェローをみる。

　戸と惑まどっている。

　わたしが笑っていることに気づいたのだろう。

　戸惑うだろうな。判わかっている。だが、笑いが止まらない。

　スティールには、〝バンプのジャーキー〟など計算外──なのだから。

　前回の世界では、ロックフェロー戦でバンプはお荷物にすぎなかった。だが、今回はちがう。大だい活かつ躍やくどころの話ではない。あいつは奇き跡せきを起こしたのだ！

「はははは……はは、いや、すまない。こんな形で敵を討うち破ることが出来るとは、思ってみなかったのでな」

「討ち破る──だと？」

「なあ、ロックフェロー。おまえは拳けん銃じゆう使いを下にみてきた。射程という絶対的な優位があったからだ。事実、最後まで破れることはなかった。《復ふく讐しゆう》ライトニング・ワイルドの手にかかるまではな」

「スティールから未来の話は聞いた。だが、実力差ではない。チャームという力の差だ。その差は埋うまったはず。貴様の使う銃じゆう弾だんのすべてはコントロールされている。どんなにあがこうが、最後の一撃ラスト・シヨツトが破は滅めつをもたらす。銃弾に込められた果てしない重みヘヴイ・ウエイトを味わう運命だ」

　ヘヴィ・ウェイト……か。

　そうさ。おまえがもたらしたあの重さウエイトは、わたしの心を引き裂さき、押し潰つぶし、弱さや臆おく病びようを植えつけた。だが、わたしは小アリスとの絆きずなを通じて、自らの信念を取り戻もどした。

　そして運命の《連れん鎖さ》さえも断ち切れた。スティールの張った蜘く蛛もの巣すから抜ぬけ出したのだ。

　負ける要素は、何一つ残ってない。

「おまえは一つ忘れている──」

「何を、だ？」

「証明する。決着をつけよう」

「そうだな。貴様の銃口は、黙だまらせたほうが良さそうだ」

　スッ──、と静かにローリング・ブロック・ライフルを構えて、《千里眼》ロックフェローはラスト・ショットを──迎むかえる。

「拳けん銃じゆうなど、玩具おもちやにすぎないと知れ」

　────その〝射程優位アウトレンジというプライド〟が、おまえの敗因だ──ロックフェロー。




　特大の閃せん光こうが、視界を灼やき尽つくし──……‥




　爆ばく音おん。爆ばく炎えん。爆ばく煙えん。大地が震ふるえ、割れる。壮そう大だいな大爆発だった。

「アリス！　ミスタああああ──ッ！」

　そんなに叫さけぶな、ロッキー。わたしたちは無事だ。

　ロックフェローは勝利の余よ韻いんに浸ひたり、爆発の風圧に少しよろけながらも、ライフルを天に掲かかげてヤツの信じる独自の信しん仰こう〝大自然グレート・ネイチヤーズ〟とやらに祈いのりを捧ささげている。アリスとわたしは、その晴れ晴れとした後ろ姿をみている。

「素す晴ばらしい獲え物ものに感謝する……グレート・ネイチャーズよ……」

　勝利の余韻か。そいつもいいだろう。束つかの間まだけ、楽しめ。

　わたしはレンズを後ろに向ける。アリスは小さな丘おかをあとにしようとしている。見覚えのある丘だ。忘れるはずもない。




　あそこに────あったのだ……未来の、ロクサーヌ・ラヴォワの墓が。




　あの悔くやんでも悔やみきれない失敗が、わたしとアリスの切り札になった──……。

　アリスが音もなく歩み寄り、後頭部に銃じゆう口こうを突つきつけるまで、ロックフェローは〝儀ぎ式しき〟に浸ひたり続けていた。
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「…………な………………」

　その場に凍こおりついている。後ろになどいるはずがない、だが後ろにいるわたしたちを、いまやっと認にん識しきしたのだ。

「……これが答えだ、ロックフェロー」

「なぜ……だ？」

「おまえが玩具おもちやと呼ぶ拳けん銃じゆうは、敵に命を曝さらす武器だ。扱あつかいのスピードが極限まで要求される。おまえが何気なくやったミスがある。ライフルのストックを腋わきに入れ、照準器を覗のぞきこむという動作。あれは省略出来たし、するべきだった」

「そんな一いつ瞬しゆんの間に、何が出来るというのだ……」

「このアホなアリスは、その一瞬でも刻紋弾エンブレムド・バレツトを込め、放つことが出来る。それだけが、　唯ゆい一いつの取とり柄えだ」

　アリスが苦しげに言う。

「……アホはよけいよ、ミスター」

　声が掠かすれている。まだだ。保もってくれ……。

「なぜわたしの背後に立てた？」

「青き《蝗虫ドラツガ》だ」

「そんなカラーズは持っていないはず。しかも魔弾の射手チヤーム・ガンナー自身が一度行った場所でしか使えない弾たまだ。まさか、ここに来たことがあるのか……？」

「わたしには忘れられない光景があるんだ、ロックフェロー。かつての未来、おまえにくらった果てしなく重い弾丸ヘヴイ・ウエイトが──……な」

「……なんだと？　わたしが？」

「未来のおまえは、ショットガン・クイーンを殺した」

　ロックフェローは小さな丘おかに視線を向ける。

「あそこに瞬間転移テレポートしたのか？　何があった？」

「墓だ」

「墓……？」

「ショットガン・クイーンの墓だ」

　見ているか、未来のショットガン・クイーン──復ふく讐しゆうを遂とげられなかった、ロクサーヌ・ラヴォワよ。

　────慈悲を、見失わずにマーシイ・ユア・オウン・ハート──……。

　おまえの、最後の言葉。

　憎ぞう悪おに囚とらわれたわたしでは、きっと勝てなかったろう。

　在ありし日のおまえを思い募つのるこの心があったからこそ、イメージは鮮あざやかに蘇よみがえり、アリスを通してさえも青き《蝗虫ドラツガ》は発動した。




　おまえの残した《慈悲マーシイ》が────わたしを勝利に導いたのだ。




「あの重すぎる光景を、わたしが忘れられるはずがない……だから、アリスにも意識同調シンフオナイズを通じて、鮮せん明めいなイメージとして伝えられた。たったそれだけだ。戦いにまるで関係のない、ほんのわずかな差だが、それが勝負を分けた」

「………………………………」

　何かを言いかけた声が、わずかに聞こえたが──言葉は死ぬ。折れたのだろう、心が。

　ロックフェローは紛まぎれもなく天才だった。常人に到とう達たつできない領域に、最初からいた。おそらく彼の人生の中で、初めてだったにちがいない。負ける、という言葉の意味を知るのは。

　煙けむりの向こうからロッキーたちが現れる。

「来るな」

「えっ……」

「銃じゆう声せいが一つしてから、一〇分待て。その間に終わらせる」

　その言葉で察してくれた。ロッキーはメリーを連れて煙の向こうへと戻もどっていく。

「すみません。マスター。わたしが弱かったばかりに」

　ライフルの銃口から出た穏おだやかそうな男性の声に、ロックフェローが応こたえる。

「貴様のせいではない。この者が大自然グレート・ネイチヤーズをも凌しのぐ、崇すう高こうで偉い大だいなる存在ゆえに敗北した」

「わたしはただの銃だアイ・アム・ア・ガン、ロックフェロー」

「もっと技わざを磨みがき抜ぬいて会いたかった。怠たい惰だに過ごした時間が──いまはただ屈くつ辱じよくだ」

「まだ道はあるぞ」

「終わらせろ。我は揺ゆるがない」

　目立たないよう、ゆっくりとレンズを向ける。かなり離はなれた崖がけの上に焦しよう点てんを結ぶ。やはりいたか。あのシルエットは──ヤツだ。

「そうか……残念だ。撃うて、アリス」

「でも、ミスター……悪い人にみえない」

「スティールと組んだ以上、こいつには何かしらの理由がある。人生の首根っこを押さえられているのだ。終わらせろ、と言ったのは〝どうにもならない〟からだ」

「命まで奪うばわなくたって……」

「生き延びるのは、彼の恥はじになる。生は、こいつらにとって情けではない。死ぬよりもつらい地じ獄ごくを味わう。一流の拳銃使いガンフアイターの中にはそういう連中もいるのだ」

「チャームガンの言う通りだ。ストライダーよ、我は大地への帰き還かんを望んでいる」

「………………そんな……」

「ガンファイターとして生きることを決めたのなら、どんな相手にも勝利の引き金を絞しぼれ。それは情けであり、掟おきてであり、義務だ」

　わたしの引き金にかかる指が、微かすかに震ふるえている。

「強さの代だい償しようを払はらえ──アリス」

　震えが大きくなる。

「こんなのおかしい！　また正義を計算してるじゃない！」

「うるさい。命令を聞け。おまえの安っぽい正義感など聞いちゃいない！」

　そうだ。抵てい抗こうしろ。信念を曲げるな。

「やれッ！　撃うつんだ！」

　やるなよッ!?　撃つなよ──絶対に撃つんじゃないぞ、アリス。

　鉄てつ砲ぽう風かぜが吹ふき抜ぬける。砂さ塵じんを孕はらんで黄色くなった風だ。大きく空を覆おおっている。

　チャンスが──やっと来たか。

「アリス、口も視線も動かさずに聞け。二時の方向、二〇〇バレッセル先の崖がけにスティールがいる。望遠鏡でこっちを覗のぞいている。ヤツは読どく唇しん術を使える。遠くからでも唇くちびるの動きで会話が判わかるという意味だ」

　マイ・マスターの目が見開かれる。

「ロックフェロー、おまえが殺されることも、人質が解放される条件の一つだろう。ちがうか？」

「…………」

「大だい丈じよう夫ぶ。おまえはヤツに背を向けている。話せ」

「……そうだ」

「人質の名は？」

「アメリア・マンソン」

　グリーンフォークの高級娼しよう婦ふ──向こうのロックフェローが惚ほれた女だ。

「おまえは殺されるが、一切動くな。アメリアの確保はこちらで行う。生き残ることだけを考え、二ヶ月潜せん伏ぷくし、アイアンハンド北のダートラグという集落の廃はい教会で合流する」

「チャームガン……」

「わたしはミスター・マグナムだ。さあ、もう一仕事だ、アリス。砂さ塵じんが晴れる前に空へ一発撃ち、おまえの血をロックフェローの頭に塗ぬりたくれ。そして襟えりを摑つかんで引きずって、南東にみえる崖まで行って、突つき落とせ」

　銃じゆう声せい一発──アリスは苦痛に表情を歪ゆがめながら、ロックフェローの頭を血で染めまくると、落ちているライフルを担かつぎ、襟を摑んで引きずり始める。いつのまにかアリスの馬が寄ってきて、ロックフェローの肩かた口ぐちの服を嚙かんで手助けしてくれる。

　砂さ塵じんが晴れた。スティールがこっちをみてやがる。遠すぎるので表情までは判わからない。バレるのでアリスの目は使えない。この状じよう況きようはヤツにとって成功なのか失敗なのか。それだけでも知りたいが……。

　ようやく崖がけに着く。

「……高いよ。これじゃ死んじゃうわ。ミスター」

　スティールに背中を向けているので、アリスが喋しやべった。高すぎるし、下は水量も乏とぼしい。落としたら……死ぬかもしれないな。

「落とせ」

「でも……」

「誰だれに幸運を渡わたすかは神の仕事だ。おまえに出来るのは、祈いのることだけだ」

　目を強く瞑つぶって、ロックフェローを落とす。ライフルも取って、投げ落とす。

「────」

　落ちていくロックフェローが口を開き、声を出さずに何かを言った。

　Ｈｅａｒｔ──心ハート？　いや、心臓ハート、か？　どういう意味だ……？

　河の水面が白くはじけ、《千里眼》の名を持つ男は急流に呑のまれてみえなくなった──。

　ロッキーたちが駆かけつけてくる。

「右手を、どうしましたの!?」

　そう、アリスはわたしを左手で構えている。膝ひざが力を失い、崩くずれるように倒たおれ、わたしは地面に転がった。アリスの右腕うでをみたロッキーが、小さい悲鳴を上げる。

「…………なんてひどい」

　爆ばく発はつの破片をくらい、深く抉えぐれた傷から血が流れ落ちている。ひょっとすると骨にも到とう達たつしているかもしれない。

「おぜうさま、メェに任すメェ」

　メリーはアルコールで消毒すると、スカートを裂さいて包帯を作り、止血する。

「大だい丈じよう夫ぶですわよね……？」

　答えない。

「……アリス？」

「こいつも判っているのだ。傷が深刻であることをな」

　ロッキーは青ざめ、手で口を覆おおう。

「ぼさっとしていないで、馬を連れて来い！　一番近くの医者にアリスを連れて行く」

　涙なみだを拭ふきながらロッキーが駆けていく。アリスをみる。顔色が悪くなっている。これは……出血のせいか──？　急所に入らなくても、衝しよう撃げき波はだけで死ぬヤツもいる。人間なんて脆もろいのだ。クソッタレが、浮かぶのは不吉な考えばかりだ！　わたしが希望を持たないでどうする！

「……ずっと、一いつ緒しよだよね…………ミスター……」

「ああ……ッ！　だから、目を閉じるな！　気をしっかり保もて！」

「…………わかっ……て……る」

　脳裏にスティールの言葉が蘇よみがえってくる。

『今度の《千里眼》は、あっさりとは片づけられはしませんよ。予言します──貴方あなたの大事なものを、必ず一つ奪うばうでしょう』

　アズールが突つきつけた《第二の未来セカンド・フユーチヤー》は、アリスの死をも予言している。




　ロッキーを助ければ──アリスが死ぬ────……ッ!!




　予感はあった。だが、戦った。わたしが正義などと口にしたから、アリスは乗った。そんなバカな代しろ物もののために、こいつは命を失うのだ！

　アリスの言葉が心を包む。

『泣く人が一人でも減るなら、それがあたしの生きた証あかしになるわ。自己満足でもいい……誰だれかの笑え顔がおを守りたいよ』

　アホがッ……どうでもいいヤツの笑顔より、おまえのほうが大事だ！




　生きろッ！　生き続けてくれッ！　わたしのために、死なないでくれ！







「大好きよ……ミスター…………あたしが巡めぐり逢あったのは……最高の銃じゆうだったわ……」







　向こうのアリスの、死しに際ぎわの言葉だ。




　アリスは、とても穏おだやかな微ほほ笑えみを浮かべて────目を閉じた。




「目を開けろッ！　開けるんだッ────アリィィイイイイイス──────ッ!!」

　その腕うでから、力が抜ぬけて──……‥







[image: 最終章　ダークネス]










　　　　†




　わたしは墓穴の前にいる。黒いドレスをまとったロッキーの手に握にぎられて。

　ビッグホーン牧場の西にある、墓地の丘おか。未来のロッキーが倒たおした無法者バンデイツツの墓で埋うめ尽つくしたこの丘は、まだまだ埋める土地が残っている。歴史は変わったのだ。

　ロッキーは〝暴ぼう虐ぎやくの〟ショットガン・クイーンではなくなった。恐きよう怖ふを持って彼女の伝説レジエンドが語られることは、もはやないだろう。代だい償しようは大きかったが──……。

　鉛なまり色の曇どん天てんだ。やがて雨になるだろう。時は夕暮れ。やがて闇やみが訪おとずれるだろう。

　カウボーイたちの手によって、棺ひつぎが運ばれてくる。参列者の顔は厳おごそかだ。哀かなしみに耐たえている。誰だれかが泣きだした。数人が涙なみだを浮かべる。この涙は、やがて降る雨に洗われるだろう。

「棺を開けてください」

　穏おだやかな声で、バンプが語る。ヤツは男らしく哀かなしみを隠かくして、牧師という役割を演じている。噓うそで固めたその役割を──。

「故人はスモーキー＆ロックスに名を残した偉い大だいな人物である。銃じゆうを握にぎり、魂たましいを奪うばったこともある。しかしそれが正義であったことは、我らが胸にある。せめて天国に近い場所へと行けるように、深く祈いのりましょう……」

　パイクが目に涙を溜ためながら、棺の蓋ふたを開ける。




　────花に包まれた────白いドレスのアリスが──静かに横たわっていて──……‥




　頭の中が真っ白になる。時間が停とまったかのように静まりかえる中、バンプの声だけが響ひびく。

「故人とのお別れの時間……ん？　故人………………故人がアリスぅッッ!?」

　アリスが、いきなり目を覚まして跳はね起きた。バンプでさえびびって聖書を落としそうになる。ロッキーはたじろぎ、メリーが「悪あく霊りようだメェ！」と叫さけんで尻しり餅もちをつく。

　アリスは素す早ばやく辺りを見回し、目を丸くする。

「…………あれぇぇえエっ!?」

　ロッキーがぽろっとわたしを落とした。地面に転がりながらも怒ど鳴なる。

「あれ、じゃない！　アホか！　アホだろうな！　確実にアホしかないなッ！　こんなタチの悪いイタズラを仕し掛かけるとは、呆あきれ果てたぞ」

「ちっ、ちがうよ！　敷しき詰つめられた花が綺き麗れいと思ってみてたら、どうしても寝ねてみたくなって、寝てみたら思いのほか気持ちよくって昼寝しちゃって……」

「ハァ──ッ!?　ニコラスの遺体はどうしたッ？」

　ニコラスは森で発見された。すでに骸むくろとなっていた。これは、彼の葬そう送そうだ。裏切りのことは胸に伏ふせることにしたのだ。終わった話だ。知らないほうが、カウボーイたちにとってマシな未来になるだろう。

「棺ひつぎには誰だれも入ってなかった！」

「噓うそつけッ、遺体など盗ぬすんでどうする！」

　アリスが目をうるうるさせる。

「なかったんだよ、信じてよミスターぁぁああ……」

　パイクがわたしを拾って、ロッキーに渡わたす。

「まあ、そのへんで許してあげてください。調べて参りますよ。ミスター・マグナム」

「……ふん。甘すぎるぞ、パイク」

　わたしは目の前でぺこぺこ頭を下げているマイ・マスターをみつめる。

　冗じよう談だんじゃない。本気で心を抉えぐられたぞ。それでなくても、ショッキングな出来事のあとだ。

　四日前、アリスは《呪のろわれた谷》で死にかけたのだ。あのときの記き憶おくが、鮮せん烈れつに呼び起こされていく──……‥




『馬を連れてきましたわ！』

『銃さん、どうするメェ!?　どんどん息が細くなって──』

　ロッキーが戻もどってきたとき、アリスはすでに虫の息だった。

　爆ばく発はつの衝しよう撃げき波はで臓ぞう物もつをやられたか、それとも出血しすぎたか。どちらにしても、これは素人しろうとの手に負える事態ではない。医者が間に合わなければ死ぬ。

『二人で担かつぎ上げて、乗せろッ！』

　アリスを両脇わきから担いで、馬に向かいながらロッキーは唇くちびるを震ふるわせる。

『間に合いますわよ……ね？』

　答えられるか。

『助かるメェ？』

　答えられるかッ！

　おまえらが求めているのは〝大だい丈じよう夫ぶ〟という幻まぼろしだ。

　このままでは、アリスは死ぬ。それは変えようのない現実で、わたしは幻をみないように作られた鉄のカタマリだ。幻で心をごまかせるなら、どれほど良かったか──。

　どうにか方法を探さぐれ！　おまえにはそれが出来るはずだ！

　思考を猛もう然ぜんと回転させる。記き憶おくを遡さかのぼって、ヒントを探す。交かわした銃じゆう弾だんが、会話がフラッシュバックしていく。




　　　　　　　────Ｈｅａｒｔハート──。




　落ちていくロックフェローが、声なく呟つぶやいた──あれは……。

　心でも、心臓でもないとしたら、何だ──……？　元気ハート──勇気ハート──愛ハート──確信ハート──、




　────胸ハート、かッ!?




　アリスの胸をみる。サイズが合ってないので胸むな元もとの布地がたわんでいる。その布のたわみに、何か光る物が、一いつ瞬しゆんだけみえて──、

『待てッ！　ロッキー、アリスの胸元を探さぐれ！』

『それどころでは……』

『いいから、早くしろッ！　間に合わなくなる！』

　ロッキーはアリスの胸元を開き──手探りしていた手が止まる。

『ありましたわ』

　出したのは、銃じゆう弾だん。それもただの銃弾じゃない。

　刻まれた白い紋もん章しようは、翼つばさを広げた鳥。傷や病気、すべてを癒いやす弾丸、《聖鳥ジトカラ・タンカ》だ。

　おそらくは引きずられて運ばれている間に、ロックフェローがこっそり入れたのだろう。スティールに気け取どられないようにするためには、わたしたちの目すら欺あざむく必要もあった。だから、その事実を伝えるのもスティールから絶対に見えない〝落ちていく間〟しかなかったのだ。

『その弾丸を、わたしに込めてアリスを撃うて！　癒やしの弾丸だ。それでアリスが助かる』

『ですが、前にわたくしには魔弾の射手チヤーム・ガンナーの才能がないと……』

『あるのだ！　おまえにはすでに女王の心臓が……』

『心臓……？』

　焦あせりで口が滑すべった。

『いいから撃て！　いますぐにだ！』

　ロッキーは《聖鳥ジトカラ・タンカ》を装そう塡てんして、アリスへとわたしを向けて──……‥




　‥……──銃声が、わたしの思考を引き裂さいた。

　次の人物の葬そう送そうが始まっていたらしい。銃声は、弔ちよう銃じゆうという儀ぎ式しき的な発はつ砲ぽう。スタンピード地方のカウボーイたちの風習だ。

　アリスがテンション高く寄ってきて、わたしで弔銃しようとしたが、ロッキーに「遊びじゃありませんのよ？」と手を叩たたかれ、しょぼんした顔で離れていく。

　いいぞ。もっと怒おこれ。わたしがイチイチ怒らないで済む。

「……ミスター」

「ん？」

「わたくしは、もう魔弾の射手チヤーム・ガンナーなのですわよね？」

「…………ああ」

　ふっ、と──ほんの一いつ瞬しゆんだけロッキーが浮かべた表情に、寒さむ気けを覚えた。それは微び笑しようだった。その笑えみが、いつものロッキーではないように思えたのだ。穢けがれない青い瞳ひとみに、闇ダークネスがよぎったように感じたのだ……。

　いまは、不安を感じるような気配は何一つない。わたしのレンズの方向に気づいて、頰ほおを赤らめている。いつものヘンなロッキーだ。気のせいか──？

「なあ、ミスター。ここにいつまでとどまンだよ？」

　バンプが話しかけてくる。

「明日には出発する」

「どこへ？」

「ロックフェローとの約束を果たさなくてはな。スモーキー北部の旅になる。防寒着を準備しておけ」

　わたしを握にぎっている人物に、レンズを向け直す。

「どうする？　ロッキー」

　少女の目が半目に据すわる。

「どう、とは何ですの？」

「来るか？」

「わたくしにそれを聞きますの？」

　戻もどってきたアリスが指さして言う。

「でも、ロッキー……あの人」

　指さしたのはロッキーの母親──ドミニクだ。娘むすめの瞳から強気が失うせて。言葉なく、時間が風に乗って流れて。




　母の瞳と、娘の瞳が────多くの言葉を交かわす。




　やがてドミニクは一礼して、行ってしまう。

「………………もちろん行きますわ」

「いいのか？」

「ええ──これがわたくしの道マイウエイですもの」

　晴れ晴れとした瞳をしながら、ロッキーはそう答えた。




　　　　†




　牧場の朝は早い。明あけの明みよう星じようが残る薄うす暗ぐらい空の下、あくびしながらアリスが愛馬に跨またがる。黒馬は軽く嘶いななくと、前脚あしで砂を蹴ける。走る気満々だな。

「遅おそいですわよ」

　ロッキーはすでに馬の筋肉を温め終わっている。バンプも馬を貰もらって、準備万ばん端たんだ。

「出発するぞ」

「うんっ！」

　アリスとロッキーが視線を合わせ、微ほほ笑えみあう。

　近くの茂しげみからガサ、と音がして握りグリツプのレンズを向ける。アリスもロッキーも、銃じゆうを握にぎってはいるが、バンプが一番早い。もう銃口を向け終わっている。

「撃うつな。聞き覚えのある足音だ」

　現れた人ひと影かげはひどく小さい。浅黒い肌はだにフェイスペイントして、弓とトマホークで武装した先住民の──、歯は抜ぬけの、幼女。

「……久ひしやしぶりじゃな、《予言する者》」

「アゴちゃん！　いままでどこに……ッ」

　その肩かたに、アズールの使い魔フアミリアー、白フクロウが留まっている。そいつが喋しやべった。

「我が戦わせた」

「戦い？」

　アゴンロジはアリスに何か手渡わたす。石だ。銀色の、淡あわく光る石──。

「…………これは？」

「刻紋石エンブレムド・ストーンちょいふ。しょれが限界らった。多くを鉄巨きよ人じんに奪うばわれら」

「何の話をしているのだ？」

　アゴンロジの肩でホウ、と一鳴きしてフクロウは話し始める。

「星が堕おちたと言ったであろう。それより貴様には幻げん滅めつした。してやられおって。ちゃんとスタイリッシュせぬか」

「今度は何の話だ？」

「言ったであろう。大がかりな呪術チヤームや製造術クラフトを警けい戒かいせよ、と」

「確かに聞いたが……」

「ここの火皿をみてこい」

　火皿とは先住民エルダーズの言葉で、ソーサーを示す。大量のオロゴを有する窪くぼ地ちのことだ。

　ギイイィ──……とシリンダー固定バネハンド・トーシヨン・スプリングが嫌いやな音を立てる。

「ねえ、ミスター。いまの音……」

　悲鳴が聞こえた。ドミニクの声だ。

「走れッ！　全力だ！」

　ドミニクの悲鳴がした方向へと駆かけつける。アリスとロッキーが先行して〝その光景〟を見ることになった。




「…………何、これ…………？」

「おぞましい……ですわ……」




　凍こおりついている。馬も怯おびえて、指示もないのに止まっている。腰こしを抜ぬかして震ふるえるドミニクが這はいながらこっちに寄ってきている。

　そこは、ソーサーだ。ビッグホーン牧場にソーサーがあるのは、来たときに確かく認にん済みだった。だが、来たときと様相はまったく変わっている。骸むくろが並んでいる。適当な並びではない。規則正しく放射状に配置されている。無法者バンデイツツたちの骸だ。アジトで戦ったときにみた顔だから、撤てつ退たいした連中だ。その顔はどれも恐きよう怖ふに歪ゆがんで、胸を裂さかれて何かを取り出されている。取り出された心臓それが、地面に描かかれた《血の円えん陣じん》の中心に集められ、まだ鼓動を刻んでいる。

　心臓の山の一番上に、心臓をくわえさせられたニコラスの生首がある。

「ねえ……ミスター、この形って……」

　アリスが言っているのは、円陣の形だ。

　見覚えがある。円の中に、十字が入った形。紛まぎれもない。見間ま違ちがうはずもない。あれが破は滅めつの始まりだった。




「──────黒の……、《切断キヤクサ》…………なのか？」




　黒のシリーズの呪紋エンブレムだ。あれは世界に一発しか存在しないはずなのに。




「どういうことだ、アズール……なぜ《切断キヤクサ》のエンブレムが、ビッグホーン牧場に描かれているのだ……？　あの警告と関係あるのか？」

「《第二の未来セカンド・フユーチヤー》の予言を賜たまわったのだ」

「どんな？」

「我らの相手にしている者が、そこにいた。百ひやく獣じゆうを率い、たった一発の刻紋弾エンブレムド・バレツトで街を灰にし、スティールを下げ僕ぼくのように跪ひざまずかせていた。闇やみ色いろのローブをまとい、フードの下には獣じゆう骨こつの仮面をつけていた。魔ま女じよだ。かつてない力を秘ひめたその者は、軍勢からこう呼ばれていた」

　フクロウは何かを恐おそれるように、身を縮める。







「闇の主マスターダーク、と──」







「…………マスターダーク……だと？」




　空の高みで、ハリスホークが鳴く。

　わたしの愚おろかさをあざ笑うように────聞こえた……。







　　あとがき




　幽ゆう霊れいに遭ったことはありますか？

　僕は何度もあります。家が心しん霊れいスポット《八や柱ばしら霊園》の近くだったこともありますし、小学生のときの遊び場所が《八や幡わたの藪やぶ知らず》近辺だったこともあり、何度も遭そう遇ぐうしているわけで。

　藪知らずの近くで起こった出来事を話すと本気でシャレにならないので、ページを閉じられないためにも、楽しい話をしたいと思います。




　可か愛わいい幽霊の話です。




　ほら、ちょっと怖こわくなくなったでしょう？

　残念ながら女の子の幽霊がどうこう、って話じゃないんですが……ちょっと、待って！　ページは閉じないでくださいッ！

　その幽霊はスズメでした。

　朝起きたらビデオ（ＶＨＳ）デッキの上にいました。

　ちゅんちゅん鳴いています。

　部屋の中にスズメがいるわけないと思いましたが、どっかの窓が開いていて迷いこんだのかなと思って、捕つかまえようとしたら〝触ふれられない〟わけで。

　……しばらく放心状態でしたね。

　ですが、相手が人間じゃないことが恐きよう怖ふ心しんを和やわらげました。この機会に『幽霊とは何ぞや？』を検証してみようと思いました。

　まず、音源の位置は〝本体の位置〟です。つまり音は幽霊が発しています。スピーカー内蔵です。次に色々な角度から〝本体〟を目視しました。どの角度からも、それは見えます。陰いん影えい、色しき彩さい、質感これらは完全再現です。つまり三次元映像としての理想型です。触しよつ感かん、は当然なしです。触さわるとビジュアル的にどうなるか？　スズメで〝僕の指が上書き〟されます。

　そして一〇分後ぐらいにゆっくりフェードアウトしながら消えて行きました。ふり返ったらいなくなる、みたいなのはなかったです。

　心理学的に幽霊は共時性、つまり『意味のある偶ぐう然ぜんの一いつ致ち』とされているのですが、僕的には『現実内に仮設置された《夢》』なんじゃないかと考えています。

　つまり夢＝思考ではなく、夢＝（感覚を巻きこんだ）バーチャル体験であるという仮説です。夢内で行われている〝感覚器の書かき換かえ〟は、起きているときの感覚器すらコントロール可能なのではないかと。

　──なんていうのも、確実に妄もう想そうですかね……。担当さんにこの話をしたら「中二病こじらせるあまり夢でもみたんじゃないですか？」なんて一いち撃げきでやり込められ（くうッ、鬼おに首くびゲットしたみたいなドヤ顔して！　最近、過去編のバンプみたいなお腹なかのくせにぃ！）なんて悔くやしい思いをしたものです。

　さてさて、残りはすぺしゃるさんくすです。

　無事にアリス・リローデッド一巻も発売されまして、人生初のプロデビューに色々思うところがありましたが、特に嬉うれしかったのは皆みな様さまの感想でした。お褒ほめの言葉も厳しい意見もあったわけですが、どちらも僕の糧かてです。買ってくださった皆様、そしていまこの二巻を手に取ってくださっている皆様、心から、ありがとうございます。

　いつも群れてくれるワナビーズの面々、みんながいるからいつも楽しいです。

　ツイッターや贈呈式でアドバイスをいただいた三み河かわごーすと先生、エドワード・スミス先生にも感謝を。新人の無様なトークにお付きあいいただいている、綾あや崎さき隼しゆん先生や西にし村むら西せい先生、懲こりずにじゃれてくださいませ。

　同期の中で圧あつ倒とう的に付きあいが多いお三方──桜さくら井い美み奈なさん、岬みさき鷺宮さぎのみやさん、甘あま夏なつ……失礼、天あま沢さわ夏な月つきさん、またコンビニ前みたいなダベりトークしましょう。あと桜井さん、ロシアで野宿は絶対ダメですよっっっ！

　十じゆう文もん字じ青あおさんには「先生つけるのやめて」なんてフランクに接していただき、さらに鋭するどい分ぶん析せきやアドバイスまで！　肝きもに据すえて向上します！

　安あ部べ飛ひ翔しよう先生、水みず城しろ水みず城き先生、鷹たか山やま誠せい一いち先生には楽しくお付きあいいただいてます。

　それから更さら伊い俊しゆん介すけ先生、アニメ化おめでとうございます！　一いち之の瀬せ六むつ樹き先生、ノベライズおめでとうございます！　深ふか見み真まこと先生、サイコパス絶好調ですね！　いつも拝見しています！

　あと今回、英語ルビの部分で、さいはてさんという方にお世話になりました。紹しよう介かいしてくれたのはみみとミミさんです。ツイッター上で辛から口くちトークくり広げていますが、根は優やさしいのできっとツンデレなのでしょう。

　そしてデビューやラジオ出演を、我がことのように喜んでくださった飯いい田だ店長に。職場は離はなれてしまいましたが、店長の見事な前陳を思い出しながら日夜業務に励はげみます。

　小こ浜はま師し匠しよう、飲みに連れて行っていただいてありがとうございます！　師匠と話せて、昔は謎なぞだったことの意味を知れて楽しかったです。

　師匠の言葉の中で、最も心に残ったアドバイスで締しめくくりたいと思います。

『作家は一人じゃ生きていけない。よく耳を澄すまして、聞くべきことを聞きなさい』


二〇一三年　三月一九日　茜あかね屋やまつり
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茜あかね屋やまつり

千葉育ち、埼玉住みの女子高生（が好きな人）です。

執筆には一太郎を使っています。

趣味は丸くなることです。

好みのタイプは、とても言えません。
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蒲かば焼やき鰻うなぎ

１９８０年生まれ。神奈川県在住。

なんでもやってみたくなる性分です。窓枠が壊れて寒いです。

鰻は小骨が気になるので苦手です。








電撃文庫





アリス・リローデッド２




ヘヴィ・ウェイト











茜あかね屋やまつり








二〇十三年八月二十九日　配信
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